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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序　章







　小高い丘おかの上。風水に侵しん食しよくされて表面が凸おう凹とつになった岩の一つに、皮ひ甲こうを纏まとった少女が腰こし掛かけている。

　汗あせで黒くろ髪かみが顔にへばりつきそうになるのを時とき折おり払はらう。流れた汗は皮甲に零こぼれ、表面に塗ぬられた漆うるしに弾はじけ、飛ひ沫まつが輝かがやく。

　少女は瞼まぶたを閉とじたまま、暗雲が立ち込こめる空を眺ながめていた。

　無む論ろん、瞳ひとみに空は映うつっていない。それでも、瞼の裏うらで確たしかに見て感じていた。

　暗雲は空低くに重く沈しずんで精せい彩さいからは程ほど遠とおく、遠く響ひびく雷らい鳴めいが耳の奥おくを揺ゆらして不安を煽あおる。

　常つねならば。

　だが、少女が視みる暗雲は全すべてを浮うき彫ぼりにしようとする無む思し慮りよな日の光からの守しゆ護ごであり、雷鳴は少しばかり暴ぼう力りよく的な激げき励れいだった。

　少女は右の掌てのひらを小さく空に掲かかげた。ゆっくり、ゆっくりと、指を一本ずつ曲げて人差し指だけを立てた。立てた指先に、仄ほのかな淡あわい光が灯ともる。

「何をしておられるのでしょうかな」

　鈴すずなりのような、小さな鳴き声を耳元で感じて、少女は瞳を開ける。黒髪とよく似にた黒い瞳に青いハチドリの姿すがたが映った。

「ちょっとね」

　少女はまるで子こ供どもじみた悪戯いたずらを発見されてしまったかのような、居い心ごこ地ちが悪そうな笑えみを浮かべた。ただ、その居心地の悪さは当人だけのものであって、見ている側としては微ほほ笑えましくもある。

「はは。教えて頂いただけませんか」

「まあね」

　断ことわられたハチドリは、ちょこんと首を突き出す。少女の指先の光をもっとよく見ようとしたのだろう。

　少女は慌あわてたように、急にその指も折り曲げた。光は拳こぶしの奥に消える。

「大した事じゃないわ」

　小鳥に向けて微笑む。

　その時、少女の背はい後ごから進み出てくる影かげがあった。竜りゆうのように険けわしく厳げん格かくな顔つきの、隻せき腕わんだ。

「出しゆつ立たつの準じゆん備び、完かん了りよう致いたしました」

「そう」

　少女はすっと立つ。それに合わせてハチドリも羽ばたいた。翼つばさを小こ刻きざみに動かしての浮ふ遊ゆうはハチドリ種が得意とするところだ。空中で静止することすら可か能のうである。

　ハチドリがやや離はなれたところを見計らって、少女は眼がん下かを見下ろした。

　丘下に広がるのは、一種異い様ような光景だった。

　竜が、魔ま狼ろうが、大だい蛇じやが。

　魔物と称しようされる異い形ぎようの獣けもの達たちが、大地を染そめていた。

「さて」

　少女は岩から飛び降おりて、一歩前に進み出た。

　息を吸すう。潮しお気け混まじりの蒸むした熱風に肺を焼かれないよう、ゆっくりと深く、静かに息を吸い込む。

　吐と息いきと共に、少しばかり声を張はる。

「わかっているとは思うけど」

　少女の一言に視し線せんが集まった。ただの人間など一いち瞥べつで身体からだを震ふるわせそうな、暴ぼう威いを誇ほこる魔物達の視線を一身に集めて、少女は平然としていた。

　逆ぎやくに、自分に視線が集まるのを待つかのように、少女は一時言葉を止めていた。

　しばらくして言葉を再さい開かいする。

「わたしは人間。そして、魔物達の王。

　けど、まだ認みとめてくれてない者も多いわ。今から討うちにいくファーブニルってのもそう」

　人間の声量は雷鳴の轟とどろきに比くらべれば小さい。なのに、魔物達は不思議と少女の言葉を聞き逃のがさなかった。

「魔王位なんて偶ぐう然ぜん転がってきちゃったようなものよ。だから、偶然でいつなくなってもおかしくない不安定なもの。ファーブニル等の叛はん意いも真っ当よ」

　魔物達がざわめいた。少女の言い様は自らに反逆した者の肩かたを持つ言い方なのだ。当然の反はん応のうだ。

「ファーブニルだけじゃない。実はあなた達もそう。違ちがう？」

　ざわめきはより大きくなる。たまらず隻腕の魔物が進み出て、少女の耳元で耳打ちした。

「陛へい下か。お言葉が過すぎます」

　少女は左手を軽く上げ、隻腕の言葉を退しりぞける。

『わかっている。任まかせろ』

　そう言いたげな少女の無言の動作に、隻腕は頭を下げた。

　少女は言葉を続けた。

「わたしの能のう力りよくは知っているわね。魔物達の魔力を奪うばい取ってしまう能力。あなた達の同どう胞ほうの多くを葬ほうむって来たし、前の魔王もそれで退しりぞけた。

　この吸きゆう魔まの能力をわたし自身の力と認みとめて、あなた達は従したがってくれた。

　でもね。わたし、この力をそんな大したものだって思ってない。

　確たしかにこの力がなければわたしはここにいない。人間が魔王になんてなるはずがない。

　でもね。生まれた時から持っていたこの力は、わたしにとって身体の一部。あなた達の牙きばや爪つめ、巨きよ軀くや空を駆かける翼みたいなものよ」

　ざわめきは収まるどころか、さらに広がる。そのざわめきをなぜか満足げな笑えみで受け止めて、少女は静かに発した。

「じゃあ訊きくわ。あなた達を力たらしめているのは、牙や爪の鋭するどさだけ？　身体の大きさや空を飛べる事？」

　ざわめきが一いつ瞬しゆん、静まった。

　少女はその一瞬の間を打つ。

「違うでしょ。それを自じ在ざいに扱あつかえるようになるまで修しゆう練れんを続けたあなた達自身よ」

　息を吞のむ音。見開いた目。ピクリと反応する耳に逆さか立だつ尾お。

　表ひよう現げんは個こ々こそれぞれで異ことなっていたが、一いつ致ちしていたのはただ一つ。

（ああこの人間は）（この少女は）

『我われらに敬けい意いを示しめしている』

　悪意や憎にくしみ、侮あなどりや蔑さげすみといった感かん情じようを持つ者からは出ない言葉だ。

　相手の誇ほこりを認めている者の言葉だ。

「わたしの能力は確かに強力かもしれない。でも、苦労して培つちかったものでも、苛か酷こくな試練の中から勝ち取ったものでもない。なぜ持っているのか自分ですらわかっていないのだから、訳わけのわからない理由で唐とう突とつに失うかもしれない。

　だから大した力じゃないの。

　でもね、異い能のうを取ったらただの小こ娘むすめとは言わせない。あなた達が自在に扱う爪そう牙がと比ひしても恥はずかしくないものを、わたしは持っている」

　魔物達は固かた唾ずを吞んで、少女の次の言葉を待った。

　ほとんどの魔物達にとって、自らより小さく、幼おさなく、か細い異種族の、人間の少女の言葉を、心の底から待ち望んだ。

　それはすでに、少女を認めたに等しかった。

「今から見せるわ。異能を持つ者として忌いみ嫌きらわれ、蔑まれ、生命いのちを狙ねらわれ続けた日々で培つちかった、もう一つのわたしの力。あなた達の王が、ただの偶然で成り上がっただけの、少しばかり変わった力を持った人間の小娘じゃないってことを見せる。

　誇り高いあなた達が仰あおぐに値あたいするかどうかの判はん断だんは、それからで結けつ構こう」

　少女は微笑ほほえんだ。

　暗雲と雷らい鳴めいの下もと、暗い世界の中でさえ、その笑え顔がおは輝かがやいて見えた。




　当とう暦れき二二八年、[image: ほう]ほう落らく九年。

　統とう一いつ帝てい国こくの始し帝てい、サラ＝シャンカーラの、王としての第一声だった。
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　事後処しよ理りとは面めん倒どうなものである。

　何な故ぜ面倒なのか。

　言うまでもなく、すでに事が起こった後だ。劇げき的てきな変へん容ようはすでに去り、ただ穏おだやかに鎮しずめることだけを旨むねとしなければならない。

　地味である。

　だが、最大の問題はそれではない。それでいて非ひ常じように重要であるという事にこそある。

　一つ間ま違ちがえれば大事を招まねきかねない切実な職しよく務むが、事後処理というものだ。にもかかわらず、地味であるというただそれだけの事で、他者からの評ひよう価かは低く見積もられる。

　大事の渦か中ちゆうにいる者には、喝かつ采さいや賞しよう賛さん、罵ば声せいや怒ど号ごうが鳴り響ひびく。だが中心から離はなれてしまえば、日の目を見られずただ粛しゆく々しゆくと職務をこなすだけとなる。事後処理はその一つだ。

　それでも重要である事に変わりはなく、たとえ日ひ陰かげにあろうとも見る者は見ているというのも、また事実だった。

「先の前チョウリュウ侯こうの叛はん乱らんによる民みん衆しゆうへの影えい響きようは以上の通りです。良くも悪くも、変わらずといえましょう」

「ええ。それで後こう継けいは」

「第一候こう補ほは妹君だそうです。聡そう明めいな方と聞き及およんでおります。ただ、受けるかどうかはご本人の意思を確かく認にんしてからでなければわかりません」

「なるほど」

　報ほう告こくの一つ一つに相あい槌づちを打つ皇こう帝ていの行こう為いに、セインはどうしようもない居い心ごこ地ちの悪さを感じていた。つい先日まで大陸横おう断だん道どう工事に携たずさわる一いち監かん視し官かんでしかなかったセインにとって、帝国の支し配はい者しやである皇帝との直ちよく接せつ面会はただでさえ気が重い。相槌などというありふれた行為ですらその一つ一つが気になってしようがないのだ。

　それでも職務を果たそうとする己おのれの性しよう分ぶんを呪のろいながら、セインは報告を続ける。

　どんなに影かげが薄うすくとも見る者は見ているのだ。

　どれだけ見て欲ほしくなくても、見られているのだ。

（これが凡ぼん主しゆ、凡帝ならば、私はよくいる一いち官かん吏りで終われたのだろうな）

　幸か不幸か。セインの上司であるハイエルは非ひ凡ぼんだった。非凡であり、己の感かん情じようを殺してでも故こ国こくを救おうという気き概がいを持っていた。一度は死のうとした彼を止め、気概を捨すてさせなかったのはセインだ。

　だから、事後にあたれと言われて断ことわるに断れなかった。

　これもまた幸か不幸か。この国の皇帝もまた、非凡だった。自分に危き害がいを与あたえそうな輩やからをのさばらせるどころか、その身の近辺においてしまえる度ど胸きようがあった。

　彼女は根本的に人間を信じていない。不信の立場にあれば、実じつ際さいに危き険けんかどうかなど関係なくなる。どう見ても安全である者すら疑ってしまうのだ。疑うたがい出せばきりがない。

　そんな不信の者が辿たどる道は、他者を一いつ切さい寄よせ付けない孤こ立りつか、どうあっても裏うら切ぎらせない力量を持つかのどちらかだ。皇帝は後者を選んでいた。

　皇帝のやり方ならば、実じつ際さいに反はん逆ぎやくされるまで忠ちゆう臣しんも逆臣も同じ臣下なのだ。

　だから、反逆させないように情じよう報ほう収しゆう集しゆうには特に力が入っている。ただの一監視官に目を付けてしまうくらいに。

　セインは深いため息を小さくついた。皇帝の前でため息をつくなどという非礼を──たとえ目の前の皇帝は許ゆるすだろうと思っていても──あからさまにすることなどできはしなかった。

（どこからこんな事になってしまったのだろうか）

　少し前まではただの官吏の一人だった。もう少し近辺になれば、酷こく吏りなどと呼よばれもしたが、それでもよくいる官吏の一人には違ちがいなかった。

　魔ま剣けんがこの世界に顕あらわになった時に、その場にたまたま居い合あわせてしまった運の悪さという事だけしか、セインには思いつかなかった。

　それを聴きけば、上司であるハイエルは笑うだろう。

　皇帝、サラ＝シャンカーラも同じく笑うだろう。

　そもそも魔剣の出土場所にいたのは、すでに上司のハイエルが彼を見み込こんでいたからだった。

　そして、その場に居合わせたのは何もセイン一人ではなかった。多くの労働者がいた。その中からサラが彼に目を付けたのは、まさしく彼の事後処しよ理り能のう力りよくにあったのだ。

　本来なら能力を認みとめられるという事は喜ぶべき事だが、目を付けられたくない者にそろって認められてしまったというだけなのだ。

　ただ、そこまで自分の能力を買いかぶれないというセインの性せい格かくが、そこに気付かせなかった。

　いずれにせよ上司の事後処理を手伝う事になってしまい、現げん地ちに残った上司の代わりにこうして登と城じようするはめになってしまったのである。

「報告は以上です。ご指し示じがあるのなら拝はい命めいします」

「特にはありません。任まかせましょうとだけ伝えれば結けつ構こうです」

「はい」

　返答しながらも、セインはむしろ困こん窮きゆうしていた。

　先さき程ほどからの相槌といい、本当に何も問われない。ただ報告を聞くだけで、何が悪いとかこうしろとか注文が一切ない。本当に任せっきりなのだ。

　無む機き質しつな書状のサインと遠えん距きよ離り会話の石を通しての声だけでしか知らなかった、帝国の主あるじの姿すがたを初めて仰あおぎ見た時、セインは彼女を華きや奢しやにすら感じていた。

　彼女の事じ跡せきから類るい推すいされる豪ごう胆たんと鬼き謀ぼうが、一体この身体からだのどこに秘ひめられているというのか。黒くろ髪かみや冷たい相そう貌ぼうに目を惹ひかれるものもあるが、それとて彼女だけにしかないというものではない。彼女の人魔統とう一いつという偉い業ぎように比ひ類るいするような異い端たんさではない。

　本当にこの女じよ性せいがあのサラ＝シャンカーラなのかと、セインは疑いすら抱いだいてしまったほどだ。

　はっきりそうだとわかる異端さが目につかないからこそ、恐おそろしくてしようがなかった。

　偉業を成せる彼女の異端は、内に秘められているのだ。

　外がい面めんに現あらわれてこないからこそ、異端の力が自分に向けられた事にすら気付けないのではないのかという不知への恐きよう怖ふが、セインの奥おく底そこで静かに澱よどんだ。自らの恐れと迷まよいが、一見何もしてこないように見える皇こう帝ていへの恐れをさらに倍化させている。

　そこまで判はん断だんできていながら、その束そく縛ばくから逃のがれられない焦あせりを、セインはずっと感じていた。

（いっそわかり易やすく、いかにも覇は王おうなどという風ふう貌ぼうをしていてくれれば、これほどに恐れずとも良かったものを）

　そんな思いを内に秘めたまま、その場を去ろうとした時だった。

　激はげしいノックの音に、セインは振り向いて扉とびらを見た。

　一体どれほど急せかされれば、こんな荒あら々あらしいノックをするのだろうか。切せつ羽ぱ詰つまったという焦りがそれだけでも感じ取れるほどの叩たたき方だった。

「何事です」

　対照的に平静な皇帝の声に、使者が転がり込んできた。文字通り、扉が開いた瞬しゆん間かんに部屋に身体を押おし込み、足元に躓つまずいて転てん倒とうしての入室だった。

「きゅ、急きゆう報ほうです。急報が入りました」

「まさか、また叛はん乱らんですか」

　そう言う皇帝の表ひよう情じようからは、慌あわてふためく使者とは裏うら腹はらに、焦りや不安といったものが何一つ感じられなかった。揶や揄ゆとして言った訳わけでもないようで、笑えみ一つ浮うかべていない。単に可か能のう性せいの一つを挙げたという以上の感情がなかった。

「違ちがいます！　それ以上です！」

「落ち着きなさい。何事ですか」

「魔ま大たい陸りくの官かん吏りからの報告です！　とんでもない事になりました！」

　魔大陸の官吏。その言葉に、皇帝が眉まゆを顰ひそめたのがわかった。

　こういう表情もするのかと、セインは驚おどろいた。ただ、それがどれだけ珍めずらしく、どれだけ重大であるかという事までは気付かなかった。

　そして、

「何事ですか」

　一瞬だった。語調は何もかわっていない。一いち言ごん一いつ句く、先程まで言っていた言葉と同じ。

　なのに、今の言葉は、何らかの力が備そなわっていたかのような烈れつ圧あつを放った。

　直ちよく接せつ向けられた訳でもないセインですら背せ筋すじが凍こおる思いだった。

　口をあくせく動かしていた使者は、その一言で、身体を鷲わし摑づかみにされたかの如ごとく動きを止めた。

「急ぎなら要点だけを言いなさい。何事ですか」

「は、はい……。魔大陸で、初代魔王と名乗る者が現れたそうです」

「どういう事ですか」

「訳がわかりません。魔物が、陛へい下かに忠ちゆう実じつなはずの魔物が魔王と認めております。

　その者は陛下に謁えつ見けんを願っており……いえ……」

　恐おそろしい事に。セインはそう思った。

　今この皇帝を目の前にして、使者は口を濁にごしたのだ。身も凍るような気き迫はくで要点だけを述のべろと言われたにもかかわらず、直言を避さけようとしたのだ。

　何が恐ろしいかと言えば、使者が口を阻はばんだという事実そのものだ。皇帝への畏い怖ふを上回る何かが、使者の口を阻ませたのだ。

　そして何よりも、そんな事じ態たいになっている場所にただの一地方官かん吏りに過すぎない自分がなぜ居い合あわせているのだという訳のわからない理り不ふ尽じんさが、セインは恐ろしかった。

　蛮ばん勇ゆうとすら評ひようせる使者の溜ためは、それほど長いものではなかった。

　意を決し、その使者は口を開いた。

　言葉を、震ふるわせながら。

「もう、すでに」

「うわっ。ここ温ぬくっ。ったく。雪降ふってるならそうと言ってくりゃあいいのに」

　唐とう突とつに聞きこえてきた年とし若わかい声に驚おどろいて、セインは後ろを振り向いた。

　いつのまにか開け放たれていた扉の傍かたわらに、少女が一人立っていた。大きめの青い外がい套とうに、黒い鏡を背せ負おっている。十代の半ばかと思われる幼おさなさを残した顔立ちや煌きらめく金きん髪ぱつが特とく徴ちよう的てきで、外套もその中の服ふく装そうもセインには見み慣なれないものだった。布ぬの地じが光こう沢たくを放っているが、絹きぬのような光ではなく、水面みなもに映うつる月のような落ち着いた光だ。意い匠しようもどこのものとも知れない妖あやしさが漂ただよっている。

　だが、セインの目に留とまったのは黒い鏡の方だった。黒く塗ぬったというより、何か黒い物体を磨みがいて造つくられたらしい鏡だ。その黒色にセインは見覚えがあった。自分が皇帝の目の前に立つはめになってしまった元げん凶きよう、魔ま剣けんと似にた色だった。

　少女はぶるっと身体からだを震わせた。合わせて、東部には珍しい金髪がふわりと揺ゆれる。

「官吏ってのはどうしてこう融ゆう通ずう利きかないのかしら。あの頃ころと少しは変わってれば良いもんを」

《話を通してからって言ってたのを無理やり来ちまったのはお前だと記き憶おくしている。第一、話を通せと最初に言ったのもお前だったと思うんだがな》

「うん。よく考えりゃ、話がわかる奴やつなら事前に打ち合わせなんて面めん倒どうなだけだし、わかんない奴なら通しても無む駄だかなって」

《彼が可哀かわい想そうだ》

「迷めい惑わく料りようくらい何とかしてくれるわよ。話のわかる奴なら」

　少女は、軽口を叩たたいていた鏡から、広間の奥おくに座すわる玉ぎよく座ざの主に視し線せんをむけた。

「ねぇ。皇帝さん」

　啞あ然ぜん。

　それがその場に合う最も適てき切せつな表ひよう現げんだと、セインは思った。少女と軽口を叩き合っているのは、彼女が背負っている黒鏡のようだった。推すい察さつなのは、口のような発声部位がないからだ。それでもそうと察したのは、以前セインがそのような魔物に会ったからだった。正せい確かくにいえばその端たん末まつに。

　逃にげ出したい。セインは強くそう願った。

　なぜだ。ただ上司の報ほう告こくの使いとなっただけなのに、なぜこんな場所に自分が居合わせているのか。何かを恨うらみたくなった。

　黒くろ髪かみの皇帝と金髪の少女が視線を交かわし合ったのは、僅わずかな間だった。

　緊きん迫ぱく。その時を崩くずしたのは、皇帝の方だった。

「ある程てい度どの予よ測そく外がいは考こう慮りよされています。初代魔王と名乗る得体の知れない輩やからに絡からまれるくらいなら、まだ職しよく務む内ないでしょう」

「ありゃ。わたしは得体の知れない輩なの？」

《自覚ないのか》

「ある。ただし他人に言われたくはない」

　金髪の少女は無意味に胸むねを張はった。

　少女と皇帝の二人に挟はさまれて、セインは行き場を失なくしていた。

　そんな中、使者と目が合う。今ならば、彼とはこれ以上ないほどに意気投合できそうだった。彼が助けを請こいたがっているらしい事は誰だれより深く察せられる。

　助けて欲ほしいのは自分も同じだった。法を峻しゆん厳げんに下しはできても、得体の知れない何かを対たい処しよするなどできはしない。そんなもの官吏の本務の内ではない。

「もっともな事です。あなたが初代魔王というのなら、得体が知れないのはむしろわたしの方でしょう。それで」

　皇帝は言葉を止めた。そして、

「わたしは適かないましたか」

　笑えみの言葉に、

「十分に」
















　金髪の少女は改めて身体からだを向けなおし、外套の裾すそを払って跪ひざまずいた。

　風向きが変わった。それだけはセインにもわかった。この場から逃にげ出したくてたまらなかったからこそ、雰ふん囲い気きが変わった事が即そく座ざにわかる。それは使者も同じようで、安あん堵どの息をついていた。

　間に挟はさまれた二人を無む視しして、金髪の少女は跪いたまま一礼した。

「失礼。よく存ぞんじ上げていなかったもので」

「構いません。それより、あなたは本当に初代魔王なのですか？」

「おそらく」

「要よう領りようを得ませんね」

「わたし自身は魔王などと名乗った覚えがないもので。とはいえ、あの場所が魔ま王おう城じようなどと呼ばれ、その主が魔王と呼ばれている以上、わたしが初代魔王です」




　そこは薄うす暗ぐらい牢ろうの中だった。以前スキピオが入った事のある、湿しめり澱よどんだ空気を放つ地下牢。ラジャスはそこにいた。

　入れられた訳わけではない。自らいた。この王城で最も人が来ない場所の一つが、この地下牢だった。王城の牢に入れられる罪ざい人にんなどそうそういない。一いつ般ぱん的な民みん衆しゆうがそもそも王城の牢に入れられる訳がない。

　ここに入れられるのは宰さい相しようのように国家の中ちゆう枢すうにいる者だ。そして、彼らは今のところ目立った罪つみというものを犯おかしていなかった。

　帝てい国こく自体が新しいという事もあった。権けん力りよく基き盤ばんもそれほど確立されておらず、汚お職しよくが起きるほどに権力が固定化していない。また、魔物の監視が犯はん罪ざい行こう為いの抑よく止しにつながっている。

　故ゆえに人が来ない。潜ひそむのなら絶ぜつ好こうの場所だった。

　空気の悪さを別にすればだが。

　そもそもこの地下牢は、旧きゆう跡せきの地下住じゆう居きよを基き礎そとして造つくられていた。今でこそ建けん築ちく術じゆつで名が通る帝都シルディアだが、かつては地面の下で暮らす事でその天候の気ままさから逃のがれていたのである。

　ラジャスは黙だまって床ゆかに座り、土つち壁かべに背せを付けて靠靠もたれていた。

　脇わき腹ばらが痛いたむ。それだけではなく、身体のあちこちが。

　全すべてを吸すい取られた訳ではないとはいえ、ただでさえ少なかった魔力がさらに少なくなっている。魔物は魔力によって身体を保たもつ以上、魔ま剣けんに受けた傷きずの治りも遅おそく、以前受けた傷もまた痛みだしていた。

「無様だな」

　ラジャスは呟つぶやいた。小さく呟いただけなのに、地下に声が響ひびく。

　ここにいるのは傷ついた姿すがたを他ほかに見られたくないという思いもあった。だが、無様というなら、魔王ではない自分がこうして身を曝さらしている時点で無様だ。

　身体を癒いやす目的もある。六ろつ輝き星せいの一人である旋せん律りつのレイとの一戦で、魔力の治ち癒ゆ効こう果かを邪じや魔まされて危き機きに陥おちいった事実をラジャスは忘わすれていなかった。再ふたたび魔力が失われるような事じ態たいに遭あっても良いようにとの心こころ掛がけからだ。だが、治癒を目的とするなら地下牢よりも適てきした場所はある。

　ラジャスがこの場所を選んだのは、考えをまとめるのに静けさが欲ほしかったのだ。

　他者が来るような場所では、良くも悪くも有名であるラジャスは静けさが得られない。多少の騒さわがしさで己おのれの心を乱みだすようなラジャスではなかったが、それでも静けさを欲ほつする時もあった。

（魔力が吸われる。そして、吸われた魔力は戻もどってこない。拡かく散さんもしなかったな。どういう事だ）

　静かに、ラジャスは自らの考えをまとめる。

　魔剣が砕くだけた時、ラジャスは魔剣から魔力の波動を感じていなかった。吸きゆう収しゆうされた魔力は、どこにいったのか。

（あの魔剣が放った攻こう撃げきに使われたという事か。ならば、魔力というものは、あのような攻撃を放つ何らかのエネルギーを秘ひめているという事になる）

　魔力がなければ己を保てない魔物ですら、魔力の本ほん質しつは知らない。操あやつる術すべを漠ばく然ぜんと知っているというだけなのだ。

　生き物は自らの血の流れを、その一いつ滴てき一滴まで理り解かいしていなくても生きている。呼吸した空気をどうしなければならないかなどと考えなくても、自然と息を吸い、吐はく。

　それは生理というものだ。全てを把は握あくしていなくても動く、生きる脈動だ。魔物にとって魔力とはそういうものだ。

　人間が普ふ段だんどうして手足が動くのかと考えないように、魔物もどうして魔力で何かが起こせるのかなどと考えたりしていない。

　ただ、それではラジャスが求めるものに足りなかった。

　ラジャスの求めは、運命に抗あらがって皇こう帝ていとなった彼女の輝かがやきに吞のみ込こまれない事であり、その輝きに劣おとらぬものを自らも摑つかむ事だった。

　知らずとも生きていける魔力について、ラジャスはより深く知っておかなければならないと感じていた。だからこそ魔剣に近付いたのだ。

（我われ々われは魔力を用いる事で、炎ほのおを操あやつり、身体からだを操る。

　しかし、魔力を吸っただけであれだけの攻撃を剣が放ったという事は、魔力そのものにも何らかの力が内ない在ざいしているという事か）

　それは一見当たり前の事実のようだが、実は深い意味を帯びていた。

　魔物が攻撃をする時、一いつ般ぱん的には、炎を操るにしろ、凍こごえるような息を吹ふくにしろ、また己の身体を自在に変化させて特とく異いな形けい態たいをとるにしろ、魔力は間かん接せつ的にしか用いられていない。何かを操るという媒ばい介かいの役やく割わりしか果たしていない。

　魔力を操る事に、魔物の中でもラジャスは長たけていた。他人の魔力を操る事も、また自身が使った魔力の粕かすを再さい度ど操る事もできた。

　ファーブニルを倒たおした時のものが最たるものだ。フェルグスの魔力を帯びた仮か面めんを用い、仮面に残ざん留りゆうしていた魔力を使ってファーブニルの皮ひ膚ふを裂さき、そこから溢あふれた相手の魔力を奪うばってまた皮膚を裂く。連れん鎖さ攻撃。だがそれは相手の皮膚の自じ壊かいを促うながしたに過ぎない。

　ラジャスにしても魔力はやはり媒介に過ぎなかった。しかも人間が長い間に対魔技ぎ術じゆつとして確かく立りつさせてきたのと同じ、自然の在あり様を利用した操そう作さだ。

　だが、あの魔剣はどうなのだろうか。

　何かの機き構こうが仕組まれているだろうとはいえ、ただの剣だ。無機的、機械的な作用しか及およぼせないだろう。その単たん純じゆん化かした作用で、古こ城じようの大半を吹き飛ばすほどの攻撃を、わずかな魔力で引き起こせるものなのだろうか。

　犠ぎ牲せいになったという魔物も、吸われたラジャスも、魔ま力りよく値ちは少ない。無む論ろん、他ほかにも魔力を吸っていたのかもしれない。この世に現あらわれてからは二人だけでも、土の中に埋うまる以前に吸った魔力を蓄ちく積せきしたままだったのかもしれない。

　二発目を撃うたせなかったからラジャスもその辺りはわからなかったが、ある可か能のう性せいを否ひ定ていできなかった。

　魔力は媒介という性せい質しつだけではなく、魔力それ自体に何か途と方ほうもない力が秘ひめられているのではないのか。

　それを知る事ができれば。扱あつかえるようになれば。

（私はまだ上を行ける。底が未まだ見えぬのは、貴き殿でん一人ではない）

　目を閉とじた時だった。地下牢に足音が響ひびく。

「ラジャス様」

　現れたのは、翼つばさを生やした壮そう麗れいな魔物。フェルグスだった。彼は己おのれの役目を情じよう報ほう収しゆう集しゆうと定めたらしく、以前にもまして精せい力りよく的に様々な場所を回っていた。

「お知らせしたい事があります」

　ラジャスは目を閉じたまま、フェルグスの言葉を聴きいた。

「魔大陸に残っている魔物から入った情報なのですが」

「何だ」

「初代魔王と名乗る少女が現れたそうです」

　目を開け、ラジャスは立ち上がった。彼にしては、焦あせりを表に出していた。

「初代……魔王」

「はい。何を馬ば鹿かなと思ったのですが、直接会ったという魔物に訊ききました。

　初代魔王と聞き、何故かそうだと納なつ得とくしたそうです」

「自分でもわからぬまま、魔王と認みとめたというのか」

「そのようです」

　ラジャスは押おし黙だまった。可か能のう性せいは二つある。

　その者が何らかの手しゆ段だんで欺ぎ瞞まんしたのか。

　もしくは、本当にそうであるのかだ。

　結局のところ魔王とは、ある一つの魔力を受け継いできた者に与あたえられる称しよう号ごうだ。

　前ぜん任にん者しやを倒たおすという制せい約やくから、最も強い魔物の称号などという勘かん違ちがいも起きやすいが、魔王の魔力を受け継いだ者が魔王なのだ。

　そうでなければ今の魔王は魔王ではない。

　強さは認められても、そもそも魔物ではないのだ。

　受け継いだ者が魔王という前ぜん提ていがあるからこそ、人間でも魔王になれた。

　だとするなら。代々受け継ぐ魔力というものがあるのなら、それを最初に持っていた者が初代魔王だ。魔王の魔力の原初。オリジナルとなった者が初代魔王ではないのか。

　魔物は魔力によって個こを見分ける。視し覚かくや聴ちよう覚かくなどを使わない訳ではないが、その判はん断だん基き準じゆんの多くを魔力の個体差に割さいている。あの特別な魔力を何らかの手段で手に入れたなら、魔王と称して間違いではない。

　だが仮かりにそうだったとして、あえて初代魔王などと名乗る必要があるだろうか。

「その少女は、今この王城に来ているそうです」

「案内しろ」

　ラジャスは歩を進めた。




　　　　２




　机つくえの上には一枚まいの紙があった。その紙を前にして、一人の青年が動きを止めていた。

　年とし若わかい顔には似に合あわない、苦労を感じさせる皴しわが眉み間けんによっている。背せはどちらかというと小こ柄がらな方であるが、どことなく漂ただよう苦く労ろう性しようが幼おさなくは見せていない。師しに難題を出され困こん惑わくする若わか弟で子しという図にも見えるが、着ている長ちよう衣いの意い匠しように気付けば、青年の立場は見て取れた。

　帝てい国こくの宰さい相しよう服ふく。若き帝国宰相たるスキピオは、一枚の紙を前にして動きを止めていた。

　後は印を握にぎる手をただ素す直なおに下ろせばよいだけなのだが、なかなか動かない。

（もっと軽くならないものでしょうか）

　スキピオはため息を吐ついた。もちろん印の重量に関してではない。押おう印いんという行こう為いに付加される責せき任にんについてだ。国こつ君くんの玉ぎよく璽じには及およばないとはいえ、宰相のそれも重責が圧のし掛かかっていた。

　彼はまだ若い。宰相になる以前の下級文官だった頃ころは、野心もあった。とはいえ、宰相などという大たい層そうなものではない。

　度たび重かさなる戦せん乱らんはその日の食事さえ困こまるほどに民みん衆しゆうの生活を圧あつ迫ぱくしていた。所しよ詮せん下級文官でしかなかったスキピオの生活も、民衆と大差なかった。まずはその困こん窮きゆうから脱だつする事が最大の望みだった。

　それが今では、多くの民衆が毎日食事を摂とり、雨あめ露つゆを凌しのいで寝ねる事ができる。

　統とう一いつ帝国が誇ほこれる偉い業ぎようだ。

　宰相であるスキピオにはその偉業に携たずさわっているという誇りと共に、責せき任にんが重く圧し掛かる。印を持つ手が紙の上で止まる。

　この裁さい可か一つが、確かく実じつに大おお勢ぜいの者に何らかの影えい響きようを及ぼす事になる。

　勢いきおいで押せるほど軽いものでもないし、だからといっていつまでも保ほ留りゆうにする事もできない。

（良し）

　判はん断だんして、スキピオはその紙に印を押した。これでまた一つ、これから起きる事に対して背せ負おわなければならない責任が増えた訳だ。

　その紙を横の紙束の上に置く。

　これで午前の事じ務むは全すべてが終わり。

　そのはずだった。

「すみません！　一枚追加です！」

　勢いよく扉とびらが開け放たれる。その向こうに立っていたのは、赤せき髪はつの長身の女じよ性せいだった。髪かみと同じような赤せき衣いを乱みだし、肩かたを大きく揺ゆらして荒あらい息を吐はいている。

　宰相秘ひ書しよ官かんのティアカバンだ。

「こ、これをわた……せ……と……」

「いいから、息を整えて」

「は、はい……」

　スキピオの言葉に、ティアは大きく深しん呼こ吸きゆうする。スキピオとは正反対に長身で、赤髪や魔ま物もの特有の鋭するどい牙きばなどから時には獰どう猛もうにさえ見える彼女だが、言われて素直に深呼吸する姿すがたにはどこか愛あい嬌きようが漂ただよっていた。

　彼女は深呼吸を三回繰くり返し、進み出て書類を渡わたした。

　書面にさっと目を通し、スキピオは表ひよう情じようをしかめた。

「新しいチョウリュウ侯こうが内定したようですね」

　諸侯の選出に宰相の裁可も何もあったものではない。皇こう帝ていが認にん可かすれば即そつ決けつであり、否ひ認にんすればそれまでだ。宰相の仕事は皇帝の追認をする事だけだ。

　顔をしかめたのは、チョウリュウ侯の交代にスキピオも一役買っているからだった。

　出土した魔ま剣けんを使って二ふた心ごころある者を篩ふるいにかけようというのは皇帝の謀はかりごとだったが、その詳しよう細さいを定めたのはスキピオだった。謀がなければ前チョウリュウ侯が死ぬ事も、彼の妹が後こう継けいに推すい挙きよされる事もなかっただろう。

　後味は正直良くなかった。だが、それだけではない冷れい徹てつな計算もスキピオにはあった。

「この際さい、ソユーズのように直ちよつ轄かつ領りようにしてしまうという案もあったのですけれどね」

　帝国は現げん在ざい、封ほう建けん制せいと中央集しゆう権けん制せいの狭はざ間まにある。

『国』という名めい称しようを禁きんじ、税ぜい制せいなどその他多くに制せい限げんを設もうけてはいるものの、諸侯の領地は旧きゆう国こくをそのまま引き継つぐものである。これは封建制といえる。

　一方、王族が絶たえたソユーズや、そもそも皇こう帝てい直轄のような魔物領、主権が返上された領地などには中央から官かん吏りが派は遣けんされている。これは中央集権体制だ。

　封建制をそのまま残してしまえば諸しよ侯こうに力を付けさせてしまうし、一挙に中央集権を進めてしまうと諸侯の一いつ斉せい反発を招まねいてしまう。

　むしろ反発を煽あおって造ぞう反はんさせ、粛しゆく清せいの口実を得て一いつ切さいの禍か根こんを絶たつという方法もあるが、『人間と魔物の統とう合ごう』などという前代未み聞もんの統とう治ちの性せい質しつ上じよう、禍根を残さないほどに粛清したら国家として最さい低てい限げん必要な人口すら保たもてなくなる虞おそれもある。

　できるところから手をつけようというのが今のやり方だ。

　侯こう爵しやくの地位にある者が叛はん乱らんを起こしてしまったチョウリュウは、直轄地に変える良い機会だったのだが。

「陛へい下かが存そん続ぞくを認みとめてしまいましたから、致いたし方ありませんか」

　ふうと息を漏もらす。

　その時だった。どこからか、何かが唸うなるような、軋きしむような音が響ひびいた。

　ティアが、上目線で顔をしかめた。

「何です？」

　スキピオの問いにティアは、彼女にしては非ひ常じように珍めずらしい事に、力の抜ぬけた言葉を返した。

「これ……です」

　特とく徴ちよう的な赤髪の中から、何かを取り出す。

　その時点でスキピオには見当がついたのだが。

「うう。何か……。うう……」

　小さな翼つばさで、これまた小さな頭を押さえていたのは、彼女の義ぎ兄けいであり帝国軍司令官という要よう職しよくにある魔物、ウィチィロポチトリだった。ハチドリという珍しい鳥の姿である彼は、その可愛かわいらしい外見に似に合あわず、相当な実力を誇ほこる。

　誇るのだが……。

「何か……。こう……。もやもやと……。何だこれ？」

「あたしに言われたってわかりませんよ」

「何かこう……頭の中が霞かすみがかっているような、曇くもっているような……」

「歳としですか？　魔物も歳を重ねると記き憶おくが曖あい昧まいになってくると言いますし。そう言えば義に兄いさまいくつなんですか？　あたしと会った時にはもうかなりの大おお御ご所しよでしたけど」

「忘わすれた」

「何です、それ」

　呆ほうけるティアにウィチィロポチトリは答えず、羽ばたいてティアの頭の上に舞まい戻もどった。

「だから、なんであたしの頭の上に」

「これは……。いや。しかしな」

　ティアは大きくため息をついて、「最近ずっとこれですよ」

　そんな事を零こぼされてもスキピオに答える術すべもなく、ただ曖昧に「はあ」と相あい槌づちを打つ程てい度どだった。

「ともかく、ご自じ重ちよう下さい。重職に在あられる方に倒たおれられると政せい務むが滞とどこおります」

「うむ。しかし……。何だろうな、これ。曇っているようで、晴れそうな気が……」

　変わらないウィチィロポチトリの様子に、スキピオは注意を目の前の紙に戻した。承しよう認にんの押おう印いんをする。

「あっ！」ティアが声をあげた。唐とう突とつな声のあげ方から、彼女の特とく殊しゆ能のう力りよくである精せい神しん感かん応のうが働き、誰だれかからの意思を受け取ったのだと、スキピオは推すい察さつした。

「陛下からです。って、ええっっ！」

　ティアのあまりの声のあげ方に、スキピオは思わず印を取りこぼした。押印後書類はすぐに横に除のけていたので紙が汚よごれる事はなかったが、机つくえの上に朱しゆの印がわずかに付く。




「何事ですか？」

　訊たずねたスキピオは、ティアの驚おどろきようばかりが目について、気付いていなかった。

　ティアが驚きの声をあげている横で、ウィチィロポチトリが小首をかしげた事を。そして呟つぶやいた言葉を。

「何か……よく知っている気がする風だな」

　そこには先さき程ほどまでの曇りがない、明めい瞭りような感かん慨がいがあった。




　初代魔ま王おうを名乗った少女は顔をあげ、さっと立ち上がった。今の礼は臣下としてのものではない。あくまで、『皇こう帝てい』の座ざにつく者への一いつ般ぱん的な敬けい意いに過すぎない。素す早ばやい起立はそう言いたげだった。

「では早さつ速そく」

　立ち上がった少女は両手を組み、頭を下げて深き礼をした。

「全すべての元を仕組みたる再さい始しの王。旧ふるきに魔を従したがえし孤こ、現いまに在ありし帝国の皇帝に問う。恙つつがなきや」

　奔ほん放ぽうに見えた少女の言葉が、突とつ然ぜん厳げんとした響ひびきを放った。

　セインは首を捻ひねった。聴きいた事のない文もん言ごんだったからだ。理解できそうで、意味不明な言葉が混まじっている。まるで怪あやしげな呪じゆ文もんだ。

　皇帝が玉ぎよく座ざを立つ。

　どうするつもりなのだろう。セインが訝いぶかしんでいると、皇帝は段下に降り、少女と同じように両手を組んで頭を下げた。

「遠えん謀ぼうを以もつて為なせりと評ひようさる、人と魔たる者の帝みかど。寡か人じん、子しに申し上げる。故こ国こくの礼なり。されど重きに如しかず。寡人、敢あえて問い返す。恙なきや」

　その返答に、少女は満足そうに口元を緩ゆるませる。その瞬しゆん間かん、セインはなぜか、少女に見られた気がした。

「もしかして、もうあんまり使われてないの？」

「はい。というより、皆かい無むでしょう」

「あちゃあ。それで、この人達ぽかぁんと突つっ立ってたのね」

　少女に見られたのは気のせいではなかった。反応を窺うかがわれていたのだ。

「あの最中に突っ立ってるなんてどんな無礼者かと思ったわよ。まあ、この人達そういう人間には見えなかったから、知らないだけかとは思い直したけど……。

　うーん。さすがに時の流れってやつかぁ」

　歳とし若わかい少女とは無む縁えんのはずの、感かん慨がい深ぶかげな息をしみじみと吐はき、少女は唸うなる。

「わたしの方が何かとんでもなく阿あ呆ほうな事したらしいわね」

「では、同じくわたしもという事になりますか」

「わかって付き合ってくれたんでしょ。わたしに恥はじかかさないように。

　仮かりにも皇こう帝ていだってのにごめんね。

　けど、あれ？　て事は、なんであなた知ってるの？」

「魔物の一部には伝わっておりました。現げん存ぞんする最古参の者くらいになりますが」

　サラの言葉に、少女は一瞬首を傾かしげ、

「魔物……？　ああ！　あっちにいるやつらの事ね。うん。うん。これも時の流れかぁ」

　先程よりも一いつ層そう感慨深げに呟いた。

「しかし、人間が忘わすれて魔物ってのに残るとはねぇ」

　この辺で、加わっても良いのだろうか。セインは悩なやんだ。皇帝と少女の二人の間だけで成り立っている会話の内ない容ようを教えてもらっても良いのだろうか。

　この場にいる事をまるで望んでいないとはいえ、実じつ際さいは逃のがれられないのだから、せめて話の内容だけでも理解したかった。たとえ、時には無知でいられる事が保ほ身しんの第一要よう因いんであるとしても。

　知れば消されてしまう話の類たぐいは、帝国の中心たるここではそこかしこに転がっている。皇帝はその辺寛かん容ように見えるが、謀ぼう臣しん連中の場合はそうはいかない。余よ所そ者ものに知られたくない情じよう報ほうというのなら、むしろ叛はん心しんを燻くすぶらせている連中の方が高いのだ。自分のような一いち官かん吏りの立場なら、知らないでいる事が何よりの防ぼう衛えい策さくだった。

　だからこそ、自じ制せいして何も訊きかず、ただ一本の木であるかのように立っていたのだが。

　訊いても良いのだろうか……。

　セインがそう思い始めていた頃ころだった。

「陛へい下か。お訊ねしてもよろしいでしょうか」

　使者が割わって入った。彼もまた、同様に耐たえられなかったのだろう。セインは初めて、彼が今ここにいる事を喜んだ。

　その直後思い直す。激はげしく罵ば倒とうしたくなった。もし知らない方が良いものなら、一いつ緒しよに聴きいてしまう事になる自分も運命を共にしてしまうではないかと気付いたのだ。

「お許ゆるし頂いただけるのなら、謎なぞめいた文言の意味を賜たまわれますか」

　止やめろ。そう思っても口には出せない。吞のん気きとしか思えない使者の言葉に、セインは冷や汗あせを流した。

　皇帝は返答しなかった。

　代わりに少女が答えた。

「うん。あれは、わたしがいた頃の外交上の文言」

「外交？」

「そ。君主が他の君主に対して挨あい拶さつする時の言葉よ」

「なるほど」

　少女の答えに、使者が頷うなずく。

　なるほどではない！　セインの緊きん張ちようは頂ちよう点てんに達した。

　それが何を意味しているのか、本当にわかっているのか！　セインは使者の胸むな倉ぐらを摑つかんで怒ど鳴なってやりたかった。

　君主が、君主に。

　つまり、この少女は君主として、皇帝に挨拶したと言ったのだ。人間と魔ま物ものを統とう一いつしたこの帝国の他ほかに国がない、君主はただ一人であるべき今の世で、少女は自分が君主だと堂々と言い放ったという事なのだ。

　何を意味しているのか。言うまでもない。

　現げん在ざいの、ただ一国しかない体たい制せいを無む視ししたのだ。明らかな造ぞう反はんの意思だ。

　そんなものを、知らない内に目の前で聴かされていたのだ。

　叛心を胸むねの奥おくに燻らせ、表に出さないならば、皇帝は無理に暴あばこうとはしない。彼女はそういう性せい格かくだ。

　しかし、奥に潜ひそめていた叛心を行動という形で顕あらわにしたならば……。

　セインは無理と承しよう知ちで、逃にげる算さん段だんを始めた。

（何とかして、今すぐ帝都から離はなれなければ。職しよくを辞じし、誰も訪おとずれる事のない僻へき地ちで、ほとぼりが冷めるのを待たなければ。残される母は大だい丈じよう夫ぶだろうか。人ひと質じちとして捕つかまったりはしないだろうか。逃げても無む駄だなら、いっそこのまま忠ちゆう誠せいを誓ちかうか。それなら土産みやげが必要だ。自分が出せそうなものといえば……。駄目だ。上司を裏うら切ぎる事になる。今の彼は危あやうい。追い詰つめられる寸すん前ぜんにまでなったのだ。ここでの裏切りは彼の一生の恨うらみを買う。

　それこそ故こ国こく復ふつ興こうを目指すのと同じくらいの気き概がいで報ほう復ふくされるに違ちがいない。その時皇帝は擁よう護ごしてくれるだろうか。切り捨すてられるのではないのか。いや。むしろ、自分を害した事による罪つみで上司を失しつ脚きやくさせようなどと考えはしないか）

　一瞬で、セインが自分の人生の再さい設せつ計けいを一から立て直そうと計算していた時だった。

　少女が苦く笑しようした。

「だけどね。皇こう帝ていさんに『それは昔の作法ですよ。今は意味ありませんよ。だけど、礼れい儀ぎだからちゃんと返しますね』って言われちゃったわ」

「あれをやられれば、さすがに」

　セインは身み構がまえた。皇帝の目が鋭するどさを増ましていた。

「あなたが普ふ通つうでないらしい事はわかりました」




　少女は再ふたたび笑って、礼をした。先程とは違う、ただ頭を下げるだけの礼。

　もしかしたら。サラの脳のう裏りに一つの可か能のう性せいが浮うかんだ。

　彼女は、あの古式が今はもう使われていないのを承しよう知ちで行ったのではないのだろうか。

　ほとんど誰も知らないあれをやる事で、自分が普通の人間ではないという事を思い当たらせるために、わざとやったのではないのだろうか。

　頭を下げる少女からは読み取れなかった。

「では改めて簡かん素そに。わたしはエル＝リーラと申します。サッハース帝。で」

　少女……エルは、背せ負おった鏡を床ゆかに立てた。左手で押おさえるように支ささえながら、左足で小こ突づく。

「こっちがトリルシク」

《小突くな》

　エルに一ひと抗こう議ぎした後、その鏡は大人しく名乗った。

《トリルシクだ》

　先に紹しよう介かいされていなければ、その声が床に立つ鏡からのものとは思われなかったかもしれない。鏡という脆もろく割われやすいものからは考えられない、しっかりとして重く、それでいて艶つやのある声だった。

　サラはそちらの鏡に視し線せんを向ける。

「黒トリルシクとは、また直ちよつ球きゆうな」

　その鏡は全体が黒に満ちていた。金きん属ぞくを磨みがき上げた上に黒い塗と装そうを施ほどこしてあるのではなく、元々黒い、黒曜石のようなものを磨き上げて鏡にされているようだった。

　魔物であるなら、そもそも既き存そんの物ぶつ質しつを例に出すものではないのだろうが。

《名など意を表せればそれでい……たっ》

　再び蹴けられた鏡が呻うめき、エルが代わりに頭をさげる。

「至いたらぬバカですいませんね。躾しつけが足りてませんでした」

《黙だまれ小こ娘むすめ》

「黙れ鏡」

　トリルシクの罵ば言せいに、エルは再び蹴る。手足の出せない鏡は一方的に蹴られるままだ。

　だがサラも見み逃のがしてはいなかった。

　エルは足の甲こうで押し出すように蹴っていた。革かわ靴ぐつが衝しよう撃げきの大半を和やわらげるだろうし、両者共に、痛いたみどころか大した刺し激げきにすらなっていないだろう。ただ蹴るという行こう為いを模もしただけの、じゃれあいのようなものだ。

　微かすかに、実に微かに口元を緩め、サラは両者の口こう論ろんに割わって入った。

「その辺りで良いのでは」

「おっと失礼」《覚えてろ》

　蹴るのを止やめたエルが、片かた目めを閉とじた。愛あい嬌きようでごまかしたつもりなのか。

　サラは息を吐はいた。

　初代魔王が正しいにしろ詐さ称しようにしろ、面めん倒どうな相手が増ふえた事に変わりはない。

　それでも確かく認にんしておかなければならない事がある。

　サラは軽く手を叩たたいた。

　その音にあわせ、再び扉とびらに二つの影かげが現あらわれる。

　片方は静かに嘆たん息そくし、もう片方は相手の長なが衣ぎぬの後ろに隠かくれるかのように潜ひそんでいた。しかし、それが隠れようとしてのものならまるで意味をなしていない。隠れるものより背せが高いのだ。気分的なものだろう。

　自分の後ろに隠れている者に嘆息しているのは帝国宰さい相しようのスキピオで、後ろに控ひかえているのはその秘ひ書しよ官かんのティアカバンだ。

　あれこれと会話が逸それている間に、必要だろうと思って思念を送っていたのだ。

　スキピオの鋭するどく智ち謀ぼうに満ちた瞳ひとみも、妙みように馴な染じんだ嘆息の前では若々しさが打ち消され、苦労人の姿すがたをありありと映うつし出していた。一方のティアも、凜りんと立てば猛たけ々だけしさと野や性せい味みに溢あふれる見事な赤せき髪はつが、隠れるように佇たたずむという行こう為いで台無しになっていた。

「紹介しましょう。我わが帝国の宰相とその秘書官です」

　もう一度嘆息した後、スキピオは前に出る。

　その時、彼の視し線せんが使者とセインを捉とらえたのをサラは見み逃のがさなかった。謀ぼう臣しんの手の者をこの場にいさせるべきか否いなかを判はん断だんしたのだろう。だが結局、スキピオは何も言わなかった。

　サラもあえて問い質たださない。

　ここで二人を外すというのは、それこそいかにもまずい話題であると公言するようなものだった。正体如何いかんにかかわらず、エルという少女に対して何か重じゆう視ししていると思われかねない。

　セインが何やら硬こう直ちよくしているのも気付いていたが、あえてその緊きん張ちようを解かいしてやらなかったのも、ただの一いち官かん吏りの彼にわざわざそんな手間をかける事で、逆ぎやくに疑ぎ心しん暗あん鬼きにさせてしまわないためだった。彼自身が一官吏に過すぎないと思っているのだから、わざわざ皇こう帝ていが何かをしたとしたらそれこそ彼は疑念を確かつ固こたるものにしてしまっただろう。

　それに実じつ際さい、さほど重要な話をしているつもりもサラにはなかった。たとえ、少女が本当に初代魔ま王おうなのだとしてもだ。

　どのような危き機きも難なん事じも、最初の内は対たい処しよのしようがないというほどに悪いものではない。積み重ねる失しつ態たいがそれを招まねくのだ。仮かりに初代魔王の話が漏もれ広がったとしても、それが即そく問題になるような治世などしていない。

　サラが本当に隠かくし通さなければならないと思う話題は一つしかない。秘ひめた想おもい。彼が今ここにいない事実を、サラは心の底で喜んでいた。

　その安あん堵どを押し隠し、スキピオが前に出るのを待って、今度は少女を紹しよう介かいする。

「こちらの少女はエル＝リーラ。鏡の方はトリルシク」

　スキピオが少女に向けて礼をする。

　なぜこんな少女を皇帝が直じき々じきに紹介するのか。内心で抱いだいたであろうその疑ぎ問もんを欠片かけらも出さずに礼をする姿すがたは、さすがに宰相としての貫かん禄ろくが出つつあった。その礼の最さ中なか、サラは付け加える。

「初代魔王と名乗っています」

　今度こそ驚おどろいて、スキピオは頭を上げて目線を下げた。

　視線を下げた。

　それに気付いて。

　ようやく気付いて、サラは内心の驚きと焦あせりを治めるのに精せい一いつ杯ぱいになった。

　スキピオの目線は下に向いた。

　少女ではない。鏡を見たのだ。

　当然だ。魔王といわれ、どう見ても人間にしか見えない少女の方を見るのは間ま違ちがっている。魔物の方を見る。

　なのに。

　サラは焦りの正体がわからぬまま、焦りを抑おさえるのに途と方ほうもない精せい神しん力りよくを使った。

　少女しか見ていなかった。トリルシクが名乗り出してからも、魔王というのなら彼の方ではないのかという当然の疑問が、思考のどこにも浮かばなかった。

　少女の言葉の全すべてをそのまま信じていた訳わけではないのに、魔王というなら魔物の方ではないのかという当たり前の視点がどこにも入らなかった。

　これは何なのか。

　謎なぞめいた焦しよう燥そうをかろうじて押おし止とどめ、サラはいつも通りの笑えみを浮うかべ、

「それで、あなた達に来てもらったのは他ほかでもありません」

　そもそもの本題を切り出した。今浮かんだ疑念は何も出さず、スキピオが勘かん違ちがいしているらしい事にも何の指し摘てきもせず、完全に素す通どおりさせて話を続けた。

「ティア。あなたはわかりますか」

　スキピオの後ろに従したがう宰相秘書官の目を見る。瞳ひとみに浮かぶ戸と惑まどいの色を見て、サラにも彼女の異い様ような態たい度どの意味が理り解かいできた。

　サラが気付くより遥はるか前から、この部屋に現あらわれる前から、彼女は何かを気付いていたのだ。

　それがわかっただけでも彼女を呼よんだ甲か斐いはあった。

　実を言えば、スキピオまで呼んだつもりはサラにはなかった。サラはあえて、ティアを呼んだのだ。スキピオを連れてきたのはティアの判はん断だんなのだろう。

　精神感かん応のうの能のう力りよくにより魔力の存在を誰だれよりも感じやすい彼女なら、魔王如何いかんの当とう否ひもつけやすいだろうと踏ふんでの事だった。その予よ測そくは当たっていた。

「へ、陛へい下か……」

　真まっ直すぐ視線を向けられ、ティアの戸惑いは声に如によ実じつに現れた。震ふるえている。

　その震える声で、ティアは恐おそる恐る口を開いた。

「へ、陛下……。なぜ陛下が。陛下のお力が二つあるのですか」

　その言葉を半ば当然のように、サラは受け取っていた。







　二章　始まりの魔まの王
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「陛下のお力が二つあるのですか」

　宰さい相しよう秘ひ書しよ官かんと思おぼしき方の言葉に、エルは満足げな笑みを浮かべた。皇こう帝ていが魔物を呼べば、正しさが証しよう明めいできる事はわかっていた。

　あえて言い出さなかったのは、裏うらがないかと余よ計けいな勘かん繰ぐりをされたくなかったからだ。自分で思いついて、自分で確たしかめたのだから、よもやあの魔物の言葉を疑うたがうような事はないだろう。

　エルは赤い髪かみの魔物に手を振ふった。びくりと身体からだを震わせ、彼女は後あと退ずさる。

　その態たい度どが何となく面おも白しろく、もう一度手を振ろうとして、エルは止めた。それどころではなかった。今はトリルシクの力で抑おさえているが、またいつ『あれ』が動きだすかわからない。今この世界でそれを知っているのは、仕組んだ自分と相あい棒ぼうの二人だけなのだ。

　エルは再ふたたび皇帝を仰あおぎ見た。

　自分と大して歳としの変わらない、輝かがやく黒くろ髪かみを美しくたなびかせる女じよ性せい。腹はらの内を見せない策さく士し振ぶりも今までのやり取りを見ていれば明らかだった。

　彼女が魔王だと聴きいて。そしてここに至いたる道中、人と魔の統とう一いつに至る過か程ていを聴いて、エルはさもありなんと納なつ得とくした。

　彼女ならば、魔王であり、皇帝であって当然だ。

　自分と似にている。

（これは簡かん単たんに済すむか、徹てつ底てい的にこじれるかの二つに一つになるわね）

　内心を隠かくし、エルは言葉を続けた。

「その事についてもお話ししましょう」

　皇帝の視し線せんが揺ゆれた。気付き始めているとエルは察した。

　この世界のどうしようもない悪意に、どうしようもないほどの小こ手て先さきを弄ろうするしかなかった、どうしようもなく稚ち拙せつな仕組みの実行者である古いにしえからの来らい訪ほう者しやの何かに、気付きつつある。

　だとするなら、余よ計けいな頭数は邪じや魔まだ。

　人間と魔物が共に生きる帝国の特とく異いさにも、どことなく燻くすぶっている叛はん意いの色にも、エルは気付いていた。帝国の内ない情じようを崩くずすような真ま似ねをこの皇帝はしないだろうし、許ゆるさないだろう。

　ただし、皇帝という立場だからといって自由奔ほん放ぽうに動ける訳わけでも命じられる訳でもない。気にしているものを気付かれないという事が、謀ぼう略りやくに対する一番の安あん全ぜん策さくだ。

（あえてこっちから言い出すのが問題ないか）

　そう判はん断だんして、エルは続けた。

「申し訳ないけど人ひと払ばらいを」




（気を遣つかわせたのかしら）

　エルから余人の退たい室しつを申し出てくれた事に、サラはそっと嘆たん息そくした。

　どうやら本当に大事になりそうな気配があると思い始めている事を、スキピオはともかく他の人間に悟さとられる訳にはいかなかった。

　謀はかる時には相手が気にしているものを突つくのだから、何かを気にしているという事実そのものを隠す事が謀略の対たい抗こう策さくとなる。同じく謀略を使う者として心得ていたはずなのに、一いつ瞬しゆんの気の緩ゆるみで抜ぬかってしまった。

　彼らを呼よんだ時、何か別の用よう件けんで来たように見せかけてもらえば良かったとサラは内心で悔くいた。なぜかエルという少女だけを見ていたという事実に気付いた焦あせりで、早々と本題を持ち出し、わざわざティアの名を呼んで彼女に確たしかめさせる必要もなかった。

　もっと善よいやり方はあった。少なくとも、セインや使者のような余人がいる前でするべきではなかった。

　エルの申し出はそれを推すい察さつしてのものだとサラは思った。

　気に掛かけるような態たい度どをたとえ片へん鱗りんとしてでも出してしまった以上、今さらだったのかもしれないが、彼女から言い出してくれた事は助けだった。

　目線だけ彼女に向けて、サラは謝しや意いを表した。エルもまた、目線だけ送り返してくる。

　もう一度心の中で感謝して、サラは視線を臣下達に戻もどした。

「という事のようです。せっかく呼んだところ悪いのだけれど、あなたの判断は後で聴かせてもらうから、ここは退さがってもらえるかしら」

　サラは、あくまでスキピオに対して言ったかのように述のべた。

　退たい出しゆつをスキピオに促うながしたのは見せ掛けだ。彼を緩かん衝しようにする事で、本当に出て行ってもらいたいのが誰なのか紛まぎらわせようとしたのだ。

　口に出した訳ではないが、さすがにスキピオも心得ていた。

「では、職しよく務むに戻らせていただきます」

　ティアを伴ともなってスキピオは部屋を後にする。

　退室する直前、スキピオは振ふり向いて、ようやく思い出したかのように続けた。

「使者どの達も、この辺りで退られるがよろしいでしょう」

　その言葉に、ようやくの解かい放ほうに安あん堵どしたのか、初代魔王の来らい訪ほうを告げた使者は足早に部屋を後にした。セインはそこまで速くもなく、普ふ段だんの歩みで部屋を出る。二人が退室したのを見計らって、スキピオは扉とびらを閉とじた。

　閉しまる扉を見て、思い出したようにエルが呟つぶやく。

「で、どっち……。って、訊くまでもないか」

　どちらを危き険けん視ししていたのか。彼女はそう問いかけて、止やめた。

　そう。訊くまでもない。

　どちらもだ。

　サラが注意の比ひ重じゆうを置いたのはセインの方だが、使者の方とて軽かろんじていた訳ではない。むしろ、自分が大たい層そうな場所にいると思っていない者こそ、重大機き密みつも易やす々やすと話してしまうものだ。彼が全すべてを察したとは思わないが、初代魔王云うん々ぬんの話はすぐに帝てい国こくに広まるだろう。それを止める気はない。無理に止めれば余計怪あやしまれる。

　スキピオも同時に退らせたのは緩衝としての役やく割わりだけではなく、その辺りの処しよ理りを先んじて打ってもらおうという狙ねらいもあっての事だった。

「それでは聴かせていただきましょう」

　サラの言葉に、エルは頷うなずいた。「トリルシク」

《わかってる》

　一瞬、魔力の波動がサラを包もうとした。だがそれは、サラに触ふれる手前で消しよう滅めつする。サラが持つ吸きゆう収しゆう能のう力りよくとぶつかって消えたのだ。

　ただ、多くの波動は鏡を中心に広がって、広間を覆おおいつくした。

　エルが「ふぅん」と軽く漏もらした。吸収能力に驚おどろかないという事は、事前に情じよう報ほうを得ていたのだろうとサラは踏ふんだ。

「失礼。聞き耳を立てられたくなかったもので。結界を張はらせてもらったわ」

　エルの断ことわりに、サラは頷いた。

「念入りな事です」

「それだけの話なもんで」

「考こう慮りよしましょう」

「では本題。とはいえ、何から言って良いのかわからないのだけれど……」

　エルがトリルシクに視線を向けた。応こたえて、トリルシクがカタッと動く。

　瞬しゆん間かんだった。サラは異い質しつな空間に吞のみ込こまれた。

　どことも知れない草原に、いつの間にか立っていた。サラの目の前を、人々が何かに追われて逃にげ回る。唐とう突とつな出来事に対たい応おうが遅おくれ、一人の青年とぶつかりそうになる。青年はサラの身体からだを素す通どおりし、そのまま走り去って行った。

　青年の背せを呆ぼう然ぜんと見送ると、エルが言葉をかけてきた。サラは再ふたたび前を向く。

　逃げ惑まどう群ぐん衆しゆうの真まっ只ただ中なかで、エルは何事もないかのように立っていた。群衆は彼女の身体も素通りしていく。

　エルは少し空を見上げ、感かん慨がい深ぶかげに呟つぶやいた。

「懐なつかしいな」

「これは？」

　サラは次々と素通りしていく実体のない群衆を無視する事にして、感慨深げなエルに視線を向けた。エルは、空を見上げたまま笑った。

「これがわたしの時代。結界の内ない膜まくに擬ぎ似じ映えい像ぞうを投とう射しやしているの。あなたは異い能のうで魔ま力りよくの効こう果かが及およばないらしいけど、間かん接せつ的になら大だい丈じよう夫ぶなんでしょ」

　サラは頷いた。仮かりに魔力に関かかわっているもの全てを無む効こうにしてしまうのなら、魔物の姿すがた自体見られない事になる。現げん実じつには魔物の姿は見えているし、魔物が生んだ炎ほのおの熱気も感じている。

「影かげ絵えのようなものですか」

　地面を足でこすりながら、サラは問いかけた。見た目は草の生えた土。なのに、足から伝わってくる感かん触しよくは城しろの床ゆかに使われている石の感触だった。

「そんなところよ」

　言って、エルは視線を空からサラに戻した。続けて。

「世界がもうすぐ壊こわれるの」

　唐突に口にした。
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　退室の理由をスキピオは正せい確かくに読み取っていた。

　使者達への緩かん衝しよう材ざいの役やく割わりも、暗に対たい処しよを含ふくめられた事も。

　ただ、スキピオは自分なりの解かい釈しやくも付け加えていた。

（謀ぼう臣しんの抑おさえは無む論ろん、あの鏡への対処もしておくべきでしょうか）

　あの鏡から、スキピオは何か得体の知れない雰ふん囲い気きを感じていた。

　魔ま剣けんの時と同じような臭においがするのだ。

　魔剣も、真実恐おそるべき威い力りよくを発はつ揮きしたらしい事は報ほう告こくで聞いていた。元々剣そのものを相手にしないという方ほう針しんで、威力があってもなくても良いようにと動いていた。事実その威力に反して大した被ひ害がいは出ていない。

　ただ、チョウリュウ侯こうの使い方が不器用だった故ゆえの結果でもあった。彼の狙ねらいがあくまで皇帝の生命いのちだったからこそ、乱発されなかった。

　元王として、臣民を巻まき込むような真ま似ねだけは誇ほこりにかけてしなかったのだろう。

　そう考えると、魔剣が快かい楽らく殺人者や遊び半分の子こ供どもに渡わたらなかったのは不幸中の幸いであったのかもしれなかった。全すべては、報告の早さと発見後の処置の的確さが決めてだ。

　そこはあの地区の監かん視し官かんに礼を述のべるしかない。特別に褒ほう賞しようを与あたえても良いくらいだ。ハイエル配下であったらしいが、内敵だろうがなんだろうが功こう績せきは功績だ。そこを間ま違ちがえればそれこそ他ほかからの信しん任にんなど受けられない。

　信賞必ひつ罰ばつには一いつ遍ぺんの例外もあってはならないのだ。

（そういえば、先さき程ほどあの場にいたのがその監視官だったような気も）

　そう思いながら、ハイエルがある場所を目指していた途と中ちゆうだった。まさに目的としていた相手とすれ違った。

「グレンデル殿どの。どこへ」

　帝てい国こく近この衛え隊長である、竜りゆうのような厳いかつい顔をした隻せき腕わんの魔物。グレンデルはその片かた手てに、巻いた紙し片へんを持って早足で歩いていた。

　同どう僚りようの呼よび止めに、グレンデルは足を止めた。

「スキピオ殿か。ちょうど良かった。続く寒気で空気が乾かん燥そうしていると以前陛へい下かがおっしゃられてな。近衛の仕事は皇こう帝ていの身を守るだけに非あらず、広く臣民の身も守れというのが陛下の信条。それが結局陛下の御おん身みを守る事にもつながると」

「ええ」

「そこで、注意書の作成を頼たのもうかと」

　グレンデルから紙片を受け取る。そこには乾燥期に怠おこたってはならない、火か災さい関連の注意事じ項こうが書かれていた。

　色々と抜ぬけ落ちている事もあるが、意外だった。魔物からこういった事じ務む処理関連の依い頼らいが出てくるとは思わなかったのだ。

　さすがにあの皇帝の治世。魔物もそれなりに慣なれ始めてきたという事なのだろう。

「こちらで作成しようと思って定型文を探さがしたが正直よくわからん。同じ意味に対して用語が複ふく数すう存そん在ざいしたり、帝国中どこを探しても該がい当とう者しやがいない謎なぞの官かん職しよくがあったり」

　紙片を手に、グレンデルの厳つい顔がさらに厳つくなる。

　スキピオはつい苦く笑しようをもらした。

「文化が違う複数の国家を統とう一いつしましたし、統治も試行錯さく誤ごの連続ですからね。国ごとで呼よび名が違っていたけれど実は同じものを誤あやまって同時に採さい用ようしてしまったものや、官職として採用したものの適てき格かく者しやがいなくて空くう座ざのままなどというものがあるのです。

　例えば『宰さい相しよう』にあたる職名も、国によっては『丞じよう相しよう』や『令れい尹いん』とも呼ばれていましたし、実をいえば上職の……」

「いやいい。小こ難むずかしい事はわからん」

　具体例を提てい示じしようとするスキピオに、グレンデルは制せい止しの手をあげた。

「慣れない事をしている自覚はあったのだ」

　嘆たん息そくするグレンデルに、スキピオは慌あわてて手を振ふった。

「いえいえ。これについてはむしろ私が叱しつ責せきされるべき事じ項こうです。臣民にあまねく知らしめるべき公文書なのですから、用語によって意味が揺ゆらぐなど本来あってはならないのです。整理しきれていない事を宰相の怠たい慢まんと罵ののしられても結けつ構こうですよ」

「そうなのか？」

　グレンデルの表ひよう情じようには心底からわからないという感じの疑ぎ問もん符ふが浮うかんでいた。本当に文書作成というものをした事がないのだろう。

　普ふ通つう、公おおやけの用語は宗そう主しゆ国こくのものに統一されるが、帝国の基もととなった魔物側の統治概がい念ねんが希き薄はくで用語自体が存在しなかったものも多かった。そのため人間側のものを使用せざるを得なくて混こん乱らんが起きてしまったのだ。誰だれだって自分が常つね日ひ頃ごろから使用している言葉を使いたい。誰もが自国のものを採用するよう提言してくるのだ。

「文書作成係は混乱しているものをあえて避さけるような文もん言ごんを考えていたのですが、不慣れなグレンデル殿にはさぞご不ふ便べんをおかけしたでしょう。申し訳わけない」

　頭を下げたスキピオに、グレンデルは苦笑いを返した。

「やはり私の不慣れが問題ではないか」

（慣れていないと公文書が作成できないという事じ態たいが好ましくないのですがね）

　思ったものの、スキピオはそれ以上の言葉を避けた。堂どう々どう巡めぐりになりそうだった。

　だから、単たん純じゆんに感想だけを述べる事にした。

「いや、しかし驚おどろきました」

「我われらがこのようなものを作る事がか」

「失礼でしたか？」

「いや。我ら自身が一番驚いている」

「なるほど」

　確たしかに受け取って、スキピオはその紙し片へんを懐ふところに入れた。

「しかし、魔物の中には火に強い者もおりますでしょうに」

「うむ。確かにいる。だが強くない者もいる。それにだ」

　珍めずらしい事だった。剛ごう直ちよくなあのグレンデルが、冗じよう談だんでも言うかのように口元を緩ゆるめた。

「たとえ火に強くとも、煙けむりだけには注意せねばならん」

　それこそ、スキピオは目を丸くした。

　火か災さいの際さいに気をつけなくてはならない事の一つに煙がある。火災による死し亡ぼう原げん因いんの一つが、煙を吸すって呼こ吸きゆう困こん難なんに陥おちいる事なのだ。煙に含ふくまれる成分如何いかんでは、下へ手たをすると一発で意い識しき不明になる。確たしかに基き本ほん事項だ。

　だが、それを灼しやく熱ねつのマグマに耐たえる者だっている魔物の口から聞くとは、それこそ驚きだった。

　しかし、なぜにグレンデルはこうも笑いを堪こらえている風なのか。それは謎だった。

「うむ。煙だけには、注意せねばならん」

　何度も呟つぶやくグレンデルに、スキピオは訊たずねた。

「何かあったのですか」

「あった」

　グレンデルは深く頷うなずいた。

「スキピオ殿どのは、ファーブニルを覚えておいでか」

「忘わすれる訳がないでしょう」

　ファーブニルはマルクト伯はくと組んで現あらわれ、皇こう帝てい暗殺未み遂すいを引き起こした魔物の名だった。現げん在ざい魔ま物もの領りよう提てい督とくに納おさまっているラジャスが現れたのもその前後だった。

「皇帝陛へい下かがあやつを一度退たい治じしているという事は？」

「口振りではそのようでしたね」

「うむ。結局逃にげおおせていたのだが、その時、陛下が使われた手が」

　グレンデルは、口元を引き上げた。白い牙きばが顕あらわになる。

「煙だった」

「煙……ですか？」

「そうだ。渓けい谷こくに追い込み、自由に空を飛ばせないようにして、大量のイグサで煙を立ち込めさせたのだ。それで、竜りゆうであるファーブニルを窒ちつ息そくさせてしまった」

「何と……」

「あの時、陛下はつくづく煙には気をつけろとおっしゃっていた。それで何度も酷ひどい目にあったからと」

　それを聞いて、スキピオは苦いものを覚えながら頷いた。煙に気をつけざるを得ないような生活を彼女は強しいられていたという事だ。おそらく火ひ攻ぜめにも何度もあったのだろう。今は皇帝である彼女の過か去この苛か酷こくさは知っていても、漠ばく然ぜんと知るのと具体例を出されるのでは覚える感かん慨がいは違う。

「人間の身体からだを好んではいたが、あやつは他者に憑ひよう依いできたからな。配下に地下系けい統とうの魔物も従したがえておったし、それで地下から逃げおおせたのだろう。

　だが、あの時あやつが使っておった竜の巨きよ軀くは、未いまだ渓谷の中で煙に燻いぶられた当時のままだ」

　知られざる大陸侵しん攻こう以前の皇帝の知ち略りやくにスキピオは感服しながら、スキピオは元々の用よう件けんを思い出した。『煙』という単語がそれを浮ふ上じようさせた。

　黒曜石が黒光りする様は、時に『煙けむる』とも形けい容ようされるのだ。あの鏡の黒光りはまさに『煙る』そのものだった。

「そう。グレンデル殿にお伝えしておかなければならない事があります」

　スキピオの声こわ色いろが職しよく務むのものに変わったのを察さつ知ちしたのだろう。グレンデルもまた、いつもの厳いかつさに戻もどっていた。

「何用だ」

「陛下の許もとに今、初代魔王などと名乗る者がいるのをご存ぞん知じですか」

「知らぬ。なんだそれは」

「わかりません。ですからここは近衛に知らせておくべきと思い、グレンデル殿を捜さがしていたのです」

「うむ。場所は」

「いつもの間です。それから、退たい室しつした後に何か妙みような気配を感じました。その後気配は消えたのですが、今度は部屋から一いつ切さいの物音が消えました。気配などというものには疎うとい文官の私ですら感じたのですから、何らかの力が働いての事と見て間違いないでしょう」

「結界か。そんなものを使える魔物は、そうはいないが……。わかった。どちらにしろ陛下が吸きゆう魔まのお力を使われれば消え去る。広間を覆おおうように伏ふく兵へいを配置しておこう」

「頼みました」




「何やら不ふ穏おんな言葉をお聞きしましたが」

「うん。言った」

　世界が壊こわれる。サラの確かく認にんに大たい言げんをあっけらかんと認めて、エルは笑った。逃にげ惑まどう人々の悲ひ愴そうな表ひよう情じようが、笑えみという対たい極きよくの表情を際きわ立だたせている。

「魔力って、なんだか知ってる」

「いえ」

　サラは首を横に振ふった。魔物ですら知らないのだ。それを、この少女は知っているというのだろうか。

　エルは不ふ敵てきに笑いながら、

「聴きいたら笑うわよ」

「笑いませんよ」

「じゃ、言いましょうか」

　一いつ拍ぱくあけて、エルは言った。

「生の反作用」

　サラの片かた眉まゆがぴくりと反はん応のうする。

「と、言われますと」

「人間が石いし壁かべを殴なぐると反動に拳こぶしが負けて、傷きずついてしまうでしょ。生命が活動する反作用で生まれる反動みたいなものが魔力なの」

　サラはエルの何の躊躇ためらいもない言葉にわずかに眉を顰ひそめた。

　反動で拳が傷つくという比ひ喩ゆを用いたのだから、魔力は何かを傷つけるという連想をさせようという魂こん胆たんだろう。

　暗に、彼女は何を表そうとしているのか。

　言うまでもなく、世界の崩ほう壊かいに繫つなげたいのだろう。

「それに信号が出てたでしょ」

　だが、意図は深く明かさないまま、エルは言葉を続けた。

　はぐらかしているのか、それとも理り解かい力りよくを高く評ひよう価かして全すべてを語る必要がないと考えているからか。

　あえてサラはエルの言葉に乗った。今は彼女の好きなように話を進めさせる方が、言葉の真しん偽ぎを確たしかめられそうだった。

「信号？」

「うん」

　簡かん潔けつに。エルは一語だけ述のべた。

「地じ震しん」

「まさか、あれが世界の壊れる予よ兆ちようだと？」

　サラは疑うたがいを正直に述べた。エルが言っているのは、このところ度たび重かさなっていた地じ揺ゆれの事だろうという見当はついた。だが地揺れは過か去こ幾いく度どとなく起こっている。

　予兆で地揺れが起きているなら、もう何度となく世界は崩壊したという事になる。

　エルは、指を横に振った。

「予兆じゃないわよ。言ったでしょ。信号」

「信号？」

「そ。壁を殴ったら痛いたい。痛つう覚かくって身体からだからの信号なの。これ以上やったら身体を悪くしますよって。それと同じ信号。合図ね」

「合図ですか？」

「そ。痛い。だから殴るのを止やめる。

　同じ事よ。反作用からの合図で作用を止める。

　心当たりあるでしょ。地震が起こった後、必ず起きたものに」

　海うみ割われ。そう思って。

　そう思おうとして、サラにはできなかった。無情にも、サラは気付いてしまった。自分の理解力を、この時ばかりは恨うらみたくなった。

「ばかな……」

　力ない言葉が口から漏もれる。それはあってはならない事だった。

　エルが笑った。こちらが気付いた事に、気付かれたのだ。

「うんうん。理解が早いって良い事ね。当人には過か酷こくだろうけど」

　エルの言葉に答えるように、逃げ惑う群ぐん衆しゆうの後ろから巨きよ大だいな影かげが現あらわれた。影は空を覆おおうほどに大きい。形は不定形で、巨人のようにも見えれば、獣けもののようにも見えた。

　その影と視し線せんがあう。不定形な影と同じように、ありとあらゆる感情がごちゃまぜになっているかのような虚うつろな瞳ひとみだ。

　サラがそう思った時だった。

　逃げ回っていた群衆が一いつ瞬しゆんにして光になった。周囲の草は枯かれ果て、地じ肌はだが顕あらわになっていた。石は一瞬にして風化したようにボロボロと崩くずれ、大地は湿しめり気を失い、わずかな風で砂さ塵じんとなって吹ふき荒あれる。

　映うつし出されていた場所が変わった訳わけではない。群衆の一人が持っていたらしい珠たまが煤すすけて転がっていた。大地を蹴けった後が、足あし跡あととして点々と残っている。

　サラはエルに視線を戻もどした。

「これはわたしの時代の事だけど、今でも似にたようなことがあったでしょ」

　サラは奥おく歯ばを嚙かみ締しめた。エルが言わんとしている事を察する。

　地が揺れて、海が割れた後に起きること。起きていたこと。

　魔ま物ものと人間の戦いだ。
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　サラは沈ちん黙もくした。

　エルは魔力を反作用と言い、源みなもとは生命活動によるものだと言った。

　また、合図によって反作用を生む作用を止めるとも。

　魔力の発はつ生せい源げん、生命を絶たつ行こう為い。つまりは殺さつ戮りくだ。

　だが、殺戮が問題なのではない。殺戮行為が世界の崩ほう壊かいを意味している訳ではない。

　むしろ逆ぎやくで、殺戮が世界の崩壊を止めていたと言っているのだ。

「今のを見た？」

　巨大な影に目を向けながら、エルは言う。

「一瞬にして人間が消え、大地が風化したでしょ。あれは炎ほのおとか熱とか、そんなものによるものじゃないの。あれが魔力の影えい響きようによる破は壊かい。魔力が世界に溢あふれかえる事になれば、今みたいに世界そのものが滅ほろびてしまう」

　エルの言葉を遠くに感じながら、サラは絞しぼるように言った。

「あれは……何ですか」

「あれとは？」

「あの影の事です」

　エルの言い分からすれば、あの影は魔物という事になる。

　だが違ちがうとサラは思った。魔物殺戮者モンスタージエノサイダーとして生き、魔王として魔物達と過すごしたサラは、あの影から魔物とは違う異い質しつな意思を感じとっていた。

　今見たものはただの映えい像ぞう。虚きよ像ぞうだ。意思も何もあったものではない。

　それでもはっきり『違う』と思うほどに、あの影の異質さは突とつ出しゆつしていた。

「だいたい、魔力によって滅ぶというのなら、何よりも魔力に近い魔物はなぜ滅びないのですか」

「ああ」

　サラの問いに、エルは納なつ得とくした声を出した。「そうか。知らないんだっけ」

　映像の中で、巨大な影が消える。

「あれは魔族。あなた達が魔物って呼よんでる奴やつらの……まあ原型みたいなもんね」

　原型？　サラは訝いぶかしんだ。

　その言い方は、まるで魔物が何者かによって創つくられた存そん在ざいのようではないか。

　訝しんだが口にはしなかった。今はまだ彼女の好きなように話させていた方が良いという判はん断だんが働いた。

　エルの言葉が続いた。

「魔力で魔物が滅ばない。その疑ぎ問もんも当然だろうけど、あえて訊きき返すわ。

　人間は水に溺おぼれて死んでしまったりするわよね。なぜ水で人間は滅ばないの？　むしろ、必要とさえするのはなぜ？」

「量が問題。そう言いたいのですか」

　サラは肩口の留とめ具に手をやった。留め具の中には毒どく液えきが仕し込こんである。実はこの毒は、鎮ちん痛つう剤ざいとしてよく使用される薬草を煮に詰つめて作ったものだ。この『薬』を濃のう縮しゆくして用いれば、痛いたみを止めるどころか四し肢しの自由を奪うばい、最終的には息の根を止める。

「そ。魔力が増ふえ過すぎると危き険けんなのは魔物とやらも一いつ緒しよ」

「魔族というものもそうして滅んだのですか？」

　サラの問いに答えたのはエルではなかった。

《そうとも言えるな》

　トリルシクだ。

《だが、そうでもない》

　困こん惑わくして、サラはエルに視し線せんを向けた。エルは困ったようにトリルシクを見た。

「何を言い出すのよ」

《はっきり言ってやれ》

　トリルシクの視線をサラは感じた。鏡だから目も何もないのだが、見られているという感覚はわかる。

《こいつは感付いている》

　サラの片かた眉まゆが動いた。ところどころに疑問を持ちつつも、あえて触ふれなかった事を見み抜ぬかれていたのだ。

　エルがトリルシクを小こ突づく。どうやらエルの方もサラの行為に気付いていたようだった。

「ま、いいでしょ。確たしかに魔族はいなくなったわ。

　ただし、魔力の害ゆえにじゃない。その名と姿すがたを変えて生き続けているわ」

　一気に光景が変わる。そこはサラもよく見知った土地だった。

　周囲を見回す。

　風化したような地じ肌はだ。濃のう緑りよくの葉を付ける、太く短い木々。

　そして、空を覆おおう暗雲。

「……魔ま大たい陸りく」

　サラの呟つぶやきに、エルは頷うなずいた。

「あなた達がそう呼よんでいるものが、魔族の今の姿よ」

「どうして」

「どうして？　はっ」

　その問いに、エルは何か嘲あざけるような声をあげた。何を嘲っているのかはわからない。自じ嘲ちようのようにも聞こえる嘲り方だった。

「魔族が好き好んで殺さつ戮りくしていたと思う？　必要だったから。それだけよ。

　殺戮者としての汚お名めいを甘あまんじて受け、誰だれ知る事もなく世界を守り続けていた。

　長きに亘わたるその辛つらさ。わかるでしょ」

　問われても、サラは答えなかった。

　異い能のうの異い端たん者しや。魔物殺戮者モンスタージエノサイダー。勇ゆう者しや。

　サラが受けてきた汚名だ。その汚名を甘んじて受けなければ生きてこられなかった。

　やりたくないものをやらされる。やらなければならないと強きよう制せいされる苦く痛つうを、サラはよく理り解かいできた。

　だが、それが何だというのだろうか。魔大陸と魔族が殺戮を望んでいなかったという感かん情じように何の関係があるというのか。

　目を閉とじ、エルは大きく息を吐ついた。

「結局、魔族達は狂くるう寸すん前ぜんになった。殺戮を厭いとう気持ちも無くし、ただ殺戮するだけの機き構こうの一部に成り果てるところまでいった。わたしはそれが嫌いやだった」

　再ふたび映えい像ぞうが変わった。先さきほどの巨きよ大だいな影かげが映うつる。しかし、全体的にぶれ、映像も不ふ鮮せん明めいだった。影に一いつ瞬しゆん、焦しよう点てんが合う。

　さっきは消えたと思ったその影は、ただ小さくなっていただけだった。

　空中で、影は羽の生えた蛇へびのような姿になっていた。傷きずだらけだった。蛇は白い羽う毛もうを舞まい散らせながら、地面に落ちていく。

　落ちる先の地面に、一人の幼よう女じよが映った。不鮮明な映像で幼女としかわからない。幼女の映像がサラの身体からだと重なった。

　幼女は何かを叫さけぼうとしたのか、口を開いた。手を差し出す。

　その瞬間映像がぶれる。また映し出される幼女。その両手が赤く染そまっていた。赤い手の中に、先程の蛇がうずくまっていた。幼女と蛇の周りを、鎧よろいを纏まとった騎き士しが取り囲んでいた。その中に二人ほど、農民らしき男女がいる。二人は幼女を見て、何か叫ぼうとした。

　また映像がぶれ、魔大陸の光景に戻もどった。今の映像は、意図しないものが勝手に差し込まれたとでもいうような、変へん則そく的な映り方だった。

　映像が切り替かわる一瞬、幼女の髪かみの色が映っていた。輝かがやくような金きん髪ぱつだった。目の前のエルと同じ色だった。

　目を閉とじていたエルは、今の一連の映像に全く気付いていないようだった。

　トリルシクが勝手にやった事なのか、エルが自分で気付かない内にやったのか、サラにはわからない。ただ、エルの魔族に対する拘こだわりが何となく理解できたような気がした。

「だから、わたしは休む場所を提てい案あんしたのよ。それが魔大陸と呼ばれている場所。海底大陸を魔族達の力を借りて浮ふ上じようさせ、結界の力を利用して魔族の寝しん台だいにしたの」

　サラは視し線せんをエルに戻した。

「そのトリルシクという方……魔族なのですか」

「純じゆん粋すいにとはいえないけど。これも成れの果てね」

《ひどい言い様ようだ》

　エルとトリルシクの言い合いを無視して、サラはよく知った魔大陸の光景を眺ながめた。

　そして気付く。あってしかるべき姿すがたが、一いつ切さいない。

　魔大陸ならどこでも見かけられるものが全くない。

（映されている魔大陸の光景が、今の魔大陸ではなく過か去この魔大陸だというのなら）

　抱いだいていた疑ぎ念ねんは明確な形になった。だが、今の時点でそれを口に出して言わなかった。

　魔族に殺戮をさせないために魔大陸を創つくったという論ろん法ぽうが、今のままではまるで成り立っていないという指し摘てきをサラはあえてしなかった。

「結局」

　代わって、サラは別の事を問い質ただした。

「結局、あなたはわたしに何をさせたいのですか」

「わかっているくせに」

　エルの言葉からは、どことなく焦あせりの色が出ていた。焦じらされていると思っているのだろうか。焦らしているのはそちらのくせにとサラは思ったが、言いはしなかった。

　頷いて、答える。

「わたしの魔力吸きゆう収しゆう能のう力りよくに期待しているとでも？」

「違ちがう」

　否ひ定ていの言葉にははっきりとした苛いら立だちが込められていた。発言者がそれではないと理解してながら発した言葉だと悟さとって、怒いかりを見せていた。

「全ての生命が生む魔力の総そう量りように、たかが一人では敵かないはしない。吸収による減少もわたしは考えた事はあった」

「やはりですか」

　サラの脳のう裏りには一枚まいの報ほう告こく書しよが浮うかんでいた。目の前の鏡とよく似にた色だったらしい、一ひと振ふりの剣けんの存そん在ざい。

「魔ま剣けんと呼よばれるものはあなたが創ったものなのですね」

　エルは頷いた。

「あちこちに埋めてあるわ。時々地表に現あらわれては使われていたみたいだけど……。どちらにしても減へった魔力は微び々びたるものだった。減少量より生成量の方が優まさっていたのよ。追いかけっこにもならなかった」

「だから、わたしの能力にも期待していないと？」

「もし仮かりにあなたにそれほどの力があったなら、今いま頃ごろ魔物は死し滅めつしてるでしょ」

　エルのその言葉は嫌いや味みがなかった。事実そのものを指し摘てきしていた。

　その通りだろうとサラも思った。

　魔物に対してはっきりと親愛の感情を持つようになったのは魔王になってからだった。それ以前には、魔物殺戮者モンスタージエノサイダーの二つ名を受け入れていた時期があったのだ。

　人間の迫はく害がいから身を守るために、魔物を殺し続けていた時期。魔物を殺す事で、自分の利用価か値ちを人間に認みとめさせて生きていた時期。

　謀ぼう略りやくの基き礎そを教えてくれる『おばあちゃん』に出会うまで。仮に魔物を殺し尽つくしてしまったら、同時に自分の利用価値までもがなくなってしまうという簡かん単たんな論理にも気付かなかった幼おさない時分。サラは容よう赦しやも加か減げんも何もなく、魔物を殺し回っていた。魔物殺戮者モンスタージエノサイダーはその頃からの二つ名だ。

　加減も何もなく全力で吸収能力を発動させ続けたが、それでも殺し尽くしてなどいない。百や二百を超こえる魔物は屠ほふったかもしれないが、何十万何百万という果てしない数の魔物を殺し尽くせるほど暴ぼう虐ぎやくな力ではなかった。

　結局、どれほど異端に満ちた力があっても、個こ人じんでできる事などたかが知れているのだ。

　だから、エルが求めているという力は個人を当てにしたものではない。集しゆう団だんを統すべる『皇こう帝てい』の力を当てにしたものだ。集団ならば、何十万という単位をも殺す力になる。

　実じつ際さい、過去の大国間同士の戦いでは万単位の戦死者がでるのもザラだったのだ。

　わかっていながらサラがあえて『能力』を口にしたのは、エルがどこまで本気なのかを試ためしたかったからだった。

　エルの本気は揺ゆるがない。

　ため息をついて、サラは続けた。

「要するに、わたしに殺せというのですか。わたしに人間を殺せと。魔物達にそうしろと命じろと？　あるいは、この帝国で内ない乱らんを起こさせろと」

「そこまでは言ってない」

　エルは断だん言げんした。

「見み逃のがしてくれれば良い。わたしが殺す。そのための手しゆ段だんがある」

「…………」

　再ふたたび、両者は無言になった。しかし、お互たがいともが微び笑しようをたたえている。

「あなたにとって害はないことだと思うわよ。あなたは復ふく讐しゆうするために帝国を建てたんでしょ？　だったら正当な理由の下もとに、あなたは復讐を敢かん行こうできる。あなたの個人的恨うらみじゃない、人間を殺すって事の正せい当とう性せいをあなたは得られる」

「ならば、お忘わすれなく。

　このままを維い持じすれば世界が滅ほろぶというなら、それもまたわたしの復讐には違ちがいありませんよ。それこそ、確かく実じつに人間を滅めつ亡ぼうさせられるのでしょう？」

「魔物も滅ぶけど。もちろん、あなたもね」

「それも結けつ構こう」

「まさか破は滅めつ願望の持ち主とは思わなかったわ」

「同じく。まさか、大量殺人を推すい奨しようされるような方だったとは」

「喜んでと思ってる？」

「同じく。喜んで破滅を迎むかえようと思っているとでも？」

　両者の火花が散る。

「それに」

　サラの目が細まった。

「あなたが魔王と名乗るのはなぜですか。あなたの話を聞く限かぎり、あなたが魔王を語る意味がわからない」

　確たしかに、エルという少女はサラも知らない魔力や魔族の話をした。古式の礼も合わせれば、過か去こに生きていた者であるという点については納なつ得とくしても良い。

　だが、最初に名乗った初代魔王という点において彼女は何も説明していない。

「いや。間違いなくわたしは魔王。それも初代のね」

　今まで何も語らなかったのに、エルの笑えみは自信に満ち溢あふれていた。疑うたがいの余よ地ちなどどこにもないとでも言いたげに、誇ほこらしかった。

「根こん拠きよは」

「あなたの中にある」

　エルはサラの心しん臓ぞうを真まっ直すぐに指差す。

「あなたが信じる信じないと言っているのは、頭の中で考えた事。あなたの感かん情じようは、直感は、わたしこそが初代魔王であると認みとめているはず。違う？」

「…………」

　サラは黙だまった。正しくその通りだった。理由がわからない。今までの話だけでは認めるに薄うすい論ろん拠きよであった。それなのに、直感は彼女の話に偽いつわりはないと感じていた。

　胸むねの奥おくの、何か霧きりがかったような靄もやが、正しいと認めていた。

「もっとはっきり言いましょうか？　あなたが受け継ついだ、魔王が代々受け継いでいたはずの魔力。それがわたしを魔王だと認めているのよ」

「何を根拠に」

「根拠？　当然でしょ」

　エルは不ふ敵てきに笑った。

「魔王として認められるには、一つの魔力を受け継ぐって事にあったはずよ。

　その魔力を最初に預あずかったのがわたしだからよ。

　結界を張はり、魔大陸を創つくるために魔族から借り受けた力こそが、今、魔王の魔力と呼よばれているものだからよ」

　サラは臍ほぞを嚙かんだ。

　正しいように聴きこえても、実はどこにも信しん憑ぴよう性せいがない。それを正しいと証明するにたる実じつ証しようはない。

　それなのに。自分の中にある何かが、それを間違いだと認めてはくれない。

　疑っていても放置するという事をサラはよくするが、疑いを持っているのに信じてしまうなどという感覚は初めてだった。

「もっと言えば」

　エルは目を細めた。

「その魔力をより集める核かくとなっているのは、わたしへの信しん頼らいよ。魔族達がわたしに寄よせてくれた親愛の情。それを拠より所として結集している。

　どのような過か程ていから受け継いだにしろ、その魔力を持っている者が、わたしの言葉を無む視しできるはずがないのよ」

　サラは答えられなかった。

　否ひ定ていできない自分の感情こそが、それを正しいと証明している。

　自分がそう思ってしまうから、否定できない。

　それでも、サラは一つ問い質たださければならない事があった。

　自分は確たしかに魔王だ。だが、ただの魔王ではない。

　このエルという少女とは、決定的に違ちがう属ぞく性せいがある。

「あなたは語っていない」

　サラは、小さく呟つぶやいた。

　ずっと燻くすぶっていた疑ぎ念ねん。明めい確かくに提てい示じされなかった論法。

　それを突つくのは今だ。

「何を？」

　サラの問いに答えるエルには、自らの正しさを確信している強さがあった。

　たとえサラがどのような問いかけをしたとしても、全すべてを覆くつがえせるだけの根拠を持たないという純じゆん粋すいな信念があった。

　だからこそ、次の一いち撃げきは致ち命めい傷しようになる。サラは告げた。

「魔物はどこです」

　エルは口を閉とじた。

「今映うつし出されている魔大陸には魔物がいません。どこにも。彼らはどこにいます」

　そう。映し出されている魔大陸には、どこにも魔物の姿すがたがなかった。大地を闊かつ歩ぽする巨きよ軀くも、地面を這はい回る小型も、大空を舞まう翼つばさも、海面を飛び跳はねる海かい棲せいも。

　魔大陸にいれば必ず見かける魔物という存そん在ざいが、どこにも映っていなかった。

　エルは無言。

「あなたはこう訊ききましたね。地じ揺ゆれの後には何が起こっていたか？　と。何が起きるのか知っていなければ出ない問いです。

　過か去この魔大陸に魔物はいないのに、今の時代で殺さつ戮りくの一いつ端たんを担になっていた存在をあなたは知っている。どういう事です」

　無言を続けるエルに、サラは言い放った。

「あなたが知らなかったのは、『魔物』という呼び名だけ。存在は知っていた。いえ。違う。魔物を創ったのもあなた。違いますか」

　エルの目つきが変わった。深く鋭するどい。

　サラも自分の目がそうなっているだろう事を自覚した。

「あなたは魔族を眠ねむらせた。だが、そのままだと殺戮を担う者がいなくなる。魔物を眠らせるために、殺戮が行われなくても良い世界に変えたわけではない事はあなたがここにいる事でわかります。その場合は『眠らせた』ではなくて、『解放した』と言うでしょうしね。

　あなたは魔力の危き機きを指し摘てきして、殺戮が行われる事を望んでここに来た」

「だから、何だと？」

「だから魔物を創つくった。殺戮者の汚お名めいを受ける事もなかった者を、魔族を眠らせるために、殺戮者として用意した。

　地揺れに言げん及きゆうしたという事は、魔物と人間の戦いを見み越こしていた。

違いますか」

「くくく……」

　その言葉に、エルは含ふくんだ笑えみをあげた。含み笑いは、やがて大笑いに変わる。

「あはははっ。確かに。確かにそうよ。

　魔力の災さい禍かから逃のがれるためには、誰だれかが調整を行わなければならない。魔力が発生し過すぎないように生命を制せい限げんしなくちゃいけない。

　良いじゃないの。確かに、わたしは魔大陸に細工して適てき宜ぎに海が割われるようにしたわ。

　でもそれは戦場を用意しただけの事であって、戦えと命じた訳わけじゃない。勝手に殺し合っただけでしょ」

　サラは息を吐はいた。そして、強く言い放った。

「あなたの提てい案あんは拒きよ否ひします」

「何で」

「やり方が気に食わない」

「どこが？　別にあんた、殺戮が嫌いやとか言うタイプじゃないでしょ」

「あなたに何がわかります」

「わかるわ」エルは吐き捨てた。

「たとえ虚きよ像ぞうだとわかっているとはいえ、魔族の殺戮を、片かた眉まゆ一つ動かさずに見ていられる輩やからが博愛主しゆ義ぎ者しやな訳ないでしょ」

「…………」

「それに、あなたの噂うわさは聞き及およんでるわよ。元勇者さん」

『勇者』という単語が出されたのは挑ちよう発はつだとわかった。だが、サラはあえて乗った。

「その通りです。殺しあうなら好き勝手に殺しあえばいい。

　わたしが殺し合いを避けるのは、ただ単にそうした方がわたしの利り益えきになるからというだけの事。平へい穏おん無事を好むという感かん情じようを利用して、わたしが皇こう帝ていである事の価か値ちを認めさせているに過ぎません。あなたを否定するほどの理由ではありません」

「はっきり言うわね」

「お互たがい様に」

「で、わたしの何が嫌いやなのかしら」

「好き勝手にさせなかった事」

　サラは、右手の拳こぶしを強く握にぎった。それだけが許ゆるせなかった。後はどうでもよい。

　それだけは許せないのだ。

「自らの意思による殺しあいではなく、自らの判はん断だんによる殺さつ戮りくではなく、無理やりにそうさせた。せざるを得なくさせた」

「…………」

「自分勝手に殺しあうなら、それこそ好きにしろと言うだけです。こちらに火の粉が降りかかるならただ振ふり払いましょう。

　だが、あなたは魔物という存そん在ざいを用意してまで戦いを演えんじさせた。本来殺戮者の位置にいなかった者に殺戮させた。

　戦場を用意しただけ？　よく言えますね。地じ揺ゆれなどというものを起こし、海を割り、そのままなら戦わなかった者同士を戦わせた。これのどこが彼らの『勝手な行こう為い』というのですか。その言葉は、群ぐん雄ゆう割かつ拠きよして覇はを競きそい合うような行為を言うのですよ」

「ふんっ」エルは鼻で笑った。

「争覇戦については同意してあげる。ずっとやってりゃあ良いものを、たまに思い出したかのように止めるから性た質ちが悪い」

　サラは思い出した。地が揺れる時は、諸しよ国こく間が停戦、もしくは休戦時が多かった。逆ぎやくに、大量の戦死者が出た戦いや、農作物が不作の年、疫えき病びようが蔓まん延えんした年の後には決まって長期間地揺れが起きなかった。

　不規則だと目されていた地揺れの頻ひん度どは、大陸の人口推すい移いで見ると実にわかり易やすく連動していた。

　今まで誰も気付かなかったのは、諸国が国の人口など発表した事などないからだ。人口は戦力だ。敵国に戦力を知られないためにその手の情報は公開する訳がない。自国の情じよう報ほうを知っていても他国までは知らないから、全体を把握できた者がいなかったのだ。

　サラの統とう一いつで情報も一手に集まるようになってはいたが、地揺れとの関連を疑うたがうほど長期に亘わたって調べていた訳ではなかった。

　どちらにしても、エルは決して好き勝手にさせていた訳ではない。狡こう猾かつに調整していたのだ。

「それだけではありませんよ」

　サラは冷たく突つき放すかのように告げた。

「魔物を創ったと言いましたね。どうしてですか。魔族に殺戮させないため？　だったら、魔物には殺戮させても良いと言うのですか。創っても良いと言うのですか」

　エルは肩かたを竦すくめた。

「あなたは許せないと言うの？　必要だから創っただけ。あなたはそうしないと言うの？」

「だから」

　サラはエルを見み据すえた。

「だからわたしは謀ぼう臣しんなども放っているのです」

　平へい穏おんによる偽いつわりの幸福は、サラの治世の根本だった。たとえ偽りであろうが安あん寧ねいを与あたえる事で、緩ゆるやかに感化させて屈くつ服ぷくを図はかる事が、最初からの戦せん略りやくだ。

　そこにあったのは、強きよう圧あつ的に意い志しを奪うばい取る事はしないという、サラの信しん条じようだった。

　謀臣は謀臣のままでいさせて、忠ちゆう実じつな臣下にしようとは思わなかった。弾だん圧あつによる恐きよう怖ふで縛しばってでも服ふく従じゆうさせようとは思わなかった。

　自分の意思で変わった者を否ひ定ていしないが、忠臣であれと抑よく圧あつした事はなかった。

「かつて、ある方がおっしゃいました。

『運命に抗あらがう』と」

　それはサラの想おもい人の言葉だ。あえて敗者となろうとも、貫つらぬこうとした、彼の信念だ。

「誰にも逃のがれられない『運命』は、それゆえに抗いたいという反発を生み出します。逃にげられないからこそ、逃げたいと思う。愚おろかしいものだと思いたくなる。

　わたし自身がそうでした。

　勇者にされ、魔ま王おうとなって。

　他者に強きよう制せいされた『運命』をそのまま受け入れたくなかったからこそ、わたしは勇者のまま祭り上げられている事も、魔王として人間を滅ほろぼし尽つくすような事も選ばず。人と魔を統一するという全く違ちがう道を選せん択たくしました。

　だからこそ、他の者達にも判断する余よ地ちを与あたえて、逃げ場がないほどの強制は行ってきませんでした。抑圧はしませんでした。

　わたし自身が、抗うべき『運命』そのものになりたくはなかったのです」

　エルは口を固かたく結んでいた。睨にらみつけるように、その眼がん光こうは鋭するどい。

　鋭く、突き刺さした。

「あなた、その相手が好きなのね」

　今度はサラが絶ぜつ句くした。

「今の言葉からは、すごい愛情が溢あふれてた。その相手の事を想うって感情が溢れてた。誰かは知らないけど」

　そのエルの言葉を、何故かサラは否定しなかった。できなかった。

　自らの最大の弱みだ。

　誰にも。相手当人ですら知られてはいけないはずの、泣き所だ。

　それを握にぎられた。

　いつもなら絶ぜつ対たいに振ふり払はらう、想っていたという事すら塗ぬり隠かくそうとする、その感情が。

　まるで湧わいてこなかった。

　ただ。

「そうです」

　なぜか、この少女の前だと。許ゆるす事のできない少女だというのに。

　恐おそろしいほどに素す直なおになっていた。

　結界で守られているから他ほかに聴きこえないだろうとか、そういった事象は全すべて置き去りにして。

　なぜかこの少女の前ではありのままで。

　皇こう帝ていの虚きよ構こうを拭ぬぐい去った、サラ＝シャンカーラ本人そのままでいられた。

　だから、素直に吐と露ろした。

「愛しています」




　とうとう言ってしまった。

　サラの中では悔かい恨こんと同時に、晴れ晴れとした気持ちが広がっていた。

　このたった一言が言えないがために、どれほど身を焦がしただろうか。

　言ってしまえば、楽だった。

　恐おそろしいほどに素直になったサラは、そのまま連ねた。

「だけど彼の言葉だからというだけではない。

『運命に抗う』というのは、わたしの言葉でもあります。

　そして、あなたが創つくり出した仕組みからは逃げたくても逃げられない。

　魔力が世界を壊こわし、生命が魔力を生むというのなら、殺しあいによる調整が必ひつ須すというその仕組みからは逃れられない。それこそ運命そのもの。

　だからこそ、わたしはあなたの意に従したがう訳わけにはいかない」

「わたしだって」

　固く結んだ唇くちびるから、エルは絞しぼるように紡つむいだ。

「わたしだって、あのまま魔族達を運命に遵じゆんじさせたくなかっただけよ。殺さつ戮りく者しやとして縛り付けたままにさせたくはなかった」

「だからといって、その運命を他に回されるのは困こまります」

「言ったでしょ。わたしは魔王。魔族の王よ。彼らに認みとめられた王として、彼らの呪じゆ縛ばくを断たち切る責せき務むがわたしにはある」

「ならば」

　サラは大きく右手を振った。その手から淡あわい光の玉が生まれる。

　シャボン玉のように不安定に浮うく。それでいて、確たしかにコントロールされた光球は次々と壁にぶつかる。部屋を遮しや断だんしていた結界という名の壁にぶつかり、弾はじけた。

　周囲を覆おおっていた映えい像ぞうが一いつ斉せいに消える。通つう常じようの、石の壁かべと床ゆかが顕あらわになった。

「わたしは魔王。魔物の王。そして同じく、人臣を統すべる帝国の皇帝。彼らに突つきつけられた呪縛を許す事はできない」

　その言葉は、告白してしまった、その素直さのままに言い放った。

　自らが皇帝であるという事は他でもない。サラ＝シャンカーラ当人が、望んだものなのだ。自らが、己おのれの手で摑つかみ取った、大切なものなのだ。

　だから、魔物の王であるという言葉と、皇帝であるという言葉は、心底からでたものだった。自らの臣下の自由意い志しを奪うばう事を許さないという言葉は、本心そのものだった。

　サラは、叫さけんだ。

「彼女を捕とらえなさい」
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　サラの号令に、一いつ斉せいに扉とびらが開いた。表の扉だけではない。

　窓まども、天てん井じようも。石いし床ゆかも。備そなえられた隠かくし扉という隠し扉の全すべてが開け放たれた。

　人間の兵士は槍やりを番つがえ、弩どの狙ねらいを定め、短たん弓きゆうの弦げんを引きしぼる。

　魔物は牙きばを剝むき、爪つめを研とぎ、強大な意志を視し線せんに込こめて叩たたき付ける。

　ここは城しろ。宮きゆう殿でんではない。

　外がい敵てき、内敵を問わず、敵の殲せん滅めつ、排はい除じよを目的とした、もとより戦いのための場だ。万が一に備えての設せつ備びはそこかしこに仕込んでいた。隠し扉もその一つだ。

　囲む大人数を、エルは油ゆ断だんなく見み渡わたした。

　個々の連れん携けいまで考こう慮りよしてある。弩兵の傍そばには魔物が控え、槍やり衾ぶすまが鋼はがねの陣じん形けいを取る。守しゆ城じよう用の槍は本来長ちよう槍そうだが、室内という事を考慮してか短たん槍そうが用いられている。

　逃にげ場はある。逃げ場はあるが、それこそ誘さそい。逃げた瞬しゆん間かん詰つむ事は、その周囲の配置を見ればわかる。

　隙すきはある。あるからこその、見事な包囲陣だった。

「陛へい下か！」

　サラの許もとに一人の女じよ性せいが駆かけ寄よる。エルにも見覚えがあった。秘ひ書しよ官かんとして紹しよう介かいされた魔物だった。

「兵は伏ふせておきました」

「結けつ構こう」

　サラが頷うなずき、エルを見み据すえる。

　エルは一人笑った。

　ずっと結界を張はっていたのだ。

　今命令してどうこうできる布陣ではない。いつ結界が消えてもよいように、消えた時いつ命令があってもよいように、予あらかじめ構かまえていた布陣だった。

「最初から信用されてなかった訳わけね」

「当然でしょう」

「そりゃ、当然」

　うんうんと、エルは頷いた。

　包囲に加わっている者達は皆みな、戦意に満ちているのに、誰だれも仕し掛かけてこない。

　戦う気でいるのに、号令されなければ動かない。

　実に見事な用兵だった。

　本物だった。本当に、統とう率そつ者しやとしての技ぎ量りようがある。

　だからこそ惜おしく、だからこそ危き険けんだった。

　彼女なら、自分が作った鉄てつ壁ぺきの仕掛けを崩してしまうかもしれない。

　しかし、彼女の臣下は魔物と人間だ。そこに魔族は含ふくまれていない。仕掛けの崩ほう壊かいと共に、魔族達の眠ねむりが妨さまたげられる危き険けんは十分にあった。

　魔族を守れるのは、彼らの王たる自分だけなのだ。

（おい）

　エルの頭に声が響ひびいた。トリルシクからの念話だ。ティアの精せい神しん感かん応のうのようなものだが、ティアと違ちがって双そう方ほう向こうに意思が伝わる。

（この状じよう況きよう、切り抜ぬけられるか）

（一人で切り抜けるのは、ちょっと難むずかしいかも）

（手を貸かそうか）

（お願い）

　トリルシクとの念話で短い会議をした後、エルは口角を上げた。

「とはいえ、切り札はわたしにある」

「でしょうね」

　サラの返答は冷静だった。

「真実はあなたの側がわにある」

　その答えにエルは笑った。

　彼女は一つ間違いを犯おかしたのだ。決定的に。

　真実が。魔ま大たい陸りくと魔力と、魔物に連なる事実を語る事が切り札だと、誤ご解かいしている。

　話し、迷まよわせ、疑ぎ問もんを抱いだかせ、帝てい国こくの支し配はいという現げん状じように一いつ滴てきを生じる事が切り札だと誤解している。

「いいえ」

　エルは首を横に振った。指を鳴らす。

「これよ」




　サラは唐とう突とつに息苦しさを覚えた。違う。

　何かに。誰かに、首を絞しめられている。

「が……はぁ……」

　首を絞める誰かの爪つめが首に食い込いんだ。その指に手を掛け、解とこうとするも、全くはがれない。自分と同じくらいの細い指なのに、強ごう弓きゆうのような力で締め付けられる。

　擦すれそうになる視し線せんに、誰かが叫さけぶのが見えた。

　数瞬の遅おくれをもって、聴ちよう覚かくが捉とらえた音を判はん断だんした。

「ティアカバンさん！」

「ガ……ハァ……」

　耳元で聴きこえる、漏もれるような声。間違いなかった。この声は。

　赤せき髪はつの、あの宰さい相しよう秘書官のものだ。

「な、く……」

　掠かすれる視線を前に向ける。

　これか。これなのか。

　切り札は。

　迂う闊かつだった。魔物を創つくったのはエルなのだ。

　魔大陸の創そう造ぞうに魔族の力を借りたと言っていた。そして、その力は魔族がエルに向けた信しん頼らいで固まっているとも。

　その魔力を代々受け継ついできた魔王が無視できる訳わけがないと言っていたが、無視できないのは魔物に総そうじて言える事だったのだ。相手は創造主だ。

　彼女が殺さつ戮りくの手しゆ段だんと称しようしたのは、これだったのだ。

「ご明めい察さつ」

　考えを口に出して言った訳でもないのに、律りち儀ぎにエルが答えた。

　勝ち誇ほこりでもしているのか。薄うすれる意い識しきの中で、サラは思った。

　ふざけるな。

　口に出せない言葉を、視線に込める。

　こちらが強きよう圧あつ的なものを厭いとうと知った上で、他者の自じ我がを操あやつるなどという凶きよう行こうに出て来たのだ。

「ごめん。ここで死んでもらうわ」

　エルの言葉に応おうじるかのように強まった力に、首の骨ほねが軋きしんだ。

　これは……。

　痛いたみとも苦しみともつかない薄うすまる刺し激げきの中、サラは小さく思った。

　切り札なら自分にもある。魔ま物ものならば一いつ瞬しゆんで倒たおせる力が。
















　だがそれは最後の手段だった。

　一度発動させてしまえば加か減げんなどというものはない。せいぜい効こう果か範はん囲いを一体に限げん定ていできる程てい度どだ。その一体は確かく実じつに滅ほろびる。

　半ば、秘書官の生命を保もたせる事をあきらめかけたその時。

　天てん井じようが崩くずれた。頂ちよう点てんの一点で全すべての重量を支ささえるよう緻ち密みつに設せつ計けいされた石積みの天井が、轟ごう音おんを立てて崩れた。

　砕くだかれた破は片へんが雹ひようのように落ちる。落下する破片はことごとく、青い炎ほのおの線せん条じように貫つらぬかれた。大小問わず、大きな破片も、小石程度の破片も、その全てが貫かれた。

　床ゆかに落ちる頃ころには、全ての破片は塵ちりと化していた。

　広間を蹂じゆう躙りんした幾いく千せん幾万という炎の線条は、ただ一つに収しゆう束そくした。意思あるかのように一条の炎となって、大だい蛇じやのようにのたくった。

「だから」

　崩れ消え落ちた天井から、声が聴きこえる。その声はすぐに目の前に現あらわれた。

　霞かすんだままの視し界かいの中に、どこからともなく現れた鏡が朧おぼろに映うつる。

　エルに従したがう黒鏡と同じ、黒曜石の鏡。

「だからいつも言っていただろ。

　お前は。感かん応のうという形で他人の魔力の影響を誰よりも受けやすいお前は」

　現れた鏡から小さな影が飛ひ翔しようした。人の掌てのひらの上に乗りそうな、本当に小さなその姿すがたが、広間を蹂躙し、何重にもとぐろを巻まく炎の大蛇を操っていた。

　己おのれの万倍はあろうかという巨きよ大だいなうねりを従えていた。

「だからこそ強く、己を保たもてと」

　帝国軍司令官。ウィチィロポチトリ。

　青く小さいハチドリが、長大な炎の蛇を従えてそこに君くん臨りんしていた。




　　　　２




　ウィチィロポチトリを中心として、炎の蛇は広間を埋め尽つくすかのように何重にもとぐろを巻いていた。炎は、その場いた全員の目の前に迫せまる。

　が、熱気がない。熱気を含ふくむ、炎を構こう成せいする全てが『炎の蛇』として圧あつ縮しゆくされ、余よ波はをまるで出していないのだ。

「貴き様さまがそうか」

　ウィチィロポチトリの言葉は、いつもの囀さえずるような声ではなかった。腹はらの奥おくを震ふるわせるような重さがあった。

「よくもまあ弄もてあそんでくれたものだ」

　ウィチィロポチトリの視線は、一箇か所しよに向けられていた。金きん髪ぱつの少女の傍かたわらに立つ、煙けむるように黒光りする鏡に。

《それはどういう意味だろうな？》

　トリルシクが宙ちゆうに浮うく。鏡面から黒い煙を吐はき出しながら、トリルシクが訊たずねた。

「知らぬとは言わせん。よくも義妹いもうとを良いように使ってくれた」

《…………》

　トリルシクは答えなかった。彼が吐き出す煙の奥で、一瞬鏡面が輝かがやいた。天井が崩れ、雲の切れ間から日が当たっただけだ。

　だが、その輝きはトリルシクの『笑い』であるかのようだった。

「陛へい下か」

　視線を鏡に向けたままウィチィロポチトリは言った。

　主君であるサラの前でも剽軽ひようきんであった彼だが、臣下として最さい低てい限げんの礼は常つねに払はらっていた。

　その彼が主君を背せにしたまま発言した。

「義妹の不始末はワシがつけます」

　炎の蛇の顎あごがトリルシクを吞み込こんだ。口こう蓋がいに鏡を含んだ蛇へびは勢いきおいのまま、風雪の中を駆かけ昇のぼって行く。

「不足の愚ぐ妹まいを即そく殺さつされなかったご温おん情じよう、深く畏おそれ入るばかりです」

　ウィチィロポチトリは一いつ瞬しゆんだけ振ふり向いた。

「陛下の臣である事は我われらが誇ほこり。それだけは揺ゆらがせません」

　続いて、ウィチィロポチトリも炎の蛇を追うように大空へと飛翔した。

　ティアが力を失って倒たおれる。トリルシクの呪じゆ縛ばくが一度解とけたのだ。

　咳せき込み、サラは床ゆかに膝ひざをついた。首くびにくっきりとあざができている。ようやくの空気なのに、息を吸すうのが辛つらかった。吸きゆう気きが気道を通るたび、締しめ付けられた喉のどがびりびりと痛いたんだ。

　何度かめの咳せきで無理に咳を止め、唇くちびるをすぼめてゆっくりと息を吐はいた。肺の中にある空気を搾しぼり出し、自然と身体からだが空気を吸すうに任せる。

　息は多少楽になっていた。

　ようやく、サラは後ろを振り向いた。

　倒たおれたティアを、スキピオが抱だきかかえている。彼女のその瞳ひとみには、生気がまるで通っていなかった。猛たけ々だけしく、それでいて愛あい嬌きようのあった瞳の色が、そこにはなかった。

「ま、悪く思わないで」

　変わらない笑えみのまま、無情、冷れい酷こくに告げられ、サラは一瞬己を忘わすれた。

「あんたはぁぁぁぁぁっ」

　初めてだった。皇こう帝ていとなって。いや、王として立ったその時から。

　初めての叫さけびだった。

　エルは奪うばったのだ。

　自分が、自我を奪われるという事をどれだけ嫌きらっているかを知って。その上で臣下の自じ我がを奪ったのだ。

　忘ぼう我がするほどの怒りは一瞬だった。

　その一瞬で十分だった。

　皇帝としての自じ制せいが剝はぎ取られ、冷酷な修しゆ羅らの世界をもがき生き抜ぬいてきた戦士としての姿すがたを顕あらわにするのには十分だった。

　サラは袖そで口ぐちを敵てきに向けた。そう。もはや彼女は敵以外の何物でもなかった。

　シュッという小さい風切り音と共に発はつ射しやされる毒どく針ばり。

　エルは避よけた。同時に、近くで呆ぼう然ぜんとしていた兵士を殴なぐり飛ばし、その手から弩どをもぎ取る。

　針が壁かべに当たり、チンと音を立てた。

　その音と同時だった。サラは長ちよう衣いを巻まき上げるように閃ひらめかせた。

　エルが放った弩がその布ぬのに突つき刺ささった。矢や尻じりはサラの身体まで届とどかない。

　布ふ慢まん。石いし礫つぶてや矢のような飛行物体の運動力を、受け流す事で大おお幅はばに奪うばい取る。固定されない布であるがゆえの防ぼう御ぎよ幕まくだ。

　矢が突き刺さったまま、サラはその長衣を脱ぬぎ捨すてた。

　いや。完全には脱がない。右みぎ脇わきの生き地じを左手で引ひっ張ぱり、同時に右手は左ひだり肩かたの留とめ具ぐを剝ぎ取る。

　左手で引っ張った生地には鋼こう線せんが縫ぬいこまれていた。生地と共にピンと張られた鋼線に右の留め具を押おし当て、引き絞しぼる。その姿は、弓ゆみこそないものの弓きゆう術じゆつそのものだった。

「弾だん弓きゆう!?」

　エルが叫んだ。矢ではなく、弾だん丸がんを放つ弓。古来、主に狩しゆ猟りよう用として使われたものだが、小型で隠かくし持てるものは暗器としても通用する。

　だが、長衣を弓代わりとして放つには反そりが弱よわ過すぎる。放たれた留め具は弱々しい。

　だが、エルは大きく飛び跳はねた。奪い取った弩を抱かかえながら、着地と同時に床ゆかを転がってまで飛び避けた。

　床ゆかに落ちた留め具から液えき体たいが漏もれる。と、同時だった。煙を立て、ジュワジュワと石いし床ゆかが溶とける。

　サラは弾弓としての役やく割わりを終えた長衣を投げ捨てると、髪かみ留どめから何かを引き抜く。

　それが光に照らされ、銀色に鈍にぶく輝かがやいた。髪を肩で切った後もつけていたその髪留めは、もはや髪留めではなく、刃やいばが反り返る両りよう刃ばの短刀を秘ひめた鞘さやだった。

　サラは大きく避けて体たい勢せいを崩くずしたエルを追つい撃げきする。サラがエルの首くび筋すじに短刀を突きつけると同時に、エルもまた、左手を軽く突き出した。いつの間に持ち替かえたのか左手に弩が構かまえられている。

　連射用の弾だん層そうが装そう備びされた連れん弩どでもない限かぎり、弩は連続発射できない。にもかかわらず、彼女のその手の弩にはすでに矢が装そう塡てんされていた。

　矢尻がサラの左ひだり腹ふく部ぶに押し当てられる。

　サラは笑った。

「無む茶ちやをするわ」

　答えて、エルも笑う。

　お互たがいに、これ以上ないほどの冷たい笑えみ。

　薄うすく開かれた瞳ひとみは骨ほねをも斬きり、軽く上がった口元から覗のぞく犬歯は身を凍こおらせるほどに。

　お互いが突きつけ合う鋭えい利りな鋼はがねの光こう沢たくと同じように、酷こく薄はくだった。

「お互い様でしょ。ったく。あんたどれだけ暗器の塊かたまりなのよ」

「彼女を元に戻もどしてもらうわ」

「却きやつ下か」

「この刃……。当然毒よ」

「それはこっちも同じみたいだけど？　必殺を期しているのが仇あだになったわね」

「それはどうかしらね」

　サラは己おのれの腹部に当てられた弩に、わずかに意い識しきを向けた。お互い凶きよう器きを突きつけている中だ。一いつ瞬しゆんでも気を逸はやらせば致ち命めい的てきになる。

　意識を向けて見せたのは、ある意味挑ちよう発はつだった。

「壊こわれたかもしれませんよ。その弩」

　攻こう防ぼうの中、サラはエルが行った弩の装塡法を見み抜ぬいていた。弩は時に、足で固定して両手で弦げんを引っ張るという装塡方法を行う。そこから足弓などと呼よばれる事もあるのだが、彼女はそれを転がりながらやったのだ。

　着地と同時に弩の先せん端たんを踏ふみつけ、固定すると共に回転の勢いきおいで弦を引き絞しぼって矢を番つがえる。持ち替えたのもその時だろう。

　無む茶ちや苦く茶ちやだ。だいたい足で固定するといっても、専せん用ようの器具を用いて行う。それも無しでやったのだから、どこか壊れていてもおかしくはない。

「ああ。そうかもね」

　その上で、エルは笑った。

「わたしの意思とは関係なく、発射されちゃうかもね」

「…………」

　軽口にサラは答えなかった。

　お互いに致ち命めい傷しようを放てる状況で、膠こう着ちやくしている。

　そう見えたのだろう。背はい後ごで誰だれかが動こうとする気配に、サラは思わず叫さけんだ。

「動くなっ！」

　叫んでから、口調が荒あらすぎると気付いた。

　誰かは知らないが、ここまで荒げる必要はなかった。まるでその者に怒いかりをぶつけようとしているようではないか。

　下へ手たに動くという事が、その者自身にどれほどの危き険けんが及およぶかを警けい告こくするために叫んだのだとしても。

　意識は変わらず目の前の少女に向けながら、サラは改めて言い直した。

「動かないで。さっき放った留め具の毒は、目に見える液えき体たいだけにあったわけじゃない。むしろ揮き発はつした気体こそ危険よ」

　目の前の少女が笑う。勘かんは当たっていたとでも言いたいらしい満足げな笑みだった。

　その笑みが、癇かんに障さわる。

　怒り心頭に発していた。それでも、何かを言う気はなかった。

　この両刃の短刀は本当に最後。必殺の暗器だった。

　たとえほんの少し、皮一枚まい薄うすく薙ないだだけだろうと、刃に塗ぬられた毒で彼女を殺せる。それでも、サラは身動きすらしなかった。

　何かを言って、動いて、予定した一いち撃げきを閃ひらめかせるような真ま似ねは、しない。

　膠着。この膠着こそが、次の一撃への布ふ石せきなのだから。

　ただじっと待つ。それだけで良かった。

「ああ、そうそう」

　エルが、もう一度笑った。薄く。

「毒に強いの、あなただけじゃないかもよ」

　見み破やぶられた！

　そう思った時は、すでに動いていた。

　サラは後ろに飛び退のき、同時に短刀を弩いしゆみ目掛けて振ふり下ろすように投げつけた。歪わい曲きよくした刃やいばが回転しながら、床ゆかに当たり軽い音をたてて撥はねる。

　エルもまた、後ろに飛び跳ねていた。矢が放たれる。

　当たりはしなかったものの短刀で照しよう準じゆんをずらしはしたが、射うたれた矢はサラの腹ふく部ぶを軽く薙いでいた。

　神しん経けい毒どく。

　目が霞かすむ。

　手足が次し第だいに

　硬こう直ちよくして、

「くぅ……はっ」

　気が付けば、サラは自分の肩かたに釘くぎを突つき刺さしていた。円えん錐すい形けいの釘だ。それは先ほどまで、装そう飾しよくの一部として肩当てで揺ゆれていたものだ。

　痛いたみで取り戻もどした意い識しきを、不ふ敵てきに笑う少女へぶつける。

　エルは不要になった弩を放ほうり投げ、懐ふところから一枚の板を取り出した。にやりと笑う。

「当然、自分が毒を受けた時の気付け用もあるってわけね」

「く……」

「ああそう。それと、毒に強いっていうのはハッタリ。あのままなのはやばかった」

　サラは歯は嚙がみした。とっさに動いてしまったが、間ま違ちがいだったのか。

　最初に放った留め具。いや。毒どく針ばりを撃うった時点で、ある目もく論ろ見みをしていた。

　周囲を囲まれた状じよう況きようで、彼女が逃にげるのはどこか。一見背はい後ごを気にしなくてもよい壁かべ際ぎわが良さそうだが、ここは人と魔まが同じくする場所だ。大理石の壁かべくらい平気で突き破やぶる魔物などいくらでもいる。

　背後の守りをあえて捨すて、逃げ道の確かく保ほを第一にすると考えれば、開け放たれたままの扉とびら付近が最も可か能のう性せいが高い。

　それがわかれば後はどうとでもできる。

　毒針で攻こう撃げきを仕し掛かけた時にわざと扉よりに移い動どうしやすいように狙ねらいをそらし、留め具を放った時は落下した留め具の位置と予よ測そくされる彼女の回かい避ひ位置、風の流れを考こう慮りよした。

　動きを止めさえすれば、自然と風で留め具から流れる毒気が来る。そういう狙いだった。自分も毒気を吸すう事になるが、色々と毒にはお世話になった身だ。とっくに耐たい性せいはできていた。

　それに、その毒気は麻ま痺ひ系けいのものだった。さすがに致ち死し系けいでは耐たい性せいも何もあったものではない。

「いやぁ。怖こわい怖い。まさか我われを忘わすれてた人に、ここまで嵌はめられそうになるとはね」

「生け捕どりなんて考えずに、最初から必殺を仕掛けておけば良かったわ」

「いやいや。あなたが部下想おもいで助かったわ。今ここでわたしを殺したら、その魔物の娘むすめは戻せない。わかっていたんでしょ」

「…………」

「多分正せい解かいね。魔力を操そう作さしてるのはわたしじゃないし、あいつはわたしの言う事しか聞かないし」

「…………」

「うん。じゃあ、まあ。わたしはここで逃げるわ」

「逃げられるとでも？」

「逃げるとも」

　エルは指先で弄もてあそんでいた板を構かまえなおした。板の側面に、人差し指と中指を入れる輪がついており、その輪に指を入れる。

「それじゃあ、お暇いとまさせてもらうわ」

　その言葉が鍵かぎになっていたとでもいうかのように、板が淡あわく光った。

　サラの頭に、何かが過よぎった。

　純じゆん粋すいに、生命の危き険けんに絶たえ間なくさらされてきた彼女の、戦士としての勘かんだった。

「そうそう。あの時わたしのハッタリで動いたのが正解。動かなければこっちを撃うってた」

　淡あわい光が一いち条じように伸のびる。まるで、槍やりのように真まっ直すぐと。いや、槍そのものの形状となって、その板から伸びていた。

　その姿すがたに、危険の意味を理解した。

「投槍器スピア・スローワー！」

「アトラトル！」

　エルの号と共に放たれた光線が、一直線に広間を駆かける。瀑ばく布ふのような光の流れは、純じゆん粋すいな質しつ量りようを伴ともなっているかのようだった。

　直ちよく撃げきではなかった。狙ねららわれたのは別のものだ。

　にもかかわらず、単なる余よ波はでサラの身体からだは吹ふき飛ばされ、石壁に叩たたきつけられた。

　石壁を突つき破って粉ふん砕さいした光は、街の中へと消え、その後、爆ばく音おんを生んだ。

「このアトラトルも、あんた達風にいえば魔ま剣けんの一種かな。ま、武ぶ器きに見えないっていう点で暗器の資し格かくは十分よね」

「…………」

　上から見下ろされている感覚に、サラは口元を引き締めた。

「消火活動は迅じん速そくに。では」

　右手を挙げ、エルは青い外がい套とうを翻ひるがえして扉の向こうへと消えた。

　破やぶれた石壁の向こうから、炎ほのおの轟ごう音おんが聞こえていた。




　炎の蛇は雲を突き抜ぬけた。雲海を下に、唐とう突とつに弾はじけ飛んだ。

　中からトリルシクが現あらわれる。その周囲には彼が吐はいた黒い煙けむりが立ち込こめていた。

　数すう瞬しゆんの遅おくれをもって、ウィチィロポチトリが追いついた。トリルシクの姿を確かく認にんする。

　ウィチィロポチトリはトリルシクが健けん在ざいである事に何の驚おどろきも見せず、消えた蛇へびの代わりに再ふたたび炎の蛇を生み出した。

「ここまで来れば操あやつれまい」

　ウィチィロポチトリは油ゆ断だんなくトリルシクを見み据すえた。一目見て、戦士としての直感がすぐに察知していた。

『格かく上うえだ』と。

《そうでもないな》

　一方、トリルシクは感かん情じようのこもらない無む機き質しつな声で答えた。

《あの者に力を及ぼしているのは、昨日今日の話ではない》

「どういう意味だ」

　問い返しつつも、ウィチィロポチトリは一いつ切さいの余よ念ねんを取り払はらっていた。ティアについて話していながら、ティアの存そん在ざいは頭の中から追い遣やっていた。

　だから、ウィチィロポチトリはトリルシクの言葉を聞いても驚かなかった。正せい確かくには、驚く事も忘わすれるほどに目の前の相手に意い識しきを集中していた。

《あれから送られてくる情じよう報ほうは、常つねに利用させてもらっていた》

「感かん応のうが常に受信だったのは、送信できないからではない。送信側は使用中だった訳わけだな」

《そういう事だ》

　ティアは自らの意い志しを他ほかに発信できない訳ではなかった。それに使われるべき能のう力りよくが、常にある者に対して向けられていただけだったのだ。

　ティアの精せい神しん感応能力は偶然ではない。ティアが選ばれたのは確たしかに偶然だが、精神感応能力を持つ魔物の存在はエルによって予あらかじめ仕組まれた仕し掛かけの一つだったのだ。

　トリルシクはティアを通して、帝てい国こくのありようを見聞きしていた。帝国がなる以前から、ティアカバンという存在が生まれたその時から、世界のありようをずっと見てきたのだ。

　実を言えば、常にティアの傍そばにいたウィチィロポチトリもずっとトリルシクという存在に接せつ触しよくしていた。ずっと抱いだいていた靄もやのような感覚は、トリルシクが王おう城じように来た事で影えい響きようが強くなった事を我われ知しらず察知していたからだったのだ。

《まあ安心しろ。今は眠ねむっているだろうよ》

　トリルシクのその言葉が真実かどうか、ウィチィロポチトリには確認のしようがなかった。確認するつもりもなかった。

「どういうつもり……とは今さら訊きかん」

《ほう？》

「お前を倒たおせば良いだけの事！」

　炎の蛇が大おお顎あごを開けた。

《できるものならな》

　静かに答えたトリルシクの周囲に立ち込めていた煙が、黒く光る。

『炎の蛇シワコアトル』と『黒光トリル・トラヴイス』が飛び交かった。
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　破やぶれた壁かべの向こうから、熱せられた空気が渦うずを巻まき、離はなれた城しろにまで及およんでいた。

　深雪の中でこの暖あたたかさは異い常じようだった。

　そして、炎ほのおの轟ごう音おんの中に、悲鳴や怒ど号ごうが混まじりつつあったのを誰だれもが聞いていた。

　深雪に相応ふさわしい寒風を送り込んでくる扉とびらの向こうへ、青い外がい套とうが消えてから、誰もがとまっていた。

　動かなかった。

　驚きよう愕がくと混こん乱らんの中、ただ一人、冷静さを保たもつ者がいた。

　上位者であるその者が冷静であった。

　それゆえに、誰もその場を動けなかった。

「風向きは北東」

　それだけが告げられる。

　何を意味するのか、誰に向けてなのか。何も言われない。それでも。

「すぐに鎮ちん火か部隊を送ります」

　スキピオが端たん的てきに答えた。この問いに答えるのは自分しかいないと、誰に言われずとも悟さとっていた。

「これに関する全ぜん権けんを任まかせます。いかなる手段をもってしても鎮しずめなさい」

「承しよう知ちいたしました」

　答えてすぐ、スキピオはティアを床ゆかに預あずけると、駆かけ足で立ち去った。

　何かに追われるように、弾はじけるように飛び去った。

「これで終わらないでしょう。迎むかえ撃うつ準じゆん備びを。臨りん時じに兼けん任にんしてもらいます」

　誰に、何を。

　その全すべてを省いた言葉に、

「御ぎよ意い」

　グレンデルが首しゆ肯こうした。彼もまた、すぐさまこの場を去る。

　ただ一人、彼女だけが冷静であったが故ゆえに、誰も動かなかった。

　混乱が渦巻く中、ただ一人の静かな淡たん白ぱくさが、逆ぎやくに全てを圧あつ倒とうしていた。支し配はいしていた。

　今の彼女には逆さからえない。

　誰もがそう思った。人間も、魔ま物ものも。叛はん意いを燻くすぶらせている謀ぼう徒とだろうと。

『今逆らえば、彼女の言葉に少しでも逡しゆん巡じゆんしようものなら』

『問いの意味を図はかりかねれば』

『殺される』

　実じつ際さいはそのような事はない。彼女は無む駄だな事はしない。

　今誰かを殺したところで、その分は時間の無駄でしかない。

　怒いかりを向けたところで、何の打開にもなりはしない。

　その事を十分に彼女が理り解かいしているからこそ、そんな無駄な事をさせた者を、貴き重ちような一秒を費ついやさせた者を、決して赦ゆるしはしないだろう。

　自らが抑おさえている今の感かん情じようを暴ぼう発はつさせるきっかけになるような事をした者がいたら、誰であろうと消されるだろう。

　一見淡たん白ぱくなように感じられる彼女の感情。その裏うらで逆巻いているドス黒い殺意の塊かたまりを、誰もが感じていた。

　圧あつ倒とう的な強きよう制せい力に縛しばられ、誰もが彼女の言葉に首肯する。言葉の意味を即そく座ざに理解した。

　否いな。理解させられた。

　間ま違ちがっても、理解せぬまま、ただ危き険けんを察して、態たい度どだけ首肯したなら。

　それもまた恐きよう怖ふだった。

　誰もが理解した。

　これこそが、このサラ＝シャンカーラの、王たる真の力なのだと。

　その中、ただ一人、この緊きん迫ぱくを崩くずした。

「サラさまぁ」

『バカめっ！』

　誰もが罵ののしりたい気分を抑えた。罵ば声せいをあげれば、今この時にそんな無駄な事をすれば、それこそ己おのれの身に不幸を招まねく事はわかっていたのだ。

「サラさまぁ。お薬ですぅ。はわわ。あいたたたなのですぅ」

　ナナの言葉に……返答はなかった。

　群ぐん臣しんはようやく気がついた。

　縛る楔くさびから解き放たれたかのように、今さらのように現げん実じつを把は握あくした。

　あれほどの強制力を、この場を支配していたあの気配の持ち主は、すでに意い識しきを失っていたのだと。肩かたに刺さした釘くぎの痛いたみも、石いし壁かべに叩たたきつけられた痛みも、とっくに気付けの用をなくしていたのだと。

　破は砕さいされた壁の真横で、わずかに残った壁に寄よりかかるように倒たおれているその姿すがたを見ていながら、軽けい妙みような少女の言葉を聞くその時まで、誰も気付いていなかった。




　上空で戦う両者は互ご角かくに見えた。

　トリルシクの黒光が宙ちゆうを割さけば、ウィチィロポチトリの炎の蛇がその顎あごで喰くらいつく。だが、どちらも直ちよく撃げきはなかった。

　ウィチィロポチトリの炎の蛇は、その端はしにでも触ふれようものなら城しろまるごと消し去るほどの高熱を帯びていた。ウィチィロポチトリがわざわざ上空に昇のぼったのは、これを地上で使えば被ひ害がいが大きくなりすぎるからだ。己の身体からだの百倍を超こえようかという大だい蛇じやを意のままに操あやつる事は難むずかしい。触れさせてはならない『障しよう害がい物ぶつ』が増ふえれば増えるだけ難なん度どは増す。その点大空は自由であり、長大な蛇へびはウィチィロポチトリの意のままに暴あばれ狂くるう。
















　それでも、ウィチィロポチトリは焦あせりを募つのらせていた。

　目の前にトリルシクの黒光が迫せまった。煙けむりのように、薄うすく淡あわく広がる光。

　炎の蛇シワコアトルの一部に黒光が接せつ触しよくした。その瞬しゆん間かん、接触した部分から炎ほのおが噴ふきあがる。燃もえ盛さかった炎は黒光に再さい度ど触れ、跡あと形かたもなく消しよう滅めつした。

（何だ、これはっ！）

　戦いの中、ウィチィロポチトリは焦りを募らせていた。トリルシクの黒光は、ウィチィロポチトリが今まで受けた事のない攻こう撃げき方法だった。

　この黒光に触れた瞬間、炎の蛇はウィチィロポチトリの意思から離はなれ、ただ炎として燃え盛るのだ。炎が炎の蛇に触れれば、今度は炎そのものが消滅する。

　魔物が使ういかなる攻撃とも、また、皇帝の魔力吸きゆう収しゆうともまるで違う攻撃だった。

　トリルシクの煙の薄く広がる黒光。実はそれこそ、世界を滅ほろぼす魔力そのものを用いた直接攻撃なのだ。

　煙のような靄もやの光。その粒りゆう子しの一粒つぶ一粒が魔力の凝ぎよう縮しゆく体たいであり、触れたものを滅びへと誘いざなう。炎を消し、水を腐くさらせ、大気を汚お染せんし、巨きよ石せきを風化させ、金きん属ぞくを腐ふ食しよくする。

　炎の蛇を維い持じできないのは、ウィチィロポチトリの操そう作さ許きよ容よう量りようを遥はるかに超える魔力をぶつけられているからだった。小川から引かれた用水路に大おお津つ波なみが押おし寄せてきたようなものだ。持て余あますどころの話ではなく、驚きよう異いそのものだ。

　蛇を崩し、炎を滅して、黒光はウィチィロポチトリに迫せまった。

（鏡よ）

　ウィチィロポチトリは鏡かがみ渡わたりを行おうと鏡を呼よび出した。魔力を用いて、鏡の虚きよ像ぞうと実像を瞬時に入れ替かえる技わざ。

　だが、意図に反して鏡は反はん応のうしなかった。

（封ふうじられたっ？）

　ウィチィロポチトリは前を向きながら、翼つばさを羽ばたかせて後こう退たいした。宙を飛びながら後退できる生物は、空中で静止すらできるハチドリ以外にはない。

　それでも逃にげられない。

　悟さとったウィチィロポチトリは、迫る黒光を見み据すえたまま、残った蛇を操った。炎の蛇が黒光に飛び込こむ。黒光の力で、炎はウィチィロポチトリの支し配はい下かから完全に断たち切られた。

　高こう密みつ度どに圧あつ縮しゆくされていた炎が爆ばく炎えんとして広がる。

　その爆風を受け、ウィチィロポチトリは距きよ離りをとった。自じ慢まんの青い羽う毛もうが焼け焦こげる。それでも黒光に触れるよりはマシだった。黒光に触れれば、炎が消滅するように『ウィチィロポチトリ』という一個こ体たいを消滅させられてしまう。消える炎に、ウィチィロポチトリはその末路を直感していた。

　ウィチィロポチトリは弾はじけた炎に意い識しきを集めて再さい構こう築ちくし、先さき程ほどよりは幾いくばくか小さい炎の蛇を練り上げた。

　背はい後ごに気配。

　黒鏡は、背後に周り込んでいた。鏡渡りだ。彼自身が鏡であり、鏡を呼び出す隙すきも何もない。影かげのように現あらわれては消える。

　ウィチィロポチトリは舌した打うちしたくなった。自分の得とく意い技わざに翻ほん弄ろうされている。

　振ふり向きもせず、ウィチィロポチトリは再ふたたび炎を操った。背後に蛇を回りこませる。手ごたえはない。逃げられた。

　置き土産みやげに、黒光が放たれていた。炎の蛇の二発目を放つ。

　黒光に弾け、再び爆炎が広がった。炎三発目。今度は、自分自身が生んだ爆炎から逃のがれるために放つ。

　三発目の炎が爆炎を喰らい、吸収して、再びウィチィロポチトリの周囲を取り巻まく。

　繰くり返しだった。

　炎の蛇は鏡渡りで避よけられ、トリルシクの黒光も炎えん蛇じやを活用する事で避けている。

　だが、炎の蛇はその大きさが減げん少しようしていた。弾けとんでしまった炎の全すべてを取り戻もどす事はできない。ウィチィロポチトリの手て傷きずも増えていた。己が生んだ爆炎による傷だ。

　一歩一歩着実に。詰つんでいた。

《まだやるか》

「これでも……陛へい下かから司令官を任まかされているのでね」

《とはいえ……》

　その時だった。眼がん下かから爆音が響ひびいた。

《エル、使ったか！》

　トリルシクの注意がそれる。

（今かっ！）

『炎の蛇シワコアトル』最大出力。

　帝てい都とそのものを焼き滅ほろぼせるだけの炎ほのおを今ある限りの力をもって現げん出しゆつさせ、そのとぐろで鏡を巻き込む。大だい蛇じやが獲え物ものを締しめ付け、その骨ほねをへし折ってしまうように、巻いたとぐろを一いつ瞬しゆんで収しゆう縮しゆくさせて、全方位から焼き尽つくす。

「……逃げた。いや……。見逃してもらったのか……」

　ウィチィロポチトリは呟つぶやいた。

　炎の蛇はただ虚こ空くうを焼いていた。

　気配も周囲になかった。

　それが完全に、ウィチィロポチトリの誤ご算さんだった。

　トリルシクはすでに現れていた。

　他ほかでもない。ウィチィロポチトリの身体からだの中に。

　ウィチィロポチトリが気付いた時には遅おそかった。

「なっ！」

《驚おどろく事はない。元より確たしかな肉体を持たぬ身ゆえ》

　その小さな身体の内から響く、巨きよ大だいなうねりの震ふるえに。

《額ぬかずけ。『煙る鏡テスカトリポカ』の名の下もとに》

　ウィチィロポチトリは吞のみ込まれた。




「待て」

　足早のスキピオを呼よび止めたのは、よく知っていた声だった。

　帝都の大火で一いつ刻こくを争う今、無む視ししても構かまわない。だが、

「何用ですか」

　スキピオは立ち止まった。大火による煙けむりは宰さい相しよう府ふにまで広がっていた。火元はまだ遠くにあるとはいえ、帝国の中心たる帝都が燃もえている事に変わりはない。

　ここがまだ無事だからといって、手を緩ゆるめる訳わけがない。

「これは一体、何事だ」

　声の主は煙の向こう側におり、姿すがたはまだ見えない。スキピオは煙の中から現れるのを待った。伝える。

「見て、わかりませんか」

「だから訊きいている。何事だ。私が離はなれている間、何があった」

「私が知りたい」

　悔くやみも顕あらわにスキピオが言った相手。それは、叛はん乱らんの事後処しよ理りにチョウリュウ領りようを駆かけ回っていたハイエルだった。

「火事のようだが」

「消さねばなりません」

　スキピオはハイエルを真まっ直すぐに見た。この大火、必ず消し止めなければならなかった。

　主あるじが命じたのだ。「消せ」と。

　ならば宰さい相しようとして、何としてでも消しとめなければならない。

　全ぜん権けんを任まかされた以上、その権けん限げんの全すべてをもって、事を成す。

　どのような手しゆ段だんをとろうとも。

「ちょうどいい。ハイエル。消火の指し揮きは貴方あなたがとってください」

「うん？」

　ハイエルが訝いぶかしむ表ひよう情じようを向けた。

　時間がないのに。焦しよう燥そうにかられながら、スキピオは早口でまくし立てた。

「今こん件けんに限かぎり私は陛へい下かから権限を委い託たくされました。私は消します。ですが経けい験けんはない。

　貴方はある。大国の都。出火は日にち常じよう茶さ飯はん事じのようにあったはずです。ノウハウも蓄ちく積せきされている。ハイエル。消しなさい」

「いきなり何を」

「私は消せと言っている」

　立場上部下であり、だが、油ゆ断だんのならない内ない敵てきでもあるハイエルの胸むな倉ぐらを摑つかんで、スキピオは意気込んだ。

「陛下が命じられたのだ。消せと。あの陛下が、命じたのだ。私は、消さなければ」

「スキピオ殿どの」

　胸倉にかけられた手を摑んで、ハイエルは唸うなった。

「何を焦あせっている」

「焦る？　当然でしょう。炎が帝都を焼いているのです。焼いているのですよ。帝国の臣民を。宰相として見み逃のがせる訳がないでしょう」

「違ちがう」

「何が違いますか」

「何を動どう揺ようしているのだ、貴方は。陛下に何があった」

　言われて、そう言われてようやく、スキピオは手を離した。

『陛下に何があった』

　スキピオの身体からだは硬こう直ちよくした。なぜか、硬直した。

　命じられた事は覚えていた。命じられた事しか、覚えていなかった。

　なぜこんなにも、自分は焦っているのか。

　何があったのか。

　あの時、皇こう帝ていに命じられたあの時の記き憶おくが。

　皇帝の、笑えみを浮うかべたあのいつもの姿すがただけが、そこから消え失うせていた。

「陛下の御おん身みに何かあったのか？」

　ハイエルの言葉が遠い。

　何があった。どうなったのだ。

　スキピオは覚えていなかった。見ていたのに、記憶から弾はじけ飛んでいた。

　ただ、命じられた事だけが行動を支し配はいしていた。

　スキピオは深く息を吸すった。立ち込めている煙けむりも一いつ緒しよに吸い込んでしまって、咳せき込む。目に涙なみだがたまった。咳せきばかりのせいではないような気もしたが、一度咳き込んでしまえば後は楽だった。

　気が、落ち着いた。

「失礼」

　まだ記憶があやふやだった。だが、主の命を受けた。それだけ覚えていれば良かった。それだけを成す。成した後、もう一度省かえりみれば良い。

「とんだ失しつ態たいをお見せしました」

「いや。私も似にたようなものだ」

　ハイエルの言葉は、同情というより冷たく突き放す感じだった。彼の主人であったチョウリュウ侯こうはすでに故こ人じんだ。失ったものを取り戻もどせない。

　スキピオは頷うなずいて、落ち着いた言葉でもう一度命じた。

「ただ、先さき程ほどの命はそのままです」

「私に消せという命か」

「その通りです」

「私がこう訊くのもなんだが、良いのか」

　叛はん意いを抱いだいているような謀ぼう臣しんに、そんな重大事を頼たのんで良いのか。大火に乗じ、消火の名目を利用して陰いん謀ぼうを企くわだてはしないか。ハイエルの言葉はそういう虞おそれを持たないのかと問うものだった。

　スキピオは頷いた。

「私も同行します。ですが、全すべて消火を優ゆう先せんさせます」

「よかろう」

　ハイエルは承しよう諾だくした後、再ふたたび身体を翻ひるがえした。その後に、スキピオも続く。

「治火担たん当とうの役員はいるか」

「おります」

「解かい任にんしろ。訓練ならいざしらず、実物の炎ほのおは人の狂きよう気きを焙あぶる。大火で受ける感覚は平時よりも戦時に近い。代わりに将しよう軍ぐんをその任につけろ。生命いのち懸がけの戦場に場ば慣なれしている分肝きもが据すわっている。炎を恐おそれて判はん断だんを迷まよわせる事も少ないだろう」

「はい」

「それと泥どろ団だん子ごを用意だ」

「泥団子ですか」

「投げて付着させれば、水をそのままかけるより延えん焼しようを防ふせげる。急げ」

「伝えましょう」

「火元近辺の家屋の打うち壊こわしは魔ま物ものに任まかせるか。それと、火に強い魔物も至し急きゆう集めろ。人間では火元に近づけん。救助を担になってもらう」

「それも」

「ただし煙に気をつけさせろよ。魔物も呼こ吸きゆうしているのだろう。煙で窒ちつ息そく死しする魔物などアホらしくて笑いもとれんぞ」

「そのように」

　最後の言葉にだけ、スキピオは笑いを堪こらえた。それはまさに、主あるじが初めて指し揮きした戦せん闘とうで、相手の魔物を倒たおした策さく略りやくそのものだったからだ。




　大火の最さ中なか、火を放った張ちよう本ほん人にんであるエルは、その街中を走っていた。

「ごほっ。くそっ。こんなことしなくちゃならないなんて」

　煙に咳き込こむ。火の手は進行方向の逆ぎやくであり、風向きも反対だ。エルは計算して街に火を放った。

　それでも、煙はどこからともなく漂ただよってきた。千せん変ぺん万ばん化かするシルディアの天候ほどではないが、風も常つねに一定方向に吹いていない。変わる風向きで時とき折おり煙が流れてくるのだ。

「くそっ。わかってたわよ。このっ」

　魔族を救おうと思ってから、もうずいぶんの時間が経たっていた。そのほとんどをトリルシクの鏡の中で眠ねむっていたエルにとって、経けい過かした時間の感覚はほとんどない。トリルシクがティアを経けい由ゆして得ていた情じよう報ほうのいくつかをエルも見ていたが、まどろんだ夢ゆめのようなものであり、確たしかな実感として得られたものではない。

　決意も熱意も、魔族を殺さつ戮りくから解かい放ほうしようと思った時のまま、時間の流れに埋うもれる事なくエルの中に保たもたれていた。

　だが、強い決意も熱意を以もってしても、自分の業ごうの苦さをごまかす事はできなかった。咳き込んで肺の中がむかつくのは煙けむりのせいばかりとは思わなかった。

　煙の中、エルは走った。誰だれかが呼よび止める。

「嬢じようちゃん、嬢ちゃん」

　エルは声のする方を振ふり向いた。露ろ店てんの店主が、手て招まねきしていた。

「何よ。早く逃にげないとマズイわよ」

（放ほう火か犯はんが何を言っているのだか）

　ばかばかしい気持ちになりながら、エルは忠ちゆう告こくする。

「ああうん。でもまだ火はこっちに来てないしね」

　店主は、営えい業ぎようのための笑いではない、真実親しみを込めているらしき笑えみで答えた。

　とことん、エルはばからしくなった。炎ほのおだけではない。城しろから放たれた閃せん光こうと、それによって破は壊かいされた街も見ているはずなのだ。

　なのに、なのになぜ。彼はこうも笑っているのだ。

　いらいらしながら、エルは忠告を続けた。

「火が来ないからって、安心しちゃだめよ。風向きしだいですぐどうにでもなるんだから」

「いや。うん。わかってるよ。逃げるよ。だからね。売り物だけでもあげようかと思って」

「は？」

「いやね。これだけの大火だろ。避ひ難なん生活も大変になるだろうから、店の前を通りかかる人達に店の食品を分けてたんだよ。逃げたらここにある商品は売り物にならなくなっちまう。それなら、分けて少しは足しにしてもらった方が良いだろう？」

　なんて人の良いおっさんだろう。エルはそう思った。そのまま置いて逃げれば、どうせ誰かが勝手に取っていくだろうに。わざわざ許きよ可かを与あたえるために待っているなんて、なんて人の良い事してるのだろう。

　そう思った。

「ま、何か持っておいき」

　相手が誰なのか理解してないにしても、ばかばかしいにも程ほどがある。

　大だい火か災さいで、その放火犯に善ぜん意いを施ほどこすバカがどこにいるというのだ。

　内心でため息をついて、それでもこの人の善意をそのままどぶ川に捨すてたくもなく、エルは露店の商品を見た。

　絶ぜつ句く。

「あんまり大したものないけどね」

　店主は照れ臭くさそうに笑った。

　店先に並ならんでいたのは、質しつ素そな。実に平へい凡ぼんそうな、食品の数々だった。

　木々の芽。季節の野菜。小魚。

　それらが、瑞みず々みずしく並んでいた。

　簡素な。実に簡素な、一いつ般ぱん庶しよ民みんが口にする食ばかりだ。

　ただし。

　そう。ただしだ。

　それが、産地の近辺であったのなら。

　小さな赤い実は、寒冷地でしか育たないものだった。青々とした葉物は、高山でなければ採とれない。この小魚は身が柔やわらかく、腐くさりやすい。乾かん燥そうさせて食するのが常つねだ。

　それらが。育つ温度も環かん境きようもてんでばらばらな食品の数々が、一つの場所に揃そろっておいてあるのだ。

　絶句し、エルの手は震ふるえた。

「い……いいの？」

「ああ。いいともいいとも。どうせみんな小物だ。大した稼かせぎにゃならないさ。その代わり、今度来た時はいっぱい買っていってくれよ。これも先行投とう資しだよ」

　震えたままの手で、エルは赤い果実を手に取った。好物だった。

　それは、エルが生きていた時分と何ら変わらないままの姿すがたを保たもっていた。

　小物？
















　そんなものは関係なかった。こんなところで、ごく普ふ通つうに売られているというその事実がすでに、奇き跡せきなのだ。天候がばらばらで、栽さい培ばいなんてできっこないこの場所で、大した稼ぎにならないような小しよう額がくで売られているそれ自体が、異い常じようなのだ。

「見せ付けてくれちゃって……」

「何か言ったかい？」

「ううん。なんでもない。ありがと」

　口早に礼を言って、エルは駆かけ出した。一いつ刻こくも早く立ち去りたかった。

　見せ付けられた。

　それは、帝てい国こくの威い光こうが広く照らされている事の何よりの証しよう左さだった。遠方のものを鮮せん度どを保ったまま運ぶのは、空間的にも時間的にも、人の力だけでは到とう底ていなしえない。そこには魔物の力が密みつ接せつに関かかわっていると、これまた無言の内に示しめされている。

　人と魔物が共に住むという帝国の在ありようを、まざまざと見せ付けられたのだ。

　こんな、一いつ介かいの露店の姿で見せ付けられてしまったのだ。

　不信と謀ぼう計けいの上に積み立てられた、少しばかりの幸福の楼ろう閣かくを。

　あのサラ＝シャンカーラが目指していた、本当の姿を。

　エルは駆けた。

　でなければ。泣いてしまいそうだった。

　これも、自分が壊こわすものの一つだ。

　それでも、エルは泣かない。

　泣いて、涙なみだを零こぼすくらいで罪ざい悪あく感かんが消せるなら、最初からやりはしない。

　全すべての罪つみを、罰ばつを、悪意を、自らが引き受ける。

　その代わりに望むのは、ただ一つの願いだ。

　彼らの、ただ唯ゆい一いつの、願い。

　自分自身でいたいという、たったそれだけの。切実で、かけがえのない願いを、自分は叶かなえるのだ。

　叶え続けるのだ。

　自分こそ、彼らに認みとめられた王なのだから。




　　　　４




　石いし壁かべの一部がボロボロと崩くずれ落ちる。崩れた欠片かけらが床ゆかに落ち、破は片へんを散らす。

　その上に粉雪が降ふる。

　粉雪はすぐに溶とけ、清し水みずとなって大理石の上を流れた。崩れた壁から、城じよう外がいに流れ落ちる。

　ぽとぽとと小さな音を立てながら、雫しずくが垂たれる。

「ふええん。サラさまぁ。起きてですぅ」

　僅わずかな間かん隔かくを保たもちながら鳴る、雫の音の狭はざ間まに、少女の悲しげな声が響ひびいた。

「おにゅーの羽根ですぅ。ぴかぴかなのですぅ」

　少女曰いわく『人間と魔ま物もののトウゴウ』を表あらわしているらしいその特とく異いな服ふく飾しよくは、王城で暮くらしていれば誰もが一度は目にして、誰もが一度でその姿すがたを覚えた。

　皇こう帝ていの従じゆう者しや。ナナ。

　ナナは背せ中なかの羽根先を手で差し伸べた。

　新調されたその布ぬの製せいの羽根は、雪ゆき解どけの水でぐっしょりと濡ぬれていた。重さで下に垂れる。汚よごれ一つない真っ白な新しさとは裏うら腹はらに、その様はまるで使い込こんで草臥くたびれたようになっていた。

「見て欲ほしいですぅ。やっとできたのですぅ」

　ナナの言葉にサラは答えない。目を瞑つむったまま、壁に靠靠もたれていた。

　返答もないのに話し続けるナナの舌した足たらずな言葉と、雪解けの雫の音の中、兵士達はただ呆ぼう然ぜんと立っていた。

　何をしたら良いのか、わからなかった。

　皇帝は目を覚まさず、宰さい相しようは治ち炎えんに出動し、近衛隊長は兵を整え、軍司令官は上空で戦せん闘とう中ちゆう。

　命令を出せる存在が揃そろっていなくなってしまった。兵士達の上位意思が、揃ってこの場から離はなれていた。

　宰相秘ひ書しよ官かんは乱らん心しんした後に気を失ったままで、近衛の魔物達は魔王が倒たおれた事で動どう揺ようし、武ぶ器きを持った人間達も途と方ほうにくれていた。

　だから、このような考えをする者もいた。何をして良いのか途方にくれてしまったが故ゆえに、他ほかに思うところもなくふと過よぎってしまった考えに、内心で震ふるえていた。

　今なら。

　誰もが呆ぼう然ぜんとしてしまっているように見える今なら。

　あの『バケモノ』を殺せるのではないのか。

　その思考は驚きよう異いだった。そう考えた者自身にとって、驚異だった。

　強大な魔物も敵かなわず、長く国を支ささえていた諸しよ侯こうもことごとく膝ひざを折り、天下に名を成す謀ぼう略りやくの徒とが揃ってその神しん算さん鬼き謀ぼうを競きそわせている、この異い能のうの皇帝を、今ならただの一いつ般ぱん兵へいである自分が殺せてしまうのではないのか。

　何のとりえも、武力も、知略もない。ただこの場に居い合あわせる事になったという運だけの自分が、歴史に名を残す、歴史を変えうる重要な起点に立っているのではないのか。

　これは、天が与あたえた千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスなのではないのか。

　誰もがそう思った訳ではない。だが確かく実じつに、そういう考えに至いたる兵士はいた。

　弩どの引き金に指が掛かかる。

　短たん槍そうの柄えを握にぎる手に、力が入る。

　筋きん肉にくが収しゆう縮しゆくし、額ひたいが汗あせばむ。

　視し線せんを左右に振ふり、唇くちびるを我われ知しらず舐なめる。

　がちゃがちゃと、鎧よろいが小こ刻きざみに震える。

　誰にも。誰にも気付かれてはいけない。

　やってしまうその時まで。

　結果がでてしまうその時まで。

　後あと戻もどりができなくなるその時まで、誰にも気付かれてはいけない。

　壊こわれた天てん井じようから降りしきる粉雪の、その雪解け水が、ぽたぽたと垂たれ落ちる。

　静かな雫の音と、少女の悲しげな声だけが響ひびくその場で、異様な緊きん張ちようが膨ふくれ上がり始めていたその時。その緊張が、ただ呆ぼう然ぜんとしていただけの者にも伝でん播ぱして、何かがおかしいという事に気付き始めたその時。

　カチャン。

　金きん属ぞくが鳴った。鍔つばを押おし、剣けんが鞘さやから離はなれる音。

　カチャン。

　すぐに、もう一度鳴る。僅わずかに抜ぬいた剣を、もう一度収おさめる音。

　カチャン……カチャン……カチャン。

　剣をわずかに抜いては、また鞘に戻もどす音。その音が続いた。

　その音を、誰も静かに聴きいた。

　鼓こ動どうを打つように、脈打つように、一定のリズムで鳴り続けるその音を、ただひたすらに聴いていた。

　そして。

　カチャン。

　音が止まった。

「何をしている」

　若わかい声が響ひびく。いつの間にか、一人の近この衛え兵へいが前に進み出ていた。魔ま物ものばかりの近衛の中にあって、珍めずらしく人間の近衛。しかも年若い少年だ。

　彼は一通り視線を周囲に配った後、一体の魔物に目を向けた。

「おい。貴き様さまらの王だろうが。さっさと寝しん台だいでもどこでも連れていけ。このままじゃ身体からだが冷えるぞ」

「あ、ああ」

「そいつもふん縛じばっとけ。殺すなよ。あの時は妙みようだったからな。独どく断だんで始末したら後々どうなるか知らんぞ」

　気を失ったままのティアを顎あごで指して、少年は同どう僚りようの人間達を見み据すえた。

「お前らもだ。こんなとこで突つっ立ってないで避ひ難なん誘ゆう導どうにでも行ってろ」

「お、お前は……」

「俺おれか？」

　決まっているとでも言いたげに、少年は腕うで組ぐみをした。

「妹こいつの傍そばだ」

　少年は。ナナの兄であり、彼女を守るためだけに皇こう帝ていに従したがう事にしているゼクスは、そう言ってナナの横に立った。

　ゼクスはただ妹を守るためだけに。そのためだけに、近衛に属した。ナナが皇帝の傍を離れないのだから、妹を守るためには近衛にいるのが一番良いというただそれだけの理由で、振ふりだけの近衛になった。それを皇帝が許きよ可かした。

　だから、ここで人間達が変な気を起こすのを止やめさせなければならなかった。こんなところで騒さわぎになったら、絶対に妹に危き険けんが及およぶからだ。

　及ぶと、ゼクスが思ったからだ。

　だから、あの場で漂ただよい始めていた異い様ような空気を払はらった。

　ただ、それだけの理由だった。

　だから。知らない。

　それは誰だれも知らなかった。

　壊れた壁かべからぽたぽたと、雫しずくが落ちる。

　それには気付いても、天てん井じようから、何かを伝うように滴したたり落ちてくる清水には、気付かなかった。

　誰にも知られず、気付かれず。

　一本の糸の檻おりが一人の少女を中心に張はり巡めぐらされていたという事実を、人も魔物も、誰も全く気付いていなかった。

　ゼクスに言われ、皆みなが動き始めようとした時には、雪解けの水の輝かがやきに隠かくれるように、床ゆかに糸が垂れ落ちていた事にも気付かなかった。

　気付かないまま、人と魔物の兵士達は、己おのれの職しよく務むに忠ちゆう実じつに動き出した。

　弩を置き、槍やりを立てかけ、弓を背せ負おう。

　皆が、この広間を後にしようと動き始めた時だった。

　扉とびらに人ひと影かげが差した。




　スキピオが見る限かぎり、街の消火活動は意外と楽に進んでいた。

　ハイエル指し揮きの下もと、魔物が飛び交かい、壁を破は壊かいする。

「お願いです！　うちの子が、うちの娘むすめがまだ中にっ！」

　母親に泣きつかれ、ため息をついて、それでも一体の魔物が炎ほのおの中に駆かけて行った。

　その傍そばでは、人間達がハイエルに言われた通りに泥どろ団だん子ごを、炎の周囲に向けて投げつけている。

　上から煮にえた油や火をつけた枯かれ草を落とされた時の防ぼう火か対たい策さくとして、攻こう城じよう兵器に予あらかじめ泥をぬるという事をスキピオは知ってはいたが、泥団子にして投げつけ消火に役立てるという発想はなかった。水をそのまま掛かけたとしても、いずれ熱で蒸じよう発はつしてしまう。泥なら蒸発を遅おくらせる事ができる上に、少量の水分ですむ。

　泥をつくる土ならいたるところにあった。地面から掘ほり起こせばよい。元々の雪ゆき模も様よう。火の熱で煽あおられて、すでに地面のほとんどは泥でい化かしていた。

　これも火か災えんの絶たえない大都市で生きていた者の知ち恵えだ。

　素す直なおにスキピオが感心していると、一体の魔物が今にも火が燃もえ移うつりそうになっていた家屋を殴なぐり飛ばした。衝しよう撃げきでレンガが砕くだけ、隣となりの家屋も同時に吹ふき飛ぶ。いつも発はつ揮きされない力を、ここぞとばかりに奮ふるっている。

　そこに、

「無事か。宰さい相しよう」

　声をかけてくる一団があった。それぞれ、家屋を壊こわすための槌つちを手に持っている。

　その先頭に立っているのは、宰相府の謀ぼう臣しんの一人だった。

「カウィール殿どの？」

　トーリコトの元軍ぐん師しであるカウィールだ。

　兵士達を見回す。そうなると彼らは、トーリコト出身者なのだろう。

「カウィール殿も鎮ちん火かに？」

「まあな。トーリコト侯こうは火がお嫌きらいなのだ。昔見た炎が思い出されると言って、泣きじゃくっておられる。困こまったものだ」

　苦々しくカウィールが呟つぶやく。現げん皇帝率ひきいる魔物軍が大陸を侵しん略りやくしていた頃ころ、トーリコトでは御お家いえ騒そう動どうによって内ない乱らん状じよう態たいになった。雄ゆう国こく最強を誇ほこっていたトーリコトが戦いに専せん念ねんしてこなかったのも、皇帝の統とう一いつが早まった要よう因いんでもあった。お家騒動自体が彼女の仕し掛かけた謀ぼう略りやくの一つだったのだが。

（そうか。トーリコト侯はまだ幼よう少しようでした）

　スキピオは思い出した。確たしか今のトーリコト侯こう爵しやくは、まだ十歳さいにも満たない子こ供どものはずだった。

　御家騒動自体は現侯爵の実じつ兄けいが継つぎ、その混こん乱らんを治めたのだが、その時彼は叔お父じにあたる人物を殺して即そく位いしていた。その罪つみから、混乱が治まり帝国に服ふく属ぞくした時に王位を弟に譲ゆずったのだ。自動的に侯の爵位も弟が受けていた。

「全く。大陸辺へん境きようにあった我わがトーリコトを雄ゆう飛ひさせた勇王ヴェイトル様や、そのお子にして文ぶん政せいに長たけていたロウシュケーク様を見習って欲ほしいものだ。

　もちろん兄君のイシャー様も。同じランティ氏の血が流れているとは思えん」

　カウィールの独どく白はくは冷たい言葉だったが、その中身は親愛の情じようで溢あふれていた。彼もまた、主君を敬けい愛あいしてやまない人間なのだ。

　だからこそ危き険けんな人物の一人でもある。

「まあ良い。こんな時に長話は無用だ。全員、打ち壊せ！　魔物に後おくれを……」

　そう言い掛けて、カウィールは口を止めた。視し界かいに、一いち撃げきで家屋を三軒けん吹き飛ばした魔物の姿すがたが見えたのだろう。

「後れはとっても良いが、頭を働かせろよ。火の手が回りそうな重点だけ壊せ」

　スキピオはため息をついた。

　この分なら、早くに鎮ちん火かできそうだった。




　薄うすく瞼まぶたを開ける。空が広がっていた。

　降ふりしきる雪と、薄うす暗ぐらい雲が見える。

　瞼に雪が落ちた。体温で解とけ、その水が睫まつ毛げに伝わり、瞳ひとみの中に入る。

　まるで涙なみだのように、流れ落ちた。

　身体からだを起こした。

　顔を顰しかめる。

　肩かたが痛いたんだ。ぼんやりとする記き憶おく。その中で思い出したのは、自分で刺さした傷きずだという事だった。

　なぜ刺したのか。何を自分は。

　こんなにも、意い識しきがあやふやなのか。

　何かを言った。そして、何かをしたはず。

　それが何か、霧きりのようにぼやけて鮮せん明めいにならない。

　瞳の中に入った雪ゆき解どけ水を指先で払はらう。冷たい雪は温あたたかな水に変わっていた。指の方が、冷たかった。

　頭が、ひどくぼんやりとする。

　手を額ひたいに当てる。ひどく冷えていた。

　耳たぶが痛いたい。自分の身体の一部なのに、別の何かを無理やり貼はり付けられたような違い和わ感かんがある。神しん経けいが通っていない感覚。

　体温と外温の差に、耳の奥おくが締しめ付けられた。

　頭がぼんやりとする。何かが聴きこえる。

　それが何かわからない。

　何かが、何かを呼よぶ声が、うっすらと響ひびいてくる。

　一いつ瞬しゆん、その音を捉とらえた。

　単たん純じゆんな、音の連なり。

　単純な、音の響き。

　それらが組み合わさった時。

　それは聴こえた。

「サラ」

　自らを呼よぶ声に、意い識しきに掛かかる靄もやのようなぼやけは晴れた。

　一瞬で、吹き飛んだ。

　この声を、自分が忘わすれるはずがないのだ。

　慌あわてて立ち上がろうとする。できなかった。

「く……」

　苦く悶もんの声をあげ、痛みの元である肩かたを押さえた。服の下に包帯の感かん触しよくがあった。

「見苦しい姿を……お見せしました」

　サラは声の主を見上げた。

　そこにラジャスが立っていた。

　いつからそこにいたのだろうか。サラは疑ぎ問もんに思った。気を失っていた時間がどれほどかはわからないが、少なくとも包帯が巻まかれるくらいの時間は経けい過かしていたのだろう。

　ラジャスは眉一つ動かさなかった。

　ただ、一言。

「何があった」

　そこには、心配とか、安あん堵どとか、問い質ただすような、感情がなかった。

　含ふくまれていたのは、ただ言葉どおりの意味だった。

　何かを答えようとして身体を動かし、背せ中なかに壁かべの硬かたさを感じた。

　はっと気付く。

　首を動かし右手側を見ると、身体のすぐ横から壁は崩くずれ、街が見えていた。

　色とりどりの街の中に、ぽっかりと黒ずんだ穴あなが開いていた。

　その中心は地面が削けずられて窪くぼんでいた。破は壊かいの跡あとが、生々しく残っていた。窪みを中心に、焼け焦こげた炭すみが広がる。そこから煙けむりが燻くすぶっていた。

　その周囲にはさらに瓦が礫れきが広がっている。瓦礫は多少の煤すすは被かぶっているものの焼け焦げてはおらず、元々の色しき彩さいを残していた。色が残る瓦礫は、南西へと伸のびる楕だ円えんを描えがいていた。

　北東の風に煽あおられた炎ほのおから延えん焼しようを避さけるために、人じん為い的に破壊された建物の跡だ。

　サラは全すべてを思い出した。

　歯を食いしばる。

　自分がいながら、こんな暴ぼう挙きよを許ゆるしてしまった。屈くつ辱じよくだった。

「火は……」

「もうすぐ消える。早いな」

　安堵の息と共に、誇ほこらしさが込こみ上げた。さすがだった。

　頼たよりとする臣下達は、己おのれのやるべき仕事をきっちりとこなした。

　誇りだ。

　それに比くらべ、自分は。

　止められなかった。

　悔くやみに、奥おく歯ばを嚙かみ締めた。

「初代魔ま王おう。事実か」

　ラジャスの問いにサラは答えず、首を横に振ふった。

「誰も知らない過か去この話。魔力の真実。魔大陸の裏うら事じ情じよう。

　魔王に隠された事実。

　彼女はそれらを語り、それを否ひ定ていできるだけの論ろん拠きよをわたしは持ち合わせていません。

　それに、帝都を焼いた力。疑うたがう方が難むずかしい」

「では、なぜだ」

　ラジャスの問いに、サラは顔をあげた。

「どうでもいいから」

「…………」

「初代魔王だろうが、何だろうが、もうどうでもいい。わたしを出し抜ぬき、わたしの臣下を操あやつり、わたしの臣民を傷きずつけた。それで十分。許ゆるす余よ地ちがありません」

「何があった」

　再さい度どの問いに、サラは唇くちびるを嚙かんだ。周囲に注意を向ける。

「誰もいない。皆みな出で払はらった」

　ラジャスの答えに、サラは頷うなずいた。

「……では」

　サラは、聴いた全てを語った。




　全てを語るサラの中では、恐おそれが膨ふくれ上がっていた。

　彼はどうするのか。

　どう考えるのか。

　彼の中にも、魔王としての魔力は受け継つがれている。一度は自分が奪うばったが、少しとはいえ返へん却きやくした。

　わかるはずなのだ。彼にも。納なつ得とくしてしまうはずなのだ。

　だから、サラは怖こわかった。

　彼が手を貸かしてくるというのなら、それ以上の喜びはない。離り反はんするというのなら、それも結果の一つだ。受け止めよう。

　それらが彼自身の判断でなされたものなら、彼が自分を認みとめてくれたように、自分も彼を認めるだろう。

　彼は魔物だ。人間ではない。

　どこまでも魔力というものから離れられない、魔物なのだ。

　その身の内にある魔力の奔ほん流りゆうに己おのれを流されてしまうのではないのか。

　それは、彼にとって。

　サラは、恐れながら彼を見上げた。

　その時だった。

　地上から放たれた黒光が、雲を突つき抜けた。
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　エルは駆かけ続けていた。ただ一つの方向を目指して、突っ走っていた。

　煙けむりはもう届とどいていない。元々、目的地の逆ぎやく手てに火が広がるように風向きを考こう慮りよしていたのだ。炎ほのおのただ中を突き抜けるような能のう力りよくをエルは持っていない。

　どこまでも人間なのだ。

　世界の仕組みを操あやつろうが、魔族の信しん頼らいを一身に受けていようが、エルは人間だった。

　見る景色も、聴きこえる音も、身体からだに流れる血も。魔力もないただの人間だった。

　全ては魔族の力ちから添ぞえがあってやってきた事だ。

　風切り音と、自らの呼こ吸きゆうの空気の音以外に、何かが羽ばたく音が聞こえた。大おお鷲わしのように雄ゆう大だいな力強さでもなく、羽虫のような五う月る蠅ささでもなく。

　小気味良い音調を奏かなでた。その音調は何かを測はかるようにテンポをとって、やがて音は止まった。

　エルの肩かたに重量がかかる。

　小さなハチドリが頭を傾かしげていた。

「うん？　あんたは」

《よう》

　小さな囀さえずり。でもそれは、エルがよく知っていた声だった。

「お帰り」

　堪こらえていた目め頭がしらが、再ふたたび熱くなった。

　だが泣きはしない。

　この相手にそんな姿すがたを見せたくはなかった。

　口元を上げ、不ふ敵てきな笑えみを浮うかべる。

「テスカ……」

　名を呼よぶ途と中ちゆうでハチドリが睨にらんだ。『黒トリルシク』という偽ぎ名めいは、エルがけじめをつけようとするように、殺さつ戮りくの企くわだてに加か担たんする彼なりの拘こだわりなのだ。

　あえてからかったのは、泣きそうになった自分をごまかすためだった。

　改めて言い直す。

「トリルシク」

《ああ》

　エルの言葉に、ウィチィロポチトリの身体を奪うばい取ったトリルシクは、その姿で頷うなずいた。

「元に戻もどれた？」

《完全とはいかん》

「そりゃそうか。あんたの本当の身体は……」

　言葉の途中でエルは口を止めた。上空に立ち昇のぼっていた火か災さいの煙が見えなくなっていた。

「消えたようね」

　呟つぶやいて、エルは息を吐はいた。気を引き締しめる。

　鏡の中でわざわざ数百年も眠ねむっていた事を無む駄だにしないために。

「時間稼かせぎは終わり。作戦開始よ。毒を喰くうなら皿まで。やるからにはとことんやる」

《ああ》

　トリルシクが目を瞑つむる。

「じゃ、頼たのむわ」

　トリルシクの、ハチドリのその小さな身体から、黒光が広がった。天空を貫つらぬき一いち条じようの柱のように屹きつ立りつした。

　天空を貫いた光は暗雲を払はらい、その切れ間から蒼そう天てんが垣かい間ま見みえた。

　だが、それは一いつ瞬しゆんだった。天空を突ついた黒光がその一転から広がる。広がった光は天を覆おおい、昼間を夜の暗くら闇やみへと変えた。

　昼間の星空が、煌きらめいた。

　その星空を見上げながら、エルは彼女の事を思い浮うかべていた。

『判はん断だんを奪うばうような真ま似ねは許ゆるせない』と語った彼女が、まさに許さないであろう事を、これからするのだ。

　魔ま大たい陸りくの魔族達と繫つながったトリルシクの力を使って。

　魔物を、その意中に。




　黒い光の柱が、天に伸のびる。

　その様をラジャスは見た。

　黒い。黒く、禍まが々まがしい光の柱を。

「何だ。これは……」

　ラジャスは額ひたいを押おさえ、後あと退ずさった。目の前の皇こう帝ていが立ち上がろうとして、そのバランスを崩くずす。解げ毒どく剤ざいはすでに用いられていたが、まだ調子が戻もどらないらしかった。

　禍々しい輝かがやきを放つ、光の柱。だがそれは、同時に懐なつかしいものだった。

（なぜ……ここで……）

　かつて受けたことのある、強大な力。それを目の前にしても屈くつ服ぷくしたくなかった、小さな反はん抗こう心しん。憧あこがれ。

　かつて自らが殺した父の、それと同じ波動が、ラジャスを包んだ。

　かつてラジャスが身の内にあった、根こん源げんを同じとする力の波動が、光の柱にあった。

（ここで……語る……）

　頭の中で、何かが響ひびいた。声なき声。曖あい昧まいで漠ばく然ぜんとした、強大な圧あつ力りよく。

　それが頭の中で語っていた。

『殺せ』と。
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　最後の火が消えたのを見み届とどけた後、スキピオはため息をついた。

　シルディア。統とう一いつ帝てい国こくサハースの帝都にして、人の大陸と魔大陸の狭はざ間まにある小さな街。今でこそ帝都の名を冠かんしているものの、元来が辺へん鄙ぴな土地だ。

　チョウリュウ都カンタン。トーリコトの首都ゼンウ。かつてマルクトが属ぞくしていた一大強国家セイグランの都であり、マルクトが引き継ついだリンシ。

　戦せん乱らんの時代から名を知られた大都市の数々に比くらべたら、シルディアはあってないかの如ごとき小都だ。

　ただ優すぐれた建けん築ちく士しを生むという事と、不安定な天候だけが知られた、小さな街だった。

　それでも、帝都となった事で、そこに新たな仕事と、商品と、金の動きを察さつ知ちした者が続々と集まり。皇こう帝ていの膝ひざ元もとにあってその謀ぼう略りやくを働かせようという裏うらを持つ者がよりたかって、突とつ然ぜん変へん異い的に膨ぼう張ちようした。

　そこに住む者達に統一感はなく、連帯感もなく、それぞれの思おも惑わくで好き勝手に暮らし始めた。歪ゆがんだ街だ。

　スキピオは、目の前の光景にため息をついた。

　その、ふてぶてしいまでのしぶとさに。

「我わが家は災さい禍かから逃のがれておりましたのに、無理に壊こわされました。これは補ほ償しようを要求してもよろしいでしょうか」「燃もえた商品。これが被ひ害がい額がくです。恩おん情じようを」「毛もう布ふぐらいよういせんか。馬ば鹿か者ものめが。凍こごえ死なす気か」「なんの時のための国家貯ちよ蓄ちくだ。今放出せんでいつするのだ」

　近くの官かん吏りに詰つめ寄より好き勝手に要求する者もいれば、

「あー。昔の地下室まだあったかなぁ。埋うめちゃったかなぁ」「子こ供どもの時分にあった灼しやく熱ねつの炎えん天てんに比くらべたら大した事なかったよな」

「カンタンに住んでりゃ、あれくらいの火事は日にち常じよう茶さ飯はん事じだぞ」「そうそう。灰はいを道みち端ばたに捨すてるの禁きん止しなんだよな。火事になりやすいからって」「ああ。その法ほう律りつはトーリコトにもある。というか、トーリコトが先か」

「で、この火事の原げん因いんは何なんだ？」「火か竜りゆうが寝ね惚ぼけて火でも吹ふいたんじゃないのか」「それとも案外、灰を捨てた奴やつがいるんじゃないのか。寒いからな。暖だん房ぼうに使用した薪まきを捨てたんだろう」「そうだとしたらけしからん。例の法律を作った宰さい相しようが存ぞん命めいしていたら腰よう斬ざんの刑けいだぞ」

　焼け出された者同士、自国の話を交えながら語り合う。これも、色々な国の者が集まっているシルディアならではの会話だ。

　スキピオはため息をついた。とにもかくにも火は消した。さすがにハイエルの指し揮きは見事だった。手て馴なれていた。

　あれが、場慣れという事だ。刻んだ年輪の違ちがいだった。

　それに比べ、自分は。

　スキピオは頰ほおを両手で叩たたいた。火は消え、温度は下がっている。雪が体温を奪うばって神しん経けいが過か敏びんになっていたから、その刺激にひどく痺しびれる。

　もう一度、叩く。

　なっていないではないか。

　それだけで己おのれを整えると、スキピオは一いつ旦たんその場を離はなれた。民みん衆しゆうに詰め掛かけられている官吏が一いつ瞬しゆん恨うらみがましそうな目を向けるのが見えたが、無む視しをする。

　民衆の陳ちん述じゆつを聞くのも官吏の仕事の一つだ。恨みつらみがあるなら、後で報ほう告こく書しよでも整えて提てい出しゆつすればよい。評ひよう価かはそこで下される。

　城じよう門もんの前で、スキピオは一度、乳にゆう白はく色しよくの城しろを見上げた。天てん井じようが崩くずれ、壁かべが破やぶれている。

　せっかくここまで築きずき上げたのに、一瞬で壊れてしまった。

「あっけないものですね」

「そうでもない」

　スキピオの言葉に、城門の前で立っていた影かげが答えた。

「基き礎そは残っている。それだけ残っていれば良い」

「ええ」

　スキピオは頷うなずいて、その影の隣となりに立った。

　同どう僚りようであり、共に帝国の双そう璧へきと呼よばれる相手の横に。

「グレンデル殿どのの方は」

「陛へい下かの玉命下れば、いつでも出兵が可か能のうだ。司令官がどこかに消えてしまったからな」

「何者でしょうか。彼らは」

「わからん。わからんが……」

　その言葉は、グレンデルにしては揺ゆれていた。厳げん格かくなまでの直ちよく情じようさがなかった。

　その揺れも、一瞬だった。

「いや。言っても意味がない事だ。私が仕えるべき陛下はお一人。それだけだ」

　すぐにも元の性しよう分ぶんに戻もどっていた。

　だがそれは、まるで自分に言い聞かせているかのような言い分でもあった。迷まよいを全すべて断たち切ったという訳わけではないのだろう。

　だがそれはスキピオも同じ事だった。文官としての、いや、長い時間を過すごした者としての力量差を見せられてしまった。元々自信があった訳ではない宰さい相しよう職しよくに、やれるのかという迷いが生じている。

　それでも、迷っていようがやるしかないという事は、同じだった。

　両者はどちらからともいう事なく、同じくして歩きだした。降ふり積もった雪に、形の違う足あし跡あとが並ならんで揃そろう。

「それで、これからどうする」

　グレンデルの言葉に、

「陛下の……」

　判はん断だんを仰あおいでから。

　そう答えようとして、スキピオは思い出した。

「そうです！　陛下。あの時、陛下はどうでした」

「どうでしたとは？」

「あの時私は、何かの焦あせりを感じていました。その焦りの正体が、わからない」

「ああ。それか」

　スキピオの言葉に、グレンデルは苦く笑しようした。

「私もだ。迂う闊かつな話だ。陛下が倒たおれられたのを見ていながら、それを認にん識しきしなかったなどという話は」

「たお……れた？」

　言われて、ようやくスキピオは思い出した。毒が塗ぬられた弩ど弓きゆうを受け、謎なぞの少女が放った強大な一いち撃げきを受けて、皇こう帝ていは倒れたのだ。

　なぜそんな事を忘わすれたのか、忘れていたのか。

　スキピオは謎に思い、同時に納なつ得とくもしていた。

「陛下が望まれていた事ですか」

「そうだ」

　グレンデルが力強く頷うなずく。

「陛下の御おん身みよりも、火か災さいから民たみを守り、兵を整えておく事の方を、誰だれよりも陛下自らが優ゆう先せんされた。だから我われ々われはその通りに行動した。陛下の命に忠ちゆう実じつに動いた。それだけだ」

「その口くち振ぶりですと、陛下は」

「我らが離はなれた後の顚てん末まつは残っていた近この衛えから聞いた。ご無事だ。簡かん易いとはいえ治ち療りよう措そ置ちも取られたようだ。ただ」

「ただ」

「総そう督とく閣かつ下かがそこに」

　それを聞きいて、スキピオは眉まゆを顰ひそめた。ため息をつく。それこそ、宰相の自分も全く手が出せない領りよう域いきだった。彼との間に入る事を皇帝が望んでいない。

「ではお二人の話が終わるまで、私は火災の後始末をつけてきましょう」

「何だ？」

「陳ちん情じようを聞く役目ですよ」

　そう言って、スキピオはもと来た道を戻ろうとした。その時だった。

　天空を貫つらぬく光の柱が、地上から屹きつ立りつした。

　雪を降ふらせていた雲が引き裂さかれ、空に青空を映うつした。

　時期外れの、シルディアの七日晴れ。ごくわずかな期間しか『晴れる』という天候が続かない、シルディア独どく特とくの天候を言い表した古こ諺げん。

　その青空は、まさに一いつ瞬しゆんだった。

　すぐ闇やみに染そまり、星空が瞬またたいた。真昼の夜。

「あれは、なんでしょう……」

　スキピオは振り向いた。そこには、苦く悶もんの表情を浮うかべる同僚の姿すがたがあった。




　スキピオが去った後、ハイエルは息を吐はいた。近くに石の塊かたまりを見つける。石いし臼うすの成れの果てか、はたまた家の土台の一部か。煤すすを払はらって、そこに腰こし掛かけた。

　疲つかれていた。新たな主君となった女じよ性せいを何とか説き伏ふせ、侯こう爵しやくを継つがせた。

　叛はん乱らんを起こすのに何も侯爵という存そん在ざいが必要という訳ではない。それでも、長きに亘わたってチョウリュウの地を治めていた当主の血けつ統とうが保たもたれているという事実は、民みん衆しゆうに安心感を与あたえる事はできる。これ以上、不ふ確たしかな暴ぼう発はつで血が流れる様は見たくなかった。

（警けい戒かいすべきは他ほかにもいるか）

　近くで槌つちを持つ兵士達を指し揮きしているカウィールの姿すがたを見つける。

　もとより敵てき同士。他を犠ぎ牲せいにして、自国の利り益えきを図はかろうという謀ぼう臣しんがいて当然だ。前の主あるじが叛乱を起こした時、謀臣達が動かなかったのはハイエルにしても幸いだった。あれ以上傷きず口ぐちを広げられては、今あるわずかな平へい穏おんも取り戻もどせなかっただろう。

　そして、仮かりにどこかが皇こう帝ていを廃はいし、覇は者しやの座ざを得るような事があった場合、その者が今の皇帝ほどに穏健であるはずもないと思っていた。その時に対たい抗こうできるだけの余よ力りよくがないと、一方的に併へい合ごうされてしまう。

　併合ならまだ良い。かつての恨うらみとばかりに皆みな殺ごろしにされてしまう事だってありえた。

　民の恨みを好き好んで買うような愚おろかな人間が覇者になれるなどとは思えないが、覇者になった途と端たんに驕おごり、堕おちてしまう事はよくある。

　それを防ふせぐためにも、一定の国力は保ち続けていなければならない。

　そう言って、渋しぶりを見せた新たな主君を侯こうにつけたのだ。

　見殺しにした主の妹を、その座につけなければならなかった。

（業ごうの深さでは、あの皇帝と似にたようなものだな）

　ハイエルは、ため息をついた。

　多少の火を消したところで、亡なき主君とその身代わりに対する罪つみ滅ほろぼしにもならない。

　その時だった。

　空を光の柱が貫つらぬいた。

　その禍まが々まがしい黒さ。

　不安が煽あおられる。

（そういえば、この火災の訳わけを聞いていなかったか）

　失敗だったかもしれない。ハイエルがそう思った時だった。

　悲鳴があがった。

　立ち上がり、ハイエルは声が聞こえてきた方へ走った。角を曲がる。

　視し界かいに入ってきたのは、驚おどろきの光景だった。

　そこで繰くり広げられていたのは、殺さつ戮りくだった。魔ま物ものによる、民衆への一方的な殺戮の姿だったのだ。

　あまりに突とつ然ぜんの出来事に呆ぼう然ぜんとした若わかい女じよ性せいが、後ろから爪つめで引き裂さかれる姿をハイエルは目もく撃げきした。その魔物は、どこかで見覚えがあった。

　子こ供どもを助けに、嘆たん息そくしながら炎ほのおの中に飛び込こんでいった魔物だった。

「何だ？　これは」

　その魔物と目が合った。獣けものじみた咆ほう哮こうに、ハイエルは一いつ瞬しゆん身をすくませた。

　魔物は獰どう猛もうに、涎よだれをたらしながら襲おそいかかってきた。

　目に正気がない。

　大振りの爪を避よけ、ハイエルは地面を転がる。ぬかるんだ土に服が泥どろまみれになる。

（こんな風に汚よごれた事があったな）

　理り解かいできない中、それでもハイエルは冷静だった。近くに落ちていた木の切れ端はしを握にぎる。

　大口を開けて迫せまって来る魔物に自ら突とつ進しんし、ハイエルはその切れ端を魔物の口に突つき入れた。

　口の中の異い物ぶつに魔物が喘あえぐ中、一いち目もく散さんに逃にげ出す。武ぶ器きもなく魔物を殺せるほど戦せん闘とうに長たけている訳ではない。ここは撤てつ退たいが最さい善ぜんだった。

　周囲を警戒し、その場から離はなれながら、ハイエルは思った。

（何だ？　これは？）

　弱すぎた。

　魔物にしては弱すぎるのだ。

　爪の鋭するどさも、牙きばの輝かがやきも、振ふるわれる力も何も変わっていない。

　それでも、それを扱あつかう彼ら自身の能のう力りよくがなっていない。がむしゃらに剣けんを振り回す新兵よりも、拙つたない動きでしかない。

　魔物本来の力の、一割わりも出ていない。

　曲がり角に来た。用心して、壁かべを背せに、向こう側を覗のぞき込む。

　と、横から誰かに肩かたを叩たたかれた。驚おどろいて振り向く。

　カウィールだった。

「驚かせるな」

「そのつもりはなかったな」

「何だと思う？」

「皇帝が見放された……などという訳ではなさそうだ」

　カウィールが手て招まねきをする。槌を持った一いち団だんが集まってきた。

　ハイエルは笑えみを零こぼした。

　さっきまで消火を手伝っていたが、彼らはトーリコトの兵だ。かつて雄ゆう国こく最強を誇ほこった軍事国家の兵士だ。それもカウィールの配下という事は最さい精せい鋭えい。敵てきに回せばこれ以上やっかいな相手もなかったが、この状じよう況きようでは頼たよりになった。

「どう見る？」

　カウィールの問いに、ハイエルは答えた。

「わからんが、正気を失っているな。私一人を殺せないようでは話にならん」

「だろうな。かつて戦った時とは別次元の弱さだ。我われ々われもこんな武ぶ器きで、すでに五、六体は仕し留とめたぞ」

　そう言って、カウィールは槌つちを掲かかげた。

「殺したか」

「当然だろう……と言いたいが、いかんせん威い力りよくがなさ過すぎる。目を潰つぶすとかして何とか無力化したくらいだな」

　言い合って、二人はお互いに笑いを堪こらえた。あの皇こう帝ていを魔ま王おうとして頂いただき、大陸を駆かけ巡めぐった時の魔物達の強さとは、まるで比くらべ物にならない。簡かん単たんに殺せないのは同じでも、持っていた気き迫はくが違ちがっていた。

　当時の割われるような喚かん声せいや、統とう一いつされた動き。川の水のように自由自じ在ざいに動き回る隊列を見ていた者からすると、まるで物足りなさすら感じられる。

　魔物が暴あばれている状況で笑っていられるのも、当時の体験があればこそだろうとハイエルは思った。

「しかし、弩でもあれば良かった。口の中に向けて放てば射い止とめられたのに」

　カウィールが零した愚ぐ痴ちに、ハイエルは笑みを浮かべた。

「ないものはしょうがない。ある物だけで対たい処しよせねば」

「そうだな。とにかく、民たみだけは守らねば」

「ああ」

「しかし、大火の後は魔物の暴走か。驚きだな」

　カウィールのつぶやきに同意しかけ、ふとハイエルは思った。

　自分も驚いた。魔物が人を切り裂さいている様を見て、驚いたのだ。

　いつからだったのだろう。

　魔物が、好き勝手に殺さつ戮りくするような存そん在ざいではないと気付いたのは。

「何を笑っている？」

　カウィールの問いに、ハイエルは答えた。

「いや。これもあの皇帝の影えい響きようかとな」

　カウィールが首を傾かしげた。ハイエルは答えず、

「まあ良い。行くぞ」

　とだけ、告げた。カウィールが口の端はしをあげる。

「命令するな。私の配下だぞ」

「知っている」




　　　　２




　スキピオは戸と惑まどった。

「う……グ……」

　グレンデルが、唸うなりをあげ、苦く悶もんの表ひよう情じようを浮かべていたのだ。

「どうなされた？　グレンデル殿どの」

「チカヨルナッ！」

　怒ど声せいだった。ただの声に物理的な力が備そなわっていたかのように、その大声はスキピオの身体からだを貫つらぬいた。彼に向けて歩もうとした足が止まる。

「グレンデル殿？」

「コレハ……コ……」

　一いつ瞬しゆんだった。一瞬で、すぐ目の前にグレンデルの厳いかつい顔があった。正気がない。

　突つき出される拳こぶし。

　衝しよう撃げきが吹ふいた。

　頰ほおが、切れていた。

「グレンデル……殿？」

　流れた血が、滴したたって襟えり元もとを汚よごした。スキピオはただ呆ぼう然ぜんと立っていた。

「ガ……ハ……」

　拳を突き出したまま、グレンデルも止まっていた。正気がなく、焦しよう点てんの合わない瞳ひとみ。

　その様子には見覚えがあった。

　自らの秘ひ書しよ官かんが皇帝の首に手をかけた時にも浮かんでいた。

（あの時、彼はなんと言っていた？）

　彼女の義ぎ兄けい。ウィチィロポチトリは唐とう突とつに現あらわれて、何かを言った。その後、鏡と共に上空に飛び去った。

（感かん応のう能のう力りよく。誰よりも他人の魔力の影えい響きよう下かにあるから、己おのれを保たもてと）

　誰よりも、秀ひいでていたから。

　それなら。

　あれが、単に彼女に顕けん著ちよに現れただけだとしたなら。影響を受けやすいからそうなったという、その意味だったのなら。

　易やすさ難にくさはあっても、誰もが影響は受けるという意味なのではないのか。

　スキピオは、真まっ直すぐ、正気のないグレンデルの顔を見た。拳こぶしが止まっている。

　止めている。

　完全に吞のまれた訳ではない。何にかは知らないが、操あやつられているわけではない。

「コ……」

　唸りながら、グレンデルは言った。

「ロセ」

『コロセ』

　何を。スキピオは思おもった。

　グレンデルの言葉は虚うつろで、目的語が抜ぬけている。

　何を殺せというのか。

　何でも良いからとにかく殺せというのか。殺せという意い思しに縛しばられているというのか。

　それとも、自分を殺せというのか。殺してでも止めろと言いたいのか。

　迷まようことなく、スキピオは後者を採とった。一方的に決め付けた。

　根こん拠きよもなく、それを選んだ。

　あの彼が、簡かん単たんに己の意思を奪うばい取られるはずがない。

　スキピオは、小さく首を横に振ふった。

「申し訳わけありませんが、私は文書の束以上に重いものをもった事がないのです」

「…………」

「貴方あなたの強きよう固こな皮ひ膚ふを貫つらぬき、衝しよう撃げきを与あたえ、その内に手負わせるほどの力は私にない」

　グレンデルは無言だった。その虚きよ無むの瞳のまま、突き出した拳を振り下げた。

　己の、腹はらに。

　グレンデルは、己の一いち撃げきで吹き飛んだ。城じよう壁へきにめり込こみ、周囲の壁をひび割われさせた。

　柱の一つが崩くずれる。壁かべにめり込んだまま、グレンデルは動かなかった。

　スキピオはもう一度、振り向いた。光の柱に。

　睨にらみ付ける。

　あれは敵てきだ。

　自分達の、敵だ。




　ラジャスを強きよう烈れつな、暴ぼう虐ぎやくな力が襲おそった。光の柱が塗ぬりつぶした真昼の夜の星々から、何かが降ふり注いでくる。

『コロセ』

『コロセ』

　得え体たいの知れない何かが、頭の中でそう囁ささやいた。直ちよく接せつ、脳のう裏りに叩たたき込まれてくる。

　見上げている皇こう帝ていの顔が、目に入った。

　一歩、前に出る。

　壁に背せを預あずけ、力の入らないまま、皇帝がよろめきながら立ち上がる。

　皇帝は後ろを向いたまま、光の柱を睨みつけていた。

「やってくれた……」

　憎ぞう悪おのこもるその彼女の言葉に、ラジャスは頭を揺ゆらせた。

　視し界かいが狭せばまっていた。世界が暗転し、血流が頭に集まる。自身の血の流れが、その音が、耳の奥おくで聴きこえるほどに、激はげしく、強く、流れている。

　ごうごうと流れるその音の中、囁かれ続ける。

『コロセ』と。

　呟つぶやき続けているのだ。

　自分自身の声で。

　自分自身の意志で、果てしなく殺したい衝しよう動どうに駆かられる。

『必要ない』

　そう考える自じ制せいを遥はるかに上回る勢いきおいで、『殺さなくてはならない』という焦しよう燥そうが自分を突つき動かす。

『なぜ殺さなくてはならないのか』

『何を殺すのか』

　そんな疑ぎ問もんを一いつ蹴しゆうしてしまう瀑ばく布ふのような奔ほん流りゆうで、『いいからコロセ』と自身が願うのだ。

　皇帝の視し線せんが、こちらを向く。あの黒こく瞳どうの眼まな差ざしが、自分の姿すがたを捉とらえる。

　彼女の瞳ひとみに、自分の姿が映って見えた。

　なんという無様なのか。

　ラジャスは『殺せ』と囁き続ける頭の片かた隅すみで、そう思った。

『殺せ？』

　誰だれに言われずとも、『殺す』と思えば、殺す。

　そう決けつ断だんすれば、必ず殺す。

　自分がそう考えたなら、殺すのだ。

　こんな得体の知れない、あやふやな囁きに、なぜ動かされなければならないのか。

　自らを形かたち容づくるのは、自分の意志だけだ。

（貴方あなたは）

　ラジャスは、ふと思った。

（貴方は、偉い大だいなる先君たる父は、これを望まなかったのか。

　自らの知らぬ、内から出いで来る自らの言葉に吞のまれるのを、善よしとしなかったのか。

　だからこそ、自らの決断による戦いの結末を受け入れるのか）

　勝者と敗者。

　栄光と、滅めつ亡ぼう。

　戦う両者に与あたえられる結末だ。

　そのどちらにしろ、『戦う』という選せん択たくをした時点で、そのどちら共が自分自身の意い志しだ。

　自らの意志で誉ほまれを得、自らの意志で滅ほろび去る事を、何よりも尊とうとんだのだ。

　自分自身の決断を貫つらぬくという、その行こう為いに殉じゆんじたのだ。

　あやふやな自分の声よりも、確たしかな自分の意志を通した。

（ならば。ならば我われは……）

　自らの内から湧わき上がる衝しよう動どう。その衝動の源みなもとを断たたない限かぎり、この疼うずきは抑おさえられない。




　自ら滅ぶか、それとも。

　ラジャスの瞳は、目の前の皇帝を捉とらえた。

　彼女なら。

　自らが認みとめたこの彼女なら。

　苦く悶もんの中、ラジャスは剣けんを抜ぬいた。




　サラは目の前にいる、最愛の顔を見た。

　苦悶。それでも、彼の凜りんとした強さはどこにも消えていない。『運命』に吞み込まれるくらいなら、敗者となってでも抗あらがった彼の心の強さは失われてはいない。

　サラはよろめきながらも立ち上がった。今にも崩くずれそうな壁かべを支ささえにして、力の入らない足で立ち上がった。

　毒だろうが傷きずだろうが、彼を目の前にしていつまでもへたり込んでなどいられない。

（彼の決断なら）

　サラは思った。

（それが彼の。彼自身が願った決意の果てなら、それがどんなものでも受け入れよう。

　あやふやな、魔ま力りよくなどという得体のしれない歪ゆがみに吞まれてのものでないのなら、それが何でも受け入れよう）

　ラジャスが剣を抜いた。震ふるえながら、だが、その眼まな差ざしだけは真まっ直すぐと。

　こちらに向けられていた。

　サラは唇くちびるを嚙かんだ。

　戦えというのなら、戦おう。数々の暗器はエルとの戦いで使った。武ぶ器きとして使えるものは、もうほとんど残っていない。それがどうしたというのだ。

　彼が望むなら、戦おう。

　もし仮かりに、彼が自ら死ぬというのなら。不ふ確たしかな力に吞まれるくらいならそれを選ぶというのなら、それを見み届とどけよう。

　サラは、唇を嚙み締しめた。彼が下す決けつ断だんを、サラは待った。

　ラジャスの剣が振ふり上げられる。その切っ先を、サラは見み据すえた。

　振り下ろされる剣。

　それは、ラジャスの脇わき腹ばらを貫つらぬいた。

　サラは唇を嚙み切った。口の中に血の味が広がる。

　それを選ぶというのなら、自分はそれを尊そん重ちようしよう。

　彼が死ぬ気なのだとしても。自分が、それを望んでなどいないとしても。

　そう思った瞬しゆん間かんだった。

　そう思ったからこそ、知覚が追いつかなかった。

　一瞬の間に、感かん情じようが制せい御ぎよできなかった。

　判断の狂くるい。

　サラは目を見開いた。

　唇が、重なっていた。重ねられていた。

　ラジャスの想おもいが、魔力が、サラに流れ込む。

　唇が、離れた。

「任まか……せる」

　その言葉を残し、ラジャスは倒たおれた。倒れこんでくる彼を、サラは抱だきとめた。

　彼の温ぬくもりが、暖あたたかさが、身体からだを伝わってくる。肌はだを貫く寒気の中、そこだけが暖かい。




　再ふたたびラジャスの、歪ゆがみの源である魔ま力りよくを奪うばい、サラは腕うでの内にある彼を抱きしめた。

　これが彼の判断だった。再び魔力を失う事を、彼は選んだ。

　彼が死ぬ気なのかと思った判断の狂くるいに、一瞬の隙すきに。

　制御してきたはずの能のう力りよくが、魔力吸きゆう収しゆうの異い能のうが発動した。

　一いつ切さいの制せい約やくなく。

　臣下を、自らに従したがってくれた者達を自分が殺さないように、抑おさえ続けてきた吸きゆう魔まの能力。

　目に見える小さな泡あわとして、小指程てい度どの小さな球のように押おさえ込こんできたはずの力が、本来の見えざる圧あつ倒とう的な力として発動した。

　ラジャスの中から魔力が流れこんできた。魔力を吸すいこみながら、その中にある様々な想いが一いつ緒しよに中に入ってきた。

　父への憧しよう憬けい。強くあろうとする気き概がい。律りつする心。

　その中に女じよ性せいの姿すがたが映うつった。自分の姿だ。

　彼は、自分をどう思っているのか。確かめたい。確かめたくない。
















　迷まよう中、自分の姿は次し第だいに遠く離はなれ、比例して情じよう報ほう量りようが増ぞう加かしていく。

（これは！）

　サラは気付いた。ラジャスの想いだけではなくなっていた。魔力を受け継ついできた、代々の魔王の想いが一いつ緒しよに流れこんできている。

　次々に遡さかのぼっていく想い。誰の想いなのか、サラにもわからなくなる激はげしい目め眩まいの中。

　一点が晴れた。

　その中に一人の姿が浮うかび上がる。青い外がい套とうの金きん髪ぱつの少女。

　憂うれいと親しみに満ちた、柔やわらかい微び笑しよう。

　ラジャスを抱きしめながら、サラは叫さけんだ。

　怒いかりを込めて。

「エル＝リーラ！」




　小さなハチドリの姿から放たれる、巨きよ大だいな黒い光の柱。その横に立つエルは、強きよう迫はく的な力を感じた。圧倒的な力の思念。

　ハチドリが弾はじけ飛んだ。光の柱は中心を失って消えた。真昼の夜の星々は消え、再び雲が空を覆おおう。

　エルは振り向いた。今までいた、白い王おう城じようの方向を。

「サラ＝シャンカーラ……」

　苦々しく呟つぶやいて、エルは相あい棒ぼうの姿を捜さがした。彼は、海中に沈しずんでいた。

　浮ふ上じようして、ハチドリが小さな頭を振る。小さな飛ひ沫まつが飛び散った。

「今のが噂うわさの吸きゆう収しゆう能のう力りよく？」

　翼つばさを振って水を弾き飛ばしているハチドリに、エルは問いかけた。ハチドリの姿をしたトリルシクが頷うなずいた。

《多分な》

「こんな長ちよう距きよ離りでも効こう果かあったわけ。もっと範はん囲い小さいと思ってた」

《違ちがうな》

　トリルシクは意味ありげに笑った。《思った通りだ。大した事はない》

　負け惜おしみではなさそうだった。トリルシクには余よ裕ゆうがあった。

「じゃあ何？」

《言ってみれば逆ぎやく流りゆうだな》

「逆流？」

《奴やつも後こう継けいって事だ。魔王の根こん本ぽんに遡り、源みなもとを狙ねらいやがった》

　エルは舌した打うちした。魔王の魔力と呼よばれている力は、元々エルが魔族から信しん頼らいの下もとに借り受けたものだった。代々の魔王の想おもいもその中に含ふくまれていくのだが、出発点とでもいうべきものがエルだ。どんな大たい河がでも、遡れば必ず源げん泉せんにたどり着く。

　その源泉とでもいうべきエルを『狙そ撃げき』する形で吸収能力が発動されてしまったのだ。

「そこまで小こ器き用ような事ができるとは……意外」

《意図した事じゃないだろ。連続攻こう撃げきがこない。

　全く。寸すん前ぜんで気付いて避よけたから良いようなものの、さすがの俺おれ様さまも一いつ瞬しゆん焦あせった》

「光の柱は消えちゃったわね」

《維い持じする余よ裕ゆうがなかった》

「まあいいわ。どれくらい？」

　エルは問うた。どのくらい殺せたのかと。

　トリルシクが答えた。

《短時間だ。大した被ひ害がいは出てないな》

　エルは大きくため息をついた。これで殺さつ戮りくが一いつ定てい値ちに達していたなら、どれだけ楽だっただろうと。嫌いやな事は一回で終わってしまうに越こした事はないのだ。

　傷きず口ぐちに激はげしく染しみる薬草を何度も摩すり込む感覚をエルは思い起こした。無理にやられている訳わけではなく自分でやっているのだから、余よ計けい性た質ちが悪い。

「まあ良いわ。ついでのこっちは邪じや魔まされたけど、本命の方は成功してるんでしょ」

《ああ》

　トリルシクは頷いた。

《向こう側の魔物は、全すべて意の内だ》

「それならいい」

　エルは呟いた。今、魔大陸と呼ばれている大地。

　その上にいる魔物達は、全てこちらの手に落ちた。

　魔物を暴ぼう走そうさせる手段は簡かん単たんだった。自分の魔力操そう作さ許きよ容よう量りようの何百倍という魔力を送り込んでやれば良いのだ。

　魔物は魔力に従したがって生きている。感覚や知ち性せいも魔力の影えい響きよう下かにあるのだ。

　石や水のような魔物も意思を持っているのは、魔力が影響しているからだ。だが、許容できないほどの魔力が注ぎ込まれれば、ウィチィロポチトリが炎の蛇を維持できなかったように、自分の意思を保たもてなくなる。

　意志を持たないものに、その上から他の意志を上うわ塗ぬりする事は簡単だ。

　エルは自じ我がを奪うばった魔物に殺戮衝しよう動どうを植えつけた。

　帝てい都とにいた魔物の何千倍という数が、魔大陸にいる。その全ての魔物が、殺戮衝動を抱かかえているのだ。

　エルは告げた。

「第二段だん階かい決行」

《了りよう解かい。我われらが王》

　トリルシクがわざとらしく、ハチドリの小さな翼つばさをたたんで敬けい礼れいする。

　バカな事を。エルは思った。

　自分のものではないとはいえ、身体からだがある事に調子に乗っている。

　久ひさしぶりの肉体に、喜んでいる。

　エルはため息をついた。この身体相手では、蹴けりも入れられない。指で弾はじくのも何かかわいそうだった。

　不満で顔を顰しかめる。

　たとえ今のが、これから起きる惨さん劇げきの引き金を引いた罪ざい悪あく感を和やわらげてやろうなどという思おも惑わくからの行こう為いであったとしても。

　とっくに覚かく悟ごしていた事だ。

　地が揺ゆれる。巨きよ大だいな揺れ。

　今までにはない揺れが、大地を襲おそった。

　海が大波となって荒あれる。

　それは長々と続いた。長々と続く。

　海うみ割われの前ぜん兆ちようなどではない。

　この揺れは、魔大陸自体が移い動どうしている揺れだった。

「来なさい。『水に囲まれたものセマワナクトル』」




　　　　３




　日は地の果てに沈しずみ、夜の闇やみが支し配はいする頃ころ。

　サラは玉ぎよく座ざにいた。返り血を浴びた衣服を脱ぬぎさり、真新しい長ちよう衣いに着き替かえていた。沐もく浴よくも済すまし、食事も摂とった後だった。

　玉座にあって、報ほう告こくを待っていた。

　扉とびらが叩たたかれる。スキピオが入室した。

「報告を」

「火か災さいと合わせると、死者三百六十八。重じゆう傷しよう者しや千六百余よ。軽傷合わせれば万を超こえます」

　スキピオの目には疲ひ労ろうの色が濃こく出ていた。

　帝都中の魔物が大暴走してから、まだそれほど時間は経たっていない。日は暮くれていたが同じ日だ。

　短期間で、細かい数すう値ちを把は握あくできるまで調べ上げたのだ。どれほど苛か酷こくな政せい務むを行ったのか、問うまでもない。

　そしてそれを、サラは求めていた。スキピオもまた、それを望んでいた。

「不幸中の幸い……。などとは言いたくないけど」

「はい。このシルディアは帝都にしては小さい。これが三十万、四十万の人口を誇ほこった大都市のカンタン、リンシ等では百倍の被ひ害がいがでていたでしょう」

　サラは唇くちびるを嚙かんだ。一回嚙み切っていたので、その傷きず口ぐちの上を嚙む。

「数の問題ではないわ」

「当たり前です」

　無む表ひよう情じようにスキピオは答えた。

「我われ々われの支配を喰くい荒あらした。許ゆるすに値あたいしません」

　暴走した魔物も、今は落ち着きを取り戻もどしている。もしくは、沈ちん黙もくを保っていた。暴走の最さ中なかに自じ壊かいした者もいる。

　スキピオの怒いかりはそうとうなものだった。

　頼たのみにしていた秘ひ書しよ官かんを操あやつられ、信しん頼らいしていた同どう僚りようを奪うばわれたのだ。

　彼らは生きている。無事だ。片かた方ほうは眠ねむったまま、もう片方は自ら気き絶ぜつして、沈黙を保ち続けている。

　だが、それがなんだというのだろうか。生命いのちだけが助かったからといって、それが何だというのだろうか。

　同僚の、部下の、誇りや矜きよう持じが踏ふみにじられたのだ。怒りは当然だ。

　サラにはその上、思し慕ぼしている者を踏みにじられたという怒りがあった。

　だが、皆みなが皆、自分やスキピオのように考えている訳ではない事もサラは理り解かいしていた。

　もとより人と魔ま物ものの共栄はまやかしの虚きよ構こう。楼ろう閣かくの上に積み上げられた、不ぶ恰かつ好こうな積み木細工だ。

　もともと信じていた者などいない。誰だれ一人として。

　それを肯こう定ていする者も、否ひ定ていする者も、どちらも信じてなどいなかった。

　信じていないからこそ、その継けい続ぞくに絶たえ間なく心を砕くだいていたのだ。

　信じていないからこそ、虚うつろな栄えい華がに吞のみこまれることを拒こばみ続けていたのだ。

　これを契けい機きに、後者からの突つき上げが激はげしくなるのは目に見えていた。

　それともう一つ。

　遠見の兵から報告が入っていた。

　魔大陸がこちらの大陸に向けて動いている。

　魔大陸とこちらの大陸は、海を隔へだてるとはいえそれほど離はなれてはいない。海が割われさえすれば、一日中歩き通せば行き来できる程てい度どの距きよ離りしかない。

　あれほど巨きよ大だいな物体だ。それほど速く動くわけではないだろうが、時間はあまりに少なかった。

　内の敵てきと、外の敵。それを同時に相手にしなければならない。

　頼みの綱つなの魔物は使えなかった。不信を一いつ層そう煽あおらないためにも、表立って使う訳にはいかない。

　サラは息を吐はいた。重大な決けつ断だんをしなければならない時が来ていた。




「スキピオ」

　皇こう帝ていの問いかけに、スキピオは頷うなずいた。どのような判はん断だんが下されようと受け入れるつもりだった。

「あなたを宰さい相しようから解かい任にんします」

　ついにきたか。

　スキピオは黙だまって頭を下げた。これだけの惨さん事じ。誰かが責せき任にんを取らなくてはならないのだ。それを取るとしたら、自分しかいない。

　皇帝に取らせるわけにはいかなかった。ここで退しりぞかれては、今まで補ほ佐さしてきた意味が消えてしまう。せっかくの平へい穏おんが、また戦せん乱らんに逆ぎやく戻もどりしてしまう。

　彼女には、皇帝として平穏を保ち続けてもらわなくてはならないのだ。

　保ち続けなければならない義ぎ務むがある。

　その生命ある限かぎり。

　黙だまって聞き続け、その後に告げられた言葉に、スキピオは慌あわてて頭をあげた。

「後任として、右宰相にハイエル。左宰相にカウィール」

　左右の宰相。複ふく数すう宰相だ。

　もともと統とう一いつ帝てい国こくほどの大帝国を宰相一人が治めるには無理がある。複数人が担たん当とうし、その任にあたるのが妥だ当とうなところ。それが複数宰相制だ。

　今までそれを行ってこなかったのは、権けん力りよくが分ぶん割かつされる事で、ただでさえ緩ゆるい帝国の地じ盤ばんを一層緩める事になってしまうからだった。地盤強化を図はかるには一いつ極きよく集中で固めるのが一番だ。

　なのに複数制に変えた。最も危き険けんで困こん難なんなこの時期に、複数に分けた。

　そこには皇帝の謀はかりごとが見え隠かくれしていた。

　ハイエルの登用は、祖そ国こくを魔物から守ろうという意い志しの強さを買っての事だと思われた。魔物が暴ぼう走そうした時、誰よりも厳げん格かく非ひ情じようにそれを排はい除じよできる人間だ。

　カウィールはトーリコトの元もと軍ぐん師しだ。皇帝が大陸に侵しん攻こうしてくるまで、雄ゆう国こく最強を誇ほこった軍事国家の指し揮きをしていた人間だ。人間の軍隊としては最さい精せい鋭えいの軍隊を率ひきいていた人間の一人であり、迎げい撃げきに魔物を前面に出せず、人間のみを当てにしなければならないとすれば、これもまた妥当な人選だった。

　含ふくむところなく、彼らの今の上司として、スキピオは納なつ得とくした。

　最も危険な人物を傍そばに置くというのは、皇帝がよくやる采さい配はいだった。危険だからこそ、その能のう力りよくを買って己おのれの手て駒ごまにしようとする。

　かつて、皇帝の意図を察して主君に降こう伏ふくを献けん策さくした自分を宰相に抜ばつ擢てきしたように、今また同じような采配を行ったのだ。

　妥当な選せん択たくだ。この難事に、経けい験けんの浅い自分を宰相に置いているよりは遥はるかに手て堅がたい。

　そう考えて、頭を下げた。

　すでに宰相職は解とかれた。宰相用の式服を脱ぬぎ、返へん却きやくしようと衣ころもに手をかけた時だった。

「待ちなさい」

　皇帝の声がそれを留とどめた。スキピオの手が止まった。

　はっとしてスキピオは主あるじの顔を見た。まさか。そんな考えが頭を過よぎる。

　複数宰相。一人で治めるには難むずかしい、広大な土地を治める時に置かれる制せい度どだ。

　そして実は、宰相級としてもう一つ役やく職しよくがある。宰相それぞれが受け持つ権けん限げんが減へる代わりに、負ふ担たんの増える役職がある。

　あまりの激げき務むの負担故ゆえに、それに相応ふさわしいと思われる者が現あらわれない限かぎり、決して任じられる事のない職がある。

　むしろ、本来宰相とはその職を補ほ佐さする職務を指していた。それだけの大たい任にんを果たせる者が滅めつ多たに出てこないから、補佐の補佐であったはずの宰相が、君主の補佐として広く認にん識しきされているに過すぎないのだ。

　滅多に出てくることのない役職。過か去この名めい誉よ職しよく。

　複数宰相を纏まとめる、より上級の宰相。

　まさかそんなはずがない。

　スキピオは頭かぶりを振ふった。

　宰相さえ力不足だと思っていた。経けい験けんの浅い自分が、そんなものに選ばれるはずがない。

　皇こう帝ていの声は非ひ情じようだった。

　解かい任にんを告げる時より遥はるかに厳げん格かくだった。一いつ刀とう両りよう断だんの鋭するどさがあった。

「あなたの役目はまだ終わっていません。

　スキピオ。あなたを筆ひつ頭とう宰相『相しよう国こく』に命じます」

「陛へい下か。お言葉を返しますが、私では相国の座ざは……」

「黙りなさい」

　その叱しつ責せきに、スキピオは身を凍こおらせた。

　純じゆん粋すいな怒いかり。

　あの、感情を表に出す事を善よしとしない皇帝が、あまりにもわかり易やすく、あまりにも端たん的てきに、怒りを顕あらわにしている。

「あの二人を使う。あなたは二人を抑おさえなさい」

　言えば簡単な言葉だった。今までと同じような状じよう態たいだ。

　だが、ただの一いち謀ぼう臣しんと宰相では、持っている権限が遥かに違ちがう。

　一人の謀臣を相手にするとは訳の違う、ややこしさがある。

　それを行えと皇帝は言っていた。彼らの権限を高めて自由に動けるようにさせるから、お前はそれを抑えろと命じられたのだ。

　スキピオは押おし黙った。

　ハイエルやカウィールが宰相に命じられるのは、まさに妥当だった。能のう力りよくがあっても権限がなければやりたい事もできない。魔ま大たい陸りくの魔物が操あやつられて、帝都で暴走した魔物と同じような状態になっているのだとしたら、彼らの手助けは必要になる。その手助けが必要な時に、それを行うだけの権限がないから使えなかったというのでは、話にならない。

　だがその代わり、その権限を利用すれば彼らが謀む反ほんの基き盤ばんを固めるのも簡かん単たんになる。

　それを抑えろと言われたのだ。今でさえ手こずっている相手がさらに強固になるというのに、それを止めろといわれたのだ。

「スキピオ」

　名前を呼よぶ主の声は、少し和らいでいた。臣下である魔物達を良い様に操られたという怒いかりが消えた訳ではない。

　それでも、和らいでいた。

「おそらくこの帝国で、魔物と最も友好関係を築きずいていたのはあなた。わたしからすれば臣下。対等ではありえない」

　一いつ瞬しゆん、寂さびしげな気配があった。誤ご認にんかもしれなかった。すぐ消えた。

　彼女は友など必要としていない。彼女は敵てきでさえ利用する。能力さえあればその能力だけを見て信しん頼らいできる彼女は、精せい神しん的に強い。周囲全すべてが敵であっても、それでも笑っていられる強さがある。否いな。事実笑っていたのだ。

　彼女は、異い端たんとして排はい除じよされる中を生きてきた。

　それでも。友が必要ではないからこそ、必要だと思う感かん情じようも、彼女は認みとめているのだ。

　自分がそうは思わないからといってそれを否ひ定ていするのでは、よくいる独どく善ぜん的な君主となにも変わらない。自分の考えと違う事でも評ひよう価かできるからこそ、彼女は謀ぼう略りやくの皇帝として称たたえられているのだ。

「たとえ操られての事だとしても、臣下を守るために、わたしは臣下を斬きる。魔大陸にいる魔物達が攻せめて来たのなら迎むかえ撃うつ。

　わたしはそう判断した。この決意は変わらない」

「はい」

「彼らもわたしの臣下。いえ。むしろ、人間よりも遥かに親愛を持っている臣下。

　それでも斬る。

　愛する者も斬り、憎にくむ者も褒ほめ称たたえるのが、信賞必ひつ罰ばつの絶ぜつ対たい原げん則そく。

　操られてとはいえ帝国の法を犯おかすなら、斬り捨すてます」

「はい」

「だけど」

　皇帝の言葉が、一いつ瞬しゆん止まった。

「だけど、わたしにとって誰もが臣下である事に変わりはない。変わらせたくはない。

　わかるわね、スキピオ」

「はい」

「あなたは彼らを止めなさい。友として、あなたは彼らを守りなさい。

　それを至し上じよう命令とします」

「はい」

　スキピオは震ふるえる声で、それを受け止めた。

　人間と魔物の虚きよ構こうの絆きずな。それを留とどめる役を一いち任にんされたのだ。

　それだけの信しん頼らいを与あたえられたのだ。

「謹つつしんで、相国の座ざ、承うけたまわります」

　スキピオはひれ伏ふした。




　平へい伏ふくするスキピオを段下に見下ろして、サラは玉ぎよく座ざを立った。

　新調した長衣をたなびかせ、サラは天てん井じようを見上げる。

　雲の切れ間から星々が輝かがやいていた。

　夜の星。

　至し極ごく真っ当な、自然な空だ。

　壊こわれた壁かべ越ごしから帝てい都とを見下ろす。

　ところどころに灯とう火かが灯ともっていた。生きている街の姿すがただ。城じよう内ないからでは見えないが、あの火の下で誰かが語らっているのだろう。

　最後に、広間の隅すみ々ずみをサラは見み渡わたした。今日一日で、ひび割われ、破は損そんしてしまった城しろ。

　ここまで築きずき上げたのに、建けん設せつ途と中ちゆうで壊れてしまった。

　悔くいはない。

　そもそもこの城は、敵対する人間を迎え討うつための守まもりだった。人間の腕わん力りよくで起こせる破は壊かい程てい度どしか想定されていない。

　魔物の力や、魔ま剣けん級きゆうの力まで考こう慮りよして設せつ計けいされた訳ではない。与えられた役やく割わり以上のものを背せ負おわされれば、壊れて当然だ。

　それに、戦いの守りとなる城は、戦いとなればいずれ壊れ、崩くずれる。

　何を悔やむ事があるというのだろうか。

「スキピオ。出兵の準じゆん備びは」

「グレンデル殿どのがすでに行われておりました」

「人間の方は」

「帝国軍として再さい編へんされた軍隊です。分ける必要がありますか」

　そのスキピオの答えに満足して、サラは頷うなずいた。

「結けつ構こう。全軍に通達します。場所を移うつします」

　命を受け、スキピオも立ち上がった。

　魔大陸が移い動どうしてくるというのなら、そこから殺さつ戮りく衝しよう動どうに駆かられた魔物が溢あふれ出てくるというのなら、迎むかえ撃うつのに絶ぜつ好こうの場所がある。

　かつて自分が採とったような迂う回かい進しん撃げきはないと、サラは考えていた。

　殺戮の衝動が他から受けてのものである限かぎり、自じ我がによって強固な意い志しでもって行っているのではない限り、真まっ直すぐに向かってくる。その衝動が強ければ強いほど、狙ねらう一点に集中する。

　その一点を支ささえ続けた。

　魔大陸からの侵しん攻こうを長きに亘わたって耐たえ抜ぬいてきた、大だい要よう塞さい。

「本ほん陣じんをレンカン要塞に移行。指し揮きはそこで執とります」




　魔物の暴ぼう走そうと、スキピオの相国昇しよう進しん。ハイエル、カウィール両名の宰さい相しよう就しゆう任にんが報ほうじられたのは、それからすぐの事だった。







　五章　大だい要よう塞さいの守しゆ城じよう戦せん
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　統とう一いつ帝てい国こく建国より七十年前。一人の技ぎ師しの手により未み曾ぞ有うの巨きよ大だい建けん造ぞう物ぶつが完成する。

　後の世に難なん攻こう不落と謳うたわれる事となる大要塞。レンカン要塞。

　旧ふるき時代から魔ま物ものの侵攻を防ふせいでいた複ふく数すうの小城の城じよう壁へきを繫つなぎ合わせ、山脈の険けわしい地形を防ぼう御ぎよとして存ぞん分ぶんに利用できるように設せつ計けいされた連城の要塞でもある。

『建けん聖せい』バーン＝コーユ最大の作であり、最さい期ごの作であり、最高傑けつ作さくとも言われるこの大要塞は、彼が考え得うる全すべての築ちく城じよう技術を結集したと言われている。

　鋼こう石せきで城壁を築きずき、その内には粒つぶの細かい土をつき固めて緩かん衝しよう材ざいの役目とする。その下は大量の石を埋うめ石せつ灰かいを使用した凝ぎよう固こ剤ざいで固められており、地中からの侵攻も容易たやすくは突とつ破ぱできない。前面には山々の河か川せんを利用した水すい濠ごう、護ご城じよう河がが流れている。

　配はい備びされた守城兵器は他の追つい随ずいを許ゆるさぬものがあり、大だい床しよう子し弩どは重りの力で弦げんを引くよう改良され、同様の機き構こうを用いて威い力りよくの代わりに発はつ射しや数すうを増ました連れん弩ど式床子弩。支柱を回転させ、打ち出す方向を自由に変えられる回転式投とう石せき砲ほうなど、人間が蓄ちく積せきした守城の技ぎ能のう全てがここに集約されている。

　建築には、数々の最さい先せん端たん技術と途と方ほうもない資し金きん、労働力が注つぎこまれた。

　大陸最大勢せい力りよくを誇ほこった東方の覇は者しやセイグランの滅めつ亡ぼうとその後の三国分ぶん裂れつは、直ちよく接せつには当時著いちじるしい飛ひ躍やくを見せていたトーリコトの圧あつ迫ぱくではあるが、レンカン要塞建築の資し金きん繰ぐりに苦しんだ事も一いち因いんとして挙げられているほどである。

　建築事業はセイグランから分ぶん裂れつした一国であるマルクトの手に引き継つがれて完成に至いたるのだが、セイグラン同様に資金繰りに苦しみ、諸国に途と轍てつもない額がくの借金をして完成にこぎつけている。マルクト初代王ヴォルクスは元々セイグランの財ざい務む尚しよう書しよであり、要塞築城への大出費を容よう認にんし続けていたのも彼である。彼はバーンの盟めい友ゆうでもあった。

　たとえ一国潰つぶす事になろうとも、この要塞は人間全てにとって必要であると信じ続けた彼の信念もまた、バーンの技術力同様に要塞完成に必要不ふ可か欠けつなものだった。

　セイグラン滅めつ亡ぼうの一端を握にぎっていながら分裂した三国の内の一つの君主になった事も、その後、諸しよ国こくがマルクトを中立国として認みとめたのも、彼のその信念と、要塞の必ひつ要よう性せいを誰だれもが疑うたがわなかったからである。現げんに要塞が完成して後、これを破やぶった魔物はいない。

　その最上の一角にある一室で、サラは玉ぎよく座ざの横に立っていた。玉座は城から持ち込んだものではない。元々そこにあったものだ。

　この席こそ、歴代マルクト王が対魔物戦の指揮を執とった席であり、この場所こそ、サラが勇者として当時のマルクト王グンナルから命じられた場所でもあった。サラが人間から受けた最後の屈くつ辱じよくの場所であり、魔王となり皇こう帝ていとなる第一歩となった場所である。

「全ての配備。完かん了りよういたしました」

　報ほう告こくするのは、新たに右う宰さい相しようとなったハイエルである。彼の服ふく装そうも宰相のものに変わっていた。歳とし若わかいスキピオと違ちがって、衣服に込められた責の重さに悩なやむという苦さがない。混まじり始めた白しら髪がには宰相職に負けない威い厳げんさえ漂ただよっている。

　だが、スキピオの若さがどこか清せい廉れんさを思わせるものであったのに対し、ハイエルの威い厳げんには悲ひ哀あいと妄もう執しゆうが混じっていた。主君セイユを見殺しにしたという悲哀、死んだ主君に尽つくそうとする妄執だ。

「要塞区画を七に分け、両りよう翼よくとなる第一、第七に旋せん回かい砲ほうを重点配備。護城河上流の水を一いつ旦たん塞せき止め、決けつ壊かいさせて一挙に放流する準備も整っております。何なに分ぶん準じゆん備び期間が少なすぎますので、意表を突つくくらいにしか貯ちよ水すいできておりませんが」

　ハイエルの言葉に、

「相手は意い識しきがありません。虚きよを突くだけで結けつ構こう」

　サラは立ったまま答えた。目も閉とじたままだ。

　剣けんはすでに抜ぬき放ち、その剣を床ゆかに差して立っていた。

　しばらくして、もう一人が姿すがたを現あらわす。

「失礼。近この衛え、配置終了しました」

　左宰相カウィールもまた、宰相服に身を包んでいた。だが、上部はかつてのスキピオ、ハイエルと大差ないが、下は動きやすい脚きやく衣いになっている。彼はつばが広い毛皮で縁ふち取どられた帽ぼう子しを手に持っていた。脚衣も帽子も、どちらも高山地帯の彼の生国、トーリコトの標ひよう準じゆん的てきな服装だ。

　礼をした後、カウィールは帽子を改めて被かぶり直した。

「結構」

　カウィールへ、サラはハイエルに答えたのと同じように目を閉とじたまま直立で答えた。

　右宰相ハイエルは主に守城兵器を用いて魔物の接せつ近きんを防ふせぎ、左宰相カウィールは軍を率ひきい、弩どや投石の中をくぐり抜けて接近して来る魔物を排はい除じよする近接防御を担たん当とうとなった。

　どちらから言い出した訳でもなく、サラが命じた訳わけでもない。向き不向きで考えれば自然と決まったのである。

　ハイエルとカウィールが目線を合わせ、笑えみを零こぼしあう。目を閉じたままのサラは見えてはいなかったが、感覚で笑みを感じ取っていた。

　理由もわかった。

『あの頃ころの小こ娘むすめが戻もどってきた』

　自分が『謀ぼう略りやく』として畏い怖ふされた姿は、皇帝として座すわっているものではない。戦場の只ただ中なかに立ち、謀はかりごとをめぐらせている時の姿なのだ。

　サラは皇帝として玉座に座っている時も、戦場にいる時の心こころ構がまえを変えてはいない。それでも、実じつ際さいの戦火が飛び交かう地では意識しない何かが違ちがう。

　彼らはその変化を感じて笑みを零しているのだ。恐おそれているものを目まの当たりにしてむしろ笑みを零してしまうのは、ある意味謀略に携たずさわる者に共通していた。己おのれの感かん情じようを相手に読み取らせまいとするから、誤ご魔ま化かしとして必然的に無表情や微び笑しようが多くなる。

　サラは目を閉じたまま、しばらくの間もう一人を待った。

　それはそう長い時間ではなかった。気配が増ふえる。

「お待たせいたしました」

　ようやく、サラは目を開けた。スキピオが礼をしている。

　相しよう国こくとなっても、彼の服装は今までと変わらず宰相のものだった。相国は官かん職しよくとして建国当初から用意されていたが、任にん命めいされる者はいないだろうとも思われていた。余よ計けいな出費を抑おさえるために相国の服装は今まで全く省かえりみられなかったのだ。

　だが、服装は同じでもスキピオの気き概がいが違っていた。責せき任にんと未み熟じゆくさに苦く悩のうしている姿は同じだが、彼の決意が深まっていた。

　サラは頷うなずき返す。

「首しゆ尾びは」

「整えて」

「本当に、よろしいので？」

　スキピオの言葉を遮さえぎり、カウィールが口を挟はさんだ。

「我われらだけでは対たい処しよしきれないであろう事はわかっております。しかし、本当によろしいので？　本当に、魔ま物ものも使う気ですか？」

　その問いをサラは一いつ蹴しゆうした。

「くどい」

「しかし」

「使うと言えば使う」

「一時の狂くるいは治まったとはいえ、魔物は危き険けんです。あちら側の魔物のように正気を失い襲おそってくる可か能のう性せいが払ふつ拭しよくできた訳ではありません」

「その通り」

「ならば、なぜでしょう」

「時間がない」

　サラは端たん的てきに答えた。その後、一いつ拍ぱくして息を吸すう。

「守しゆ城じようとはそもそも救きゆう援えんを見み越こして行うもの。いくら士気高く、燃ねん料りようや兵ひよう糧ろうも十分で、城じよう壁へきも堅かたく守しゆ備び道具が揃そろっていようと、物量で攻せめられ続ければいつか潰ついえる。その前に戦局を打開しない限かぎりジリ貧ひんになるのは確かく実じつ」

「わかっております。ですが、内に危険を抱かかえたままでは」

「どちらにしろ、あちらの魔物の自じ我がが失われたままでは負ける」

　負ける。サラは言い切った。

　おそらく、そんな事はないだろうと知りつつ偽いつわった。

　エルの目的は人間を滅ほろぼす事ではない。あくまで生命いのちを減へらして魔力を減げん少しようさせる事なのである。ある程てい度どの生命が死ねば、おそらく魔物達の自我を戻もどすだろう。戦いも停止する。その、失われる程度というものが全くわからないだけだ。

　どちらにしろ、人間はこれで滅びはしない。負けとはならない。

　ただ、帝てい国こくは崩ほう壊かいする。人間と魔物を統とう一いつしたただ一つの帝国は消え去る。

　それはサラにとっての敗北だった。

「今回、魔大陸そのものがこちらに向かっています。二つの大陸が繫つながれば海うみ割われなどもう意味がない。海割れの終しゆう了りようと共に魔物が退さがる事もない。永えい遠えんに、その物量が切れるまで攻め続けてくるでしょう。

　人間だけでは全すべての魔物を滅ぼすまでこちらの戦意と物資が保もつという保ほ証しようはなく、また、その可能性は極きわめて少ないと言わざるを得ません」

「だから魔物の手も借りると……。

　賭かけです。しかも、著いちじるしく率りつの低い賭け。自我を保たもっている魔物が再ふたたび暴ぼう走そうしないという保証はどこにもないのでしょう？」

「では、勝算を一つ上げましょう」

　ハイエルだった。

「たしか、魔力によって魔物の自我は奪うばわれたのですな」

「ええ」

　サラは手短に認みとめた。暴走は増ぞう大だいした魔力に個こ々この魔物が自我を制せい御ぎよできなくなったからだと伝えた。

　あながち間違いでもない。魔力が増ふえなければエルという少女も現あらわれなかった。

　そして、サラも知らない内に、真実を捉とらえていた。エルが魔物を暴走させたのは、正しく膨ぼう大だいな魔力を送りこむという手法だったのだ。

　だが、それ以上は何も言っていなかった。

　魔力の発はつ生せい源げんも、殺さつ戮りくの必要性も、他は何一つ言っていない。

　混こん乱らんを招まねきたくなかったからだが、臣下に正せい確かくな情じよう報ほうを与あたえていない事に変わりはない。

　勘かん繰ぐり深い謀ぼう臣しん達たちが言葉どおりにそのまま受け取る訳もない。余よ計けいな詮せん索さくを入れさせないために、余分を省はぶいて簡かん潔けつを心がけていた。今は非ひ常じようの時であり、儀ぎ礼れいに包つつんだ言葉を述のべる面めん倒どうさを嫌きらっての事と誤ご認にんさせる事もできる。

　ハイエルもカウィールも、またスキピオも、いつもと調子が違ちがうなどとわざわざ指し摘てきせず、異い変へんを感じている事を表に出さない。

　表面的には彼らの言動はいつもと変わらなかった。ハイエルは言葉を続けた。

「私は以前、距きよ離りが離はなれれば魔ま力りよくの影えい響きようが薄うすまると聞いた事があります。帝てい都との魔物の暴走が一時的で済すみ、魔大陸の魔物が変わらず暴走しているという事は、発生地は魔大陸にあると思われます」

「だとするなら、そうでしょうね」

（どこで聞いた情報だろう）

　サラは思ったが口にはしなかった。自分がエルにまつわる数々を口にしていないように、謀臣が秘ひめている事も多々ある。

　無理に訊きき出そうとは思わなかった。気にすべき事はその真しん偽ぎだ。

「距離で魔力が薄まるのなら、魔物達が変調をきたす前に西側に退たい去きよさせればよいでしょう」

　ハイエルのその言葉にカウィールが異を唱えた。

「変調が徐じよ々じよにとは限かぎらんぞ。大体、魔大陸からどれほど離れれば良いというのだ？　それに距離を空ける事で暴走が治まるというのも推すい論ろんの域いきを出ない。賭けには変わらん」

「どちらにしろ、残った魔物の力を借りなければこの大事を乗り越こえられないのには変わりない。以前のように時間切れを期待する事ができない。陛へい下かのお言葉の通りだ。利用できるものは利用するしかない」

「…………」

　しばらく黙だまった後、カウィールは「了りよう承しようした」と答えた。

　魔物に与くみしている訳ではないハイエルの言葉だからこそ、その言葉を重んじたのだろう。

　サラも同じ考えだった。ここで偽って戦線を混乱させる理由がハイエルにはない。彼が魔物を厭いとうているからこそ、防ぼう衛ぎよ策さくに間違った情報を流すような事はない。

（だとするなら、魔力の影響に距離が関係するのも本当……という事かしら）

　覚えていて損そんはなさそうな情報だった。

　三者の話に最後まで黙っていたスキピオが、カウィールが了承の意を示しめした後、ようやく口を開いた。

「では。その通りに」




　指し揮きの場からは離れ、スキピオは要よう塞さいの一室に向かっていた。

　扉とびらを叩たたく。返事はなかった。それでも扉を開ける。

　壁かべ際ぎわに一体の魔物が座すわっていた。腹はらに傷薬に浸ひたされた布ぬのを巻まいている。その薬が魔物に意味があるのかどうかはわからない。気休めだ。

　彼の言によれば普ふ段だんなら気にしない程てい度どの傷なのであるらしいが、暴ぼう走そうの原げん因いんが魔力によるものであると皇こう帝ていから発表され、できるだけ魔力を抑おさえるようにしているのだ。

　彼は目線を少し送っただけで、スキピオに返答しなかった。それでもスキピオは入室した。

「陛へい下か、及および両宰さい相しようから承しよう諾だくを得ましたよ」

　彼──グレンデルは、深い息を吐はいた。普段でも厳いかつい顔が、さらに険けわしかった。

「……正直、どう言えば良いのかわからん」

「どうとは？」

「陳ちん謝しやか謝しや意いか。それとも……抗こう議ぎか」

　その姿すがたに、スキピオはため息をついた。彼らしくない。

「別にどれでも。魔力に自我を奪うばわれた事を悔くやまれるならそれでも結けつ構こう。最後まで自分達の手出しする余よ地ちが残された事を感謝されるならそれも結構。

　無む駄だな事をするなとおっしゃられるなら、それも結構」

「しかしな」

「くどいですよ」

　怒ど気きを込こめ、スキピオは吐はいた。心の底から怒いかりを込めていた。

　グレンデルの言葉が止まる。

「何を悩なやんでおられるのですか、貴方あなたは」

「悩むなという方に無理がある」

「確たしかに。悩む事ができるほどの意い志しがあればこそ、暴走が不完全で済んだ……と言えるかもしれませんね」
















　嘲あざけりすら混まじるスキピオの口調に、グレンデルは一いつ瞬しゆん顔を上げ……再ふたたび下げた。

「弄いじるな……とも言えん立場か」

　スキピオは苛いらつきを抑えられなかった。全くもって、彼らしくない言動ばかりだった。

　無理もない事かもしれないが、だからといってこれでは意味がない。

　彼がこれでは、他の魔ま物ものはいったいどれほどに使い物になるというのだ。

　利り益えきがなければ、危き険けんだという可か能のう性せいを受け入れてまで共に戦う意味がない。

　スキピオは珍めずらしく皇帝に虚きよ偽ぎの報ほう告こくをした。首しゆ尾びは整ったと報告したのだ。

　噓うそだった。もちろん、計画通りに魔物達の配はい備びは完かん了りようしている。

　だが、配置が済すんだからといってそれは単に駒こまを盤ばん上じように置いただけのようなものだ。その駒に意志が宿り、差し手の意図を汲くみ取る事ができるように、先を見み据すえた行動を心こころ構がまえとして持つようになっていなければ、本当に首尾よく配置できたとはいえない。

　先を見据えても、命があるまで待機できる鉄の意志がなければ統とう率そつされた軍などと呼よべるはずもない。

　それでもスキピオは虚偽の報告をした。戦場にあって偽いつわりの報告をするなど、重じゆう罪ざい中ちゆうの重罪。善よくて個こ人じんの死し刑けい。通常なら一族皆みな殺ごろし。

　偽りにはならないだろうという自信があったからだ。

　いや。信じてなどはいない。あやふやな奇き説せつがまかり通る一国の要よう職しよくにいる者として、何かを信じるという行こう為いは危き険けんでしかない。

　冷静に考え、判はん断だんして。

　どのようになろうとも魔物達がこのまま大人しく引き下がっている訳がないと計算したからこそ、報告したのだ。単に『前まえ倒だおし』して行っただけだ。

「以前、言いました」

　スキピオは、頭の奥おくにある記き憶おくを思い起こしながら告げた。

「同じ主あるじを仰あおぐ限かぎり、我われらの願いもまた同じと」

　この言葉を言ったのは、確かマルクト伯はくの企たくらみを阻そ止しする算さん段だんを二人で交かわしていた時であるはずだった。記憶が不確かなのは、その言葉に強い思いがなかったからではない。

　逆ぎやくだ。

　常つねに思い続けている言葉であったからこそ、それを現げん実じつの言葉として口に出した時期を曖あい昧まいに記憶していた。

「その気持ちは、以前となんら変わっていません。ええ。何もね」

「何が……言いたい？」

「あれを言い換かえれば、二人の主が分かれれば、いつでも敵てき同どう士しとなる。

　そういう事でしょう？」

　その通りだった。両者が同じ道を歩いているのは、先せん導どうが同じだからに過すぎない。目印が同じだから、離はなれていかないだけだ。

　それが変われば、道は違ちがう。いつまでも同じ道を行く者ではない。

　だが、それが何だというのだろうか。

　大事なのは、今歩いている道がどうであるかという事ではないのか。今この時に、道を同じくしている者が誰だれかという事ではないのか。

　ずかずかとスキピオは距きよ離りをつめ、グレンデルの前で立ち止まった。

　グレンデルは俯うつむいたまま奥おく歯ばを嚙かみ締しめているようだった。人間の奥歯にあたるものがあるのかどうかは知らないが、その表ひよう情じようは悔くいを押おし殺そうとする人間とあまり変わりないようにスキピオには見えた。

「私は主を替かえたつもりはありませんよ。貴方あなたはどうなのですか」

「…………」

「貴方は、主を替えたのですか？」

「…………」

　無言。スキピオは息を大きく吸すった。慣なれない事をしているという自覚はあった。

　だが、慣れない事、常つねの自分でないのはお互たがい様だった。

　スキピオは怒ど号ごうを発した。

「答えろ！　帝てい国こく近この衛え隊長グレンデル！　貴き様さまの主は誰だ！」

　グレンデルが顔を上げる。かすかだが、目が光った。

　それを見て、スキピオは内心で笑いながら、怒号を続けた。

「私の主は帝国皇こう帝ていサラ＝シャンカーラだ。彼女は魔物の王であるという気き概がいを捨すててはいない。ならば、彼女に従う魔物は同じく臣下だ。同どう僚りようだ。

　もう一度問うぞ。貴様の主は誰だ。グレンデル！」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくがあった。それに、

「黙だまれ」

　静かな声が返ってくる。殺意すら込められているのではないかと思いたくなるほど、険けわしく鋭するどい声。

　スキピオの背せ筋すじは凍こおった。だが反対に、内心の笑いは絶ぜつ頂ちようにあった。脈みやく拍はくは高まっていた。握にぎる拳こぶしは汗あせまみれだった。

「いかに貴公といえど、我らが陛へい下かへの忠ちゆう誠せいを疑うたがう権けん限げんはない」

「ならば」

　すでに、スキピオの笑えみは秘ひめたものではなくなっていた。

「臣下として振ふる舞まわれよ。陛下が望まれるのはただそれだけだ」

　笑みは表に出ていた。「むろん、私が望むのも」

　続けて言った言葉に応こたえるかのように、グレンデルは立ち上がった。

　いつもの彼だった。帝国の文と武ぶを分かつ、双そう璧へきの一人だ。

　内敵の多い帝国にあって、頼たのもしい同僚の姿すがたが戻もどっていた。

　もう多くを語る必要はない。

「要よう綱こうは？」

　グレンデルの問いに、スキピオは端たん的てきに答えた。

「今回は人間が前面に出ます。魔ま物ものは兵へい站たんの確かく保ほに専せん念ねんして下さい。特に、投石の石と弩どの矢だけは切れさせる訳にはいきません。城じよう壁へきに取り付かせない事が最さい優ゆう先せんです」

「食しよく糧りようは？」

「三日間全軍を賄まかなうだけの備び蓄ちくはすでにすませてあります。いずれ減へるとはいえ、石や矢の消しよう耗もう率りつには及およびません」

「承しよう知ちした」

「最後に」

　言うべきか、言わざるべきか。迷まよって、結局スキピオは言った。

「最悪の場合、魔大陸からより遠く離はなれて下さい。魔力の影えい響きようが減るそうです」

「舐なめるな」

　威い勢せいのよい言葉とは裏うら腹はらに、グレンデルの表情には笑みが零こぼれていた。

「後始末くらい自分でつける」

　その言葉は、もしもの時は逃にげたりせずに自分で命を絶たつという事なのだろうか。誇ほこり高い彼らが、自らの愚ぐ行こうを許ゆるすはずがないのだ。

　それはスキピオにはわからなかった。

　ただ、彼らの誇りを知りつつあえて逃げる可か能のう性せいを示し唆さしたのは、同僚として彼らに最後まで粘ねばってほしいという気持ちを表したかったからだという事は伝わっただろうと、スキピオは思った。

「では」

　グレンデルを後にして、スキピオは早々と退たい室しつした。

　相国職は宰さい相しようよりも忙いそがしい。

　それは詭き弁べんだった。慣なれない事をしたという照れがあった。

　閉とじた扉とびらの向こうで、グレンデルが頭を下げていた。




　　　　２




　大地が揺ゆれる。幾いく度どとなく繰くり返し鳴った、戦せん鐘しよう。

　しかし、今回は今までとは違ちがう。遠見の兵はその異い様ようさに報告も忘わすれ、息を吞のんだ。

　海は荒あれていた。高波が飛沫しぶきをあげ、海を白く濁にごらせている。

　反面、海上は黒い。

　暗雲で日が届とどかぬだけではない。黒い物体に埋うめ尽つくされている。

　魔大陸の上を闊かつ歩ぽする、何千何万という魔物の大たい群ぐん。魔大陸の上を飛ぶ魔物の姿すがたが、黒く染そめているのだ。

　それらが少しずつ、全ぜん貌ぼうを現あらわしつつあった。

　極ごく稀まれな晴天時には、かろうじて魔大陸は目もく視しできる。今は曇くもり空にもかかわらず、はっきりと魔大陸の姿が確かく認にんできるほどだった。

　黒い粒つぶが黒い塊かたまりから離れるのを、遠見の兵は確認した。

　鐘かねを鳴らす。精せい一いつ杯ぱいに。

　曇った空に、忌いまわしく鳴り響ひびいた。

　本物の戦鐘の音だ。

　魔物の第一陣じんが大陸の地を踏ふんだ。魔大陸そのものはまだ海にある。それでも、魔物の個こ体たいによっては渡わたれない事もない距きよ離りだ。

　小こ型がた系けいは未いまだ魔大陸に止とどまっていたが、巨きよ軀くを誇ほこる者、空を飛ぶ者は押し寄よせてきた。

　魔物達のその姿を、城じよう壁へきの上でサラは冷静に見ていた。

　手を前にかざし、暴ぼう走そうして迫せまる魔物の大群に向ける。

　掌てのひらから、小さな泡あわのような輝かがやきが幾いくつか生まれた。やがてその泡は巨きよ大たいになり、目に見えない波動となって、大きく放ほう射しやされる。

　サラは掌を閉とじた。同時に、放射された力も消える。

　ため息をつく。

　ここまで大だい規き模ぼにされると、魔力吸きゆう収しゆう能のう力りよくが何の意味もない。わかっていた事だ。

　吸魔の力を使えば、自分個人を守る事など造ぞう作さもない。魔物殺戮者モンスタージエノサイダーと呼よばれていた頃ころは、どれほどの魔物を相手にしても負ける事などなかった。

　しかし、他の者まで守る力はこの能力にないのだ。手の届く範はん囲いの人間くらいなら守れるだろう。目の届く範囲なら、多少難なん度どは上がるができない訳ではない。

　だが、それ以上離れれば？　複ふく数すうの者を同時に守ろうとするなら？

　結局、一人の力などたかが知れているのだ。

　サラは知らないが、それはハイエルが命を賭としてでもチョウリュウ侯こうに伝えようとした事だった。たった一つの力がどれほど強大だったとしても、それで全すべてが成し遂とげられる訳わけではない。

　個人の力など、王となる者が目指す力ではない。王の力は集しゆう団だんを動かす事なのだ。

　それがわかっていたから、サラは魔王となって以い降こう、魔力吸収能力を安あん易いに使わなかった。もう個人としての戦いではなく、軍を率ひきいる王としての戦い方をしなければならないとわかっていたからだ。

　ファーブニルの征せい伐ばつに吸収能力を使わず、魔ま物ものの軍を指し揮きして倒たおしたのは、その決意の表れでもあった。

（あの時、何て言ったかしら）

　ファーブニル討とう伐ばつに向かう前、並ならぶ魔物に向けて言った言葉。

（吸収能力じゃない、わたしのもう一つの力……か）

　その言葉は虚きよ言げんだった。何しろ、実じつ際さいに誰かを率いて指揮した事などなかったのだ。謀はかりごとに長たけていたといっても自分の身を守る事にしか使っていなかった。

　自信など何一つなかった。

　それでも自分に任まかせるように言ったのは、何としてでも命令通りに従したがってもらわなければならなかったからだった。自分を信じてもらわなければならなかった。

　その信しん任にんは仮かり初そめで良かった。作戦中だけの、一時的なものでも良かった。

　それまで誰かを信じる事もなければ、誰かに信任された事もなかったサラの、精一杯の願いだった。

（だけど、戦いが終わってからも、あなた達は信じ続けてくれた。わたしを王と仰あおいでくれた。その期待に、わたしは……）

　唇くちびるを嚙かみ締しめた。暴走して迫せまる魔物達を、そろそろ止めなければならない。

　この大群、たった一人の異い能のうの力で止めきれるものではない。

　だが、今のサラは持っていた。あの時は虚言だった力を、本当のものとして身に付けた。身に付けるよう努力してきた。

　戦場に立って、指揮を下す。

　剣けん戟げきがぶつかる金きん属ぞく音おんや、怒ど声せい喚かん声せいの只ただ中なかにいるのに、身体中の血は滾たぎるのに、頭だけは冷え切っている事に気付いたのは、いつだったのだろうか。

　感かん慨がいを捨すてる。

　大号令。

「全軍傾けい聴ちよう。暴走した魔物を食い止めるには、レンカン要よう塞さいが最初にして最後の砦とりで。諸しよ卿けいそれぞれに思うところあるでしょうが、ここが抜ぬかれれば後がないのは皆みな同じ」

　それは噓うそだった。皆が等しく後がない訳ではない。

　かつてはレンカン要塞も存そん在ざいしなかったのだし、カラティカルの古王が東の治安を回かい復ふくするまでは大陸の半分を魔物が跋ばつ扈こしていた。

　それでも人間は生きていたのだ。たとえこの戦いに敗やぶれようが、人間は生き残る。

　その事実を全員の頭から忘ぼう却きやくさせなければならない。

　この戦いで敗れれば、本当に後がないのだと全軍に思わせなければならないのだ。所しよ詮せんは内ない情じようバラバラのちぐはぐな軍隊。死に際ぎわにまで追い詰つめなければ、まとまりなど到とう底てい期待はできない。

　敵てきを追い詰めないのは、その後が恐おそろしいからだ。味方も同じ事だ。追い詰めれば、恐ろしいまでに底力を発揮してくれる。

　敵は追い詰めず、味方を追い詰める。

「諸卿の背せには、諸卿が想おもう者の生命いのちが背負われている。親や兄弟、恋こい人びと、師し弟てい、隣りん人じん。

　その者達の安あん寧ねいを守るのは、ひとえに諸卿の奮ふん起きのみである」

　サラは口を止めた。何という戯ざれ言ごとなのだろうか。

　おそらく、人間の生命を最もどうでも良く思っているのは自分であるはずだった。人間は復ふく讐しゆう相手でしかない。その生命を重く見るように装よそおうのは、人間達を災さい厄やくから守ってやる事が、逆ぎやくに支し配はいする事に繫つながっているからだ。そうなるように自分が仕向けた。

　サラは、重く息を吸すった。

「命めいは一つ。堅けん守しゆせよ」

　続けて叫さけぶ。

「投石用意」

「投石機隊。用意」横のハイエルが命を復唱した。

　頷うなずき、サラは続けた。

「巨きよ軀くが相手なら、要は攻こう城じよう兵器を相手にするのと同じ。足元を狙ねらい動きを妨さまたげる」

「御ぎよ意い」

「……発はつ射しや」

　サラはかざした手を振ふり下ろす。同時に投石機から砲ほう弾だんが放たれた。

　大だい規き模ぼな守しゆ城じよう戦せんが始まった。




　大地から天空に屹きつ立りつするかのような巨大な魔物が、海面に反射される光を遮さえぎった。眼がん下かにはそんな魔物が幾いく十じゆう幾百と並ならんでいる。その様は暴ぼう虐ぎやくそのもので、狂くるったように牙きばを剝むき眼を光らせて、城じよう壁へきに寄よってくる。

　床しよう子し弩どの射い手ては背を震ふるわせた。

　魔物の様はまるで、山そのものが突とつ進しんしてくるかのような威い圧あつだった。そんな巨軀の魔物が何体も、山脈のように押おし迫ってくるのだ。

　射手は幾年か前にあった大だい洪こう水ずいを思い出した。堤てい防ぼうを砕くだき、木々を押し倒し、家屋を吞のみ込こんでいった記き憶おく。都のカンタンから救きゆう援えん部隊が到とう着ちやくして堤防を直すまで、恐ろしくて街に戻もどれなかった。戻ってからも、言い知れぬ恐きよう怖ふに度たび々たび襲おそわれた。

　魔物の狂きよう奔ほんじみた勢いきおいにその時の恐怖が呼よび起こされ、人間が対たい処しよしえない自然災害そのものを相手にしているかのように錯さつ覚かくした。

「たかが人間が、あれを止められるのか？」

　呟つぶやく。

　皇こう帝ていは後がないと言った。堅守しろと言った。

　無む駄だだ。

　震えるのは背だけでなく、棍こん棒ぼうを持つ手にも伝わる。矢はすでに装そう塡てん済ずみだった。まだ発射の命令は出ていないが、命があれば即そく座ざにその棍棒を振り下ろし、弦げんを固定している『牙が』を叩たたいて矢を発射する。

　矢の装塡、照しよう準じゆんの調整の難なん度どに比くらべれば、単たん純じゆんな作業だ。

　それでも、その単純な動作すらできそうになかった。木もく製せいの棍棒は、いつも以上に重たく感じられ、ただ下げているだけなのに震えて止まらない。

　その揺ゆれを何かが止めた。射手は驚おどろいて後ろを振り向いた。

　射手の頭は、一いつ瞬しゆん停止した。

　開いた瞳どう孔こうに飛び込んだのは、真っ白な牙きばだった。純じゆん白ぱくでいて、純じゆん潔けつさなどまるで感じる事ができない。それが並ぶ様は凶きよう暴ぼうさに溢あふれていた。

「あ……う……」

　呻うめきとも呼こ気きともとれる微かすかな声を出す射手に、その牙の持ち主は口を開けた。

　射手は思わず目を閉とじた。

　その時、耳みみ朶たぶが音の震えを聞き取った。

「閉じルナ。よくミロ」

　たどたどしい片かた言ことの言葉に、射手は目を開けた。

　視し界かいを広げ、牙以外のものも目に映うつす。目の前にいたのは猪いのししの頭をした魔物だった。肩かたに白い布ぬのをつけている。

「意い識しきがある……のか？」

　射手は思い出した。暴走している魔物と区別するために自じ我がを保たもっている魔物は白布を付ける事になっていたはずだった。

　それを聞き、バカな事をすると思った。自分だけではなく、ほとんどの者がそう思うはずだという自信もあった。

　だいたい魔物がどうして暴走したのかさえわかっていないのだ。偽いつわりの多い皇帝の事だから、謀はかっているだけかもしれないのだが。

　どちらにしろ、自我を取り戻した魔物も一度は暴走した。そのせいで多くの犠ぎ牲せいも出ている。また暴走するかもしれない。その時、目印がどれほど役に立つというのだろうか。

　どうせ戦いになればそんな目印など誰だれも気にしようとはしない。もっとわかり易やすい違ちがい。

　そう。人間と魔物の違いさえ見分ければ、それで十分だ。

　後は手当たり次し第だいだ。どうせそうなるのだ。

　射手はそう思っていた。

　射手の言葉に魔物は答えない。代わりに、魔物は視線をよこした。

　射手と魔物。両者の視線が合う。魔物は暴走している魔物達を指差し、言った。

「アイツらなってナイ」

「なっていない？」

「ソウだ。アワレ」

　その言葉に、射手は密ひそかに衝しよう撃げきを受けた。魔物が「哀あわれ」などという情じよう緒ちよを理り解かいしているなど、思ってもいなかったのだ。彼らに感情がある事は知っている。猛たけ々だけしさは以前の戦いで知っていた。皇帝への忠ちゆう誠せい心しんは疑うたがいようもない。

　それでも、「哀れ」などという感情を持っているとは思っていなかった。空くう虚きよや寂せき寥りようといった感情を理解しているという事だ。戦いくさに生きる魔物が発する言葉ではない。

「哀れ……だと？」

「ソウだ。その力、少シモ発はつ揮きできてナイ。牙きばモ爪つめモ腐くさらせてイル」

　射手は顔をしかめた。この魔物は何が言いたいのだろうか。わからなかった。

「アイツらモット強い。ソレがあの程てい度ど。ブザマ」

　猪いのしし頭あたまの魔物は、一体の魔物を指差した。狂奔する自然災害そのものといった様よう態たいの、巨きよ大だいな魔物が城じよう壁へきに向かって突とつ進しんしていた。投石機が一いつ斉せいに唸うなりを上げる。雷らい鳴めいのような轟とどろきが空気を震わせる。

　球石の雨が巨きよ軀くの魔物の足元に降ふり注ぐ。魔物はものともせず、突進してくる。

　ぶつかる！

　射手が思った瞬間だった。隣の魔物が拳で床しよう子し弩どの『牙』を叩いた。床子弩の三つの合成弓が生み出す反発力が矢を放ち、その矢は巨軀の魔物が大きく開けた口に吸すい込まれていった。槍やりのような矢が巨軀の口こう蓋がいを貫つらぬく。血ち飛沫しぶきが後方に広がる。

　巨軀の勢いきおいは止まる事なく、城壁に衝しよう突とつした。欠けた石の破は片へんが飛び散る。

　ただ、それで終わりだった。城壁を揺ゆらせただけで、魔ま物ものは事切れていた。

「アワレ。コイツ、モット強いハズ。ジユウに照準できナイ投石、避よけル。弩どの矢、簡かん単たんに手で払はらウ。それができナイ。できテナイ」

　顔見知りなのだろうか。射手は思ったが口には出さなかった。代わりに、

「何が……言いたいのだ？」

「アワレ。本来の強サ、ナイ。コイツ自身の力、発揮できナイ」

　魔物は言った。

「勝テル」

　今度こそ、射手はその言葉を理解した。意味を理解した。

　なんという事だろうか。

　この魔物は、ずっと励はげましていたのだ。

　凶きよう暴ぼうな力を奮ふるう魔物を目にして、怯おびえていた自分に対して。

　奮ふん起きせよ……と。

　射手は奥おく歯ばを嚙かみ締しめた。

　今覚えたこの感かん情じようが何なのか、理解できなかった。

　肩かたが叩たたかれる。振り向くと、そこに立っていたのは先の魔物ではなかった。

「隊長」

　床子弩部隊の一隊を率ひきいる隊長だった。射手は何とも言えない感情に襲おそわれた。怯えでもない。恐きよう怖ふでもない。自分でもわからない震ふるえに、射手は隊長の目を見た。

「わ、私は……」

　震える声に、隊長の叱しつ責せきが飛んだ。

「何をしている！　貴き様さまも弓引きに加われ！」

　ハッと我われに返る。

　そうだった。矢は放ったのだ。もう一度装そう塡てんしなおさなくてはならない。

　この床子弩はレンカン要よう塞さいに常じよう設せつされたもので、要塞そのものの高さを利用し、城壁上後方からわずかにはみ出る形で設置されたゴンドラに人間が一人一人乗る事で、その重みを利用して弦げんを引く仕組みになっている。三重の合成弓の弦を引くためには少なくとも十人以上の力が必要だ。普ふ通つうは全員で縄なわを引き、床子弩の巻まき取り機を使って弦を引くが、城壁上ではそれだけの広さを容よう易いに確かく保ほできないための設せつ備びだ。

　それに、ゴンドラに人間が乗り込むだけなので各自が力を振り絞しぼる必要もなく、重りが人間なので下がった後は自力で上に昇のぼれば良い。そのための梯はし子ごがゴンドラの横に設置されていた。重りを運ぶ手間もないのだ。あるのは、下ったゴンドラを再ふたたび上に設置しなおす苦労だけだが、人間の乗っていないゴンドラはそれほど重いものでもない。

　これを初めて見た時、射手は感かん激げきした。これほどまでに考えられた機き構こうを人間が生み出せるのかと、嬉うれしさで泣きそうになった。たとえそれがマルクトという敵てき国こくの人間が造つくったものだとしても、単たん純じゆんに感動だった。

　我に返った射手は、その感動を再ふたたび思い出していた。

「はいっ！」

　返答し、射手は巻まき取り機の調整を行った。ゴンドラには一人一人乗って少しずつ重しを大きくしていくとはいえ、一度に極きよく端たんな力が加わると発はつ射しや機き構こうを損そん傷しようさせかねない。それを見み張はるのだ。

　ギリギリと音をたて、ゴンドラの重みに引かれて巻き取り機が動く。その回転にあわせて弦が引かれ、三重の弓が絞られていく。十分に引き絞られたところで、射手は棍こん棒ぼうで床ゆかを叩いた。巻き取りが止まる。『牙』を起こして二射目の矢を設置した。

　そこで再び、隊長が声を発した。

「良いか。魔物を信じるな」

　言われて、ようやく射手は先さき程ほどまで魔物がいた事を思い出した。弦を引く作業で忘わすれていた。

　隊長の顔を見る。

「治まった奴やつらもまたいつ暴走するかわからん」

「はい」

　射手は神しん妙みように頷うなずいた。なぜ神妙な気持ちになったのかは射手自身にもわからなかった。

　笑いながら肯こう定ていすればよいのに。いつもなら、そうしていたはずだ。

　隊長の面おも持もちもまた神妙なものに、射手には見えた。

「良いか。我われ々われは床しよう子し弩どを任まかされている。巨きよ軀くの魔物だろうと止とどめをさせる有力な兵器だ。何百と設置されているその一部だからといっても、責せき任にんの大きさに変わりはない。わかるな」

「はい」

「だから魔物なぞ信用するな。お前はお前の目で見て、指し揮きする声を聞いて、発射しろ。わかるな」

「はい」

　度たび重かさなる問いかけに、射手は深く頷うなずいた。そして、隊長の小さな呟つぶやきを聞いた。

「あいつら自身だって自分を信用してないんだ」

　隊長の目は空に向いた。つられて、射手も目を空に向ける。

　飛ひ竜りゆうが飛んでいた。その手に投石用の球きゆう石せきの入った籠かごを摑つかんでいる。城じよう壁へきの上に降おり、その籠を下ろすと、空になった籠を摑んでまた空に飛び上がっていった。

「ああやって、ここに留とどまらない。来てもすぐ離はなれる。魔ま大たい陸りくから離れれば暴ぼう走そうし難にくいらしいが、本当かどうかはわからん。右う宰さい相しようの献けん策さくらしいから魔物を贔ひい屓きしてのものではないとは思うが……それにしたってわからん。謀ぼう臣しん共が何を考えているかなど知れた事ではない」

　射手は頷いた。自分も彼もチョウリュウの出だった。右宰相ハイエルの事はよく知っている。同時に、数々の恨うらみも。

　降こう伏ふくしての雌し伏ふくを主しゆ張ちようしながら、先日は主君を救えなかった所しよ詮せん舌した先さきだけの男だ。なぜそんな男が右宰相なのか、射手にはわからない。

　皇こう帝ていにしても、彼にしても、謀ぼう略りやく家か同士で勝手に化かしあっていればいいのだ。

　民みん衆しゆうが苦しむ事さえないのなら。

　憎にくしみ混まじりの射手の肩かたを、隊長が再び叩たたいた。

「謀徒共は信用できん。魔物も同じだ。だから、俺おれ達たちは俺達のできる全力を尽つくすだけだ。そうだな」

　射手は力強く頷いた。

「はい。狂くるった魔物から人々を守る。それが私達の役目です」

「そうだ。それがわかっているのなら、今度は発射の号令を聞き逃のがすなよ」

　射手は赤面した。そんな号令など聞こえていなかったのだ。聞こえていなかったからこそ、猪頭の魔物が発射させたのだと、ようやく射手は気付いた。

　信用しなくても良いではないか。

　あの寂さびしげに見えた魔物の眼めを思い出す。それでも何の躊躇ためらいもなく拳こぶしを振ふり下ろした姿すがたを思い出す。

　射手は少し、笑えみを零こぼした。

　どうせお互たがいの想おもいが協調している内は、同じような道を行く事になるのだ。信用しようがしていまいが同じ事だ。




「第一波は食い止めたようね」

　皇帝の呟きを、ハイエルは横で聞いていた。

　不思議な気分だった。彼女との関係は、どちらかが下に降くだるか、上に昇るかで、横に並ならぶなどという状じよう況きようを考えた事はなかった。その立場にいるのはスキピオやナナといった変わり者か、一部の魔物ぐらいでしかなかった。それが、今はこうして横にならんでいる。おかしな事だった。

　皇帝の人間嫌ぎらいと、自分が彼女に抱いだく叛はん意い。

　互たがいのその信条が変わった訳わけでもないのに。

「これからでしょう」

　答えたハイエルの言葉は、彼自身が思うより素そっ気けなかった。

「本当に怖こわいのは魔大陸が接せつ岸がんした後です。海を越こえられない小型の魔物が無数の蟻ありの如ごとく城じよう壁へきに取り付いてくれば、多た勢ぜいに無勢。劣勢は免まぬかれません」

「攻こう城じよう戦せん術じゆつとしては最低だけど」

　皇帝の呟つぶやきに、ハイエルは内心で肯こう定ていの意を示しめした。

　蟻のように城壁にたかる蟻ぎ傅ふ戦術は、攻城戦術において最低であり拙せつ劣れつとされる戦術だ。力ちから任まかせにお互いが殴なぐりあうようなもので、双そう方ほうに甚じん大だいな被ひ害がいが出る。

　仮かりに被害を出しつつ城しろを攻略して奪だつ取しゆしたとしても、その城を維い持じできるだけの兵士が残っていなければ何の意味もない。またすぐに奪うばい返されるか、第三者に横取りされるだけだ。蟻傅とは損そんばかりで何も得のない戦術だ。

　ただ第三者の立場から、攻せめ手と守り手双方を共とも倒だおれさせるための謀略として使われる事はあった。

　ハイエルは苦々しく思いながらも、もし彼女ならばと考えずにはいられなかった。

　皇帝サラ＝シャンカーラは、良くも悪くも謀略の人だ。自軍の被害を抑おさえることを何よりも善よしとしている。

　彼女が魔物の王である内は、こんな杜ず撰さんで損害ばかり大きい戦術など採とりはしない。敵てきもその方が被害が少なくて済すむのだ。

　おかしな事に、あくまで敵対者として考えても、彼女が魔王である事の方が望まれた。

　これから出るであろう被害の事を考えると、そう思ってしまう。

　ただ、そんな考えをハイエルは微み塵じんも見せなかった。

「カウィールは止めるでしょうか」

　近きん接せつ防ぼう御ぎよを担当にするカウィールの出番は、魔物の大軍による蟻傅が始まってからだ。巨きよ軀くの魔物を相手していた今は、彼が率ひきいる部隊は温おん存ぞんしてあった。

「止めてもらわなければ困こまります」

　返される皇帝の言葉に、ハイエルは頷うなずいた。

「こちらの援えん護ごは」

「床しよう子し弩ど隊の半数を長ちよう弓きゆうに替えます。それと堤てい防ぼう決けつ壊かいの準じゆん備びを。蟻傅の先せん陣じんを護ご城じよう河がで押おし流します」

「御ぎよ意いに」

　もう一度礼をして、ハイエルは準備に取り掛かかる。

（実に見事だ。大変参考になる）

　魔ま物ものの指し揮きに最も長たけた将しようから、直じき々じきにその破やぶり方を伝でん授じゆされているのだ。魔物を倒たおそうとする者にとって、この場所はある意味優ゆう先せん席せきだった。

　そのために、わざわざ魔力と距きよ離りの関係という秘ひ蔵ぞうの情じよう報ほうも出した。

（今は後の世の人のため、せいぜいその技わざを披ひ露ろうして頂いただこう）




（ここは……どこだ？）

　暗がりの中で目を覚まし、ラジャスは頭を抱かかえた。頭の奥おくに、小さな歪ゆがみがあった。曖あい昧まいとして靄もやのように掛かりながら、くっきりと残る歪み。

　途と端たんに、痛いたみが意い識しきを明めい瞭りよう化かさせる。

（そうか。あの傷きずか）

　自分自身で貫つらぬいた腹はらの傷の痛みだった。もとより彼女の虚きよをつくためだけにした事であり、致ち命めい傷しようは避さけている。それでも痛みは激はげしく、四し肢しの動きもぎこちない。

（あれからどうなった）

　何か途と轍てつもない『力』が自分に向かって働いている。魔力という魔物の存そん在ざいを固定する全すべてに語りかけてくる、謎なぞめいた害悪を撥はね除のけるために、直感的に彼女の力に賭かけた。

　自分が魔力を奪われた時の再さい現げん。それが成功したのか。

（していなければ……わからんか）

　あの暴ぼう虐ぎやくな力に屈くつしてしまっていたなら、こうして『己おのれ』として想おもう事などできていなかった。そういう気がした。

　かすかに気配がした。暗くら闇やみの中、そちらに目を向ける。

「お気付きになられましたか」

　安あん堵どの声に続いて、篝かがり火びがたかれた。フェルグスだった。

「何があった」

「帝てい都とにいた魔物が一いつ斉せいに暴ぼう走そうしたらしいのです」

　そう答えるフェルグスには、不ふ可か解かいそうな表ひよう情じようが漂ただよっていた。

（不可解だと？）

　ラジャスは疑ぎ問もんに感じた。あの衝しよう動どうに襲おそわれた者なら、『暴走』と聞いて不可解になるはずがない。あれはまさにそういう類たぐいの力だった。

「我われと別れた後、どこにいた？」

「西の古都に。魔ま剣けんの次に魔王ですから。何か繫つながりでもないものかと」

　フェルグスは帝都から離はなれていて、自じ我が喪そう失しつの波動を受けなかったのだ。距離による自我喪失の緩かん和わをラジャスは知らなかったが、漠ばく然ぜんと理り解かいした。

「で、どうなった」

「はい。帝都の魔物一斉暴走はすぐ治まったらしいのですが、今は魔大陸に残っていた魔物達が暴走しております。人間達はそれを防ふせぐのに精せい一いつ杯ぱいになっております」

「そうか」

「驚おどろかれませんか」

「『あれ』を思えば考えの範はん疇ちゆうだ」

「『あれ』ですか？」

　内心から溢あふれ出てくる殺意の衝動を覚えた事がないのだから、『あれ』で通じるはずもないとわかっていながら、ラジャスは答えなかった。

『あれ』の暴虐な力を知っていれば、魔大陸中の魔物が暴走したと聞いたところで驚きなど起きない。

　立ち上がった。痛みが走るが、気にはしない。

「で、ここはどこだ」

「はい。古くから我われらと相対するのに使われていた連なりの要よう塞さいに」

　ラジャスはかすかに頷うなずいた。自分が目覚めたなら戦火の只ただ中なかに身を置こうとするだろうという事を汲くみ取って、連れて来ていたのだろう。

「宰さい相しよう……。いえ。昇しよう格かくして今は相しよう国こくでしたか。スキピオ殿どのに手を回して頂きました」

「そうか」

　目を閉とざしている内に、あれこれと時じ勢せいが動いているようだった。それに逃のがれる訳わけにはいかなかった。

「で、もう一人いるな」

　ラジャスは、篝火に揺ゆれるもう一つの影かげを見た。

「何用だ？」

　その姿すがたには見覚えがあった。宰相の秘ひ書しよ官かんをしていた者だ。

「はい」

　小さく、ティアが前に出る。彼女の目は翳かげり、まるで燃もえるように猛たけっていると思われた赤せき髪はつも、今は敗残兵の血海のように垂たれていた。

　しかし、今までにはなかった何かがそこにはあった。

　猛りでも、強がりでもない。奥深くに根付いた、地力とでもいうべき何かが。

「ラジャス様。こんな資し格かくがあるとは思えませんが、お願いが……あるのです」

　そう言うティアには、今までのように一歩引いた気き後おくれがなかった。それだけでも何かが違ちがう。

「わかるんです。あたし……あたしにはわかるんです」

　それでも、全体として取り乱みだしていた。何かが抑おさえて錯さく乱らんとまではいかなかったが、少し押してしまえばすぐに切れてしまいそうなくらいに。

「何がだ」

「義に兄いさまを助けて欲ほしいんです！」




　ティアは必死だった。相手は、ラジャス。元もと魔ま王おう。そんな大それた相手に対して物を言うのは、気が引けた。それでも言わなければならないと思ったのだ。

　義あ兄にが、今危き機きにある。それがティアにはわかったのだ。

「まだ暴ぼう走そうしているか」

「違います！」

　ラジャスの言葉にティアは声をあげ、一いつ瞬しゆん怯ひるんで、再ふたたび気を取り戻もどして唇くちびるを強く嚙かみ締しめた。

「違うんです。暴走とか、そんなんじゃない。義兄さまの意い識しきはあるんです。ただ……」

「ただ？」

「ただ……何かに上うわ塗ぬりされている。いえ。もっと違う。

　溶とけ込こんでいる。そんな感じなんです」

　ティアは説明に必死だった。自分でも何がなんだかわからないのだ。なぜこんなにも焦しよう燥そうが募つのっていくのか、自分自身で説明がつかないのだ。

　それを他者に伝えるなど到とう底ていできるものではない。だが、しなくてはならないという焦りがティアに迫せまった。

「義兄さまであって義兄さまでないものになって。なろうとしているんです。時間がない」

　なぜそこまで思うのか。なぜそこまでわかるのか。

　ティア自身混こん乱らんの最さ中なかにあった。だから、わからないまま、今わかる事だけをしゃべり続ける。わかっている事だけを、伝えるしかなかった。

「あたしは……あたしは多分、陛へい下かにとんでもない事をしました。わからないんです。暴走がどうとか、全然そんな事じゃなくて……。それどころの話じゃなくて。陛下にお会いするその前から、陛下に仇あだなしていたんです。それが何かわかりませんけど」

　彼女自身は未いまだ知らなかった。彼女自身閉じていると思っていた送信の精せい神しん感かん応のうは、常つねに開かれており、逐ちく一いち情じよう報ほうが漏もれ出いでていた。

　最初からトリルシクに利用されていたのだ。

「あたしはずっと、魔力の強い存そん在ざいに何か怖おそれを感じていたんです。なぜだかわからないけどずっと。今も変わりません。怖こわいんです」

　実はそれこそ、彼女の能のう力りよくに付ふ随ずいするものだった。ティアの感応能力は相手の魔力を受け取り、その魔力に込められた想おもいを感じ取る能力だ。自分の許きよ容よう量りようを超こえるかもしれないような強大な魔力に、必然的に多く関かかわる能力だ。

　だからこそティアは、魔力の高い者の下もとに自然と近ちか寄よらないような行動をしていたのだ。許容量を超えると暴走してしまう虞おそれを本能的に察知して、避さけようとしていたのだ。

　自分自身、そうとは知らないまま。

　多くの魔物は魔王を始めとする高位魔力保ほ持じ者しやに対して畏い敬けいの念を抱いだいているが、ティアのそれは全く違った意味で、潜せん在ざい的な怖れとして感じていたのだ。

「何だかわからないけど、怖くて、震えてしまって。皆みなも魔王様を怖れてはいましたけど、それは相手の力がわかっているからの事で。怖れと同時に憧あこがれの対象でもあったんです。

　でもあたしは、単たん純じゆんに怖かったんです。

　そんなあたしは他の魔物から嘲あざけられました。『その牙きばは、見み掛かけ倒だおしか』『自分自身の力を誇ほこる事もできない、魔物の落ちこぼれ』だって。

　そんなあたしを助けてくれたのが義兄さまなんです」

　ティアは顔を上げた。はっきりと、ラジャスの顔を見て。

「義兄さまはあたしを義妹いもうとと呼んでくれて、あたしを救ってくれたんです。意味不明な怖れは正直消えませんでしたけど……それでも、魔物らしく、自分の力をちゃんと誇れるくらいには立ち直ったんです」

　あれは衝しよう撃げきだったと、ティアは今でも思っていた。ただの恐きよう怖ふの対象だった存在が、ぱっと頭の上に降おり立って、さえずったのだ。

「何をしてる。義妹いもうとよ」と。

　なぜ『義妹』なのか、ティアは今でもよくわかっていない。だが、何でも良かったのだ。

　それが親しみを表す言葉なら。

「義兄さまはずっと、あたしに自分を保たもてって言ってました。自分をちゃんと持てって。どういう意味なのかまだよくわかってませんけど、あの時、頭の中が曖あい昧まいになって、曇くもりがかって、ただ無む性しように『殺したくなった』あの時。

　ああ。義兄さまが言ってたのはこれだったんだって。何となくわかったんです。

　だからっ！」

　ティアは、唇を嚙み締め、前を向いたまま、言った。

「だから、あたしが助けなくちゃいけないんです。義兄さまを。あたしが」

　ティアの言葉は、全体として意味不明で、曖昧としていた。順序もなく整理もつけられていない。

　だからこそ、感かん情じようそのものを迸ほとばしらせた結果であり、なぜか他ほかに訴うつたえかける力があった。

「そうか」

　ラジャスは頷うなずいた。何かがわかった訳ではない。それでも、その力こそを彼は認みとめた。

「承しよう諾だくはしない。だが、意には留とめておく」

　それはティアが望んでいた十分な答えではなかった。それでも、それだけでも、十分だった。
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　魔ま大たい陸りくが接せつ岸がんする。

　不思議な光景だった。大陸規き模ぼの物体が動くのもさる事ながら、それだけの異い変へんが起こっているのに、むしろ静か過すぎるくらいの違い和わ感がある。

　もちろん海は荒あれ、大地は揺ゆれ続けている。

　ただ、大陸同士がぶつかるのにそんなもので済すむのかと思いたくなるような、異変の規模にしては影えい響きようが小さ過ぎるような違和感を、見た者は感じていた。

　それは正しい。

　魔大陸はエルという一人の少女が生み出した。その中に魔族が眠ねむっている。魔物を遥はるかに超える魔力を保持する者達だ。彼らの魔力は魔大陸という器うつわから溢あふれていた。

　その魔力が魔大陸上空の天候を荒らしていた。シルディアの不ふ規き則そくな天候もその一つだ。

　だが逆ぎやくに、魔力を用いれば影響を抑おさえる事もできる。エルは、眠る魔族達と繫つながったトリルシクに魔大陸移い動どうに伴ともなう余よ計けいな衝しよう撃げきを抑えさせていた。

　エルは岸辺で相あい棒ぼうと共に、その魔大陸が到とう着ちやくするのを待っていた。

「あっけないわね」

　エルが呟つぶやいた。ハチドリの姿すがたを奪うばったトリルシクが首を傾かしげる。

《何がだ？》

「追っ手の一人や二人は来ると思ってたのに」

《それが嫌いやだから都を焼いて混こん乱らんさせたんだろ》

「それはそうなんだけどさ。一人も来ないってのは逆にねぇ」

　困こまったような笑えみを浮うかべるエルに、トリルシクはため息をつく。何百年か振ぶりの、身体からだをつかってのため息だった。

《追っ手を放ってもお前を捕つかまえられないと判はん断だんされたんだろ》

「それもわかる話なんだけど」

《自信過か剰じようだな》

　トリルシクの言葉に、エルはにやついた。

「あれ？　あんたはできないの？」

《…………》

　トリルシクは黙だまる。当然、自分がいれば彼女を守り通すくらい簡かん単たんだった。たとえ魔物が何千体と襲おそってこようが葬ほうむれる。人間だろうが同じだ。

　それが魔族という存そん在ざいだ。

　エルの言葉は、『お前がついているなら大だい丈じよう夫ぶだ』という信しん頼らいを、暗あん黙もくの内に示しめしている。

　それがからかいとして表あらわれるのが、彼女なのだ。

　トリルシクは話題を変えた。

《第一波は防ふせがれたな》

「ま、期待なんかしてないわよ」

　エルの言葉は嘯うそぶくところが何一つなかった。本当に防がれると思っていた。

「次も防がれるかもね」

《良いのか、それで》

「いいわよ。別に」

　エルは笑う。

「防がれたって良い。それで数が減へってくれたらね」

　要よう塞さい攻こう略りやくなどどうでも良いのだ。要は、増ふえすぎた生命いのちを減らすだけ。戦いそのものが起きただけで良いのだ。魔大陸の移動による影響をわざわざ抑えているのも、その手の災さい害がいとなると人じん為いの手を離はなれて予想外の被ひ害がいを与あたえてしまいかねないからだ。意図した以上の殺さつ戮りくは本意ではない。

　偽ぎ善ぜんからではなかった。当然、善意でもない。

　あくまで人為的操そう作さの可か能のうな範はん囲い内ないであるというのが、単にエルという少女の姿し勢せいに過ぎないのだ。暴走している魔物だって、いつでもその状じよう態たいを解とける。だから、それを使って生命減らしを敢かん行こうしていた。

　エルは大きく息を吸すった。一続きになった大陸をまたいで、エルは魔大陸側に移い動どうした。

　その横を小型の魔物が蠢うごめきながら通る。その波に吞まれているのに、エルの周りだけはぽっかりと穴あなが開いていた。荒あれ狂くるう波のような魔物が自然と分かれて、空間を作っていた。

　幾いく重えにも重なる、地を駆かける音を聞きながら、エルは後ろを振ふり向いた。

　この大陸にいたのは短い間だった。中々面おも白しろい体験だった。

「さて、最後の仕上げといきましょう」




　地揺れが一いち段だんと激はげしさを増ました。カウィールは城じよう壁へきを手で押おさえ身体を支ささえた。

　遥はるか頭上から、合図の鐘かねが鳴った。

「第二波の到とう着ちやくか」

　その呟つぶやきに、横に控ひかえる部下の一人が答えた。

「ようやく我われ々われの出番ですか」

　その彼の横には、青い毛け並なみの馬が並ならんでいた。トーリコト原産の蒼そう馬ばだ。

　トーリコトの南には高い山々が連なっているが、その寒さと少ない空気に耐たえられるように成長したのがこの蒼馬だ。普ふ通つうの馬とは違ちがって絶ぜつ壁ぺきを跳はね回るように駆けるこの馬を乗りこなせるのは、普段から蒼馬と共に生活するトーリコトの民たみくらいしかいない。

　そして、トーリコト兵の強さの一いつ端たんを担になっていたのが、こんな暴あばれ馬から騎き射しやできる馬ば術じゆつの巧たくみさだった。日ひ頃ごろからの高山生活で身体も鍛きたえられている。

　出番が来たという部下の言葉に、カウィールは頷うなずいた。その意味はカウィールもよくわかっていた。

　勇王ヴェイトルにより一小国から大だい躍やく進しんを遂とげたトーリコトは、勇王の死後一時期勢せい力りよくを弱めたものの、セイグラン亡なき後の最強国として大陸に覇はを唱えた。

　それがサラによる統とう一いつ戦争では、お家騒そう動どうによる内乱でその実力のほとんどを出さぬまま魔ま物ものに降こう伏ふくしなければならなかった。当時トーリコトが一つになっていたら魔物になど屈くつしなかったと思う民たみは多い。トーリコトの民みん衆しゆうだけでなく他国者ですらそう考えるほどに、トーリコトの強大さは知れ渡わたっていた。

　カウィールはトーリコトの一員としてそう思うと同時に、謀ぼう臣しんの一人としてその考えの甘あまさも理り解かいしていた。歴史に『もし』などない。

　内乱を防げなかった。それが全すべてだ。

　だが、それをやり直せるのなら。再ふたたびトーリコトの威い光こうをあまねく知らしめるのなら、今度の戦いは絶ぜつ好こうの機会でもある。

「見せ付けてやれ。我らが真しん髄ずいを」

「了りよう解かい」

　兵達が次々と馬上する。その内の何人かの手には、幹みきの両りよう端はしが外向きに曲がった弯わん弓きゆうがあった。これは弦げんを張はっていない自然の状じよう態たいなら腹はらの部分が外側に向くＣの形になるものを、腹が内側に向くように反り曲げて弓として使う。一いつ般ぱん的な弓に比くらべれば反発力が強く、強きよう弩どに優まさるとも劣おとらない威力を持つ。その反面弦を引き絞しぼる事ができる者は少なく、まして騎き射しやを行える者となれば限かぎりなく少ない。

　トーリコトの最さい精せい鋭えいはその弯弓を用いての騎射を可か能のうとしている。

　他の兵はというと戟げきを手にしていた。矛ほこのように突つき出る『刺し』と、柄つかに対して横に伸のびる『枝し』が特とく徴ちようの戟げきは、突く、斬きる、引っ掛けるといった様々な用よう途とに使用でき、広く普ふ及きゆうしている一般的な武ぶ器きの一つでもある。

　この戟も特とく製せいだった。戟の中でも突き刺す方向に特化されている。馬の突とつ進しんが上乗せされた突き刺さし攻こう撃げきは、強弩の至し近きん発射にも優る打だ撃げき力りよくを持つのである。枝の部分は突き刺し過すぎて相手の身体からだから抜ぬけなくならないように防ふせぐためのものだ。

　本来騎射を得意とするトーリコト兵なのだが、前述の弯弓でもなければ生なま半はん可かな弓で魔物の硬かたい皮ひ膚ふに対たい抗こうできないため、馬の突進を組み合わせた打撃も取り入れたのである。




　実はこの打撃戦法こそ、亡ぼう国こくセイグランが得意とするものだった。長く魔物と対抗してきた東の大国の置き土産みやげだ。

　騎射にしても馬上突撃にしても、海うみ割われ後の泥ぬ濘かるんだ土地では使えない戦法。だが、硬い大地のあるところなら険けん山すら駆け回る蒼馬と合わせて無類の強さを誇ほこる。

　その強さを、内乱という謀ぼう略りやくによって存ぞん分ぶんに発はつ揮きする事ができなかった無念を、今ここで。

　カウィールは右手を天高く掲かかげた。

「我ら高き峰みねに住みし『天の子トーリコト』の名を」

　その呼よびかけに、馬上の兵達の声が重なった。

「大都『広大なるゼンウ』の如ごときに知らしめるべし」

「出撃」

　右手を振ふり下ろす。

　蒼あおい風が吹ふきすさぶかのように、カウィールの横をトーリコト騎兵が駆け抜けた。

　それを見送って、カウィールは上を見た。

「今度は貴女あなたの邪じや魔まはありませんな」

　如い何かなる強さを持っていようと、その地じ力りきを発揮できないようにしてしまえば、もはや無力と同じ。

　それを痛つう感かんさせてくれた彼女は、城じよう壁へきの遥はるか上にいた。

　そして、天の子トーリコトとは王者の意味もある。トーリコト兵が活かつ躍やくしても、名を広めるのはむしろ彼女になってしまうのかもしれない。

　だが、それでも良いだろうとカウィールは思った。

　何が貢こう献けんしたのか、判はん断だんできる者は判断する。たとえ日ひ陰かげになろうとも、名は知れ渡わたらずとも、評ひよう価かする者は評価するのだ。

「さて」

　カウィールは歩き出した。近きん接せつ防ぼう御ぎよは何もトーリコト騎き兵へいだけではなかった。それだけでは数が足りない。当然他の兵も率ひきいていた。一いち地ち域いきに捉とらわれる事のない幅広い指揮。だからこその左さ宰さい相しようだ。

　むしろ、トーリコト最精鋭とは長い付き合いだった。出しゆつ陣じんの命めいさえ下せば、後は彼らなりの判断で戦場を駆け回られる。蒼い風のように。

「守しゆ城じようか。得意とするのは四方を大国に囲まれた中央国」

　その中央国の一つ。カンザリアの謀ぼう臣しんシントと落ち合う手はずになっていた。




　蟻ありの如く、無数の魔物が押し寄よせた。その先陣に、床しよう子し弩ど隊から変へん更こうした長弓隊が一いつ斉せいに矢を放つ。放たれた矢は山なりに弧こを描えがき、城壁の高さ分だけ落下の威力を加か増ぞうした雨となって魔物の群むれに降ふり注いだ。

　頭上から降り注ぐ矢の雨に、魔物は数を減げんじていく。それでも、押し寄せる全体からすれば微び々びたるものでしかなかった。

　先頭が堀ほりに差し掛かかる。高く鐘かねが鳴り響ひびいた。

　しばらくして、轟ごう々ごうと音を立てる濁だく流りゆうが押し寄せる。その水流は後続の堀内の魔物を巻まき込こんで押し流した。だがそれも、吞のまれた一部の魔物でしかなかった。

　渡り終えていた魔物は直進し、水が流れる護ご城じよう河がとなった堀を、進軍速度が遅おそまるとはいえさらに後続の魔物が水みず飛沫しぶきを飛び散らせながら渡る。

　要よう塞さいの両りよう翼よくにトーリコトの蒼い騎馬が立ち並ならんだ。

　トーリコト騎兵隊長が叫さけんだ。

「良いか。城壁の前面、真下に出るなよ。援えん護ごなんぞ期待できんし、下へ手たすれば自軍の攻撃で死ぬ事になる。城壁そのものはそちらの護ご衛えいに任まかせろ。我われらの出番は、要塞の横を通って内に入り込もうとする魔物の駆く逐ちくだ」

　その言葉に合わせるかのように、城壁に回り込もうとする魔物の一隊が現あらわれた。

　弯わん弓きゆうを持つ精せい鋭えいが一いつ斉せい射しやを行う。

　矢は魔物の群れに次々と討うちこまれた。狙ねらいなど関係ない。数が多いのだ。群れの方に適てき当とうに射いれば、必ず当たった。当然矢の残数など数えていない。射られる限かぎり射る。

　打撃戦法は最後の手しゆ段だんだった。当然の事だが、相手の攻撃範囲外から一方的に攻撃するのが受ける損そん害がいは少ない。

　弯弓兵はたとえ近寄られても、馬を駆かって離はなれるだけで無む視しして矢を放ち続けた。

　そのような弯弓の矢や幕まくをすり抜ぬけて駆け寄ってくる魔物を屠ほふるのは、戟げきを持つ一いち団だんだ。

　蒼そう馬ばの突とつ進しんによる容よう赦しやのない打撃を叩たたき込む。馬の勢いきおいと直結した戟の『刺し』が魔物の皮ひ膚ふを貫つらぬいた。戟で貫いた魔物をそのままに、一騎が駆け抜ける。貫き過すぎ防止の『枝し』の部分までも魔物の身体からだに食い込んでしまったのだ。城壁まで駆け寄って、石いし突づきを城壁に叩き付ける。その衝撃で魔物は転げ落ちた。

　彼らの後方には、正気を保たもつ魔物が控ひかえていた。

　彼らも前に出ない。また暴ぼう走そうしてしまう恐おそれがあるからだけではない。こんな混こん戦せんにわざわざ出て行けば、混乱するだけなのはわかっていたのだ。

　魔物と人間の区別は、人間同士、魔物同士に比くらべればはっきりしている。敵てき味み方かたの区別が付きやすいというのは、混戦においては何よりも得がたい。それをわざわざ失わせるような事を、我を持つ魔物はしなかった。一人の騎兵が駆け寄る。

「矢を」

　答えて、矢や籠かごを手て渡わたす。戟が折れたと言われれば、新たな戟を渡す。

　そうやって後方で支ささえる。

　騎兵部隊の矢、戟の生産工場は遥か遠くのトーリコトだ。だがそれも、飛ひ竜りゆうや駆け足の速い魔物なら、それほど時間は掛からない。トーリコトに限らず他の地域も、武ぶ器き生産に全力を注いでいた。その生産工場と前線を、絶たえず魔物が繫つないでいるのだ。

　矢の補ほ給きゆうに下った騎兵は魔物から矢籠をもぎ取ると、再ふたたび前線に駆けた。




　城壁に蟻のように群むらがる魔物を城壁の内側から、覗のぞき口を通してカウィールとシントは見守っていた。

　二人の後ろに、巨きよ大だいな押おし車が並ならんでいる。その車の前部には、巨大な長方形の盾たてと、前に突き出た刃やいばが備そなえられていた。後部にも盾たてが備え付けられ、そこから押し出す取っ手が付けられていた。圧あつ巻かんなのは盾で、ほとんど城壁と同じくらいの高さがある。その盾に車輪が付けられていた。

「これは何だ？」

　カウィールの問いに、シントは頷うなずく。

「あまり多くは語りたくはありませんね。これも我わが国が誇ほこる守城技ぎ術じゆつの一いつ端たんなのですよ。まあ、これだけではありませんが」

「出し惜おしみは困こまる」

「ご心配なく。使わなければならない時には使いますよ。守城技術は我らカンザリアの御お家いえ芸げいのようなもの。技術の流出を危あやぶんで防ふせげたものを防がなかったなどと、後世まで延えん々えんと語り続けられたくはありませんね」

　次いで、シントはにやりと笑えみを零こぼした。

「かつてのあなた方の侵しん攻こうも、我らは防いだでしょう？」

「騎き兵へいは攻こう城じよう向きではないからな」

　カウィールの返答に、シントは笑みを浮うかべた。

「それだけではない。そうお考えだから、私に会いに来られたのでしょう」

「そうだな」

　言って、カウィールは後ろを振ふり向いた。押し車の後ろには、さらに魔物が並ならんでいた。

　それもただの魔物ではなく、巨きよ軀くと呼よばれるような大型の魔物だ。

　その一体の魔物と目が合った。カウィールは再びシントに目を向けた。

「しかし、魔物を使うのか？」

「何のための魔物ですか。こんなくそ重いものを押すだけの人数、他に回せるなら回しますよ」

「それはそうだが」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。暴走すれば上が何とかしてくれますよ」

　言って、シントは城じよう壁へきの上を見た。「巨軀なら狙いも付けやすいでしょうしね」

　カウィールは答えなかった。

　どんどんと叩きつけるかのように魔物の突進が続き、その衝しよう撃げきは壁かべ越しに伝わってくる。城壁の厚あつさは大人が十人くらいは優ゆうに並べるだけはあるにもかかわらずだ。

　上の部隊も、長弓、床しよう子し弩ど、投石機を駆く使しして接せつ近きんを拒こばんでいるのだろうが、全すべてを圧おし留とどめる事などできるものではない。

　矢を射るために空いている穴越しに、魔物の姿すがたがちらついた。穴の大きさ、壁越しの距きよ離りの関係で姿の一部しか確かく認にんはできない。

　次の瞬しゆん間かん、その魔物の姿が搔かき消えた。一いつ瞬しゆん黒い影かげが映うつったようにも見受けられたが、早すぎて確認はできない。

　そして、地面を響ひびかせる轟ごう音おん。

　今度は、ギリギリという音が上の方から耳みみ障ざわりに響いてきた。音と共に、何かが徐じよ々じよに引き上げられていく。その姿をカウィールは確認した。

　木もく製せいの合板の底に、まるで乱らん戈ぐい歯ばのようにぎっしりと鉄の楔くさびが埋うめ込まれていた。これを城壁の上から落としたのだ。ギリギリという音は、落としたそれを縄なわで巻まき上げている音のようだった。

「こんなものもあるのか」

「落下物戦術は蟻ぎ傅ふ対たい策さくの初歩ですよ。他ほかにも、丸太に棘とげをつけたものもあります。

　一いつ般ぱん的てきには、溶とかした金きん属ぞくやら煮えた油でしょうか。ですが、守城ともなると補ほ給きゆうの確かく保ほは命脈ですから。使い捨すては避さけたいところですよ」

「やけに語るな」

「あれは我われら独どく自じというものでもないですからね」

　カウィールは口を閉とじた。騎兵は攻城向きではないというのは、何も悔くやし紛まぎれの一言ではない。事実そのものだ。トーリコトは実じつ際さいに、攻城技術、守城技術において他国に劣おとっていた。

　他国が普ふ通つうに知っているものでも知らないものは多い。同時に、騎馬技術においてトーリコトでは子こ供どもも知っているような事を、他国者は知らないという事も案外多いのだ。

（幾いく多たの技術が一同に集まり、一人の主しゆ導どう者しやの下もとで駆使される。

　他の技術を得るには絶ぜつ好こうの機会か。まあ、どこも同じ考えだろうが）

　その時、カウィールの真横の壁の一角が崩くずれた。

　あれほどに厚い壁が『崩れる』のか？　驚きよう愕がくした拍ひよう子しに帽ぼう子しが落ちた。見開いた目の中に、木々の破は片へんが弾はじけ飛んでいる様子が映うつる。

（……壁ではない。門か！）

　山脈の地形を利用して築きずかれたレンカン要よう塞さいは、実は五つの要塞を石壁で繫つなぎ合わせた長城でもある。距離のある長城であり、内と外の移い動どうにわざわざ迂う回かいすると何日も費やしてしまう。その移動時間を短縮するために、ところどころに門が設せつ置ちされているのだ。

　ただこの門が曲くせ者もので、傍はた目めから見ると他の石壁に紛れてしまうようになっていた。一種の隠かくし扉とびらだ。

　どんな城しろにも言える事だが、門というのは守りの内で最も脆もろい部分でもある。

　魔ま物ものの猛もう攻こうがたまたま、その脆い部分に集まってしまったのだ。難なん攻こう不落のレンカン要塞の門だけあって他の門とは比くらべ物にならない強度を持っていたのだが、未み曾ぞ有うの攻撃の前に耐たえ切れなくなったのだ。

　破やぶれた所から、カウィールは我われを失なくした魔物と目が合った。虚うつろで焦しよう点てんの定まらないその眼めを見るのは、帝てい都と以来二度目だ。それでもさすがに背せ筋すじが凍こおる。今度は一体や二体どころの話ではない。手下の精せい鋭えいもいない。

　意い識しきの見えない虚ろな眼が、一いつ斉せいにカウィールに集まった。

　崩れた壁かべに魔物が押し寄よせる。

「前進！」シントが叫さけんだのはほぼ同時だった。

　押し車の一台が、轟音と土つち煙けむりを上げながら城じよう壁へきの崩ほう壊かい部分に突とつ入にゆうする。前面の刃やいばが侵しん入にゆうを試みようとした魔物を突つき刺さし、駆く逐ちくしながら、巨きよ大だいな盾たてが城壁の代わりとなって塞ふさぐ。

「投石の石を」

　シントの声に、魔物の一体が大きく吼ほえた。空を舞まう飛ひ竜りゆうの一体が気付き、舞い降おりて、籠かごの中の球石を押し車の上に降ろした。球石だけあって普通なら転がってしまうところだが、二つの盾の間を埋めるように落とすという事と、盾と地面の空間が投石の球より小さく設計されているという事で、転がり出はしない。

　それでも、上空から落とした衝しよう撃げきで最初の投石のいくつかが砕くだけて、盾の下から粉ふん塵じんと共に流れ出る。が、その流れ出た土ど砂しやが車輪を埋め、固定させるという計算のされようだった。

　球石を全すべて落とした飛竜はすぐさま舞い上がって、再ふたたび補ほ給きゆうに向かう。代わりに二体目の、今度は翼よく獣じゆうが球石を落とした。

　一台目の車の盾の間を一杯に埋めると、二台目の車が一台目の後ろにつく。そしてまたその間に石を埋めるという行こう為いが何度となく繰り返され、最終的には他の城壁と同じ厚あつさになるまで繰り返された。

　簡かん易いの城壁の完成だ。

「まあ、応おう急きゆう処しよ置ちとしてはこれくらいでしょうか」

　作業を終えた後に吐はかれたシントの言葉に、カウィールは深く息を吐いた。地面に視し線せんを向け、落とした帽子を探さがす。拾い上げて土を払はらい、再びカウィールは被かぶった。

　帽子を取るために視線を下げた際さい、砕けた投石用の石の欠片かけらが視界に入った。

　投石用の石を使うのは、埋め立て専せん用ように石を用意するより近場にある物を転用した方が効こう率りつが良いからなのだろう。

　さすがにどこも長い戦せん乱らんを生き残ってきただけあって、色々と工く夫ふうに富とんでいた。

　これもまた、人間そのものが持つ地力の一つなのだ。

「これが貴き卿けいの秘ひ術じゆつか？」

　カウィールの問いに、シントは首を振ふる。

「いえいえ。だいたいこんな大おお掛がかりなもの、魔物の手がなければ到とう底ていできませんよ。守しゆ城じよう技ぎ術じゆつとしては欠けつ陥かんありと言わざるを得ませんね」

　シントの言こと葉ば尻じりには、暗に人間だけの力で成せなければ意味がないという意味が含ふくまれていた。彼が最終的な『敵てき』と目する存そん在ざいが何かを如によ実じつに示しめしている言葉だ。

　ただ、カウィールはシントの言葉の全すべてを鵜う吞のみにはしなかった。

　これだけ大おお仰ぎような仕掛けになったのも、全てはレンカン要よう塞さいの巨大さゆえにだ。通つう常じようの城壁程てい度どなら、今の技術の応用で人の手だけで済すむはずだ。

　それに、今の規き模ぼに比ひ類るいする、人間だけで可か能のうな防ぼう御ぎよ技術はすでにあるはずだった。

　それが未いまだ彼の頭の中の構こう想そうのみであるにしても。

　それらを含めた上で、カウィールは呟いた。

「さすがだ。その手て並なみ恐おそれいる」

「褒ほめ言葉……でしょうかな？」

　シントはにやついた笑えみを浮うかべていた。カウィールも似にたような笑みを返す。

　またいつ敵てきに戻もどるかわからない者同士の会話だ。お互い内心で含むものは多い。

　笑みを止め、カウィールは手を振ふった。

「良そう。今は魔物から防御する方が先決だ」

「宰さい相しよう命令と受け取って？」

「良い」

「では」

　シントが礼をする。カウィールも礼を返し、立ち去ろうとする。

　その背せに、シントが声をかけた。

「お次はどちらに」

「いや。面白い事を見つけた」

「それは何でしょう？」

「事によっては、防ぼう衛えいも成るかもな」




　　　　４




　ハイエルは城壁上から皇こう帝ていをずっと見ていた。彼女は最初の号令くらいでほとんど命令という命令も下すことなく、じっと眼がん下かの魔ま物ものを見み据すえている。

　自然と、各部隊からの報ほう告こくはハイエルが聞く役回りになっていた。真横でやり取りをするのだから彼女に届とどかない訳わけではないが、『内部の敵』をここまで自由にさせていて良いのかと、ハイエルは逆ぎやくに不安を覚え始めていた。

　手出しをされないのが一番恐おそろしい。

（まさか、私に手の内を読まれたくないなどと今さら思う訳もないだろうが）

　そう思い始めた頃ころ、魔物の蟻傅が始まって、初めて皇帝が動いた。支ささえ代わりにしていた剣けんを手放し、おもむろに足元に転がっていた弩どの先せん端たんを足で押おさえつける。その弩を拾い上げると同時に弦げんを引ひっ張ぱると、『牙し』を立てて固定した。

（何をするつもりだ？）

　ハイエルは内心でいぶかしんだ。

　皇帝の横に弩が転がっていたのは見ていた。それだけではなく、弓や戟げきなど色々と置いてある。暗器は相手の意表こそつけるものの、単たん純じゆんな攻こう撃げき力りよくとなると心もとない。それで護ご身しん用ように各種武ぶ器きを置いているのだと思っていたのだ。

（まあ彼女の場合、魔物相手ならそもそも武器など必要なく、人間なら暗器で十分か）

　しかし、なぜ今弩を手に取るのか。疑ぎ問もんだった。

　城じよう壁へきの上から手持ち式程度の弩で攻撃したところで、魔物を倒たおせるような威い力りよくはない。

　弩の威力は放たれた瞬しゆん間かんが最大であり、後になればなるほど落ちる。強弩だろうが末まつ勢せいともなると、布ぬのにも刺ささらないとはよく言われる言葉だ。

　加えて弩の構造上、矢は単に弩上部の溝みぞに置くだけだ。下に傾かたむけようものなら矢は勝手に滑すべり落ちる。太く長い巨きよ大だいな矢を発はつ射しやする床しよう子し弩どならば、ある程度の仰ぎよう角かくで打ち上げ長弓のような曲射軌き道どうを描えがかせて、落下速度を付加して攻撃する事もできるのだが、手持ちの弩程度で放つ矢なら重量もそれほどではなく、そうした攻撃にもあまり向かない。

　どちらにしろ、『真下』への攻撃には向かない。それを補おぎなうために、真下へは落下物戦術が採とられるのだ。

　皇帝は矢や籠かごから一本取った。その矢尻から、雫しずくが一滴てき垂たれた。

（毒どく液えきでもつけていたか？）

　それでも刺ささらなければ意味が無いし、そもそも魔物に効きく毒なのかどうか。

　その矢をさっと振ふり、皇帝は声をあげた。

「全床子弩、及および投石隊に通達。一いつ旦たん停止」

　命令が次々に伝でん播ぱする。伝わったところから、弩ど砲ほう、投石が止まった。

「照しよう準じゆんを今から放つ矢の箇か所しよに合わせ」

　皇こう帝ていは矢尻を床ゆかにこすりつけた。矢尻が燃もえ上がる。可か燃ねん性せいの液だったのだ。

　それをすぐさま弩の上に置くと、魔物の群むれに向けて放った。火矢は魔物達の中心、やや右よりの箇所に吞み込まれて行く。

「次の矢により、一いつ斉せい発射。準じゆん備び」

　皇帝の命が静かに伝わる。

　投石機も床子弩も、その全すべてが稼か動どうしない状じよう態たいは、この戦いが始まってから無かった事だった。常つねにどれかが動いていた。

　一斉の沈黙。

　魔物の呻うめきと、誰だれかの悲鳴と、長弓隊の弦が震ふるえる音。

　皇帝は、今度は短弓を取り出した。

（照準と合図で変えるのか！）

　ハイエルは驚おどろき、同時に納なつ得とくした。

　弩はほぼ直線的に放たれ、発射にも引き金を引く力で済すむ。一点への狙そ撃げきには弓よりも向いている。しかし、弩の上に矢を置くという構こう造ぞう上じよう、火矢を放つには向いていない。泥どろや動物の生皮などで耐たい火か対たい策さくがとられていたとしても、長時間矢を構かまえたままという事はできない。

　一方、弓は放つまで弦を引き絞しぼり続けなければならない。力をずっと入れ続けなければならず、狙撃には向かない。しかし、火矢の炎ほのおが燃もえ移うつる恐おそれは弩ほどにはない。狙ねらいに正せい確かくさを期さないなら、合図としてその時期が来るまで体たい勢せいを維い持じするという事が可か能のうだ。

（しかし、これほどに拘こだわるか）

　確たしかに、弩は狙撃に向き、弓は火矢を放つのに向く。だからと言って、わざわざ使い分けるなどという面めん倒どうな真ま似ねをする者などほとんどいないだろう。

　それだけ、狙ねらう地点、発射の時間に対し、他者へ正確さを欲ほつしているという事の表あらわれだった。合図に鐘かねなどの音ではなく火矢を用いるのも、目もく視しに対して音の伝わりが遅おそいという事を考こう慮りよしているのだろう。

　他の軍指し揮き者しやと比くらべ、異い常じようともいえる拘り方だった。その拘りに反はん比ぴ例れいするかのように、武ぶ器きに対しての愛着はなく『道具』として割わり切っている。

　指揮官としてというより、戦士として何を大事にしているかという現れだった。

　その体勢は、しばらくの間続いた。

　皇帝の黒こく瞳どうが、魔物の大たい群ぐんの一点を静かに見つめ……。

　溜ために比くらべたら発射は一瞬だった。

　火矢が空に放たれ、それが落下へと転じる前に、一斉に床しよう子し弩どと投石機が稼動した。

　先の火矢が放たれた地点に、攻こう撃げきが集中する。

　そして、次に現れたのは。

『おおおお！』

　誰とも知れず、感かん嘆たんの声が城じよう壁へきの上から鳴り響ひびいた。

　地面を埋め尽つくしていた魔物が、一斉攻撃の後、目に見える形で分ぶん断だんされたのだ。そこだけ地じ肌はだの色が現れ、黒ではなくなっている。

　そしてその地肌の顕あらわになった箇か所しよを起点に、無む秩ちつ序じよに見えた魔物の流れが集まり、川のようになって、数本の流れとなった。流れが次々に交差し、合流点で澱よどみが生まれ始めた。たとえ一体一体が好き勝手に動こうとしても、他の魔物に圧あつ迫ぱくされては動けるものではない。

　結果、魔物の大群は全体として一旦停止状態へと至いたった。

　無秩序な魔物の群むれから流れを読み取り、相手の『群れとしての勢いきおい』そのものをぶつけ合わせて、相そう殺さいという形で止めさせてしまったのだ。

（これが、彼女の軍事家としての力か！）

　驚きはハイエルだけではなかった。驚きよう愕がくのあまりに、兵士達の口が開いたままふさがらないでいた。一斉攻撃には加わらず独どく自じに攻撃を続けていたはずの長弓さえも、その手が止まる。

　そこに、

「何をしている！」

　皇帝の叱しつ責せきが飛んだ。「相手は止まっている！」

　思い出したかのように、それぞれの攻撃が再さい開かいした。投石機の石が飛び、床子弩の矢が放たれ、長弓の矢が雨となって降ふり注ぐ。

　動かない敵てきは恰かつ好こうの的だ。停止している箇所は同時に密みつ集しゆうしているところでもあり、一度の攻撃で大量の魔物が仕し留とめられていく。

　ハイエルは皇帝の横顔を窺うかがった。

　これだけの事をあっさりとやっておきながら、誇ほこるでもない。

　彼女にとって魔物は人間以上に親しい者である。だからといって、その彼らを葬ほうむるような真ま似ねをしてそれを悲しんでいる風にも見えない。

『淡たん々たん』

　正にその言葉だった。

　何も感かん情じようが見えない。彼女にとってはいつもの事だとはいえ、その読みようのなさがいつにもまして深しん刻こくになっていた。

　その黒瞳は輝かがやきもせず、眉まゆはぴくりともせず、唇くちびるもただ軽く閉とじられているだけ。

　その状態は一瞬だった。皇帝の目が瞬またたいた。

　その後は、いつもの彼女に戻もどっていた。先さき程ほどと何が違ちがうと言われても、ハイエルには言葉に表しようがなかった。輝かない瞳ひとみも、動かない眉も、閉じられた唇も変わらない。

　ただ、何かが変わり、何かが戻っていた。

「何か用ですか？」

　その言葉に驚おどろき、ハイエルは後ろを振ふり返った。そこには、いつの間に上がってきたのか、カウィールが立っていた。




　皇こう帝ていの問いを受け、カウィールは頭を下げた。

「ええ。一つ、願いを聞き届とどけていただこうかと」

　皇帝が頷うなずく。

「わたし達の目的がそれで果たされるなら」

「では」

　カウィールは頭を上げた。その表情に浮うかんでいるのは、真しん摯しそのものだった。

「かの勇者にもご出しゆつ陣じん願えますか」

　ハイエルは息を吞のんだ。同時に、カウィールの度ど胸きようを買った。

　皇帝となった彼女にその言葉を直ちよく接せつかけるなど、到とう底ていできるものではない。魔物殺戮者モンスタージエノサイダー、勇者という言葉は、彼女にとって鬼き門もんそのものだ。

　彼は死ぬ気だ。死んでも良いと思うくらいには、この一戦にかけている。

　彼の覚かく悟ごを皇帝も見取ったようだった。言葉の後も、カウィールの首は未いまだ現げん世せに止とどまっていた。

　逆ぎやくに言うなら、カウィールが即そく、死を賜たまわらなかったくらいには、それもありだと彼女自身思ったという事なのかもしれないと、ハイエルは思った。

　あるいは、今ここでその言葉を言い出すカウィールの内心を計りかねたか。

　待った時間は長いようで、皇帝の返答はむしろ即そつ決けつだった。

「却きやつ下か」

「でしょうな」

　答えを受けたカウィールも、それはわかっていたようで残念がる気配もなかった。

「そもそも将しようが先陣きるなど間違っております」

「では？」

「レンカン要よう塞さいの絶ぜつ対たい防ぼう衛えい。その一点において考えを同じくするなら、何を言っても殺されないという保ほ障しようが頂いただきたかった」

　答えて、カウィールは跪ひざまずいた。

「将と配下の思おも惑わくが違えば何をしたところで無む駄だです。陛へい下かが、魔ま物ものの大軍がこの大陸を跋ばつ扈こするのは厭いとっているというお気持ちを試ためさせていただきました」

　今まで信じていなかったのか。ハイエルは内心で頷うなずいた。謀ぼう略りやく家か同士、信用しあう事の危き険けん性せいは誰よりも承しよう知ちしている。彼は彼なりの確かつ固こたる判はん断だんをしたかったのだろう。

　だが防衛戦の真っ最中にその確かく認にんを行うとは、よほどの何かがあったのだろうか。

　ハイエルは疑ぎ問もんに思った。疑うたがいを晴らそうというのなら、戦う前にしておくのが当然だ。

「不ふ遜そん。が、今回ばかりは目を瞑つむります」

　皇帝の表ひよう情じようは何も変わっていないようにハイエルには見えた。

「では改めて、本来の願いを」

　カウィールは立ち上がった。

「魔物を前面に押おし出して下さい。後方活動だけでなく」

　ハイエルは思わず彼を見た。制せい止しの言葉をかける。

「待て。それはどういう意味だ」

「どういう意味とは？」

「暴ぼう走そうの危険性がある」

「危険性だ。ないかもしれん。それとも、ハイエル殿どのには確固たる裏うらがおありなのか」

「ない」

「では、今は黙だまって頂いただこう」

　そして、カウィールは皇帝に目を向けた。

「そもそも、私は一つ疑問を抱いだいております」

「疑問というと」

「本当に魔物達は暴走しているのですか？」

　ハイエルは目を見開いた。皇帝の眉まゆも少しだけ上がった。

　カウィールがその大だい前ぜん提ていを疑っていたとは。先さき程ほどの勇者発言による確認は、その疑いから発せられたのだ。

「それはどういう意味です？」

　眉を僅わずかに動かしただけで、皇帝の言動はいつもと変わらない。ただ、その『変わらない』という姿し勢せいがどれほどあてにならないか、ハイエルはよく知っていた。ハイエルだけではない。帝国中の臣下が知っているだろう。

「では、質問を変えさせて頂きましょう。魔物が暴走しているのなら、何なに故ゆえに彼らは同どう士し討うちをしないのですか」

　直後だった。

　皇帝が立ち上がった。

　まぎれもない。それは非常に珍めずらしい、彼女の驚おどろきの表あらわれだった。

「魔物が暴走して帝都で暴あばれた時も、今も。

　確たしかに。魔物は我われを失い凶きよう暴ぼうに振ふる舞まっております。実は先程、私も危あやういところにおりました。彼らが人間に害を為なそうとする姿は……この際さい告白しましょう。わかっておいででしょうが、私は魔物を忌いんでおります。その私の目から見ても、常つねならぬ、何か異い様ような雰ふん囲い気きに魔物達が包まれていた事は確かです。

　しかしながら、その魔物同士が殺し合っている姿すがたを私はまだ見ておりません」

　ハイエルは内心で毒づいた。それを気付かなかった自分を叱しつ咤たした。

　先に元主あるじから魔力について多少の知ち識しきを得ていながら、そんな単たん純じゆんな事実を見落としていた。

「本当にあれは暴走なのですか。むしろ行動としては、陛へい下かが魔王となる前の、暴ぼう虐ぎやくと謳うたわれた頃ころの魔物の姿と等しく感じられます。それに、一いつ致ちして決まったようにこのレンカン要よう塞さいを攻せめる姿も。

　真に暴走なら、勝手な方に向かって行くものではないのですか。

　陛下御おん身みが知らぬ内に抑おさえていた彼らの何かが、単に解とき放たれただけな……」

　そこでカウィールは口を止めた。皇こう帝ていの肩かたが震ふるえていた。

　そして、

「ふふ……ふふ……」

　珍しい事が続くものだ。ハイエルは驚きを隠かくせなかった。

　あの皇帝が。感情を表に出す事など滅めつ多たにない彼女が。

　笑っていた。

「ふふ。なるほど。そういう仕組み……。なるほど」

　漏こぼれ笑いから零こぼれるように呟つぶやかれる皇帝の言葉は、意味がよくわからなかった。ただ、彼女が何か閃ひらめいたらしい事はわかった。

　皇帝は漏れ笑いを止め、カウィールに微び笑しようを返した。

「魔物の暴走は本当です。彼らは本当に自じ我がを失っている」

「では？」

「どうやら魔物達の自我を失わせている魔力には、魔力を帯びた者を攻こう撃げきしないように、もしくは攻撃対象の順位として下げるようにする何かが含ふくまれているようね。

　なるほど。だから……」

　そこからまた皇帝は口をつぐみ、かすかに唇くちびるを動かした。

　わずかに、漏れ聞こえる程てい度どに。

「だか……のち……ねら……」

　ハイエルは首を傾げた。

（だから、生命いのちが集まっているここを狙ねらって来る？　どういう意味だ？）

　かすかな呟つぶやきの後、皇帝は立ち上がった。

「少し下がります。指し揮きを任まかせました」

　背せを向ける皇帝を、ハイエルとカウィールは、いぶかしげに思いながらも見送った。




　サラは早足で階かい段だんを駆かけ下りた。全てが繫つながった。以前から、おかしいと思っていた事に。

（魔物が大陸に攻め込こむのは、生命を減へらそうという意思に流されて。レンカン要塞以外にその矛ほこ先さきが向かなかったのは、ここで十分だったからか）

　魔物の侵しん攻こうに際さいして、人間側は対魔大だい同どう盟めいを以もってこれに当たった。未み曾ぞ有うの大だい軍ぐん団だん。生命の集団が一箇か所しよに集結していたのだ。生命減らしを考えるなら、これほど効こう率りつの良い場所はない。

　今のように自じ我がが奪うばわれていた訳わけではないから、魔物達の誇ほこりとして、たとえその機会があったとしても、無力な民みん衆しゆうを蹂じゆう躙りんするような真ま似ねを好んではしなかっただろう。

　だが、自我を失わないまでも、頭の片かた隅すみに、『何となく』というような曖あい昧まいな傾けい向こうのようなものであったとしても、何かによる誘ゆう導どうが働いていたのだ。

　基き本ほんとして無差別ではあったが、無方向ではなかった訳だ。

（わたしが彼女をなぜか魔王だと認みとめてしまう感情と同じような何かが、元々魔物にも埋め込まれていた。それもそうか。魔物を創つくったのは彼女なのだから）

　絶ぜつ対たい的な害悪を為しておきながら、エルという少女がたまに見せる情のようなもの。それは偽ぎ善ぜんではない。

　例えそれが偽いつわりであっても『善』の名が付くようなものではないに違ちがいない。

　自分が善ぜん政せいを行う事で復ふく讐しゆうしているように。

　彼女も何かの狙いがあって。もしくは、『それが目的ではないからやらない』だけだ。

　その『目的ではないからやらない』という彼女の信しん条じようが、暴走した魔物達にも受け継つがれている。それは決して偶ぐう然ぜんであるはずがない。

（きっかけは摑めた。魔力による暴走）

　考えて、サラは足を止めた。目の前にいる存そん在ざいに気付いたから。

「あなたをお待ちしていました」

「摑つかんだのか」

「確たしかに。そして、あなたが必要です」

　サラは息を吞のんだ。怖おそれから。あこがれから。

　深い想おもいから。

　鼓こ動どうが深く、激はげしく刻きざむ。

　そして、はっきりと命令した。

「わたしに従したがって頂いただきます。総そう督とく閣かつ下か」




　　　　５




　一時停止した魔物の群むれ。その前に、サラとラジャスはいた。レンカン要よう塞さいの真下。その城じよう壁へきが守る外側だ。

　真下であり、ほとんどの人間は二人の姿すがたを確かく認にんしていなかった。だから、上からの攻こう撃げきが止やむ事もなかった。真下への攻撃は落下物しかない。わざわざその設せつ備びが設置されていないところを選んでいた。

　すぐ横には穴あなだらけになった魔物の死し骸がいがあった。そこかしこに、矢や刃やいばにその皮ひ膚ふを貫つらぬかれた魔物が転がっている。

　人間の死体もある。両りよう断だんされた身体からだの一部や、血ち塗まみれの甲かつ冑ちゆうが、あちこちに散らばっている。

　濃のう縮しゆくな死の臭においが立ち込めていた。

「確かなのか」

　ラジャスの問いに、サラは答えた。

「確定できません。ですが、可か能のう性せいはあります」

　言うとすぐに、サラはその力を発はつ揮きさせた。

　吸きゆう収しゆう能のう力りよくではない。

　今まで吸すい込み貯ためていた。魔王としてのそれを含ふくむ、魔力の発動だ。

　自分の手には余あまるからと、ほとんど封ふう印いんしてきた、魔力の一挙放出。

　巨きよ大だいな渦うず柱ばしらが立つ。小型の魔物の死骸が吹ふき飛ばされ、大きめの魔物でも地面に引き摺ずりの跡あとを残しながら動いていく。

　レンカン要塞の城壁は度たび重かさなる攻撃に加えての圧力に、石いし壁かべのいくつかがはげ飛んでいく。そのはげた破は片へんがまた城壁にぶつかり、砕くだけさせて、より多くの破片となって渦うず巻まいていく。

　抑おさえられない。

　サラは思った。こんなもの、自分が抑えられる訳がない。

　それでも良かったのだ。

　類たぐい稀まれなる操あやつり手は横にいるのだから。

「本当に、これで良いのか」

「はい」

　ラジャスの最終確認に、サラは頷うなずいた。

「魔物達を暴ぼう走そうさせているのは、魔大陸から放たれた魔力によるものでしょう。魔大陸に魔族が眠ねむっているとすれば、その魔族の魔力を用いているのかもしれません」

「あの者の言葉を信じるのか」

「少なくとも、彼女は噓うそを言っていないと思います。真実だけを語りながら、その上で相手に積せつ極きよく的な誤ご認にんを植え付ける。そういう相手です」

「なぜわかる」

「わたしと同じ手口だからです」

　サラは笑って、自分の身体から溢あふれ出る魔力の渦を仰あおぎ見た。

「彼女の想おもいに影えい響きようされて、自じ我がを失ってさえ魔物達は従したがっていた。同どう士し討うちはせず、人間を狙ねらうように」

「だが、想いが宿ったのはその少女に限かぎった事ではないか」

「はい」

　サラは大きく頷いた。

　そしてそれは、実はラジャスも感覚として捉とらえていたものだった。かつてサラと戦い、死と生命の狭はざ間まにあった時、確かに聞いていたのだ。

　自らが倒たおした父の声を、受け渡わたされた魔力の波動の内に。

「その通りです。彼女だけではない。わたしも、あなたも。これを受け継ついできた代々の魔王の意思も、この中にはある」

　サラは胸むねに手を当てた。帝てい都とでラジャスの魔力を吸収した時、一いつ緒しよに流れこんできた魔王達の想い。あまりにも膨ぼう大だいでその全すべてを理り解かいする事などサラにはできなかったが、確かに『ある』事だけは感じられた。

「だから」

「より強きよう烈れつな意志の方が、与あたえる影響が勝まさるか」

　作戦はこうだった。

　魔力で自我を奪うばわれている魔物達に、『意い識しきを取り戻もどせ』という想いを内包した魔力をぶつけて、生じた歪ゆがみの上に新しい歪みを植えつけようというのだ。

　意識を奪う魔力に、意識を保たもてという想いを加味する。自我を失っている彼らに、漠ばく然ぜんとした方ほう向こう性せいとして自我を取り戻すという意識を持たせるのだ。

　矛む盾じゆんしている。

　それでも、ラジャスの言葉に、サラは微び笑しようを返した。

「勝算は確たしかですよ。単たん純じゆんな数の暴力。魔物が自じ我がを失うような事を望む者は、歴代魔王でも彼女だけでしょうからね」

「その魔力をぶつけるのか。魔物を狂くるわせる魔力に、同じ魔力をぶつける」

「同じではありません」

　呟いたラジャスに、サラは言った。

「わたし達の想いが相乗されています」

　ラジャスは答えないまま、両手を広げた。

　サラが言う想いの込められた魔力は、ラジャスの中には入って来なかった。魔王の魔力が受け継がれるのは、その持ち主が死し亡ぼうした時だけだ。かつてあったというだけで、今はもうラジャスのものではない。いかに操っても、それが中にまで入り、己おのれの血肉と同化する事などもはやない。

「いくぞ」

　ラジャスは広げた両手を閉とじた。巨きよ大だいな力だ。しかし、かつては意のままに操っていた。

　魔力を操るのは、魔力によるものだけではない。

　振しん動どうや、風の流れなど。

　人間にだって、やり方さえ知っていれば操れる。それは、魔力が世界を滅ほろぼすものだからだ。何かに影響を及およぼすものが、逆ぎやくに影響されないなどという事はない。

　影響が一方的であるはずがない。

　魔力は世界全てに影響を与えるものゆえに、逆に何もかもから影響を受けていたのだ。

　魔力による他への影響があまりにも劇げき的てきであるために、逆方向となる魔力への影響が『見かけ上』ないように見えていただけなのだ。

　魔力が周囲から受ける影響は、その普ふ段だんはわからないような小さな揺ゆれだが、実は魔物の強さに現あらわれていた。

　六ろつ輝き星せいのような者達はその結果を積み重ね、対魔技ぎ術じゆつとして確かく立りつしていったのだ。

　そしてラジャスも、自然のありようから逆に魔力を動かす術すべを持っていた。魔族のように魔力そのものを直ちよく接せつ操る事はできなくても、他のものを使って間接的に魔力を操る技術を持っていた。

　それができたからこそ魔王となった。

　吹ふき荒あれる魔力の渦うずの一いつ端たんを、小さく摑つかむ。

　それだけで良い。後は、その勢いきおいそのものが勝手に動いて、意図した通りに動いていく。

　糸を少しずつ引き抜ぬかれていく毛糸玉のように、魔力の渦は一ひと筋すじの魔力線を飛ばしながらその勢せい力りよくを減少させていった。

　小さな筋となった魔力は、停てい滞たいしていた魔物を貫つらぬいていく。暴ぼう渦かから分かれたそれは、そよ風のように柔やわらかく浸しん透とうし、包みこんでいった。




『コロセ』『コロセ』『コロセ』

『魔力ノナキモノヲ』

『コロセ』

　魔物達の中に、圧あつ倒とう的に渦巻く殺意。

　曖あい昧まいな中にも、何かを限げん定ていして忌き避ひしようとする感覚。

　意識は遠く深くに沈ちん殿でんして、真っ白な意い識しきの上はそれらの衝しよう動どうが奔ほん流りゆうとなって流れた。

　その意が示しめす通りに、殺して、限定して、殺す。

　その中に、少しずつ。それまでとは違ちがった流れが加わり始めた。

『コロセ』『戻もどれ』『魔力モタザルモノヲ』『己おのれの手に』『我われヲ消シテ』『己自身を』『タダ殺意ノ赴おもむクママニ』
















　強い。小さくて、果てしなく強い。そんな流れが、沈しずんでいた意識に突つき刺ささり、抉えぐり起こそうと強く叩たたき付ける。

『己の手に己自身を』『コロセ』

『己の意識を』『コ……ロセ』

『己の行いは』『コ……ロ……』

『己が決めろ』

　深く静かにたゆたっていた意識が、暴ぼう虐ぎやく的に暴あばき出されていく。蹂じゆう躙りんされていく。

　だがそれは、むしろ小気味良いもので。

　隠かくれ潜ひそんでいた意識が、目覚めようとしていた。




「何だ、これは」

　城じよう壁へきの上から、ハイエルとカウィールはその光景を眺ながめ下ろしていた。

　下から突とつ然ぜん吹き荒れた烈れつ風ぷうに砲ほう弾だんはあらぬ方向に飛ばされ、矢は空中で折れ曲がった。

　何度か吹き飛ばされそうになる身体からだを、城壁の縁へりにしがみ付いて防ふせぐ。

「一体、何がどうなっている」

「わからん」

　二人が混こん乱らんしている最さ中なか、砲ほう撃げきが止まった。もとよりこの嵐あらしの中では何をしても無む駄だだろうが、命めいもなく勝手に止める兵はいない。

「どうした！」

　ハイエルの問いかけに、背はい後ごから答えが返った。

「私が止やめさせました」

　ハイエルとカウィールが振ふり向いた先には、スキピオが立っていた。その隣となりには、グレンデルの姿すがたもある。

「これはどういう事だ」

「私にもわかりません」

　スキピオは首を振り、ただ、はっきりと声にした。

「しかし、皇こう帝てい陛へい下かのご意思でしょう」

　二人は口をつぐんだ。

「お任まかせしましょう」




　自じ我がを取り戻した魔ま物ものは全体からすれば一部でしかなかった。まだ多くの魔物は、自我を失ったままだ。

　それに、自我を取り戻したからといって、すぐに元に戻るという訳でもなかった。彼らは自らの行いを知っていた。我われを失っていた時に自らがしていた事を覚えているのだ。

　従したがうべき自らの王に背そむいた。

　その一点が容よう赦しやなく突き刺さり、悔かい恨こんと恥ち辱じよくに身体からだの自由が奪うばわれる。

　その時、

「何をしている」

　静かな怒ど声せいが響ひびき渡わたった。我を取り戻した魔物達は声の主に一いつ斉せいに視し線せんを向けた。

　その主は、巨きよ大だいな城壁を背せにし、土つち煙けむりと血ち臭しゆう漂ただよう大地の上に立っていた。

　あれは、いつだったのか。魔物達は思い起こした。

　彼女が王として最初に命を下したのは、いつだったのか。

　魔物の長命からすればあまりにも短い期間で、なのに長く馴な染じんだかのような深い声。

「反転。防ぼう衛えいせよ」

　怒いかりの込められたその声は、魔物達の心を打った。その『怒り』が何に向けられているのか、それが深くわかった。自我を失った事に対しての不ふ甲が斐いなさを謗そしるものでも、まして爪そう牙がを向けた事を誅ちゆうする怒りでもない。

『意思を取り戻もどしたのならさっさと従したがえ』

　意い識しきを取り戻してなお逡しゆん巡じゆんする、その様に向けられた怒りだった。

『ああ。我らが王よ』

　打ち震ふるえる心のままに、魔物達はその牙きばを立てた。

『貴女あなたこそが、我らが王。自ら認みとめた、我らの王よ』




　魔物達を一いつ喝かつした時、サラは決して立っていられる状じよう態たいではなかった。無む軌き道どうに、膨ぼう大だいな魔力を一斉に放出したのだ。

　何かを為なして、一方的に影えい響きようを受けないものなどない。

　身体からだに及およんだ反動はあまりにも大きく、城じよう壁へきを背せもたれとして何とか立っているだけが精せい一いつ杯ぱいだった。

　肋ろつ骨こつが軋きしんで肺には痛いたみが灼やけ付いて、反動的に出る咳せきには血が混まじっていた。

　揺ゆれる身体を、誰だれかが支ささえた。

　そんなバカな。サラは思った。

　彼の負ふ担たんは自分以上のものであるはずだった。本来暴ぼう虐ぎやくな魔力を、意図して操あやつったのだ。

　他者を支えられるほどの余よ力りよくなどあるはずがない。

　恐おそる恐る、サラは横を向いた。

　息を吞のむ。

　ずっと想おもい続け、隠かくし続けていた者の顔がすぐそこにあった。

「無事か」

　問われる言葉に、サラは小さく「はい」と答える。

　その問いは、本来逆ぎやくであるはずだった。より傷きずついているのは彼の方なのだ。

　サラの心に不甲斐なさが広がる。自分が王なのだ。誰よりも強く、上に立っているのは自分でなくてはならないのに。

　今の立場を、心ここ地ちよいと感じてしまうこれは……。

　脅きよう威い。

　いつまでも浸ひたりたい感かん情じよう。それに浸れば、後は落ちるしかない屈くつ辱じよく。

　それがせめぎあう。

　口元の血を拭ぬぐい取り、サラは深く息を吐はいた。

　その時だった。唐とう突とつに、目の前に鏡が現あらわれた。

　見覚えのある黒光りする鏡。

　黒鏡に、一人の少女の姿が映うつった。

　身の丈たけに合わない大きな青い外がい套とうを羽は織おった、金きん髪ぱつの少女。

《やれやれ。やってくれたわ》

　その軽口に、サラは鋭するどい目線を返した。

「何の用です」

《ご挨あい拶さつ》

　鏡の奥おくで、少女は軽かろやかに礼をした。

《はじめまして、ラジャスさん。わたしはエル＝リーラ。初代魔ま王おうを名乗らせて頂いただいております》

「貴き殿でんがか」

《まずはお二人に賞しよう賛さんを。あと、伝わらないだろうけど他の人達も。よくもまあ持ちこたえました》

　エルの言葉は確たしかに賞賛を表すものではあったが、同時に、より高みから下ろされる勝者の言のような余よ裕ゆうがあった。

「まだ終わっていないとでも言いたいようですね」

　搾しぼり出すかのようなサラの言葉に、エルは大おお仰ぎように頷うなずいた。

《それはそう。だいたい、たとえわたしがいなくなったところでぶつかる問題よ。魔力による世界崩ほう壊かいは確かく実じつに迫せまっている。わたしのやり方が一番面めん倒どう少ないのに》

「そういう問題ではありません」

　その言葉に、エルは反はん応のうしなかった。代わりに、ラジャスへと視し線せんが移る。

《わからないのはあなた。別に彼女に肩かた入いれしてる訳でもあるまいに》

「何がわかる」

《そんなに自じ我がが奪うばわれそうになったのが嫌いや？　結局、あなたは無事だったんだからいいじゃない》

「軽口を」

《それとも、彼女と同じようにわたしのやり口自体が嫌なのかしら？　世界を永えい遠えんに保たもつ方法はわたしのやり方しかない。いずれにせよ殺さなければならないのだから》

「やはりわかっていないな」

　静かに、ラジャスは口を開いた。

「永遠だと。それこそ運命そのものだ」

《…………》

「何もかもはいずれ滅ほろびる。それに足あ搔がく者。受け入れる者。拒きよ絶ぜつする者。

　反応は様々だ。それでも、唯ゆい一いつ変わらぬもの。変えてはならないもの。それは」

　ラジャスは口を止めた。そして、

「貫つらぬき通す己おのれの意志だ」

　サラは目を閉とじた。

　彼はかつて、偉い大だいなる父を倒たおして魔王の座ざを手に入れた。

　敗北こそ、強者の誇ほこり。

　その言葉を受け入れた彼だから、許ゆるす事などできなかったのだ。エルのような、ただ任まかせるだけの方法など。たとえそれが確実に待つ滅びという名の運命への対たい抗こうであったとしても、意志なき抗あらがいなど、そこには微み塵じんの誉ほまれもない。

《なるほど》

　黒い鏡が輝かがやく。その閃せん光こうの後、鏡からエルの姿すがたは消えていた。

　代わりに、鏡から煙けむりが吐はき出いでる。煙に包まれたそこから、一羽のハチドリが浮遊した。

「ウィチィロポチトリ！」

　叫さけんで前に進み出ようとして、サラは異い様ような感かん触しよくに囚とらわれた。歩を止め、そのハチドリを凝ぎよう視しする。

「あなたは……」

《そうだ》

　そのハチドリは、無む機き質しつな声を返した。

《俺おれ様さまだ》

　サラは奥おく歯ばを嚙かみ締しめた。この感覚。これは、あの鏡が持っていたものだった。

「奪ったのですか」

《そうだな。そうとも言えるか》

　ハチドリがぞんざいな笑えみを浮うかべた。サラがよく知るウィチィロポチトリはこのような笑みを浮かべない。

　ハチドリが羽ばたいた。その姿は、黄昏たそがれの中に溶とけ込こんでいくようだった。徐じよ々じよに姿が搔き消えていく。

　サラは手を伸のばした。だが、傷きずが痛いたんで思うようには動かない。

　ラジャスも同じようだった。サラの身体からだを支ささえたまま、彼は言った。

「奴やつはどうなっている」

　その言葉に、サラは驚おどろきを隠かくせなかった。彼がウィチィロポチトリの無事を気にしているとは思えなかったのだ。

　トリルシクはしばし黙だまって、口を開いた。

《無事と言えば無事だろうよ。何せ俺様が生きている》

　答えになっていなかった。それでも、一いち抹まつの真理を突ついているような気が、サラはした。

　まだウィチィロポチトリは生きている。

　トリルシクが、その身体のほとんどを掌しよう握あくしているとしても。

　消え行くハチドリにもう一度手を伸ばそうとして、サラは咳せき込んだ。

《そう急せくな。動ける身体でもあるまいに》

　ハチドリは、言葉だけを残しつつその存そん在ざいを薄うすれさせていく。

《殺さつ戮りくが成らない限かぎり、あいつと俺様はいつでも在ある》

　やがて、ハチドリの姿は消えた。

　サラは拳こぶしを握にぎり締める。

　その横に、翼つばさが舞まい降おりた。




　舞い降りた翼を前に、ラジャスは言った。

「来たか」

「はい」

　答えて、フェルグスが壮そう麗れいに礼をした。満まん身しん創そう痍いのはずのラジャスを見ても、彼はまるで怯ひるまなかった。どんな状じよう態たいでも大だい丈じよう夫ぶだと、心底から信じきっているのだ。

　そんなフェルグスの様子を見て、サラはわずかに嫉しつ妬とした。自分はそこまで彼を信じているのかわからなかった。ラジャスに対する彼の忠ちゆう誠せいと自分の思し慕ぼは、意味が違ちがうものだ。




　それでも比ひ較かくせずにはいられなかった。

「いつでも、ラジャス様をお連れできます」

　フェルグスの合図に、一乗の竜りゆう車しやが舞い降りた。竜による飛空車だ。サラは手配した覚えがなかった。

「必要だろう」

　ラジャスの問いに、サラは頷うなずいた。彼はこう言ったのだ。『魔ま大たい陸りくに向かうには、必要だろう』と。

　サラは、エルの居い所どころを看かん破ぱしていた。魔ま王おう城じようだ。

　エルが眠ねむっていたという場所。そして、代々の魔王がまるで何かを守っているかのように容よう易いに離はなれる事のなかった場所だ。魔王がそこに鎮ちん座ざしていた。だから誰知れず魔王城と呼よぶようになった場所だ。

『魔王は守しゆ護ご者しや』というエルの言葉が思い出された。

　魔物を解放した際さい、暴ぼう走そうとはいいつつ一定の制せい限げんが与あたえられていた事にサラは気付いた。

　それと同じような制限が代々の魔王にもされていたのだ。

　魔王が受け継ついできた魔力の中に、魔王城から離れるなという制限があったとサラは見ていた。サラ以前にも、魔王城から離れた魔王の存在は記録されていた。それでも対魔大だい同どう盟めい軍を一いつ蹴しゆうした後にすぐ、魔王城に戻もどったと記されている。

　魔王城から徹てつ底ていして離れ、新しく独どく自じの居きよ城じようまで建てたのはサラだけだ。

　魔力吸きゆう収しゆうという全く独自の方法で魔王位を継けい承しようしたからか、それとも制限自体がそれほど強きよう制せい力りよくのあるものではなかったのか。判はん断だんできる基き準じゆんはない。

　正せい統とうな魔王であるラジャスに、サラは是ぜ非ひを訊たずねなかった。彼が動かなかった理由を知ったところで、今さら何が変わるものでもない。

　必要なのは、今の彼が何を思っているのかだ。その答えが用意されていた竜車だ。

　魔王城には何かがあると、彼も考えていたのだ。

　なぜ歴代魔王は、何かを守るように魔王城に在り続けたのか。エルを守るためなのか。

　だとしたら、なぜエルはそこを寝しん所じよとして選んだのか。

　サラは城じよう壁へきから少し離はなれた。車を抱かかえる竜が口を開いた。

「陛へい下か。必ずや、魔王城まではお連れ致いたします」

　その言葉にはどこか悲ひ壮そうな決意が混まじっていた。また暴ぼう走そうするかもしれないという恐おそれの中、『最低でも魔王城までは保もたせる』と自らを鼓こ舞ぶしていた。

　サラは黙だまって、その竜の手の先に触ふれた。言葉は掛かけなかった。決意している者に多くを語る意味はない。

　サラとラジャスの二人を乗せ、竜車は舞い上がった。その隣となりにフェルグスが従したがう。

「止めて」

　城壁の上で、サラは停止の声をかけた。スキピオやハイエル、カウィールの姿すがたがそこにあった。

「指し揮き官かんが前線に向かうのは愚ぐ策さくと知っておいでのはずですが？」

　カウィールが声をあげた。その言葉は『皇こう帝てい』の身を案じて言っている訳わけではない。指揮官不在による軍の統とう率そつの乱みだれを案じて言っているのだ。

　サラは笑えみを浮うかべた。

「カウィール。指揮官の本当の役やく割わりを知っていますか」

　カウィールは怪け訝げんな顔を返した。彼は元もと軍ぐん師し。指揮に関しては一いち言げんあるはずだ。その彼に本当の役割を訊きくなど不ふ可か解かいでしかないのだろう。サラは続けた。

「指揮官の役割とは『勢せい』を作りだすこと。一度『勢』を生めば後はその奔ほん流りゆうに任まかせ、流れが違う方向に曲がらないよう適てき宜ぎに修しゆう正せいするだけ。細かな命令など不必要。

『要よう塞さいの堅けん守しゆ』を各自の胸むねに刻きざませた時点で、指揮官としてのわたしの役割はほとんど終わった。違ちがう？」

　問われても、カウィールは口を閉とじたままだった。代わりにハイエルが口を開いた。

「それでも、指揮官の在ざい、不在は士気に大きく関かかわります」

「わたしがいなくなったからといって士気が鈍にぶるあなた達ではないでしょう」

「一兵卒、一人一人までは保ほ証しようできかねます」

　ハイエルの言葉はどこか苦さを含ふくんだものだった。過か去この彼なら、いかに魔物に対たい抗こうしうる戦力といっても『バケモノ』の存そん在ざいが士気に影えい響きようするとは考えなかっただろう。逆ぎやくに言えば、今の彼は関わると考えている訳だ。

　それは皇こう帝ていとして彼らの上に立つ事で、どうあっても無む視しできない存在として認めさせたという成果だった。

　ハイエルの苦さは、サラにとって小気味良かった。

　だからといって彼の忠ちゆう告こくを無視はできない。忠告に対して答えるのも、皇帝として認めさせる仕事の一つだ。

「指揮官の役割は『勢』をつくる事だと言ったでしょう。士気に関しても同じ。一度士気を高めれば、そう簡かん単たんに崩くずれる事はない」

「だからこそ、崩ほう壊かいした時の落差は激はげしくなります」

　ハイエルの言葉は何から何まで間違いがなかった。高まった士気は容よう易いに崩れる事はないが、一度下がる兆ちよう候こうを見せれば後は真まっ逆さかさまに転落する。戦いの間士気を鼓舞させ続けるのは容易ではない。

　だが、サラは笑ってみせた。

「そんな事でいいの？」

「何がでしょう」

「あなた達の本ほん領りよう発はつ揮きは、むしろわたしがいなくなった時ではないの？」

　目を見開いて、ハイエルは絶ぜつ句くした。

　謀ぼう臣しんの企たくらみのほとんどは、帝国後を考えての事だ。帝国の命運がサラ＝シャンカーラという個こ人じんと連結している以上、帝国後とはサラが表おもて舞ぶ台たいから去った後を指す。どうやって退たい場じようさせるかよりも、どうせいずれ必ず訪おとずれる事になる退場をどう迎むかえるかが彼らの企みなのだ。

　その時には、サラ＝シャンカーラという人物はいないか、いても無視できる存在になっている。彼らは彼ら自身の手で、士気を十分に維い持じできる手しゆ段だんを持っていなければならない。

「良い訓練だと思えばいいじゃないの。わたし自ら用意してあげると言っているのだから、そのまま受け取りなさい」

　言って、サラはスキピオにも目を向けた。今の言葉はそのままスキピオにも通る。サラ＝シャンカーラという皇帝がいなくなった後の帝国をどうするかを考えなければならないのは、スキピオにとっても同じ事だ。

　相しよう国こくという上位宰さい相しようの任にん命めいは、その伏ふく線せんの一つだ。

　サラは冷れい酷こくに、自分がいなくなった後の事を考えていた。

　それは、人間に認めさせるという復ふく讐しゆうに相反する状じよう態たいだ。だが、いつかは去らねばならない事に変わりはない。永えい遠えんに繁はん栄えいした国家など過か去こどこにもない。この帝国が滅ほろびないという保ほ証しようも何一つない。

　だが、三市同どう盟めいを率ひきいて大陸東部から魔ま物ものを一いつ掃そうした『空をみる者』や、トーリコトを躍やく進しんさせた勇王、レンカン要よう塞さいを建けん造ぞうさせたマルクト初代王のように後世まで語り継つがれるような治世を行えば、後々まで影えい響きようは与あたえ続けられる。

　それはもうサラが望む支し配はいではないが、皇帝から退しりぞいた途と端たん無視される存在に戻もどるよりはマシだと思っていた。

「ハイエル。そしてカウィール。あなた達は今宰相なのよ。一臣下としてではない権けん限げんを揮ふるえる立場にある。存分に使いなさい。これは承しよう認にんではないわ。命令よ」

　言外に、スキピオに対しての命も含ふくませてある。サラと目を合わせたスキピオは黙もく礼れいした。

　サラは竜りゆう車しやの籠かごの上を叩たたいた。発車の合図だ。

　レンカン要塞とその守り手達を眼がん下かに、竜車は空高く昇のぼった。




　煙けむりが晴れ、黒い鏡が現あらわれた。その中にハチドリが映うつし出される。ハチドリが鏡の中から飛び出し、鏡が消えるのを待って、エルは周りを見み渡わたした。

　ここは、つい先日までエルが眠ねむっていた場所だった。魔王城と呼よばれている城しろだ。

　閃ひらめく雷らい鳴めいの下もとには、屍しかばねが転がっていた。

　魔物の暴ぼう走そうで、真っ先に殺されたであろう人間の一人だ。魔大陸にいた官かん吏りは全員殺されている。

　エルにはその人間の顔に見覚えがあった。

「悪い人じゃなかったわね」

　エルは小さく呟つぶやいた。

　この時代で目覚めて、初めて言葉を交かわした人間だ。初代魔王の名に戸と惑まどい、困こん惑わくを隠かくせずにいたが、職しよく務むには忠ちゆう実じつだった。

「悪人は、わたしの方か」

　轟とどろいた雷鳴に、エルは上を見た。天てん井じようは壊こわれていた。エルが起きた時は天井は在ったから、魔物が暴走した時に壊されたのだ。

　剝むき出しになった空は、暗雲を漂ただよわせている。

　そのくせ雨あま粒つぶ一つ降ふりもしない。

「さて、どうするべきか」

　困惑気に、エルは屍に目線を戻した。この時代の埋まい葬そう方法を知らなかった。

《地面に埋うめればいいんじゃないか》

　単たん純じゆんな物言いのトリルシクに、エルは反はん論ろんした。

「そんなわけないでしょ。鳥に屍し肉にくを食べさせるとか、海に投げるとか、焼くとか、各地によって風習が色々あったんだから。

　だいたい埋めるって一言で言っても、浅いと動物に掘ほり返されるし、深すぎると地下水で腐ふ敗はいしちゃうの」

《そんなもんか》

「そうよ。あと、貴き金きん属ぞくを一いつ緒しよに埋めるのも禁きん止し。盗とう掘くつされる」

《難なん儀ぎだな》

「そうなのよ。今の埋葬方法がわかれば苦労も少ないんだけど……厚こう葬そう久きゆう喪もだったら勘かん弁べんして欲ほしいなぁ」

　どちらにしろ大量殺さつ戮りくを謀はかる者が気にする言葉ではなかったが、エルの隠すところのない本心に変わりはない。

《どちらにしろ、そんな暇ひまはなさそうだ》

　トリルシクが背はい後ごを向いた。彼の背後には薄うす汚よごれた石いし壁かべしかないが、その先にある何かを見ていた。

《来る》

　簡かん潔けつに告げたトリルシクに、エルは頷うなずいた。

「じゃあ、来てもらいましょうか」

　エルは目を細めた。

「今の世の魔王に」







　六章　魔王城の決けつ戦せん
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　サラとラジャスは魔ま王おう城じようの前に立っていた。何年ぶりかに踏ふむ魔大陸の大地は、この地を離はなれてから変化を見せていなかった。

　風化したような地じ肌はだ。濃のう緑りよくの葉を付ける、太く短い木々。それはエルに見せられた過か去この魔大陸とも変わらない。

　ただ、潮しおの香かおりや、葉から漂ただよう苦にが薬ぐすりのような香り、頰ほおを撫なでる風の流れや、纏まとわりつくような湿しめっぽさ、革かわ靴ぐつの底から受ける大地の反発は、視し覚かくだけで感じる事はできない。

　本物の魔大陸に立っているという実感だ。

　だが、魔物の姿すがたがなかった。過去の魔大陸と同じ。決定的に違ちがうのは、魔物が存そん在ざいしないのではなく、レンカン要よう塞さいに向かっているために留る守すになっているという事だ。

「陛へい下か」

　竜が声をあげた。苦しげな声だ。サラは頷うなずく。

「早く戻もどりなさい」

　一方、フェルグスもラジャスに膝ひざをついていた。

「ラジャス様。ご武ぶ運うんを」

　ラジャスは黙だまっていた。頷くそぶりもない。ただ、一いつ瞥べつをフェルグスへと向けただけだ。

　それでもフェルグスは満足したのか、大きく頷き、礼をして立ち上がった。

　サラはフェルグスと目が合った。立ち上がったままだが、フェルグスはサラにも礼をした。

　彼はラジャスの私臣のようなものだが、一いち応おうは皇こう帝ていと臣下だ。その筋すじを通したのかもしれない。フェルグスの意図を深くまで読み取れなかったが、サラは皇帝としてその礼を受けた。

　二つの翼つばさが空へと舞まい上がっていく。

　風を受けながら、サラとラジャスは魔王城の中へ入っていった。




　魔王城の中は暗かった。サラが以前この城しろに来た時には、僅わずかだがロウソクの灯あかりが点ついていた。今はない。窓まどの外で時折光る雷らい光こうが、唯ゆい一いつの光こう源げんだった。

　ほぼ暗くら闇やみという中、二人が石いし床ゆかを蹴ける音が響ひびいた。

（前に来た時は、どんな感じだったかしら）

　サラはあまり覚えていなかった。元々勇者というもの自体、なりたくてなったものではない。一方的に、有う無むを言わさず押おし付けられたものだ。

（魔王がどんな相手かも知らなかった）

　あの時はただ、どうやって他の人間の肝きもを抜ぬかすような事をしてやろうか、そんな事ばかり考えていた。勇者なら魔王を倒たおせるなどという馬ば鹿かげた事を考えている奴やつらに、勇者が負けるところを見せるのも悪くない。そんな事も考えていた。

　半ば自じ暴ぼう自じ棄きになりかけていた。そんな時に出会ったのだ。

　最愛となる彼に。

　ラジャスは構かまわず進んでいた。暗闇でも見えるのか、目を瞑つむっても進めるほどに内部構こう造ぞうを把は握あくしているのか。

　サラはその後を追った。雷光で照らされた壁かべには、ところどころに引ひっ搔かき傷きずのようなものができていた。昨日や今日ついた傷ではない。傷は風化して、最初から刻きざまれた模も様ようであるかのように馴な染じんでいた。

　昔来た時は、こんな壁を見る余よ裕ゆうなどまるでなかった。

　勇者として魔大陸に渡わたってから、実は魔物との戦いは激げき減げんしていた。サラが元々戦おうとしなかった事もあるが、魔物から戦いを仕し掛かけてくる事も少なかった。物もの珍めずらしい異い郷きよう人じんを見る目だったが、排はい斥せきしようという強い悪意は感じられなかった。

　道中、サラは魔物と談だん笑しようした事さえあった。

　壁を見る余裕さえなかったのは、戦いで緊きん張ちようしていたからではない。疎そ外がい感かんのない時間を魔大陸で経けい験けんする毎ごとに、自分を迫はく害がいしてきた人間への憎ぞう悪おは募つのり、その憎にくしみで周りを見ようともしないくらいに心の余裕を無くしていた。

　今でも人間への憎しみは変わらない。それでも、壁の傷を見渡せるくらいに心の余裕を取り戻せていた。

「あの両者はどこにいると思いますか」

　サラはラジャスの背せに訊たずねた。

　記き憶おくはあやふやだが、魔王城の内部はそう複ふく雑ざつではなかったはずだった。それでも、いくつかの分ぶん岐き点てんがある。目的箇か所しよを定めておかないと余よ計けいな遠回りばかりすることになる。

　当然のように、サラよりラジャスの方が魔王城には詳くわしかった。

「最上部か最さい下か層そう。魔王に関するものがあるのはどちらかだ」

　最上部にはサラにも思い当たる場所があった。

「魔ま王おうの玉ぎよく座ざ。では、最下層は？」

「墓ぼ標ひようだ」

　ラジャスが止まった。雷らい光こうにその先が照らされる。

　階かい段だんだ。上階に行く階段と、地下へ潜もぐる階段に分かれている。

「分かれた方が良いか？」

　ラジャスが問う。サラは首を振ふった。目を瞑つむり、心の内に意い識しきをもぐらせる。

　何かが反はん応のうした。

「おそらく……下です」

「なぜわかる」

「魔王として何か感じます」

　サラの中にある魔王の魔力が、下に行くよう導みちびいていた。エルへの想おもいが込こめられているという魔力。エルに反応しているのかもしれない。

「そうか」

　ラジャスはそれ以上何も言わなかった。彼の中には、もう魔王の魔力は残っていない。




　地下は不思議と明るかった。壁かべ際ぎわに生えている苔こけが光っている。毒薬に長じるサラは植物にも詳しかったが、このような苔は今まで見た事も聴きいた事もなかった。

　降おりて行く中、一枚まいの巨きよ大だいな扉とびらが目の前に現あらわれた。古い石壁のような扉だ。

「ここで」

　ラジャスが何かを言おうとした。その瞬しゆん間かんだった。

「なっ！」

　サラはラジャスに突つき飛ばされた。その理由はすぐにわかった。

　石の扉が砕くだけ散る。

　砕けた扉の向こうから黒光が漏もれていた。

　黒光が晴れる。その先には巨大な広間があった。何本もの石柱が立ち並ならび、部屋自体が不ふ可か思し議ぎな光に包まれている。苔が放つ光が、いくつも集まって強い光を生んでいるようだった。

　その広間の最さい奥おうに、青い外がい套とうを羽は織おった金きん髪ぱつの少女の姿すがたと、黒光を従わせる青いハチドリの姿があった。

「もう多くを語る必要もないわよね」

　金髪の少女、エルが笑った。

「けりをつけましょう」




「アトラトル！」

　エルが叫さけんだ。その指に、サラも見覚えのある板がはめられていた。投とう槍そう器き型の魔ま剣けん。

　光の槍やりが番つがえられた。サラがその槍を見るのは二度目だった。王おう城じようの壁を破は砕さいし、帝てい都とを焼いた光の槍だ。破は壊かい力りよくは魔剣の名に相応ふさわしく、直ちよく撃げきを受ければ人間の身体からだなど消し飛ばされてしまう。

　だが、サラは剣を片かた手てに構かまえてエルにそのまま突っ込んだ。

　サラの側面にいたラジャスは、大きく横に飛び跳はねていた。呼こ応おうして、エルの隣となりを飛んでいたハチドリがラジャスの後を追う。

　サラはエルに、ラジャスはトリルシクに。どちらが言うでもなく分かれた。

　接せつ近きんするサラに、エルは構えた投槍器を腰こしだめに引いた。

「射しや器きだから近接に弱い。そう思ったなら浅はかよ」

　エルの言葉に応こたえて、彼女が構える槍の穂ほ先さきの側面から小さな刃はが鋸のこぎりのように生える。それを長剣のように振り構える。

「まさかっ！」サラは叫んで、左手をかざす。

「『魔剣』でわたしを倒たおせると」

　かざした掌てのひらから淡あわい光が放射された。瞬間、エルの槍が消える。

「思うな」

　サラは剣を振った。片手での大上段。エルが後方に跳ぶ。青い外套が斬きれる。布ぬのが舞まい散った。

　離れたエルの手に、再ふたたび光の槍が戻もどる。エルは舌した打うちした。

「このタイミングで来るか」

　魔剣は魔力を吸きゆう収しゆうする事によって発動する。今この大陸には、魔物を暴ぼう走そうさせるための魔力が満ち溢あふれていた。供きよう給きゆう元げんには困こまらない。

　いかに吸収しようと、すぐに回かい復ふくする。

　だが、吸収による一瞬の空白で十分だ。力を発動させる直前に吸すえば、威い力りよくを出させる事なく無む効こう化かできる。

　サラは剣を両手で構え、油ゆ断だんなくエルを見み据すえた。

「一度わたしの前で魔剣を使った。そして、魔剣の発動を視し認にんできる距きよ離りにまでわたしを近づけた。その時点で無意味です」

　再さい度ど舌打ちして、エルは投槍器を放ほうり投げた。投槍器は空中で煙けむりのように消える。

「遥はるか遠方から狙そ撃げきして撃うち落としてやれば良かった」
















「命めい中ちゆう率りつは悪そうですが」

「だから止やめたのよ。ま、良いわ」

　エルは声をあげた。

「トリルシク。出して」

　投槍器が消えた辺りから、一いつ瞬しゆんだけ黒鏡が現あらわれる。鏡から一本の剣が吐はき出された。

　黒曜石の刃やいばが鋸のこのように取りつけられた木ぼつ剣けん。

　その剣をエルは手に取った。

「言っとくけど、これは魔剣じゃないからね」




　トリルシクから放たれた黒光が、ラジャスに迫せまった。煙のように辺りを包み込もうとする。直感で、ラジャスは柱を盾たてとして避よけた。

　黒光に触れた石柱が崩くずれ、破は片へんを撒まき散らす。

（あれが魔力による直ちよく接せつ攻こう撃げきか）

　一見して、ラジャスはトリルシクの攻撃の恐おそろしさを見て取った。黒光はトリルシクから放たれているように見えるが、実じつ際さいは違ちがっていた。周りにある魔力を侵しん食しよくしているのだ。

　さながら波が伝でん播ぱするように、トリルシクの黒光が魔力を攻撃手しゆ段だんとして変へん貌ぼうさせていっているのだ。

　煙のように見えているのは、物ぶつ質しつとしての存そん在ざい感かんが希き薄はくだからだった。

（だとするなら）

　ラジャスは脳のう裏りに一つの策さくを閃ひらめかせる。だが、それでもまだ足りないと感じていた。

　石柱の背はい後ごから、黒光が回り込んで来た。煙に障しよう害がい物ぶつも何もあったものではない。完全に密みつ封ぷうしない限かぎりどこからか湧わいて来る。

　剣の先せん端たんが黒光に触れた。一瞬にして錆さび付き、刃こぼれする。飛び跳ねて、ラジャスは別の石柱へと身を潜ひそませた。

（まだだ。まだ足りぬ）

　ラジャスは周囲に意い識しきを張はり巡めぐらせた。縦じゆう横おう無む尽じんに魔力が広がっている。暴走しないためラジャスは自身の魔力を再び捨すてたが、これらの魔力を使えばいくらでも攻撃を仕し掛かける事ができる。

　だが、ラジャスは一度たりとも魔力を用いた攻撃をしなかった。たとえ間かん接せつ的に操あやつるといっても、魔力に触ふれる事になる。また暴走しかかってしまうかもしれない。そんな虞おそれもある。

　だが、使わない一番大きな理由は『意味がなさそうだから』だった。

　ラジャスはウィチィロポチトリの実力をそれなりに認みとめていた。中々力を出そうとしない食わせ者だが、本気で力を奮ふるったなら歴代の魔王に匹ひつ敵てきする。

　その彼が身体からだを奪うばわれた。

（魔物として戦っても、魔族には敵かなわぬか。認めざるを得ない）

　トリルシクとの一戦で、ラジャスは魔物としてではない魔力の使い方を模も索さくしていた。

　前々から探さぐっていた、魔力の本質に近づく考こう察さつをしていたのだ。

　攻撃に転ずるのはその後だ。黒光への対たい処しよ法ほうもすでにいくつか摑つかんでいたが、ラジャスはあえて何もせず、逃にげ続ける態たい度どをとった。

　煙けむりのような黒光の攻撃が一瞬止まった。

　柱の陰かげで、ラジャスはトリルシクの舌した打うちを聞いた。

《俺おれ様さまは道具箱じゃないというのに》

　どういう意味かはわからなかったが、一瞬とはいえ攻撃に間が空いた。息を吐はいて呼こ吸きゆうを整え、束つかの間の休息を取る。

　ラジャスはボロボロに腐ふ食しよくした剣で空を斬きった。濁にごった風切り音がした。

（切れ味は無い。が、これはこれで使えるか）

　攻撃に転じる時は、全すべてを見切ってからだ。

　一撃必殺。小こ技わざを小出しにして相手に対たい抗こう策さくをとらせるほどラジャスは甘あまくない。




　エルの太た刀ち筋すじは鈍にぶかった。木ぼつ剣けんに黒曜石の刃を埋うめ込んでいる鋸のこ剣けんだ。切れ筋はあまり良くない。圧おし斬るには武ぶ器きの重量が軽く、エルの力もか細い。

　そして、鈍く振られる剣。いくらでも付け入る隙すきがあるように思える。

　だが、サラは攻せめあぐねていた。強いのだ。

　剣そのものは鈍い。だが、その剣の反動を利用した蹴けりが飛んでくる。剣を目め隠かくしに、拳けん打だが打ち込まれてくる。身体全体を使った連撃が繰くり出されてきた。

　拳こぶしも蹴りも剣で払はらいたくなる。肉体なのだ。払うついでに斬れば、ダメージを与あたえられる。だがそういう時、決まって鈍かったはずのエルの剣は素す早ばやく動き、急所を狙ねらって来た。

　剣はそちらの防ぼう御ぎよに回さざるを得ない。

　拳も蹴りも、サラは避け続けるしかなかった。接せつ近きん戦せんでは、確かく実じつにエルの方が上回っていた。暗器を使う暇ひまもない

（使う間を……作るしかないかっ）

　相手の得意分野ではなく、自分の得意分野に下ろすしかない。

　心理戦だ。

　一撃はすでに用意してあった。王おう城じようでエルと語り合っていた途と中ちゆうから、すでに準じゆん備びができていた。そのための布ふ石せきを見つけていた。自分で打った手ではない。エルが打った手だ。そこから逆ぎやくに攻せめ入る。

（あとはっ！）

　自分の身を斬る覚かく悟ごをするだけだった。




（何だ？）

　ふと、ラジャスは疑ぎ問もんに感じた。相手の様子がおかしい。攻こう撃げきが止やんでから、一向に再さい開かいして来ない。柱の陰からハチドリの姿すがたを確かく認にんする。

　ハチドリの姿がおかしかった。翼つばさを小こ刻きざみに動かすのはハチドリの生せい態たいだが、その振ふり方が乱らん雑ざつなのだ。飛ぶために翼を動かしているというより、まるで溺おぼれて必死にもがく姿を思い起こさせるようなでたらめな振り方だ。

　やがてその動きは緩かん慢まんになり、翼の動きが止まる。そのまま空中で停止した。

　ハチドリの目が開いた。

「一いつ瞬しゆん、力が弱まりましたよ。今の……内です……」

「貴き公こう……か？」

　柱の陰からラジャスは問いかけた。今の声は、鏡の魔族ではなかった。以前より知っている、ウィチィロポチトリの声だった。彼の囀さえずりだった。

　ラジャスは柱から出た。サラの姿を確認する。彼女は、エルとの戦いに集中しているようで、ハチドリの異い変へんに気付いていなかった。

　ハチドリの瞳ひとみを見る。その瞳も、ウィチィロポチトリ本人のもののようだった。

「閣かつ下か。今の内に……ワシごと……」

　声はか細かった。力のない囀りだ。それでも、必死にもがく声だった。

「斬れというのか」

「この身で……陛へい下かに仇あだなすよりは……」

「…………」

「ふふ。……鏡は道ずれにします。今のワシにできるのは、その程てい度どでしょうから。陛下には……愚ぐ妹まいをよろしくと……」

「…………」

「早くっ！」

　焦しよう燥そう漂ただようウィチィロポチトリの声に、ラジャスは剣を振り上げ……下ろした。

　剣は空を斬っていた。

「伝えたければ……己おのれで伝えろ」

　ハチドリの目が閉とじる。再ふたたび、ハチドリは翼つばさを動かし始めた。

　その口ばしが嘲ちよう笑しようを浮うかべた。

《最後の好機を無む駄だにしたな》

「そうか？」

　ラジャスは振り下ろした剣けんを、再び構かまえた。

「見み縊くびるな」

《『これ』の持ち主がもう一度身体からだを取り戻もどせる。そう思っているのか？

　今のはたまたまだ。偶ぐう然ぜんは二度ないぞ》

「それは知らん」

　ラジャスははっきりと答えた。思った通りに。ウィチィロポチトリが身体を取り戻せるかどうかはわからない。それはウィチィロポチトリの問題だ。他者のラジャスが答えられる問題ではない。

『見縊るな』と言ったのは、別の事に関してだ。

「斬れば最後、次は我われの身体を奪うばおうとしていたな。見み抜ぬけぬと思ったか」

　ハチドリの目が見開いた。

《ハハッ。ハハハッ。どこで気付いた》

「魔ま物ものは魔力に影えい響きようを受け生きている。だが、己おのれの身体を維い持じするためには他の生物と何ら変わりなく、呼こ吸きゆうし、食事を摂とり、休息を求める。無機物を身体としている者なら、身体を構こう成せいする物体の性せい質しつに依い存ぞんする。水に溶とけ、熱に蒸じよう発はつし、冷たさに凍こおり固まる。

　魔力を用いて誤ご魔ま化かせても、根本から抜け出す事はできない。習性はどこかに残る」

《答えになっていない気がするな》

「では伝えよう。あの者は空を飛ぶ時、かならず翼をはためかせる」

《…………》

「本当は翼など必要ないのかもしれんが、ハチドリの性さがか飛ぼうとする時は必ず翼をはためかせる。止めたままだったな、先さきほどは」

《ふふ。ふふふ。はははは》

　ハチドリは哄こう笑しようした。《いや。よく見ているよ。気付かなかった》

　ラジャスは笑い続けるハチドリを油ゆ断だんなく見み据すえた。

　先ほどのウィチィロポチトリの言葉が、どこまで彼による言葉だったのか、ラジャスにはわからなかった。全すべてトリルシクが演えん技ぎしたものだったのかもしれないし、全てウィチィロポチトリ自身の言葉だったのかもしれない。それこそ、本人に訊たずねてみるしか事実を知る術すべはない。

　ただ、ウィチィロポチトリが身体の自由を取り戻したのが事実だったとしても完全に奪うばい返せた訳ではないと、翼つばさを止めたまま宙ちゆうに浮うくという不自然からラジャスは見ていた。

　もしかすると翼を止めたのはウィチィロポチトリで、そうする事であの状じよう態たいが不自然だと教えようとしたのかもしれない。どちらでも良いのだが。

　考えるべきは、むしろ別だった。意図的か偶然か、トリルシクはウィチィロポチトリが表に現あらわれた事を利用して、こちらの身体を奪おうとした。その事実そのものが何らかの糸口になる。

（身体を替かえなければならない事じ情じようがあるのか？）

　試ためしてみる価か値ちはあった。




「エルッ！」

　サラは声をあげた。振ふり下ろされる鋸のこ剣けんを、剣で受け止める。黒曜石の刃と刃の間に剣が通り、木の本体に剣が食い込こんだ。衝しよう撃げきで外れた黒光りする刃が、サラの頰ほおを掠かすめた。

　血が流れる。

　お互たがいの剣が食い込みあい、両者の剣が封ふうじられる。

　危き険けんな膠こう着ちやくだ。接せつ近きん戦せんはエルの方に分がある。すかさず、エルは腰こしを低く落とした。

　蹴けりか、拳こぶしか。

　だが、サラはそれを厭いとわなかった。どちらが来ても良いと思った。

　構わず、サラは両手で握にぎる剣の柄つかを左手首で回した。

　エルの拳がみぞおちに入りかける。

　サラは叫さけんだ。

「あなたは魔物の母だ！」

　エルの動きが止まった。腹はらに拳は決まったが、一撃で倒たおされるような衝撃ではなかった。

　左手で剣の柄を半ばから引き抜く。引き抜いた柄の先には短い刃。匕ひ首しゆだ。サラは剣の柄の中に、匕首を忍しのばせていた。止まったエルの肩かた口ぐちを突つく。

　匕首に塗ぬられた毒がエルの身体を捕とらえた。斬きられた肩口を押おさえ、エルは床ゆかに膝ひざをつく。全身の力を抜けさせる毒だ。立ってはいられない。

　匕首を元の柄に戻し、剣先同士が食い込みあった両者の剣をサラは放ほうり投げた。

　これ以上エルに攻こう撃げきを加える気はなかった。彼女の決意は強い。魔族を救おうという気持ちは変えられない。そこだけは曲げられない。

　だからこそ、他の、曲げられる箇か所しよを曲げるのだ。相手の信念を粉こな微み塵じんには砕くだかず、残せるところは残したまま、妥だ協きようできるところで妥協させる。それがサラの手法だった。

　魔ま族ぞくを救うという自らの信念をはっきりと口に出した時点で、エルは策さく謀ぼうに掛かけられる隙すきを見せていたのだ。はっきりと信念がわかれば、そこを傷きずつけないという手法のサラはいくらでも相手の心をつける。

「魔族への想おもいから、魔物を創つくった。殺さつ戮りくを代行させた。経けい緯いの是ぜ非ひはいい。目的の是非も問わない。魔族を救いたいというのなら、いくらでも救えばいい。

　ただ、どんな理由から、どんな手しゆ段だんから生んだのだとしても、あなたは魔物の母親よ」

　座すわり込んだままエルが顔をあげた。

「わたしが……ははおや……」

「母親なら……子こ供どもを傷きずつけるな」

　その言葉は苦かった。自分の身を斬きるかのような酷こく薄はくさがあった。サラは両親に捨すてられたのだ。名も知らない『おばあちゃん』に拾われなければ、生きてはいなかった。

　捨てた両親には恨うらみもあるし、憎ぞう悪おもある。だが、特別に何かをしようという気もなかった。皇こう帝ていとなっても、親が存ぞん命めいなのかさえ調べようとしなかった。

『人間』全すべてを復ふく讐しゆう相手としてその中に両親を含ふくめる事で、親への特別な感かん情じようを消し去った。親として特とく別べつ視ししない事がむしろ復讐だった。

　それでも、完全に消しきれない複ふく雑ざつな感情が苦さを与あたえた。

　だからこそ、エルという少女には有ゆう効こうだとサラは思った。どこか似にている気がするこの少女相手なら、自分が苦い事はそのまま少女にも苦さを与えられると思った。

「だから……だからって……」エルが声を張はり上げる。

「わたしは魔族の王なのよっ！　彼らを救う義ぎ務むがある！　わたしは、そのために……」

「わたしに任まかせなさい」

　エルの言葉を遮さえぎって、サラは声をかけた。

「わたしは魔王。わたしの中の魔力には、あなたの意思がある。魔族に向けるあなたの想いがある」

　自らの胸むねに手をあてる。魔物をいいように操あやつったエルへの憤いきどおりはある。だが、過か去こにおいて殺戮を担になったという魔族への憎にくしみや、魔族を救いたいという願いへの反発は、感情の中にどこにも生まれなかった。

　魔王に受け継つがれる魔力の中には、エルという少女の願いが、確かく実じつに流れていた。

「わたしは魔物の王。だからといって、魔物を救うために再ふたたび魔族に過か酷こくな責せき務むを負わせる気なんてないわ。魔族へ向けるあなたの愛情も、わたしの中には確たしかに受け継がれているのだから」

　エルは答えなかった。蝕むしばむ毒で力が抜ぬけて、床に座り込んだまま、ただサラを見上げていた。

「わたしに任せない。原初の魔王」

　それはエルを絡からめ取る心理の糸だった。だが、紛まごう事なきサラの本心でもあった。

　謀ぼう略りやくの深遠に至いたる時、虚きよ言げんは用いない。

　己おのれができる事、思う事しか語らず、相手を欺あざむこうとはしない。

　巧たくみな噓うそを述のべるより、拙つたなくても本心を述べる方が相手を納なつ得とくさせられるからだ。本心のこもらない噓では相手を心から動かせないからだ。たとえそれが謀略だと気付かれても、本心から利を説かれた部分まで否ひ定ていはされないからだ。

　本心を語り、誠まことを述べつつ、その上で相手を掌しよう中ちゆうに絡め取る。謀略と気付かれてもなお、それでも良いと相手を納得させる。それが謀略の真しん髄ずいだ。

　サラが帝てい国こく臣民全てに掛かけた謀略は正にそれだった。善ぜん政せいが皇帝による復讐の手しゆ段だんだと知っても、それで善政自体を否定した者はいない。サラは偽いつわりなく善政で復讐できると思い、戦せん乱らんに戻るよりはマシという論ろん法ぽうで臣民を絡め取った。戦乱よりマシだという部分に共感した者は、たとえ復讐の道具であると知っても善政に同意した。

　無理やり従したがわせた訳でも、気持ちを曲げさせた訳でもない。

　同じように、サラはレンカン要よう塞さいの防ぼう衛えい戦せんで自分が謀臣達に利用されている事にも気付いていた。名を高めるため、技わざを盗ぬすむため。皇帝に従っているがゆえの行動ではなく、裏うらがあっての行動だとはっきりとわかっていた。それでもそのままにさせているのは、レンカン要塞の防衛という点に関して彼らは何一つ噓をついていないからだ。守りたいという心が確かだからこそ、裏があるとわかっていてもサラは乗った。目的が同じでお互たがいに利用価か値ちを認みとめているからこそできる、謀略家同士の共きよう闘とうだ。

　サラは、同じ事をエル向けて仕掛けた。

　魔族への愛情も、自分に任せて欲ほしいという気持ちも、何の偽りもなかった。サラが欲ほつしたのは、ただ魔物の自由を取り戻したいという事だけだった。

　魔族の救いと魔物の自由が、決して両立しないものではないとエルに知らしめたいだけだった。

　エルに告げて、サラは一度、ラジャスに顔を向けた。彼はウィチィロポチトリの姿すがたを奪うばったトリルシクと戦い続けている。

（彼に任せよう）

　サラはそう思った。相手は魔族だ。その力を、結界内の映えい像ぞうという形であってもサラは見ていた。強大な相手だ。

　それでも、サラはラジャスに任せようと思った。

　自分の吸きゆう収しゆう能のう力りよくなら、倒たおせるかもしれないとは思ったが、サラはそうする気は起きなかった。試ためす気もなかった。魔族にも愛情を抱いだいているという言葉は、噓偽りではない。何より、目の前で放心したように座すわり込んでいる少女の目の前で、ただ魔族の救いを求めたいがために殺さつ戮りくにまで手を出した少女の前でやる気にはなれなかった。

　サラは先に進んだ。止める声は起きなかった。




　黒光がラジャスに迫せまった。どれほど激はげしく動いても、煙けむりのように身体からだに纏まとわりついて来る光。剣けんも衣い服ふくも、黒光に触ふれた箇か所しよがボロボロに腐ふ食しよくした。床ゆかや柱や壁かべも、光に触れた箇所が同じように侵しん食しよくされて風化している。

　まるで永えい劫ごうの時を経へたかのような寂さびれは、一いつ瞬しゆんともいえる戦いの内についたものだ。

（そうか）

　ラジャスの脳のう裏りに、ティアの言葉が思い浮うかんだ。彼女が思うままに滅め茶ちや苦く茶ちやに語った中の一語が浮かび上がった。

（時間がない。溶とけ込こむ。そういう事か！）

　魔ま力りよくは世界そのものすら滅ぼす力だ。魔力の影えい響きようを受けながら、魔物が魔力を媒ばい介かいとして間かん接せつ的にしか扱あつかわないのには意味があった。

　魔力によって己おのれ自身が滅ほろびないようにしていたのだ。たとえば、水は生き物にとって必要不ふ可か欠けつなものだ。だが、水が溢あふれかえると溺でき死しを招まねく。

　同じように、魔物にとって必要な魔力でも、過か度どに触れないよう制せい限げんしていたのだ。無む意い識しきによる本ほん能のうだったのかもしれない。

　だが、目の前のハチドリは無制限に魔力を使っている。魔物としての間接的な使い方でなく、魔族としての直接的に用いている。

　トリルシクが身体を交こう換かんしようとしたのは、自身が扱う魔力に侵おかされて、ウィチィロポチトリの身体が保もたなくなってきていると踏ふんだ。

（魔物とて、魔力に対する順じゆん応のうが高いだけで直じかに触れ続けていると滅びる。そうだとするなら……）

　一ひと筋すじの光こう明みようを見た。

　ラジャスは黒光の中に剣けんを放った。黒光を真まっ直すぐ貫つらぬき、ハチドリに向かって突つき進む。その後をラジャスは追うように駆かけた。

　放った剣は、黒光を割さいた。剣が放つ風切り音が魔力を搔かき乱みだしたのだ。

　音によって魔力を搔き乱すのは六ろつ輝き星せい、旋せん律りつのレイの得とく意い技わざだった。ラジャスは以前その攻こう撃げきを受けた事があった。そこから思いついたのだ。魔力の操そう作さに長たけていたラジャスは、直感的にどのような音が魔力に影えい響きようあるのか理り解かいできていた。

　風切り音によって空いた間を埋うめようと黒光が押し寄よせる。その一いつ瞬しゆんの隙すきに、ラジャスは黒光の煙の中を駆け抜ぬけた。

　ハチドリの姿すがたが目の前にあった。

「魔力は全すべてを滅ほろぼす。だが、滅ぼさないものがある」

　ハチドリが驚きよう愕がくした顔をあげる。

「魔力には意思が宿る。魔王を魔ま王おう城じように留とどめ、魔物に殺さつ戮りくさせようとし、同どう士し討うちをさせないよう制限させる意思が宿る」

　ハチドリの背はい後ごに鏡が現あらわれた。ウィチィロポチトリもよく使用していた鏡かがみ渡わたり。

　ラジャスは魔力を操あやつった。媒介として使うためではない。魔族のように直ちよく接せつ使うためでもない。ただ、現れた鏡の付近に魔力を集めて濃のう度どを上げただけだ。

「魔力によっても滅ぼされない存そん在ざい。それは魔族。否いな！」

　鏡がひび割われる。ラジャスはハチドリに攻せめ寄った。

「魔族とは、意思を持った魔力そのものだっ！」

　掌しよう打だがハチドリを捕とらえた。ハチドリは突き飛ばされず、その身体から黒光が背後に弾はじけとんだ。同時に、ハチドリが床に落ちる。

　弾けとんだ黒光は、空中で澱よどんだ煙のように漂ただよっていた。

「それが、本当の姿だったのだな」

　ラジャスは呟つぶやいた。トリルシクが放っていた黒光の攻撃。実はあれは、本体そのものを飛ばしていたのだ。攻撃手しゆ段だんと思われた黒光こそが、トリルシクの本体だったのだ。

　黒光は歪ゆがみながら一つの形を象かたどった。片かた足あしのない、一人の男だん性せいのような姿。細かい面おも立だちなどは見えない。澱む煙が輪りん郭かくとしてそう見えた。

《ふふ》

　聞こえてきた声はトリルシクの声だった。輪郭のような姿では、どこから声を発しているのかわからない。それでも、耳を震ふるわせる『声』として届とどいた。

《それに気付くのはエルだけだと思っていた》

　世界を滅ぼすものとして、生命活動から生み出される魔力。

　魔力には意思が宿る事があった。宿った意思がやがて『自じ我が』と呼よべるまで成長した時、その魔力は『魔族』となるのである。

　世界を滅ぼさないために、自らを生み出した生命いのちを狩かる存そん在ざいに変へん貌ぼうするのだ。

《しかし……まさか無地の魔力で追い出されるとはな》

　ラジャスが行ったのは、意思も何も宿っていない無地のままの魔力をウィチィロポチトリに圧おし集めて、トリルシクという魔力を追い出す行こう為いだった。

　魔族と魔力がイコールで繫つながれるのだから、空間に漂ただよっている魔力のどこまでが『トリルシク』なのかわからない。間かん接せつ的に操あやつってみる事で選より分け、『トリルシク』ではない魔力をハチドリの身体からだに叩たたき込んで圧し出したのだ。

《これはな》

　男だん性せいのような輪郭が、失っているらしき足を指した。

《魔大陸を生み出すために食わせた名残なごりだよ。俺おれ様さまの『魔力』を大地に食わせて、魔大陸を創つくらせた。俺様達は、魔族を増ふやさないために、魔物を創る協力をした。おかしな事だと思うか？　俺様の同族を増やしたくないという感かん情じようは》

　魔族がしていた事は、源みなもとである生命を絶たつ事であり、同族がこれ以上増えないようにする事だった。生命活動と真っ向から反する行為だ。

　そもそも魔族は生命体ですらなかった。

《愚おろかだと思うか？　魔物に殺させたところで、結局魔力が関かかわっている事に変わりはない。頭を使って殺すのが嫌いやだから、足で反はん射しや的に蹴けり殺した。その程てい度どの違ちがいでしかない》
















「では、なぜだ」

《生きてもいない俺様達を生きているように扱あつかってくれたのはエルだけだ。だから、あいつは王なんだよ》

　エルがそう望んだから、魔族はそれに従したがった。そうと読み取れる言葉だ。

　魔族にとっての救いは、殺さつ戮りくしないで済すむ事ではなかった。自分達を想おもって行動してくれる者がいる。それが救いだったのだ。

　ただそれだけで、彼らの救いとして十分だった。

　それではエルのやっている事は無む駄だではないのかなどと、ラジャスは問わなかった。無駄に思える事まで自分達のために必死にやっている者がいる。

　それで良いのだ。

「そうか」

　ラジャスは、目線をトリルシクに向けたまま腐ふ食しよくの激はげしいボロ布ぬのを投げ捨すてた。

　トリルシクが饒じよう舌ぜつである意味はわかっていた。魔族は魔力そのものだ。消し去る事ができない。魔力がある限かぎり、滅ほろびるという事がないのだ。

　魔物がどうあがこうと、勝てる相手ではなかった。

　ウィチィロポチトリの身体からトリルシクを離はなしても、ラジャスに打てる手はもうなかった。それがわかっているから饒舌なのだ。

　ラジャスも、この相手に対して勝つ気はなかった。

　勝ち負けなど意味のない相手だった。

「ならば、我われに身を預あずけろ」

《何？》

　トリルシクが驚おどろきの声をあげた。どういう意味か図はかりかねたのだ。

「意思を持った魔力が魔族なら、身体を持った魔力が魔物だ。我らの意思も、貴き公こうらの意思も、根本的なところで同じだ」

《同じ……だと？》

「そうだ。己おのれの意志を貫つらぬく。違うか？」

　トリルシクは黙だまる。ラジャスは続けた。

「確たしかに、同族を増ふやさぬというのは生命の本能から反すかもしれぬ。だが、その意志を貫こうとする気き概がいは我らと何ら変わるものではない。自らの意志を貫きたいと願う気持ちに変わりはない」

《ふふ。だとしても……志こころざす方向が間ま逆ぎやくだ。反発するしかない》

「違うな」

　ラジャスは一歩進みでた。

「願いは、間逆というほどに違わない」

《どこがだ？　俺様達は殺さつ戮りくせねばならない。お前達は生きなければならない。相反する》

「見み縊くびるな」

　ラジャスは声を張はった。

「我らが永えい遠えんに生きながらえようと考えている。そう思っているのか」

『見縊るな』。先さき程ほども言った言葉だった。

「人間も魔物も、いつかは滅ほろぶ。死ぬ」

　生命としての死。誰だれしもが逃にげられぬ道だ。それこそ運命と呼よべるものなのかもしれない。どうあっても抗あらがえない結末だ。だが、抗えないのは死という結果だけだ。

「だからこそ、我らは意志を貫く。最さい期ごまで生きもがく者。死を穏おだやかに受け入れる者。どちらであっても、己で決めた事なら、それは運命に負けた結果ではない。

　否ひ定ていし拒きよ絶ぜつするだけが運命に抗う道ではない」

　かつて、死の間ま際ぎわにラジャスの父は言った。敗北こそ強者の誇ほこりだと。敗北を誇りと思える事が、強者の証あかしなのだと。

　受け入れ難がたい敗北という屈くつ辱じよくを受け入れ、死という結末を受け入れ、その最期に己おのが全すべてを尽つくしたと誇る事のできた者が強者なのだ。

　サラ＝シャンカーラに敗北しても、それを誇りと思えたのだ。死という結果から逃のがれられなくても、誇りと思う事はできる。それまでに己の力を尽くしたなら誇れる。

　死を誇れるまでに全力を尽くす事が、死という運命に抗う道なのだ。

「永えい遠えんなどというものがあれば、それこそ運命。

　運命に抗うために、新たな運命を招まねく。

　そのような愚おろかしさを我らが願っているなどと、見縊るのも大たい概がいにしろ」

《死んでも良いとでも思っているのか》

「それが自らの意志を貫き通した結果なら、抗う気概も見せず安楽に流れて死を願ったのではないのなら」

　もう一歩踏ふみ出し、ラジャスは歩を止めた。

「我は生きる。生きて、抗い続け、その果てに死を受け入れよう。だが、今は死を受け入れても良いと思えるほど抗いきっていない」

　手をかざす。トリルシクの黒光が手で摑つかめてしまえるくらいに、近ちか寄よっていた。

「魔力ある限かぎり生き続ける者よ。永遠ではないからこそ力を振ふり絞しぼろうとする者に、その願いを一時預けてみよ」

《どうすると……いうのだ》

「魔力に意思が宿るなら、その力を使えるかもしれぬ。貴き公こうはその媒ばい介かいとなれ」

　かざした手を戻もどし、ラジャスは言った。

「我をもう一度魔王に。古いにしえの魔よ」




　エルは衝しよう撃げきを受けたまま固まっていた。毒に冒おかされて身体からだ中に力が入らない。

　だが、それ以上に『動きたい』という思い自体が湧わいてこなかった。

（わたしが……こんなわたしが……）

　魔族を救いたい一心で、魔大陸を創つくり、魔物を殺戮に走らせた。救すくい難がたい業ごうだ。

（……おかあさん？）

　母親の記き憶おくは霞かすんでいた。異い形ぎようの『幼おさななじみ』を殺されたという記憶しかない。その時に罵ののしられた言葉しか覚えていない。恨うらみと、哀かなしみと、言い様のない澱よどんだ感情しかない。

　だから、『母』の気持ちなどエルにはまるでわからない。

　なのにエルは動けなかった。呪じゆ縛ばくのように身体を締しめ付け、捕とらえて放さなかった。

　思ってもいなかった事を唐とう突とつに指し摘てきされ、予想外の動どう揺ように身体中が支し配はいされていた。

（わたしは……。わたしは……）

　数百年の彼方かなたに捨すてたはずの涙なみだが、零こぼれた。




　サラは魔ま王おう城じようの地下を進んだ。魔王として宿る魔力に心を傾かたむける。エルが守ろうとしたものが心の中に広がる。広がるその想おもいのままに、サラは歩を進めていた。

　エルが守ろうとした魔族達の感情が、その先にある。

　地下階段を進み、一枚まいの扉とびらの前で立ち止まった。古い木もく製せいの扉。その扉を開ける。

（ああ。これは……）

　扉を開けた瞬しゆん間かん、言い様のない穏おだやかさが身体を包んだ。祝福し、受け入れてくれる温かさがあった。

　魔物達の前に立った時と同じような感かん慨がいを、サラは覚えた。

　サラは目を瞑つむり、天てん井じようを仰あおいだ。目には見えなくても、全身がこの部屋の感覚を受け取った。

（これが魔族達の、エルを慕したう感かん情じよう）

　サラにはわかっていた。この温かさは自分に向けられたものではないと。自分が受け継ついだ、エルの想いに対して向けられた温かさだ。

　自分に向けられた思慕ではない。それがわかっても、この温かさを否ひ定ていしようという気はまるで起きなかった。穏やかな、赤子のまどろみのような空間を砕くだきたいとは思えなかった。

　それは、エルの想いを魔王の魔力という形で受け継いでいるからか、自分の本心からなのか、サラにはわからない。ただ、昔見ていた、『おばあちゃん』の瞳ひとみのような柔やわらかさを感じていた。

　サラは目を開けた。部屋中を見回す。暗くてよくは見えない。だが、なぜか部屋の間取りがわかった。

「ここが、魔族が眠ねむる中心部。そして、おそらく魔大陸の心しん臓ぞう部ぶ」

　来ればわかった。魔大陸が生きている鼓こ動どうが。もしかすると、魔大陸はエルが創った魔物第一号という事になるのかもしれない。魔物や魔族とは違ちがい、意思のようなものを魔大陸から感じ取る事はできないが、何かが脈打っているという感覚は捉とらえられた。

　床ゆかに手を当てる。サラは言った。

「さあ。開きなさい」

　何を開けるのか、サラにもよくわからなかった。思った通りの言葉を言っただけだ。だが、その言葉に反はん応のうして、天井が開いていった。その隙すき間まから、小さな明かりが差し込んでくる。

　何の光だろう。サラは思った。

　常つねに暗雲が漂ただよっている魔大陸の空だ。光といえば雷らい光こうくらいしかなかったが、差し込んでくる光は雷光のように、一瞬だけ強く輝かがやくようなものではなかった。

　淡たん々たんと、柔らかく光り続けていた。

（そうか）

　ふいに、サラはわかった。右の人差し指を立てる。その先に淡あわい光を生む。サラの魔力吸きゆう収しゆう能のう力りよくの光だ。

（光が差し込こんでいるんじゃない。ここから光が放たれているんだわ）

　魔物を暴ぼう走そうさせる膨ぼう大だいな魔力の流れの発生地点がここだった。あの光は、集まった魔力による光なのだ。天井が開くことで流れに濃のう淡たんが生まれ、特に濃こい部分が光を放っている。

　サラは指先の光を見つめた。

（これって、吸収で集まった魔力が生んでいた光だったのね）

　何の気なく、無む制せい限げんに魔力を吸収しようとしていた時には光も何もなかった。効こう果か範はん囲いを限定させようとして、小さな球きゆう状じようを形作るよう意い識しきするようになってから光を放ちだした。

　制限が魔力の濃淡を生んで、その境さかい目めが光っていたのだ。

　サラは能力を一いつ旦たん消した。そして、両手を広げて下に向けた。

　掌てのひらが、巨大な流れを感じ取る。

　ここは、魔物を暴走させるために魔力を放出している源みなもとだった。

（ここからなら、余あます事なく魔力を吸すい込む事ができそうね）

　どんな大たい河がでも、最初の源げん泉せんと呼よべるものが必ずある。そこを差し止めれば、いずれは大河の水を涸からす事だってできる。

　理り論ろん的には。現げん実じつ的には無理な話だ。

　だが、それをサラはしようとしていた。

　持てる吸収能力の全すべてを使い、ここから溢あふれている魔力を吸い取る。成功すれば、魔物を暴走させている魔力は消す事ができるはずだった。

　個こ人じんとしてできるのはそこまでだ。魔力を完全に消す事も、人間と魔物の戦いをこの世から止める事もできない。魔族を救うところにまで手は届とどかない。

　それでも、個人としての一歩が集しゆう団だんを引ひっ張ぱる事がある。それを行うのが統とう率そつ者しやだ。

　自分の行動に後が続けばいい。殺さつ戮りく肯こう定ていで論理的に包囲しているこの世界に一いち条じようの亀き裂れつを開け、後続のための逃にげ道を創つくれば良いのだ。

「そこまでわたしの容よう量りようがあるかどうか。いえ。もっと単たん純じゆんな、わたしが吸収する量よりも、生まれる魔ま力りよくの方が多かったら……」

　サラは唇くちびるを嚙かみ締しめた。やるしかない。

　全力で、その異い能のうを発動させた。天井の淡い光が消えた。




　サラの中に圧あつ倒とう的な流れが押おし込んできた。今まで吸収した時には感じる事のなかった、瀑ばく布ふとでもいうべき暴力的な圧あつ力りよくだ。身体からだの内部から膨ふくれ上がり、弾はじけ飛んでしまいそうな気がした。

　一いつ瞬しゆんで魔力を消し去りきれないのも初めてだった。能力の発動はいつも一瞬で、それで終わった。

　これほど長い間、吸収能力を発動させ続けるというのは初めての事だった。

（それでもっ！）

　全身の血が激はげしく流れ、耳の奥おくから血の流れが聞こえた。心しん臓ぞうがばくつく鼓こ動どうが特に意識せずともわかる。目の奥が痛いたく、充じゆう血けつしているようだった。髪かみの毛が逆さか立だっているのか、頭皮が引っ張られた。

　内ない臓ぞうのいたるところが悲鳴を上げている。筋きん肉にくのあちこちが強こわ張ばって、筋すじが切れたかのような痛みが走る。

　内臓の奥から、何かがこみ上げてきそうになる。

「ああっ。う……くぅっ……」

　思わず声が漏もれ出た。

　全身の緊きん張ちようが限界にきている。切れる。

（うっ。もう……もうダメっ！）

　そう思った瞬間だった。誰かがサラの手に掌を添そえた。

「魔力には意思が宿る」

　耳元で厳きびしい声が聞こえた。サラの身体は別の意味で緊張に包まれた。身体中が熱を帯びた。

　だが、想おもい人に声をかけられているという、心ここ地ちよい緊張だった。

「意思が宿り、自じ我がを持った魔力。それが魔族だ。

　今流れてきているものは、魔族の源げん流りゆうだ。魔族に成りかけの魔力だ。

　吸収しようとだけ思うな。流れる声を聞け」

　サラは深く考えなかった。ただラジャスに言われるがまま、自らの内部に入り込んでくる魔力に耳を傾かたむけた。

　ラジャスの声をきっかけとして、魔力の吸収ではなく、逆ぎやくにサラを中心に収しゆう束そくしている事にも気付かなかった。

　ラジャスの身体からは、かつての魔王より遥はるかに強大な魔力が満ち溢あふれていた。ラジャスの、そして、彼に力を貸かしているトリルシクの働きに、周囲の魔力が応こたえているのだ。

　世界中の魔力がまるで一個この生物であるかのように、サラのもとに寄より集まっていた。

　サラの中で声がした。

《ボクたちを生まないで》《ボクたちはもう、殺したくない》

《生まれなければ、殺さなくていい》

《生命いのちよ、これ以上増ふえないで！》

《たすけて！》

　悲ひ痛つうな叫さけびだった。身体の中から聞こえてくる声に、心が張り裂さけそうになった。

　世界はこんな声で満ち溢れていたのだ。穏おだやかに生命が暮くらすその裏うらで、これほど悲ひ惨さんな声が生まれていたのだ。

　この声を聞いていたのはエルだけだった。

（これが……これが彼女の救いたがったもの……）

　どうしようもなく抑おさえられない感かん情じようが、目め頭がしらを熱くさせた。とめどなく涙なみだが流れ落ちる。

「魔力には、意思が宿る。意思を宿す事ができる」

　厳しい耳元の声に、サラは頷うなずいた。

「わからせろ。我われらの意思を」

「わたし達の……意思……」

「そうだ。いずれは死に、滅ほろびる我ら。魔力がもたらす滅びなどその一例でしかない」

　ラジャスの言わんとしている事がサラにもわかった。

　死し因いんなどいくらでもある。

　寿じゆ命みよう。病死。窒ちつ息そく。焼死。溺でき死し。毒死。他殺。謀ぼう殺さつ。刑けい死し。殉じゆん死し。生いけ贄にえ。情じよう死し。自殺。

　魔力による滅びなど、その中の一つの例でしかないのだ。

（ああ。そうか）

　無む意い識しきに、サラは語りかけた。己おのれの中に流れ込んでくる魔力に、逆ぎやく流りゆうさせるかのように意識を解き放った。

（あなた達が悲しむ必要はないわ。あなた達が悲しんでも、厭いとっても、殺さなくても、わたし達はどうせいつかは死ぬのだから。だから）

「そんなに自分を嫌きらわないで」

　一いつ瞬しゆんだった。暴ぼう虐ぎやく的な圧力が消失した。

　魔力の流れは、大海に流れ出る河か川せんのように、穏やかに、サラの中に入ってきた。入った魔ま力りよくは身体の隅すみ々ずみにまで、あまねく広がった。

　吸きゆう収しゆうの感覚ではない。受け入れる感覚。

　世界の全すべてを俯ふ瞰かんしているかのような。

　世界そのものが自分の身体からだの一部になったかのような。

　感動だった。サラの身体から、何か温あたたかい光が溢れ出した。

　魔力の奔ほん流りゆうは、止まった。




「おい！」

　一人の兵士が叫んだ。命令が下されるまで止めてはいけないはずの矢から手を離はなした。

「あれを見ろ」

「黙だまってろ！　言われなくてもわかる！」

　兵士の上官が叱しつ責せきした。だが、その声は責せめるというよりも、喜びを内包しているように聞こえる。

　空と大地を、一瞬、光が覆おおいつくした。暴ぼう風ふうのように押し寄せて、津波のように伝でん播ぱして、そのまま消えてしまった。

　その後だった。尽つきることなく聞こえていた魔物の唸うなり声が絶たえた。皆みな、計ったかのように、同じように頭かぶりを振ふった。




「全軍一時停止」

　スキピオは命を下した。だが、あまり意味はなさそうだった。各自が勝手に攻こう撃げきを止めていた。重大な命令違い反はんだ。だが、責める事もできそうになかった。

　一瞬の光の波動は、皇こう帝ていに命令されたかのような凜りんとした輝かがやきを放っていた。スキピオ自身、身が引き締しまる思いだった。

　スキピオは隣となりに目を向けた。ハイエルとカウィールは、そろって苦く笑しようしていた。

（敵かないませんね）

　心底からそう思った。畏い怖ふする者に笑えみを浮うかべられるほど、スキピオは己おのれの言動の律りつしに熟じゆく達たつしていない。ただ、今までの宰さい相しよう職しよくで培つちかってきた眼がん力りきが、二人の行こう為いを見み逃のがさなかった。

　二人が、ほっと息をつくところを。

（敵てきにその存そん在ざいを望まれる皇帝。貴女あなたにお仕えできて光栄です）

　スキピオは深く、頭を下げた。




　主あるじが留る守すの王城で、魔物達は忙せわしなく働いていた。崩くずれてしまった王城だが、帝てい都との要よう衝しようとしての機能まで失った訳ではない。帝都を中心として帝国中に引かれた交こう通つう網もう、情報網は未だ生きている。補給の役目を預あずかった魔物達は王城を利用していた。

　薄暗い雲が覆おおう帝都の空を、閃せん光こうが疾はしった。指し揮きの手を止め、グレンデルは薄暗い雲が掛かかる空を見上げた。膝ひざを突き、片腕を胸の前に掲かかげて深く礼をする。グレンデルだけではない。他の魔物も全てひれ伏していた。

　なぜそのような行動をとったのか誰もわからなかった。しかし、疑いもしなかった。

　空を疾った光は一瞬で消えた。グレンデルは立ち上がって大声を発した。

「補給の確保は陛下が戦略の重点として常にあった！　魔大陸から隔かく離りなどという理由だけで回されたなどと思うなっ！　後こう方ほうを一いち任にんされる重みと誇ほこりを忘れるなっ」

「オオッ」という喚かん声せいが返る。

　もう一度、グレンデルは空を見上げた。自分達に、前線で爪そう牙がを振るうだけが戦いではない事を示してくれた主に、敬けい礼れいした。




　エルは床ゆかに座すわり込んで天てん井じようを見上げていた。

　ふいに背せ中なかに気配を感じて、エルは振り返る。

　エルの目に映ったのは、黒い靄もやのような、煙けむりのような澱よどみだった。

「何よ、それ」

　赤く腫はれた目を擦こする。「そんな恰好して、珍めずらしい事してるじゃない」

《うるさいな》

　黒い煙は愚ぐ痴ちった。

《気分転てん換かんだよ、気分転換》

　煙の中から鏡が現あらわれる。『煙けむる』と称しようされる、黒光りの鏡。煙はその中に吸すい込まれていった。カタリと鏡が音を立てる。

　ゆっくりと落ちてくる鏡を、エルは両手で抱だきかかえた。

「おかえり」

　笑みを浮かべて、エルは言った。

「テスカトリポカ」

　偽いつわりの黒トリルシクの名ではない、魔族としての本当の名前。今ならその名を呼よんでも良いとエルは思った。鏡からの異い論ろんは返ってこなかった。

　それ以上何を言ったらいいのか、エルにはわからなかった。長い付き合いの相あい棒ぼうに口が止まるなど、初めての事だった。
















　真っ黒な天井を見上げながら、エルは言った。

「魔力、減へったね」

《減ったな》

「どうせまた増ふえるよね」

《生命いのちが減らなければな》

「次はどれくらいかな」

《さあな。一日や二日じゃないのは確たしかだが、十年経たたないかもな》

「前は数百年だったのにね」

　鏡の答えに、エルは微笑ほほえんだ。数百年間眠ねむっていた。魔力が増え過すぎるまで、それだけの時間を要した。だが、今のままのサラの治世が続くと、増え過ぎが問題になるまであまり時間が掛かからない。

　知った以上、今の皇こう帝ていは人口抑よく制せいか何かの手を打つかもしれない。そんな間もなく、叛はん乱らんでも起こされてあっという間に戦せん乱らんに戻もどるかもしれない。そうなれば間はもっと空く。

　この先がどうなるのかエルにはわからなかった。

　ただ、死ぬ者が少なく、生きている者が豊ゆたかに暮くらしていける世界というのは、本来喜ばしい事なのだろうとは思った。それを許ゆるさない魔力が存そん在ざいしないのであれば。

　だからといって、魔力がない世界をエルは望んだりしなかった。

　すでに存そん在ざいしてしまっている以上、たとえそれがどれほど凶きよう悪あくなものであっても、誰だれかは祝福したくなるのだ。そんな変わり者がどこかにいても良いではないか。

「ねえ」

　エルは、鏡に声をかけた。

「賭かけない？　次はどれくらい後か」

《何を賭けるんだ》

「何か」

《何かじゃない。具体的な物を例れい示じしろ》

「それじゃあねぇ……。肩かたたたき券」

《俺おれ様さまのどこに肩があるっ！》

「んじゃ、似に顔がお絵え。芸げい術じゆつよ？」

《欲ほしくもないわっ》

「わがままな……」

《もっとマシなものを賭けろ》

　鏡の愚痴に笑って、エルは立ち上がった。鏡を小こ脇わきに抱かかえて歩き出す。

「んじゃ、次起きる時までに考えとくわ」

《で、何年間に賭けるんだ？　前後の幅はばはどれくらいまで許きよ容ようされる？》

「えっと……。どうしようかなぁ」

　笑いながら、エルと鏡は地下階かい段だんを降おりていった。

　最後に、エルは一言呟つぶやいた。

「ねぇ。わたし……おかあさんだってさ」

《何言ってる》

　鏡が、闇やみの中で煌きらめいた。

《小こ娘むすめが》

　エルは鏡を小こ突づいた。

　周囲の闇が微笑ほほえんでいた。







　終　章







　戦いが終わってみれば、死者は二万を超こえていた。重じゆう傷しようだけならその十倍は上回る。

　大たい災さいだ。

　それでも、魔ま物ものの大たい群ぐんと人間の総そう力りよくを結集しての戦いにしては少ない数だった。過か去この戦争では、三十万、四十万という死者も珍めずらしい事ではなかったのだ。

　レンカン要よう塞さいの下には、魔物と人間の屍しかばねが大量に転がったままになっていた。烏からすが五う月る蠅さく、不気味に鳴き声をあげる。毎日のように埋まい葬そうしているのだが、いつ終わるのか果てしないほどに思える。

　次々に積み上げられる書類を前に、スキピオはため息をついた。

　そもそも文官は、戦いの最中には大した出番がない代わりに、戦う前と戦った後に大変な労苦がある。戦いでも指し揮きを執とるカウィールやハイエルのような方が特とく異いなのだ。

　かつては同じ扱あつかいだった軍ぐん務むと政せい務むが分ぶん離りされるようになってから久ひさしいが、今でもたまに、過去のように両方を兼かねる者が出てくる。それは、そうしなければならない必ひつ然ぜん性せいに押おしやられての事なのだ。

　軍事力だけでも政治力だけでも、どうにもならない事じ態たいというものがこの世には存在する。双そう方ほうが合わさらない限かぎり打開できない事がある。

　スキピオより長く戦せん乱らんの時代を生きていた彼らは、その二つを自然と身に付けていったのだろう。

　それを羨うらやましいとスキピオは思わなかった。事じ務む面めんでの劣おとりは激はげしい悔くやしさを齎もたらしたが、軍事にも秀ひいでる気はさらさらない。

　軍務と政務を合わせる事が必要だからといって、一人で兼けん務むする必要はない。他に秀でている者がいて、協力できるなら、それに任まかせても良い。

　そしてスキピオには、任せるに足る、頼たのもしい同どう僚りようはすでにいた。彼らが存分に戦える舞台を整える事が、スキピオの役やく割わりなのだ。

「さて。どうやって魔物への信しん頼らいを取り戻もどすべきか……」

　呟いて、スキピオは苦く笑しようした。

　悩なやみの種は以前とあまり変わりない。

「よし」

　スキピオは立ち上がった。まずは相しよう国こくの座ざを返上するのだ。

　魔物に人間をそれとなく援えん護ごさせ、信頼とはいかずとも共きよう闘とうできる関係である事を気付かせるように裏うら工こう作さくをした。各諸侯が防ぼう衛えいのために出した戦力から類るい推すいして、復ふつ興こう状じよう態たいを見み極きわめもした。独どく断だんで国庫から金を放出し、防衛期間に叛はん乱らんが起きないよう買ばい収しゆう工作も行った。動静を探さぐるための諜ちよう報ほう活動には通つう常じようの十倍近い数を動員した。

　相国だからこそできた事もある。が、そのほとんどは相国という立場より、皇こう帝ていの腹ふく心しんという立場に拠よるところが大きかった。魔物による暴ぼう走そうという大だい事じ件けんが終わった以上、相国であり続ける意味は無いに等しかった。

「元々緊きん急きゆう時じの一時的な処しよ置ちのようなものですからね。相国返上は受け入れてもらえるでしょう」

　スキピオはため息をついた。宰さい相しようの返上はどうあっても許してもらえないだろう。

　だが、それでも良いかと思えるようになっていた。付きまとう責せき任にんは確たしかに重いが、その代わりに手に入れられるものもある。

　貴き重ちような部下や、思いを同じくする同どう僚りようといったように。

　立ち上がったスキピオは書類の一枚まいを手に取った。そこには、統とう一いつ済ずみの公おおやけの用語が列記してある。

　スキピオが扉とびらを開くと、目の前で赤い髪かみが頭を下げていた。その髪の毛から、青いハチドリが落ちそうになる。

「バカっ、何をする」

「あれ？　いたんですか？　小さくて見えませんでした」

「……なんかトゲないか」

「ふふふ」と笑って、ティアはスキピオの手を取った。

「それじゃあ、行きましょうか」

「え、ええ……」

　心なしか度ど胸きようがついてきた感じのするティアに首を傾かしげつつ、スキピオは手を引かれて歩きだした。




　ハイエルは書面に、魔物への対たい抗こう策さくとして見た一部始終を書き連ねていた。

　自分がそれを使う事はないかもしれない。それでも、今回のように魔物の被ひ害がいに人間が遭あった時、彼らを倒たおす教本がある方が良いに決まっている。

　後人のために。その考えは、決して優すぐれていたとは言えなくても、教きよう師しの立場にあったハイエルの性た質ちであった。

「巨きよ軀くを狙ねらう場合は床しよう子し弩どの一いつ斉せい射しや。小型の蟻ぎ傅ふには長ちよう弓きゆうの雨が有ゆう効こう……と」

　書きながら、ハイエルはため息をついた。

　確かに有効だったが、あれだけの大だい規き模ぼの軍ぐん団だんを一手に率ひきいる者がそうそう現あらわれるのか。数を頼たよりにするものであった以上、数を揃そろえなければ意味がなくなってしまう。

「数は力か。当たり前だな」

　その当たり前の事ができる者が実に少ない。それが問題なのだ。

　大部隊を整え、各部隊間の連れん携けいを密みつにし、十分な補ほ給きゆうを確かく保ほできる手しゆ腕わんは、非ひ常じように恵めぐまれた資し質しつがないとできるものではない。

　たとえ数だけ揃える事ができたとしても、大半の者は持て余あます。数量を確たしかな力として動かすには、ある種の天才的な才さい能のうが必要なのだ。

「逆ぎやくに言えば、数を持っている相手を倒たおす方法は各かつ個この切り崩くずしだな。決して連動させてはならない」

　その事こそ書いておかなければならないようにハイエルは感じた。




　サラはレンカン要よう塞さいの城じよう壁へきの上に立っていた。シルディアの王城は未いまだ使いものにならない。レンカン要塞を代わりの主城としていた。

　城壁の上から、屍しかばねを見下ろす。その何いずれもが、自分の臣下だった。内心から忠ちゆう義ぎを尽つくそうとしていた者ばかりではない。それでも、臣下である事に変わりはなかった。

　その彼らの屍を曝さらしたままにしかできない屈くつ辱じよくは、臣下の自じ我がを奪うばわれた時に匹ひつ敵てきする。

　唇くちびるを嚙かみ締しめて、その光景を焼き付けた。

　その後ろから、小さな気配が漂ただよってきた。その主ぬしにサラはすぐに気付いた。

　気付かない振ふりをしたまま、サラは立ち続ける。

　そうしていると、背せ中なかからふいに、ほわりと暖あたたかい、毛皮のようなものが被かぶせられた。

　いや。被さっているのではなかった。抱だきつかれているのだ。

「何の用？」

　優やさしくサラは訊たずねた。自分が大切にしているという事で彼女が狙われてから、以前のように頻ひん繁ぱんに呼よぶ事はなかった名を、振り向いてサラは呼んだ。

「ナナ」

「えへへぇ」

　その笑顔は、身体からだを包み込こむ毛皮の暖かさにも似にていた。

「見てですぅ。やっと、シューリできたのですぅ」

　一いつ旦たん離はなれて、ナナは彼女なりに精せい一いつ杯ぱいに両手を広げた。

　それをサラは確かく認にんする。

　確たしかに、耳も、羽根も、手て袋ぶくろも。新品同様に直されていた。ところどころに、まるで水みず洗あらいでもしたかのような縮ちぢれがあったが、雪が降ふり続けていたシルディアではそれも致いたし方なかったのだろう。

「良かったわね」

「はいですぅ」

　その笑え顔がおには何の曇くもりもなかった。屍が大量に転がっている上でそんな笑みができる彼女は、やはり大物だとサラは思った。

　ナナは、再ふたたび抱きついて、サラの袖そでを引ひっ張ぱった。

「でも、サラさまは大変だったのですぅ。早くおやすみになってください」

「そうね。まだまだ政せい務むはあるものね」

「はいですぅ」

　ナナの頭を撫なでる。

　ナナは「えへへですぅ」とはにかんで、その場を後にした。




　ナナを見送った後も、サラはそのまま要よう塞さいの上部に立っていた。彼が訪おとずれるのを待っていた。

　足音はなかった。それでも気配に気付いて、サラは振ふり向いた。

「…………」

　とっさに言葉がでない。未だに、彼の名前を呼よぶには重大な決意を必要とした。

「魔ま力りよくに自じ我がが生まれ、それが魔族となるのなら」

　サラが決意している間に、ラジャスが声を掛かけた。

「我われらが使う魔力は何なのだろうな。魔族の力と一人の少女の想おもいで魔物は生まれた。ならば、魔物の想いは何を生む」

　魔物の扱あつかう媒ばい介かいとしての魔力。そこに魔物の意思は込められているが、自我まではない魔力。魔物が使う魔力に意思が宿り、自我が目覚めると、それも魔族になるのだろうか。

　レンカン要塞の上を一いち陣じんの風が吹ふきぬける。

「決まっています」

　サラは言った。

「それぞれの心のまま。行いのままに」

　ラジャスは苦く笑しようした。

「魔力のない魔物と、魔力を吸すう人間。存外、良い出会いだった」

「違ちがいます」はっきりと否ひ定ていして、サラは笑った。
















「今もまだ、出会いの最中です」

　言いながら、サラは少し後こう悔かいする。また彼の名を呼ぶ機会を逸いつしてしまった。

　内心で静かに嘆たん息そくする。ラジャスはすでに背せを向けていた。

　ふいに、

「サラ＝シャンカーラ」

　名を呼ばれて、サラは表ひよう情じようを強こわ張ばらせた。

「貴き殿でんの想おもいを貫つらぬかん事を」

　サラは笑みを浮うかべた。おそらく、微笑ほほえみではない。少しひきつった笑みになっていただろう。だからこそ、つくった訳ではない笑みだった。

「ラジャス。あなたも」

　彼の名を呼び捨すてるだけに、サラは途と方ほうもない労力を使い果たした。







　あとがき







　はじめまして。もしくはお久ひさしぶりです。三み浦うらです。

　今こん巻かんでこのシリーズは一ひと区く切ぎりつきます。

　第一作から手にとって下くださった方も、途と中ちゆうから入ったという方も、ありがとうございます。

　まさか四冊分を書く事になろうとは、第一作を書いていた頃ころは思ってもみませんでした。

　といいますか、その頃は本になるのかどうかさえわかっていませんでしたが。

　ここまで書けたのは皆みなさまのおかげです。本当にありがとう。




　謝しや辞じついでという訳わけでもありませんが、担たん当とうさんが変わりました。三巻のあとがきを書き終わった直ちよく後ごくらいからです。受じゆ賞しようの報ほう告こくを受けてから約一年半、お世せ話わになりました。

　思えば最初も最初、受賞の連絡のところからご面めん倒どうをかけてしまいました。

　いや。私が応おう募ぼの際さい、電話番号を書き間ま違ちがえるなどというありえない大ポカをやらかしていたのです。普ふ通つう間違えますか？　自分の電話番号。

　そのありえない間違いをした人間がここにいます。

　住じゆう所しよは間違えていなかったので、受賞のお知らせは郵ゆう送そうで届とどきました。

　この話には続きがあって、前担当さんは、連れん絡らくにＦＡＸも送っていたらしいのです。うちにはＦＡＸないのでＦＡＸ関連は何も書いていなかったのに。

　というかこのネタ、一巻のあとがきに書いておくべきですね。一巻は一巻で、初めてのあとがきで焦あせっていたもので。

　なら、四回目のあとがきは冷静に書いているのかと訊きかれたら、そういう訳でもないのです。一巻のあとがきに書くべきネタを今ごろ書いているところで、察さつして下さい。あとがき、苦にが手てです。

　それはともかく、前担当さんお世話になりました。




　新担当さん、さっそく締しめ切きりのデッドラインを踏ふませ、誤ご字じ脱だつ字じの嵐あらしと、ご面倒をおかけします。この本が予定通り一月に出ていたら、新担当さんやＫＩＲＩＮさん、他色々な方のお力あってのものです。

　それからＫＩＲＩＮさん。このシリーズでは何か一いつ般ぱん的てきなファンタジーからはかけ離はなれたものばかり描かせてしまった気がします。おじさま好きなのは私と一いつ致ちしているらしいのでそれは安心したのですが。

　巻かん末まつにあるコメディ気たっぷりのイラストも、毎回笑わせて頂いただきました。




　では最後に、もう一度謝辞を。

　エルフとかドワーフとかは出てこないくせに、謀ぼう臣しんだの酷こく吏りだのは出てくる変わったファンタジーにお付き合い下さりありがとうございました。

　この作品には友情やら努力やら勝利やらはないけれど、ひねくれた熱さは込めたつもりです。一直線ではない、三回転半ひねりの熱血を見み出いだして頂けたら幸いです。

　それでは、またどこかで。




　タイトルは一見湿しめっぽい感じがするけど、曲調は結けつ構こうアップテンポな、

「それでも君を想い出すから」を聴ききながら──な、三浦良りようでした。



















抗いし者たちの系譜




再さい始しの女じよ王おう







三み浦うら　良りよう
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